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序章 後発国と生産技術

第 1節 課題と方法一研究史的アプローチ

1 .日本における生産技術形成史をめぐって

後発国の工業発展を考える時、製造業における生産技術が決定的に重要であ

ることに、まず異論はないだろう。工業化政策の基本を輸入代替におこうが輸

出指向におこうが、モノづくりの能力が前提となるのは閉じである。

個々の生産技術は、特定のモノづくりの過程で醸成されてし、く。が、一国経

済に関して生産技術を問題にする場合、それは工業製品をつくる技術基盤とし

ての社会的能力を意味する。たとえば、自動車の小さな付属部品一つをとって

も、往々にして何十という製造企業がその生産に関わっていることを考えれば、

自動車というたった一つの工業製品を生み出すために必要な技術がいかに多様

であるか、その生産技術体系がいかに壮大で各生産技術要素が複雑かっ有機的

に結合しあっているか、多少の想像がつく。自立した生産を行うためにはそれ

に見あった生産技術が必要であり、逆に、社会に幅広く厚みをもった生産技術

が蓄積され、相応の体系が整った時、その社会は工業化されているという見方

もできょう。

ところで、一口に後発固といっても、その開発戦略は多様で一括りに論ずる

ことはできない。本稿では、ある程度工業化が進展し、工業化路線を採用して

いる国々を想定している。現代でいうなら、たとえば、 1990年代後半に崩れ

た「アジアの成長神話」などは、生産技術問題の格好の材料となるだろう。失

速の、少なくとも一つの重要な原因は、それらの国々が関わっている製造業部

門、特に国際競争力を必至とする産業において、十分な技術的自立が達成され

ないまま、生産が続けられてきたことにあると考えられるからである。自立的

な生産が行えるとはどういうことなのか、後発国はどのようにして生産技術を

獲得し、工業化を進めていくのか一時代は違ってもよく似た「後発レベル」

であった日本の経験を、こうした関心からいま一度振り返ってみるのも興味深

いと思われる c

一般に開発過程として日本の経験が注目される理由は、俗に奇跡といわれる

戦後の経済成長にある c しかしながら、 1945年の日本の初期条件は、人、モ

ノ、カネ、インフラを失った焼け野原のみだったのではない。内容が偏ってい

たとはいえ、かなりの工業生産設備能力が残存し、何よりも、残された人々に



体化された技締約/制度的能力、つまり人的饗擁およびその総体としての社

的能力が存往したれこの能力は新たな技鍔/鶴度をその内部から生み出す土壌

でもあったι したが。て、終戦を境に場り離された詩本の経験は、いわゆる f開

発問題」の参特にはなりにくい。日本の高変成長を支えた基盤は荷といっても

製造業であり、その基盤は機械工業にあることを考えれば、「奇跡的j 成長を

可能にした最大の要閣の一つは、 f後指悶J日本において生産技術が積み重ね

られ、社会に欝積された技術基盤が存癒したことだといえよう。その摘み重ね

なしに、必ずかな期間で f技締立罷j あるいは f経済大国」が実現するはずも

なかった。技祷レベルや冨諜環饗の変化会誤ち号iいても、開発問趨としてみる

隈り、より援要なポイントは近ft句通穏のなかに発晃できる o

とはいえ、岡本の近代化はアジア諸臨へめ慢賂と重なったという縄揺を持ち、

それゆえlこその近代化の基礎過躍である工業イヒを開発関離の参考じしうるかと

いう誕簡は逝然出てくる。とりわけ木綿のように、機械工業、さらには軍需工

業を事関として持ちだすことには抵抗があるかもしれない。だ、が、その過程に

対していかなる評揮を下そうと、われわれはすでにその歴史の上に生きている。

都合の懇い藤史を f全車否定j というー震で捕し去り、 f平和国家Jの外殻を

まとった戦後日本の工業化こそが{むろん、公害問題等、除かねばならない要

素は多々あろうが)開発経済の手本となるべきものだという見方があるとすれ

ば、それこそ無責任な議論であろう。 f後発霞j であった詩本がどのように工

業化の基礎を築いたのか、その事実は厳然として過去に積みよげられており、

そこから何をどのように学び、現代に適用し得るか寄かは、われわれの世代の

選訳知荷である(1)。

事例として、 1910年壌から 1945年に至る自本の機械工業の経験を提示す

る。兵手本的には、産業機械の…品受註生産から航空エンジンの量産に至る生産

技術の臆開過程を追い、特に、後発謹が世界水準のハイテク機棋襲品生産にお

いて妓期間に自立を試みた毒事例である鉱空エンジン生選ζ繋点在当てる。いく

つかの事例を通して、後発閣が生産技術を内発的に形成していく過程、すえtわ

、個々の生産技術開発から…定の生産技術体系配築いていく通程を明らかに

することが、本稿の課題であるC

• cド額苦患のf設構務或j緯

本的関心からすれば、本犠i立中罷哲擦の近年の-l撃の業績に類似している

(2)， 後発国の技姉発撲を、 f技術移転j ではなく f技棒形成j の翠点から捉

えようとする中岡の特長は、技術史的知識の詑倒的な慰みに藁打ちされた議論

の臆開にあり、技術者の職場体験を縦軸とする本稿にとって、極めて示竣iこ事

2 



むて特iこ、〈会議強国の(製品開発力、生譲技術力を含めた)基礎的な技雛形成

過程を日本の経験と照らしあわせて考える意義について、また、 @f社金の技

術能力の中心には機城工業があるJ(めという基本的想定において、中間に負

うところが大きいの

第 1点について、中関は、後発厨の経済成長iこ資すべき技術移転は、後発国

側の社会における相応の技術能力形成の上iこ成り立つものであるという仮説の

もとに、その技術能力態成への道程や問題点者探ろうとする。技衛的自立を果

たしていこうとする f中溝盟j の事現!として、現代のアジア、ラテンアメリカ

等の冨々とともに、すでにその道程を経た 1900""'60年の日本があげられる。

そして「日本を最後のメンバーとして含む先進工業悶の資本財蔑業の形成期と、

現代の途上盟の資本財産業の問題を比較する時、そのあいだに甜久諸費財産業

の発騰とその大量生産技錆の成熟という歴史的事件がはさまっているJ(4)こ

とを指摘し、 R本の民間磯械工業が一品生産的な資本射を襲迭しつつ成長した

のに対して、現代の途上田は大量生産品の最終財の輪入代考察から始めて後方連

関灘業iこ移っていくという発展経路の違いに考慮しながら、両者の技術形成比

較ーす今わち、さまざまなケース・ビストリ…の相瓦比較から共通する問題

をとりだして、問題解決への糸口を見出すことーを試みている。

本構で提示するのは、…つの〈ただしかなり長大な〉ケ…ス・ヒストリーに

すぎないが、それを後発霞的コンテクストにおいて擬えることにより、次のス

ッブで多様な比較に洪することが可能であると思われる。その最大の理由は、

そのケ…ス・ピストジーが岡本の機械工業における生産投祷形成史に見事に識

なっているからである。このことがよ記第 2点にあげた、社会の技術能力の

中心たる機械工業を後発国がいかに発，壊させられるかという開題に寵結する。

このポイント iこ関しては、本章後設で中間の業績に曾及しつつ、より理論的

に展開するが、ここでとりあえず指摘しておきたいのは、中間の f技緒形成j

輸の背景にあるものが、 f自立j へのこだわり〈経済的自立のためには技術的

に自立しなければならなしウとローカルな内発的開発能力への期待であると

えられることでまあるむ本識が中間の議論に共識する点は、おそらくニこにある。

グローパノレイじが悲速に進む現代、あるいは近来来の開発経請において、 f技

術的自立j がどこまで現実性を持ちうるか、それは十分に論争的な間購であろ

うζ が、経済がグローパノレ化しても、童書闘はローカルに残る。加えて、農林水

謹業にせよ、環境保護にせよ、省エネ/レギーにせよ、すべてがハイテクと関わ

っていかざるを得ないことが予挺される状設において、開発経済に希望をもた

らすーっの繋因は、やはり(適正レベルの〉技衛的自立であり、工業北能力で

あろうと考えられると

3 



なお、本論中では言及しないが、本楠事例における実際の技街形成過程分析

に関しでも、中岡め業績と共通性が見られるので、重要だとj恵、われる点を 2、

3例吊し き1乙し(，

中間i士、技術形成とくに接被工業の技詩的能力を作っていく上の "learning

by making" (め と表現して、明治後期お三菱長埼造船所の経験から 3つのポ

イントを指擁している。第 1~こ、現実にその磯棋を作るということの持って

いる大きな教育的機能。第 2に、挑戦する目標とその基礎となる能力との落

差{が大きすぎないこと)。そして第 3に、小さな変化の学習効果、すなわち、

基本講成は外閣から学んだ基本モデルに従いながら、少しずつ変化させたもの

を製造してゆく形で自分のものをつけ担えてゆくというやり方〈的。こうした

試行錯誤の穣み議ねが機械工業の基礎形成に必裏とされ、それは市場において

仕事機会を技術機余iこ転化して韓援する(7)。

本穣のケ…スにおいても、こうした段常的発展が見られる。まず何らかの指

導、ゴト立与を受けながらのヂッド・コピー製作、次に自力でのデッド・コピ…製

作、そして出窓閉じような製品の自力開発製作を経て、みずからに必饗な新製

品の開発製作、すなわち製品製作における技術的自立が可能になる。そしてそ

の背景には、常に生渡技術のたゆみない実験と攻良が存在するのである。議カ

で作れるのではなく、島カで技術革新ができるのが f技術的自立j である。そ

して、中間の指摘するように、後発患はどこかで f跳躍j しないと、同特代的

に速度をあげつつ進んでいく世界の技術レベルには割譲しない(旬。 そこにい

たる通程iこ憂する時開も労力もチャンスも、またさまざまである。本稿第 2

では難用ディーゼノレの、第 3章では航空エンジンの開発に関するこの輔の

技術的告立および跳躍、そして外発的なチャンスどの遭遇について、再蜜具体

的に触れることになる。

本稿はまた、「戦時 i立、生産技術におけるアメヲカからの皇立の試みで

あったという角度からも把えうるJ(9)とする中関の指欝に、極めて適合的な

事例でもある c ただし、!:TI理詰競空機工業自体を鶏端的に論じているわけでは

えよい。技詩的皇立を経済的自立の不可欠な要国と見る中間の f技術形成J論か

らすれば、後発閣が世界水準のハイテク製品生産震において技術的に自立を県た

うとした試みとして、航控エンジンは日本の康業総験のなかで極めて注自す

べき部門のはずである c 戦後の高度成長という事実から振り返って考える時、

後発であった日本機械工業の基礎形成部門の、その先端部における格麗のあち

かたを恭すものとしてぜむとも抑えるべき対象だといえようむ

生産技僚として先端部に現れる賂題は、単iこハイテク・レベルの技街移転問

はないむ技欝釣先端麗業iここそ社会の f後発j の矛績が頼主北し、開発経
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潰の問題点が露見する，たとえば、現代途上韻のの輸出志向型産業のもつ問題

点は、サポーテイング産業の米発逮といい、時iこ同時代の一般留民生活に産議

利益のない技術開発といい、戦時期(10)航空機工業のそれと奇妙に鍛通う G

さて、中間は現代の途上層{中議題〉をど議論の中心におき、市場携造との関

で臨際的な課野から幡広く「技梼形成j を論じている。一方、生産現場で鶴

くとトを対象lこした「技能形成J(こ関しでも、近年数々のすぐれた業績がある

(11)。 が、よち大きなさ見角におけるさ主産技術史研究として、山本擦の業績を

とりあげておかねばならない。

-山本諜の「作業職場の史的類型J檎

生産技術のあり方は生産手段や労織力のあり方と探く関わる。これにういて

大きな承唆を与えてくれるのが、山本潔の著作 f日本における鞍場の設術・労

音量史 1854'"" 1990 年~ (1わ である。この著仲は、幕末から現代に軍る職場

(工場)のありかたを、機機工業と北学工業という、いわばニ大義礎部門にお

いて分析検雪せした壮大な投界であ号、その世界をわずか 4ページに謹縮した

類型表は、生産主支持史の基本的枠組を示す格好のテキストとしても貴重でまらる G

本稿が扱う世界は、実はそのほんの…部分にすぎない。が、山本の関心は、本

稿の生護憲技術形成への関，心と十分な共蟻性がある o それは、幕末iこ近代歌米産

業技術に接触した日本人がどうやって蒸気船や飛行機を仲りあげてきたか、ま

た、そのために、労縁者は間々いかなる労働に携わってきたか、という点から

始まる(13)。

山本はこの著待の中で、“資本による、商品生離のための、生麓手設体系と

労働力編成との統合押であるところの産業装街の、具体的・史的存症形態を明

らかにするための分析用其として、作業職場の史的諸類型者構成する。機械工

業ぷおいては、 1rマニュファクチャーム nr万能職場J、rnr機穏期職場j、

wr品纏君IJ職場Jcr半流れ作業職場J)、vr流れ作業職場ム VIrオートメー
ション犠場j と類裂化される。奮うまでもなく、これらの諸類型は、ある一つ

の生産職場において時系列的に採用されるものでもなければ、一つの類型が開

時代的に普遍化しているわけでもないc 調際、現代においては、すべての類型

が同時代的に共帯しているむ山本による類型化は、機械工業の発壌とともに変

容する職壌のあり方として、ウェイトが高く、かっ先進的な部分を強欝して“史

的日に展開されると考えられるむ本稿談段に該当する部分のみ、山本の議論に

沿って、いま少し説明を加えたいc

耳「万能職場j 明治鎮の造船、工作機披工業にその典型を見る。万能
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機械と万能熟練工を中心に構成されているが、製品は低品質で生産性も低

い〈多種少量の註文生肢を市場条件とする。労働者はしばしば“親方誇負

制抑のもとに管理される ζ

回 f機種別職場 大正、詔和初期の造船、重龍機工業iこ典型を見る。

工作機被の一定の分化を話器として、職場開分業の体系が成立するむ多種

少議の注文生産という市場条件法変わらないが、受注重量や生産規模は拡大

している。労鵠者の主イ本iま“養成型熟練工"で、団体・額人の能率科書室的

鍍金串i震によって、成りゆき的に能率が管理される。

IVi品轍J3IJ職場J(i半流れ作業職場J) 戦時期の航空機、自動車工業

に典濯を見る C 特定の製品の加工工穏の)1摂序に、異議の機械と労儀者が配

饗されるの少種中/大農の市場生産(見込み生産)を市場発件とする。作

の単純也と機械精度の舟上による互換性部品加工を前提とし、労畿者は、

単語工からさ設工謹の機械構造・作業内容を熟知している熟練工までの、逓

増的熱練構造を形成する。 f流れ作業j の空間的条件は況ぽ識たしている

が、 rf乍濃の同期化j が立ち耀れている c 科学的管理と能率頼者量的資金制

度が併用されている。

v r流れ作業職場 高度成長期の患動車、軽電機工業に典型を見る。

機械(コンベヤー)による強制力のもとに作業進行を組織的に強制する。

市場生産(見込み生産〉裂の盤業における少種大量生薙方式をとる c 単位

機械、設備の単能記が進むが、労銑者lこは単能北された作襲を複数こなす

多能化が要求されるようになる。作業熟練は標準作業票により、 OJT裂

の熟練工が養成される。

山本の類語分析は、さらに縁結に、また接娘的lこ展開されるが、本犠の目的

は類型化ではないので、これ以上の紹介は避ける。ここで山本の史的類型の

部を提示したのは、本稿後設において、まさしくこの f万能職場Jから f流れ

作業職場j に恋る需の生産技術形成の過程が、その典型的な職場において、明

らかな史的連続性のもとに語られるからである o 以下は、 iよj本への批判という

よりは、その議論の向付Itとしての意味を持つだろう。

llJ本の視鹿は f類型化Jそのものにあり、各々の類型を生み出す諸条件は分

析されているが、一つの職場がある類型から次の類讃へと移行する際の内部変

化については分析されていないて!本穣では、多選造機工場が変わ号、次iこ舶用

造機工場が変わ号、次いで航空エンジン工場が変わるという職場経験が持系列

的iこ示される仁その職場のありかたおよび時間的ズレは技術発援や欝饗のあり

かたと探く関わるぐ製品の技箭特性・市場特性を見ずして、万能職場が流れ作
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職場より遅れているなどとは、決していえない U たとえば、本捕で見る航

エンジン生産において、l1J本のいう万能職場から流れ作業職場の入り口までの

経過がかずか 10年の間に凝錯して獲閉されたという事実は、作業職場のあり

かたがいかiこ(時代そのものではなく)生産技俸と需要との相玄関係にま右さ

れるものであるかを如実に物語っている。

だが、問時にやはり時代性、あるいは全体の流れともいうべきものがある O

すべて.を包み込んで、うねる歴史の流れの中で、特却の熟練者によるモノづくり

から、あるシステムのもと iこ誰がやっても同じ結果が出るよう会モノづくりへ

の移行(への試行)がそれである O さまぎまな環境条件に左右されつつも、こ

うした方向性をもったシステム作りこそが、「職場のありかたJという視点か

ら見た場合の生産技街形成だともいえよう。その麓層{護娘)的な移行の基軸

と金るのは、機械や労働者の配震では急く、広い意味での機械(生産手段)の

性能、つまり、実費的金機械体系である。

山本は生産設を上げるための条件として、「半流れ作業→流れ作業→オ

ートメーションJという方舟性を議視する。機械はむろん変化(潜化)するが、

その進化した工作機械、その他の技術的要燕を所与として、工程の f流れj が

議論される。だが、コンペヤの速度iこ合わせて生産が行われるということと、

効率的な生産が行われるということとは、必ずしも問じではない。むしろ、山

本が与件としている機械体系を変北させ、あるいはそれ以前に材料の故良や開

発を行うようなことにこそ、生産技術の核心がある。その実例の援示は、単な

る倒的エピソードの枠を超え、山本の史的類型論の、おそらくは濫要な鰐点を、

少なくとも部分的に捕いうるはずである。

上記はまた、次のような観点から理解することもできる。たとえば造船撲に

おける造船(船体)と造機、また航空機工業における機体とエンジンのように、

問じ産業部門でありながら、羅業技術的には埋めて異なる構成部分に分かれて

いる場合、その片方から造船業なち航空機工業なりを論乙て類型化することは、

時に重要で異質な繋素を見落とす。この意味で航空機工業における機体生産を

扱った山本とエンジン生離を譲った本稿に、重要な相違点がでてくるのである c

山本は機体生産技術の f工程管理面j、なかでも流れ作業形態の静態的分軒

(機按配震は問題;こされるが、機械そのものは与仲で為る)から、戦時期の航

空機工業を特徴づける f半流れ伶業方式Jの笹生産性を強欝し、かっその f半

流れ作業方式j すら著しく不徴底なものであったと評価する(14)。 本構のケ

ース・スタディから垣間克ることのできる得業職場には、本徹惑な半涜れ作業

式を実務していた部分もあったが、少壮くとも部分的には f流れ作業方式j

に踏み込んだところまで生藤技術が謹撰している c，しかし、それは山本が「半
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流れ作業方式Jの導入が組立工程よりも灘れたと指摘する部品加工工程におい

てなのである(15)c

この適いは、エンジン生産の喪が精密な機械加工による立換性部品の製造に

あることに越国する c 生麗技術はまず精密な部品加工をし、かに効E格的に機械化

するかという点から発して、投入財となる紫材部品の方向へ進む。 bろん工程

分析がなされ、工程のネックとなる箇所の機械面を改設していくわけだが、精

度の低い部品を流れ作業にかけてもいたずらに工程を長くするだけである。生

産技術はあくまでも f機械体系面J(治工具や材料、熱処理などの開題を含む)

を発需地とし、ここを基軸として工経管理や作業管理、組織形成など、あらゆ

る場認に震麗的に関わって、相互に影響を与えあいながら議接する。そうした

高度な生産技祷の広がりと重藤性こそが、おそらくは日本の産業技締史上、戦

時期の航空機工業で最初に、また一挙lこ発現した特質ではなかろうか。そして、

レベルや形態の違いはあれ、 f高度な生競技術の重藤性j という特紫自体は、

実は機体生産(農産) ，こも当てはまるのでは牟いだろうか。それは山本が主と

して機体の総立工程から分析した f作業職場のありかたj とは、また違った世

界のように患える c

すなわち、高震な生麓技術なしに生産不可能な製品の議産が道上命題になっ

た時、作業職場はあらゆる意味で変わっていか5るを得なかった。それを象徴

するのが、生産現場における主導権(人捧においても機能においても)の、 f技

能から技掛への移行j であるといえよう (16)。

-戦時期競空機工業に関して

上記のように、本稿で扱う生産技捧嵐関議穂のなかで、中心となるのが、戦

時織の航控エンジン全産である。したがって、基本的関心が典なるものを含め、

このトピックに関する研究業績を、ごく鯖単iこではあるが紹介しておく o

本輔のケースとなる三菱重工業航空発動機部門に関していえば、エンジンそ

のもの立ついては、松岡久光『みつびし拡空エンジン物語一名機金星を生ん

だ技持者群集Jアテネ書接、 1996年、経営については、藤E説久 f航空機部

門の経営j 三島霊長雄他 f第二次大戦と三菱財閥』器本経諦薪関社、 1987年所

収、に詳しいζ その龍、戦時期の離さ設機工業lこ際録する業績として、高語審睦

r中島飛行機の研究』自本経済評論社、 1988年、大河内腔男「中島飛行機と
ロールス吟ロイス…戦期・戦中期の技術開発と企業化j 大前内暁男/武部靖

人編 F企業者活動と企業システムJ東京大学出版会、 1993年所叡、性々木聡
「欝二次世界大戦期の日本lこおける生産システムの合理化の試み一中島飛行

機武蔵野製作所の事例を中心1::J ~経営史学~ 27場 3号、 1992年、麻島昭一
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f戦略体鱗持iの中鳥飛行機J~経営史学~ 20場 1号、 1985年など、柴孝夫 f戦

時期の航型機製造企業の経営動向一川崎航空機工業と戦時の経営(I)JIr経

務経営論集~ 27巻 3号、 1992年、山時五郎 f太平洋戦争後半期における動

体制の碑縮JIr土地斜度史学，，~130号、 1991年など、中)11良一/水谷総太郎 f中

飛行機エンジン史 ー若い技術者集団の活躍.Jl酎般社、1985年、松陪久光 Fみ

つびし飛行機物詩』アテネ書薦、 1995年、特をあげることができる。

菱の関係者である松陣、中島の関孫者である中)11/水谷の著作を別とすれ

ば、これらの研究は経務史や経営史における「戦時経諦Jの展開、もしくはそ

の意味づけに主たる関心配持っているといえよう。戦時期の企業経営や生産シ

ステムの研究は、全般的鎮向として、社史類を含む会的史料、もしくは『美濃

部洋次文瞥J、『合衆国戦略蟻撃調査団報管藩』など、官制IJへ提出された史料へ

の典拠に額ちがちである。多くの史料が擁却され散逸したなかで、上記史料は

極めて糞重かっ有無なものだが、生産に関する記述には納得しかねる内癖も含

まれる。本議の関心は f戦時経横Jそのものにはないが、研究史的意味からい

うならば、内部資料や鵠係者証言を重視し、さら広アメリカとの比較を試みる

ことにより、戦時経繍研究の分野に多少とも新しい視角を準備できたものと考

えている。

過去の研究業緩におけるもう一つの明らか金額向は、企業事例として産鎖的

に中島飛有機に偏っているということである。これ辻史料制約上の需題、およ

び中島が最大の機体生産企業であり、かっ躍との関俸が強くほぼ軍需に特化し

企業であったことによると思われる o しかし、一企業の一部門としておそら

く最議要な位置を点めていたであろうと菱重ま工業の航空発動機部門の生産実態

に対し、ほとんど何の研究もなされないまま戦時期の慈悲機工嫌が語られてき

たことは、半ば本悪議でさえある。本稿はその部門をとりあげること自体にお

いて、日本の鉱空機工業史へ貢献しうることを期待している。

2.ケース・スタヂィの位麓づけ

ところで本務で辻、後発簡であった日本の機械工業における生産投梼の形成

過程者追う作業を、ある投箭者の{国人史を軸に鹿関させる。あくまでも縦の主

轄を錨人の時系弼的職場体験におくという意猿であって、個人の伝記ではない。

が、なぜ特窓の産議史、あるいは職場史ではなく、犠人史なのか。tJ>ろん、

の個人の属性もある〈が、その前に一般論として、技術者の舘人史から生産

技術形成にアプローチする意義を 2、3述べておきたい。

第 1に、個人の経験ニそは連続性を持つ。本稿の場合、明治末から 1945年
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まで、、およそ 35年にわたる 1個人と生産技術の関わりを溜うことになるやつ

まり、職場lこ生産技術らしきものがない時代から、曲がりなり iこも量産を行う

時代までをカバーするや察側として最小の単位かもしれないが、生産設錆が職

場でどのように考えられてきたかという「過程j を連続的に見る捺にこれほど

議案で明瞭なものはないや

第 2，こ、個人のレベルにおりてこそ、生産技梼形成の最も内発的な部分が霞

える G 企業というブラックボックスが開かれ、ある時点での生態技術を知るこ

とができても、その形成通認や導入過程を容易に特定できるわけでは令い。外

発的にできあがったノウハウは、最年にわたる努力の積み重ねのよにしか導入

できない。 トップ・マネジメントによる意思決定も、積み重ねのよに芳三として

現れる。さらに、職場に生産技務部のような部署、もしくは生難技衛義員舎の

ような研究捧棋ができる前の時代、あるいは、企業内に f生産システムj と呼

べるものができる以前、そして能率運動ような?できあがったノウハウやマニ

ュアルJとは建立の、職場での努力と工夫から生まれる生産技櫛形成を知るには、

個人の記畿が頼りになるc そこにさかのぼってはじめて、内発的発患の契機を

寝鶏見ることができる。本稿の本来的関心である f後発菌の開発/発展通

にとって、この問題はまさに核心的な重饗性を秘めていると考えられる。

第 31こ、個人5とは多面的な裏棄を含む。したがって、問乙内饗でも散漫ぷ

表現されるジスクと裏腹に、ある一つの事象を招来する多語的な決定繋棄を

ていくことが可能になる。本輔の場合、技術史と経営史の両面、というよりそ

の二つが融合した形で内容が屡関するのは、錦人史を較においたことに起臨す

る。また、一例として、同時代の技術先進国における間種の技鱗状況の検討な

どは、技術者当人にとってはあたりまえの、しかし一匿の経務史や経営史、

の延長上の産業史や職場史からは見落とされがちな護角であろう。…盟史的観

からは、たとえ託、日本が先進部から「荷を学んだかJr伺を吸収したかj

が重要なポイント iこなる C 一方、その時代を生きる人間にとって撮要なのは、

r{可をど学ぶかJr f可を吸収するかj である。「殻較したものj以上の世界が広が

つスいる状況において、後らがある条件{観約)のもとで f技術選訳j をする

のであるやこの点に演しては、並列的な国際比較と iままた趣をと異iこした、いわ

ば後発悶的見地からの分析検討が必要になるだろうむ本語では不十分ながら、

時代を生きた技術者の読点;こ立った、生産技術の需持代的国際比較を試みるひ

さて、本高のケースとなる技補者 一 探尾博ニ ー は社会を変えるよう

な発境をしたわけでもなければ、特別会起業家でもないc 被は戦前の財閥企業

の一傭人であり、みずからの記識についての窓思決定権を持たなかったc また、
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時代の流れに翻辞されたという意味では平凡な組人であったむ戦前期までの皆

本において、企業内に生産技術専門の部署が設けられることはまずなく、その

改替は、現場に鵠わる人間の力量に委ねられていた。ゆえに、生産するための

技術改善を考えない現場技裂を者はいなかったかもしれないむ深患が考え、実行

に移してきたことは、問時代を生きた技持者たちが試みてきた剤様の数ある

イ到の一つiこすぎないというニともできる。

れはそれで、一般犯できる企業内技術者論/生麓技椅形成史としての意味

があろうが、諜尾はさらに以下のこつの点で特異であヮた。第 1，こ、明治末

から経戦時まで、常にその時代の機械工業の技衛的リ…ディング・セクターと

いえる職場を1かんだ。明治末期から大正期にかけてのの多種造機工場、大延期

から昭和初期にかけてわ舶用議機工場、昭和初期から戦時期にかけての航空発

動機工場がそれである G ゆえに、一分の技務者でありながら、半ば否応なく、

深尾誌記本の機械工業における生還を技術のパイオニアであり続けた。明治から

昭和にいたる機械工業の発援過程を見るうえで、生産設構がどのように考えら

れ、職場にどのように導入されてきたか 一 各々重襲な部門である産業機械、

造掛、航空機に関して、この間趨はそれぞれ麓要な検討課懇であろう。探患の

実験i土、こうした産業部門に横断的な生産技椅形成の問題合、時系列的は捉え

て答えうる部j留を持つ。自らの体験にもとづくこの種の史料を覆供しうる技術

者は、おそらく数少ない。

第 2に、探尾は戦時期において、三菱議工業の航空エンジン生産を統括する

立場にあった。欝要を決定したのは、むろん軍である o 生産が行われたのはむ

ろん組織のカによる。が、三三菱重工業航空エンジン部門のグランドデザイン、

そして生産システムの基本も、探患のグィジョンによ。て構築された。このこ

とが日本の生産技街形成を考えるうえでいかなる意味を持つのか、それは本稽

の重要な柱の一つでもあるのだが、さしあたり、以下のことを指摘しておく。

太平洋戦争後半の時期、関本は霞を挙げてひたすら航空機生巌に護進した。

一機でも多くの航空機を作らねば戦争に負けるという危機感のもとに生産が行

われたo r大量生雄J(17)が軍上命題であった。しかし、欧米と比して、日本

の航空機工業は境らかに後発だったc，特lここにンジンは後発中の後発といってよ

かったc 工業イ乙そのもののタイムラグが大きかったわけではない。むしろ基礎

的積み重ねがないままに先進諸扇の先端産業に参入したところにむずかしさが

あ。たと製品は部品点数が多く、機械加工工程が長く、当時としては却工精震

が格設に高かゥたc したがって、工場で製造するための技術も高度で島った。

戦時生産の行き詰まり、いや、そもそも戦争を始めたことからして無謀であっ

という問題は、ここでは一誌掛わった議離として考えたい心(もっとも、大
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枠での事実認識や評様は臨まっていても、ミクロレベルでの内実の解明への関

心は尽きることがないだろう。本棋はその関心に対しては些か資するところが

あるはずだJ だが、いかに敢行的な形であったとはいえ、この時期、関本

は位のすべてに蜜先して航空機を大量に生産しようとし、そこに当時としては

ハイテク製品の代表でまちる航空エンジンが含まれていた。ここにおいてはじめ

て、日本の生産技術が掴の総力ーといっても、行き詰まった戦時体制下広お

ける「総力j であるがーをもって試された。それは戦前、 f後発国j であっ

た日本が精いっぱい背伸びしてき割譲し、結果的には征服できなかった生護技術

の最後の頂だったといってもよい。戦時期、三菱の航空エンジン生産は閣内最

大のシェアを占めたが、その生産実態iこ関しては、前述のように、これまでほ

とんど研究がなされていないc 一介の技術者としての探尾を追う作業が、自本

の生産技術形成過程を見るうえで興味探い事例の発摺となることが、上記の 2

点から納得できるはずである c

そして深患は、生産技符のパイオニアだったというだけでなく、きわめて強

力なリ}ダーシップを発揮し、かっ数万人の従業員のトップに立った後までも、

工場の稿々まで掌握していなければ集がすまず、部品一つ一つの生産工程iこま

で口を出すという、議室悲した現場主義者であった。この属性があればこそ、職

場の経営トップを追いながら、同時に生産技術形成過程を接討することが可能

だといえる。

さて、結論を先敦りしていえば、生産技衛者としての海患が明治末から生態

現場において試みてきたこと、それは部品や工具の標準化であり、調々の機械

加工技俸の合理的改善であり、工場における生産や部品の流れの平準化であり、

治工具、取付具の利用を含めて、汎用工作機械主主誇から幕男工存機械主流の生

への変換であり、検査 (QCの下地)部門の強化改欝であり、科学的管理法

に員立った生議管理および生産意欲の向上であり、そしてあらゆる無駄を省いて

合理的に、かつ怪コスト高品質の製品を生産しようとすること、およびそのた

めの組様作りであったな技術レベルこそ違え、これらは戦後日本の経掛成長を

支える企業生麓システムができあがっていく過程そのものといってよい。

日本の機械工業における生盤技術のパイオニアを追う作業は、皮肉にも、問

時代の日本の「後発性Jを関う作業でもある。本職では主として先進冨アメヲ

カの航空機工業との比較から日本の機械工業の後発閥的講造を明らかにし、一

方、その中で発進成長する生産技術{ハイテクレベルの量産技術)の展開と謀

界、そして次世代への継京発展を示したい。こうして「後発Jとは何か、を問

うことは、「需発j あるいは f発展j とは拘か、を問うことに他ならない。こ
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こに提出される…技務者をめぐる控史は、まさに f後発爵J日本の{-I:;{ヒの歴

史に却していることを付け加えておく。

3.構成と費料

本論は以下のように講戒されているσ

序章は一般論を扱うや本節以下、第 2節では、後発国における技術的指立と

機誠工業、そして生産技術との関探を理論的に恭す。第 3節では、 f後発国j

日本において機械工業およぴ機構工業における生産技術がし、かにして発壊して

きたかを、先持業績に言及しつつ擬観する。

第 1章~第 4掌はケース・スタディとなり、探尾海ニという技宇野者の錨人

史密輸に襲関される。一宮でいえば、明拍中期から太平洋戦争に至る日本経済

史のなかに、一人のさ主麓技術者とその職場を位置づけていく作業となる o

第 1曜は、 f前史Jである。一般に生産技需が独立して考えられることのな

かった時代の生難技術形成を克る。ここで見られる緩肉は砦殊なものではなく、

潤時代の閉じような職場では、 iまiま{以通った経路をたどって生産技術形成がな

されていったと患われる。第 1節は、深尾が生まれてから東京高等工業学校

を経てと菱合資会社に入社するまで、す命わち、技街者が生みだされる過程を

扱う。第 2節では、イギジスとの比較に触れながら、三三菱神戸造船所の造機

工場iこおける製品開発と生産技欝開発を、第 3節では、三菱長崎議船所の造

機工場における製品開発と生産技梼開発の毒事例を、それぞれ検討する。

第 2離以緯は、深尾が続空機産業に関わった時代となる。まず、第 2

i立、深尾がいわば「趨重量級プロダクト・マネジャーJとなって強告に進めた

航空エンジンむ製品開発過程を詳締iこ追う。その過韓とともに、ハイテク先端

産業iこおける製品穣発と生産技僻開発との探いつながちを検証する。第 1節

でiま量産類以前の航空機工業を、第 2翻では技術的皇のありかた、および

製品開発と生議技術の関わ号を問う。第 3節では箪需産業内の競争に難点を

当てるむ

統空エンジンの量産体棋の形成過程を追う第 3箪および第 4撃が、本稿の

中心となる O 第 3章第 1節では、試作段暗から生産段階へ移行する職場のド

ラスティックな変化を、第 2箭?は、量麓体需Ijへの移行と組害要臨を、第 3

節では増産への取り組みを扱う。 3節を過して、ハイテク製品であった航君エ

ンジンの、試作段階から量産へ移る、その関の生産技術の展開を、組識影成を

重複し、またアメヲカとの比較をとりいれつつ、さまざまな視点、から検討する。

第 4章では、器本が霞安挙げて航空機増麗iこ議進した太平洋戦争後半期、関
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塞した状況下でむりやりに突出した航空機工業のピークと末路を問う。第 1

節では戦時経済の逼迫したなかでの航空機工業を、第 2節では、三菱重工業

航空エンジン部門の到達した生産技術レベルを、最後の第 3節では、その崩

壊の過程について述べる。

終章では、補論的なまとめを行う。まず、戦後への技術継承について触れ、

次に、本論で技術者としての側面が強調されていたのに対し、経営者としての

側面を補足しながら深尾の業績を見直す。最後に、事例の全体を後発国の開発

過程というコンテクストのなかに位置づけて、その意義を問う。

本節を終えるにあたり、史料について述べておく。

本稿においては、できる限り内部資料や生産現場に携わった人々による記録

あるいは証言を優先した。全体を通して中心となる史料は、深尾の遺したもの

である。活字になってまとめられているのは『深尾淳二 技術回想七十年~(r深

尾淳二 技術回想七十年」刊行会、 1979年)であり、深尾が生前に書きため

た草稿を没後編集整理したものである。これとオーバーラップする内容のもの

が本人の「回想録J(社内資料)、また三菱重工業各製作所所員の思い出集であ

る『和田岬のあゆみ』、『回想の百年jj、『往事荘荘jj等(後出)に寄稿されてい

る。深尾がこれらを書いた原資料は遺品のなかに多く残されており、職務関係

のものは三菱重工業株式会社名古屋航空宇宙システム製作所の史料室、私的な

ものは遺族の保管となっている。その内容は、書籍、名簿、職制表、草稿(未

発表原稿を含む)、日記、手紙、メモ類、報告書類(下書を含む)、その他社内

資料等で、今回特にこれらの全面的利用が認められた。史料室のそれ以外の貴

重な諸史料も利用可能であった。

深尾の職場仲間であった人々の記録や証言は、本人のものに劣らず、時には

るかに貴重で有用だった。本稿はそうした記録や証言に多くを負うが、特に戦

時期や戦後への継承に関しては、当時を知る人々へのインタビューを重視して

いる(18)。

※本文中においては、敬称、敬語はすべて略させていただいた。
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第 2能 f技術的自立」の意味 理論的アプローチ

1.2主産技慌をどう挺えるか

欝震で述べたように、現代のグローパル経済のもとで経済的に島立するには、

設備的自立が不可欠である場合が多い。内需(輸入代替品〉であれ、輪出品で

あれ、あるいは「民議企業Jであれ、合弁企業もしくは多悶籍企業の現地

社であれ、関捺競争力を必要とするのは開じである O 生産が軌道に乗っている

ように克える場合でも、一般に最大の成功要因は抵い人件費iこもとづく競争力

である O 生霊力が上がって経撰成長が起これば人件費も高騰し、労機コストが

上がるにつれ，て競争力が低下する。外資はよち安鋸な労働力を求めて逃避し、

畏族企業は輪入品との競争にさらされる C あるいは、世界水準で技帯革新がな

され、新しい製品iこ雲際的な需要が集中すれば、その製品を生薙する技術のな

い後発閣は事長給市場から撤退せざるを持ない。新しい製品を作るにも、盤要部

品や特殊材料などの中間財、工存機械や工具類などの生産封iこ関しては輸入に

頼るということになり、その輸入棋の増大に対して、後発国側で上乗せする付

加部檀の比率はいつまでも小さい。

この構造のもとで為替が存刺に憤くことはない。童謡通貨価笹が下がれば輸

入コストが上鉾し、製品価格を上げざるを得ない。輸出に有利な為替レートは、

また累積棲務問題を深挺化させる楊合が多い。したがって、もし工業記路線を

とるのであれ培、 f最後のステッブでは、 f移転技術と低労畿コスト』による或

は、告らの内寄付ミら生み出される技務革新と生産性舟上による成長にとって

代わられねばならなしリはめ のである。

ところで、技術革薪 (innovation)の意畿は、シュムベータ以来経済成長D

B震動力として重視されてきたが(20)、後発欝の立場から見れば、その議論詰先

進匿的コンテクストにおいて有効誌ものだったο 一方、後発国の技錆問錨i士、

技術をいかに宥効に導入しうるかという課点から語られてきた(21)。 いわゆ

る?調北関髄J解決のための戦略として見ても、 1950年代の資本協力、 60

代の貿易協力{特恕関税〉中心から、 70年代に技情移転に重点が移号。粉、

以後、内躍に変化はあっても、開発経掛におけるその基本的重饗性はますます

高まっているといえようと2 しかし、本稿では後発国の技第革新能力iこ焦点を

てたいこただ、し、それは一間あるいは世界経務にとって影響力を持つような

期的革薪である必要はないぐZ むしろ、一念業、ー職場内で繍み麓ねられていく

小さな f改善的革新j の総体的結果としての醤欝競争力向上および技術的提震

からの税藷の効果を期待するものであるc 告らの内部からこうした技術革新を

行っていくカ輩、それこそが技詩的自立につながる。
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さて、技術革新は襲品開発力と生産技術〈力)(23)とに大きく分けられる。

製品開発力と生産技術は棺互に関連し、影響を与えあうものでもある C とりわ

け、世界水準で技術革薪の進む製品生麓において、高者の関離は関り離せない。

が、後発国の視点から見るならば、まずはそノを作ることが先決である。

後発閣にとって参入しやすいのは、すて?に標準化され、技術革新の可能性が

簿い、つまり製品開発の必要のない製品生避である。が、国際市場でこのよう

な製品生産iこ特化すれば、交易条件が次第に悪北していく。一方、高震な技衛

を要し、技術革新の進行する製品、あるいは技術的に特に高度でなくとも短い

ライフサイクルで改良の進む製品の開発のためには、高Z支の科学/工学的知識

や経験、そして実験の穣み重ねが重獲になる。それらに必要な基礎的 R&D部

門への投資一ハイコスト、かっその成果は何十年先のことかもしれず、しか

も結身長は保証されないーは、設発簡の開発戦略としては不適切である。しか

しながら、先潜諸冨で開発された科学/工学的方法は、特許権その他に絡む陪

審があるものの、相応のタイムラグで移転しうる性質を持つ。それよちもむし

ろ、その過患をとりあえずとばして製品の襲選方法が移転されることによって、

後発態が充分に闇際市場に参入できるケースも多い。したがって、後発国にと

ってより顎実かっ現爽的な課題が生産技術なのである。

もっとも、富際競争力を持ちうるレベルの製品の製連法が移転されるのは、

多躍籍企業や合弁企業における企業内技欝移較にほぼ諜られるであろう。これ

を「飛び地Jから波及させるためには社余全体のレベル向上が必要になるが、

現実には?飛び地j と賭辺との格差は広がる傾向じある。が、本稿では技術移

転の困難を論ずるよりも、やはり後発国における内発的な技鮪形成の可能性に

期待したい。問題は、とりあえずアクセスできるのがすでに標準化された技締

ではあっても、そこから次のステッブへ自力で移行する能力の形成である。生

震技術において自立するカがあれば、戦略としての「後惑の利益J伐のを

受できるであろう c そこから徐々に、マイナーなレベルであれ、製品調発力が

まれてくるであろう ξ また、多閤籍企業(親企業)や合弁相手との関探にも

変化が現れるはずである C

「生産技術j とは、「生産j をするための技術である(25)。 本穣の内容に限

っていえば、工業製品を合理的立工業生産すること、すなわち、工場立おいて

資本と労織を投入して、一定レベル誌上の〈需要者の斑求をみたす)品震を備

えたそノを、ある程度の時間およびコスト制約のもとに仲ることを指すο 生

技宇野とは議寛高品質低コストを自摘すもの、という見方もあるだろうが、時と

場合iこより、 2ちるいは技術レベノレiこ応じて f生産j に要求されるプライオリ
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イは異なる O たとえば、できるだけ高品嫌に/安く/早く/大設に/付加極穫

を高く、というようにである。ただし一般的に辻、生産技務が改饗されれば、

それが直接の関的ではなくとも、コストは下降する領舟にある O

-ハードとソフト

生産技術は、ハードウェア(生産設構 段(26):機械/装 とソフ

トウェア(工組管理、組識機能形成-institutional capacity building)に分

けると理解しやすい。「生産設備の製品開発j に指さきするハードの開発は、後

発国にとって最もお入しにくい分野であるが、生産設議自手本はそのままの形で

移転しうる。ただし、工具などの製作/料用を含め、宥効iこ使いこなす能力と

ともに維持、修理の議カが必要とされる。それ以前に、どのようなハードをど

のように工程に組み込かか、それを f生産j という経済的行為のなかでいかに

合理的/機能的に活かすかを決定する力量が要る O その力なくして生産が自

することはあり得ない。ハードとソフトの接点となるこの部分一生麓設備〈ハ

ード)のマネジメントーこそがまさしく生態技術の要であ号、ここには、少

なくともある程変の体系的工学知識や機械設務、技能が必要とされる(27)。 と

すれば、生産技第は機械工業の基礎抜きには形成され樽ないのである o

基礎は、たとえ誌、すでに標準化されたレベルの機械や装置を導入(輸入)

して捷爵し、維持管理を行い、それを模倣して製造するところから形成される O

その製存や改長を行っていく過程で、生産技術のハ…ド聞は少しずつ成長して

いくはずである。その過職て?さらに、属人的な技術や工程管理などの方法が攻

されていくだろう。

方、ソフト富iこ関してはマニュアルやノウハウも導入しうるが、その職場

(社会〉強患の環境、響機、震語などが籍み、どこかで開発された方法そのま

の移較試本来有効でない。寵接投棄の場合は移転努力がなされるであろうが、

競食業の方法がそのまま通じるものではなく、また、一般の特許権のように売

できる性震のものでもない。したがって職場内部における工夫や努力や経験

の積み重ねが必要となる O 欄み議ねていくことにより、その職場で最善の方法

を見出していくことができれば、間際市場での競争も、 3また、マイナーなレベ

ルでのハードの改長も可能に年ると題、bれる。生産技籍におけるハード面とソ

フト酪は常に相互依存の欝保にあち、それは前述した f機点j を基軸にして成

し、さらに製品欝発力にも筆記饗を及ぼすだろう o

立上を要約したのが、 i図 0-1]である。上半分の点織内部は、後発国とし

てさしあたり技術移転に頼らSるを得ない部門であって、本欄では詳しい分析

を行っていない。下半分のニ議線内部が後発国側で積み議お、きら開拓してい
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く必要のある部門である。そして、いかなる産業であれ、ハ}ドウェアを援う

限り、機械工業の、少なくとも基礎的能力が社会に存在することが望ましい。

つまり、後発闘が技術的に自戒するためには、とりあえず生産技鋳ぬ内発的

発展が重要であるが、その内容としては、ソフト面および標準告されたハード

面(=機械工業の基礎)が含まれる。機械工業における経験と積み重ねの通穫

でハード麗とソフト麗が棺笈成長しうるのであれ話、機械工業における生産技

術形成こそが基本で島り、後発閣はまず器内で機械工業を発屡させれば、能産

業にも大いに設立つ。しかし、 にはそれが顕難である。

2 接接工業を発震させる能力

. r使う能力jとf作る能力j
そもそも、非歌米世界の後発閣は、近代技術…それを駆値した製品にどう

出会ったか。はじめは単詰る羨望の対象だったとしても、次に使ってみたであ

ろう。集いでが長ければ歌しただろう。そして、それを買うか、作るか、現代

ならば f援助j という方法もある。

一般に近代技術は三つの特徴的な段階を経て発鰻してきているとされる。伝

統技術(産業革命以前)段階の後、①初期近代技術〈第 1次議業革命口18世

紀後半'"'-'19世紀前半、蒸気、鉄、繊維などι代表されるL，@標準的近代技街
(第 2次産業革命=19世紀中噴'"'-'20世紀中明、 、錦、自動車などiこ代表

される)、③高度近代技術(第 3次産業革命 20控紀後半~、エレクトロエク

ス、宇能開発、バイオなどに代表される。ただし、?警報産業を第 4次産業革

命として捉える場合がある)。 議発罷(r第三蛍界J) の技締開発開題を告括的

に論じた盟・豆・パガヴァン辻、この段階が進むにつれて単なる技部藷葉では

なく、 rf下る(ために必要な〉能力 j と r~吏う{ために必擦な〉能力 j の難易

が拡大することに触れている。現代の後発国i立政米の独点資本主義段階、すな

まっち第舎段階で列強の卒者雷主義政策の結果、近代技術に向き合ったが、その技

欝は第く手段階と比べ、捷うにははるかに響易だが作るにははるかlこ闘難になっ

ていた。つまり後発爵は、その技術製品を作るための必要議件(政治的、経締

約、社会的、教青的)をみたすための長期間にわたる積み麗ねの過織を飛ばし

て、能うのに毒事易な技箭に向き合ったのである(28)。 簡単に使える便利な技

術観品が、作るにはむずかしく、それも技術的のみならず、社会的能力(29)と

しての関難を伴うのであれば、他の方法で入手するのが安易である。が、自力

で作ることを放饗すれば、ますます世界水準との技術棒設は広がるた、ろう。そ

れが、後指閣のおかれている状況である。
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パガヴァンの説をと単純に国式化してみたのが[図 G・21であるやそれぞれの
時代の技簡が標準イとされていく (太い点練)噴、新しい技稀が銚羅する，.欧米

議発国は A時点、非欧米後発国は B時点で「近代技術J，こ出会う。ただし、

現実にこのような単線的接聞があり得ないことは言うまでもなかろう o r使う
能力Jには維持、修理も含まれ、「作る能力JIこは単なる製作のみならず工業

生躍をすることが含まれ、それぞれよ号高い能力が必要とされる。

ここで気のつくことが 2点、ある。第 1~立、近代技術といってもさまぎまで、

この特急が示されるのは、生産財としての機械一般{産業機械、輪送機械、電

気機械)であろうことである。諮費財についていえば、生議手設会与件とする

なら、作ち方(叩生産設構の使い方〉は審易になっているはずである Q だが、

前述したように、生議設備を導入すれば闘際競争力のある生麗ができるという

録証はない。さらに、そうした生産手段を常に先進諸に依事していれば、結局

技術的諮属を免れ得ない。ゆえに、消費財といえども国際市場において生産を

行うためはは、後発であればあるほど、より大きな社会的能力の落差を壊め、

内のどこかで機械工業を育てていかねばならないことになる G

第 2は、日本の経験である。日本は植民地イおされなかったが、鎖臨政策のた

めに、むしろ多くの途上国よりも遅れて近代技梼に接触した。近代技街との出

会いの時期や頻境から蒋えれば、たとえば鼠ぽ同時期に麓業革命を進めたとさ

れるロシアよりもはるかに後発だった。インドや中富など豊かで高震な伝統技

梼をもっ国々はまた、日本よちも早く、植畏地北される以訴から、閣洋近代技

街に轍繁に出会う機会を得ていたはずである。とすれば、「出会いj までのタ

イムラグの大きさ邑体が問題なのではなかったことになる。

-機嫌工業の特株投

多分に槽緒的な上記の議議を逆方向から、つまり、後発出の経梼成長の閤難

を、後発関が園内で発蟻させていない資本財産業の特性から論乙たのがネイサ

ン・ローゼ、ンパーグである C 資本財艦業においては、一般に製品一つ一つの

産量はわずかだが、さまざまに特牝し高度に専門化した製品を製作する場合が

多い。その製作過現において学警効果と志男効果が醗成され、他からの技錆移

転が饗易になるとともは、技術革新を可能にする。その専門的で穫れた機械を

設計製作する龍カこそが資本財産業の特徴であ号、他産業へ大きな影響力を持

つC が、この産業部門が発践するためには、長期にわたる積み重ねと大きな市

場の存在が必要になる(30)，

そして、ローぜンパ…グは後発国 ("underdevelopedcountriesつのオノレタ

ー吋ティブな発襲経路一後発霞は自国の生産要紫賦存の関接、から労働集約的
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かっ資本節約的な技締革新を行えばよいーという命題に対してその冨難を予

見する。なぜならば、資本節約的技術革新には資本財全避の効率化が欠かせな

い。いや、それによってこそ、資本節約に傾斜しょうが、労犠節約iこ額斜しょ

うが、経済全体としての資本館約が可議になる。近代語講の主要な設構革新誌

資本財部門で設されてきており、言墨よく組織記された資本財麓業を盟内で発

達させていない後発讃は、そもそも重要な技鋳革新を行う機会、その恩患に浴

する磯会を持ち持拾いcそして、資本財を輸入に頼ることにより、技荷基盤(技

能、知識、設備、総繰等〉の積み重ねがなされず、そのことが将来の技術革新

の可能性を悲観的iこする。結局、まず労働節約型の関知を行って労働生産性を

高め、資本蓄積を進めないことには、工業化における資本節約は実現されず、

したがって本盤的な悶際競争力は生まれてこない(31)0

「資本財j の厳密な解釈については藷説あるだろうが、ローゼンパーグの議

論と本稿の関心を合わせると、やはり磯械類一般と読み替えるのが理解しやす

い。機械類は生離手段となりうるのみならず、それ告持の生麓に饗する技諦〈そ

の核心は金累加主技欝〉こそが大概の襲造業iこ関わる主主麗技術の本質的基盤を

なす。とすれば、思醸競争力会持つために辻機械工業部門での技術革新安行わ

ねばならず、それには器内機接工業を発麗させていなければならず、そのため

にはまず資本集約的な開発会行わなければならず、それには資本帯欄がなされ、

かっ市場が発達していなければならず、 ……したがって、キャッチアップ過

韓は決して容易ではないばかりか、貧しい国々にとってほぼ絶望的なことが予

測されるのである。

しかし、前述したように、すで、に標準化された生産設舗を輪入して使い、維

持修理して工夫を加味するところから、生産技術{ハード麗〉の鶏み議お試始

められる。そこから生藍設備の改良へ、後発盟内部で徐々に発援していく可能

性は充分にある o また、多国籍金業の戦路として後発菌と垂夜分業を行う場合

が多いが、 fアセンブヲー工襲への技欝移転であっても、この設術移転告と興機

として途上国が先進爵と競合しうる工穣の技捕をも導入することに成功すると

き{たとえば途上留の模倣努力等に媒分されて)、水平的国際分議の方向に近

づけるJ(32)という一面がある O さまざまな産業においてそれぞれの生灘技

梼が発援するとともに、その社会のなかで、生産技術のハード麗を粗う機械

における技術/能力が、標縮化された技術を模倣しつつ、広汎iこ蓄積されて

いくことが必要なのである。
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第 3館 f後発国J日本の経験一盛史的背景

明らかな「後発問j であった日本誌、曲がりなりにも閣内に機被工業を発臆

せしめ、自ら生産技衛分野における技術革新を行ってきたのではないだろうか。

うだとすれば、いかなる条件めもとでそれが可能になったか。たとえば、明

治期機械工業の企体的撰望を試みた鈴木捧は、機械工業発展の原動力として、

ショナヲズム、需要者の活動、機械製造者隣の競争(その脊景として軍事的

要舗、熟練工の嬢富さ)をあげている(33)。 惑い自本の工業化については、

ほかにも膨大な研究業績の蓄積がある。そのなかから、 f機械工業における

産技術形成J~こ関わるもののいくつかをとちあげつつ、検討を進めてみよう。

1.機棋市壌の麓盤投

中間哲郎は、 f機械の市場というものは世界規槙で見ると極めて軍層的なも

のであり、幼稚産業である後発霞の機械工業にもまずその成辺市場に参入し、

こから段階的跳擁をとげてゆくコースの可能性がありうるj ことを指携する

(34)。 日本の経験からいえば、はじめは輸入機械に綴っていたとしても、そ

の時々のさまざまな技待機会を持て遥正技備が護得され、新たな技諦跳躍を行

って、たとえば焼玉機関からヂイーゼノレ機関へというように次第ι高度なもの
に上界し、場合によっては繊維機械から工作機械へというように新しい分野へ

移行することも可能であった(35)。

より構造的に見るならば、近代産業移纏期の B本がアクセスした機械市場は、

輸入に頼らざるをど得ない先進技術に成るものから、在来技祷にわずかばかりの

導入技衝を揺えれば模倣生産の可能(技宇野が標準北され、かっ製作が容易)訟

ものまでを:幅広く包含していたはずである。前者は撃を本/技欝力のまbる企業に

利用され、そうした企業に護用される上級技術者がそのマネジメントに通暁し

ていくことによち盟麓化への方向性が準講される。一方で藩穣した資本/技衛

力を機械製造に向ける企業が出て、政府の探護策などを得ながら、次第に先進

機械類の襲造にも参入していく C その過殺で得られた技街は、程度はともあれ、

さまざダまな経路を通じて機械工業一般のレベルを引き上げる潜准力安持つ。後

者は中小の製造業者に幅J1;.く利用され、その需要を得て中小の機械業者によっ

て製作される。

日本の工業化過程はおける工作機械工業の議層的市場講道を綾密に展開させ

た訳井実によれば、 f中吉機械、あるいは国産の低級機械を駆使して、規格の

金る製品を説文に応乙て多種類生産しうる技術が中小機械工場では通用しJ、

「製品の質がし晴海iこ劣っていようとも、殻髄格ゆえに数多くのユーザ}の擦求
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に応ずることができたJ(3めという c 中間はこの点にローゼ、ンパーグが悲観

的に議じた資本節約的技術の可能性骨見出している(37)。 先進技荷と標準技

術の成長はアンバランスであったろうが、要はあらゆる技鋳レベルでそれぞれ

のアクセス、かっ次のレベルヘ跳露する努力がなされたはずである。そうした

みが、たとえ一つ一つは小規護で遅々とした歩みであろうとも、橋広く j事み

をもって行われていくことが議要で、それによって機械工業の穣野が成がり、

複雑な機横/技補体系をめぐって五いにサポートしあう企業関分業も可能にな

る。後発閣の磯械工業における内発的措み震ねとは、所設こうした営みに尽き

るのかもしれない。

だが、どのような状説でJ'iJU護が可能になるのか。積み議ねを欠いた大きな飛
躍はあり得ないが、地道な努力の上に荷かが加わらねば、速疫を上げつつ進ん

でいく先議国の技術水準には近づけない。現場努力の結果としての技傭銚腫以

外にも加速要因が必要だろう。その要件として需要・“チャンス抑・競争の存在、

政府の役劃、資本力のある企業の出灘、人材育成、企業家溝神などが考えられ

る。これらは主業化一般の開題を考える鰐の饗件と問乙ょうでありながら、内

としてはそれなりの特徴を持つ。なぜなら託、機械工業の発展こそが生産技

術形成を促し、経務全体としての工業化を推進するであろうからである。

宏容政府のパフォーマンス

日本の機械工業の発畏は必ずしも患沼から徐々に上昇するのではなく、しば

しば、より急激な形で進行しt::.o すでに多くの研究者によって検証されたよう

に、政詩が果たした役割、すなわち悲国主義最盛惑の世界に向けて開匿を余儀

なくされた R本の政府が、岡家的エネルギ…を投じて罰金近代化しようと試み

たことに、それは象f設されている。

機械工業の発畏から見て麓要なポイントは、工学寮{工部大学校〉に代表さ

れる実設と理論を兼ね讃えた高等工学教育の麓視で、これは日本に特徴的な政

策であり、設補者の地位を高め、技術者という職業選択へのインセンティブを

高めるのにも役立った(38)。

法外な対{寵を支払った fお擢い外国人j や官営主場は、初離の技街導入に投

立った一方で、多くの失散もjわった。議野芳部は、工業化初期の外国人技錆者

と故蒋の f官僚経営Jについて批判的な分析を行っている体的。 が、開発過

轄として重要なのは、明治政府がたとえ否応なくで2われ自力でこれらを行った

こと、経済学的にいえば外資を導入しなかったことにあるのではないか。そし

て、高コストで非効率的な「お濯い外欝人j は国内技衛者養成へと政策松換さ
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れ、閉じく宮営事業は松方デフレを機に民営fとされ、より競争的な民間企業の

活動が毘内機械謹業への需要を謝めていった。つまり、その時点での工業化が

失敗であったとしても、信立的な f呉族企業Jを育てるのに貢献し、少々長い

自で見ればより銑率的な方法であったと解釈できる。…方で、それと並行し

化が進められ~。

3.軍事工業とテクノナショナリズム

開発経済学上の開題として、非鉄米後発国で機按工業が内発的に育成される

チャンスは幼稚産業(機械市場の患沼〉を除けばきわめて少記い。実際日本に

おいても、明治初期iこ移描された近代襲業部門のなかで、最も発展速度の遅い

のが機械工業だった。しかし、後発機械工業にも需要はあった。機械工業の発

擦が議事と関わること議体は、歌米諸爵の経験からいっても伺ら特異ではない

が、日本ではその数少ない発患のチャンスが敦府の軍事{鵠防)的関心とつな

がったことが、「験行的j といわれる所以でもある。

中村隆英は、 f新米の独立居としての日本が、列強iこ対抗してゆくためiこは

f富国強兵J以外の還はなかったのである。 F富麗』はたんに f国華111主権Jの
ためだけではなく、 f強兵占のためにも不可欠であった。鉄道も、通信雄設も、

近代工業も、すべて『強兵Jのためだという考え方が明治政局に強かったこと

は否定し得ない。Jまた、 rw富国強兵Jは留民的合意〈ナショナノレ・コンセン

サス〉のもとにあった。j付めとしている。

一方、現代の昌米技術比較を行っているリチヤード・サミュエルズは、明治

以来の器本陸家のイデオロギーである「テクノナショナジズムj について言及

している。すなわち、「技指は撞家の安全の鑓を握る要素であり、この技僻を

産化し、普及させ、育成することによって、豊かで強い富家をつくるべきだ

という器念J(41)が、日本に特接的な技荷発展をもたらした。関本はまず

導で海外から車率技術を導入し、それを民間iこ披及させ、その後、市場保護

葉を実施して育成した。ここで普及し開発された技術は、軍事のみならず、蝿

広く設生麗業において自本の工業化をリードし、鑑業技捺全般を発展させた。

この見解には異論もあるだろう。内信義策によれば、日本政詩の f技術政策J

は国防/経務/教育政策いずれかの一部分にすぎず、総合的な技僻政策思想、が

まずあって、韓々の鑑策がその部分的適用であったと考えることはできないと

いう(42)， 国政レベルで技術が強立して考えられるようになるのは、太平洋

戦争期に入って(たとえば、技術院の設援〉からであり、そこに至って、技術

が国の運命を左右するものだ、との認、識がなされたのであった。また、日本の麗
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業革命は機械工業革命ではなかった〈政策的に近代的機械制工業として成立さ

られたのは造船な含む車事工業のみでまわり、「機械工業全体として軍事工業

を頂点に聞くところのいわゆる頭で、っかちで、基礎的部門が薄弱な構溜が形成

されたJ(43)" 欧米の場合であれば、民間の兵器企業は軍需iこおうずるか

たわら、一般機械の製作をも行ったから、そこで資本のうえからも技術のうえ

がらも、軍事工業と一毅機械工業との交流があり、持基にからみあった発展が

みられたのであるが、日本の軍事工業はその点ではあまりに箪工廠に集中しす

ぎ、むしろ閉鎖的な性絡をもっていたoJ (44) 

過去の多くの研究業績が示したように、自本の機械工業において英生産業に

わる基繍的部分の発展は低控iこ移行し、第 1次世界大戦前までは、 rj緊工巌、

民聞大造船所、一部の鉄道議問、鑑気機被工場などを除くと、民間の機械工業

の発識が欧米諸謹と比較して接めて遅れていたJ(45)のであった。それでも

なお、サミュエルズの指摘は部分的に製鉄や車輔や造船、そして航空機には離

にあてはまる C たとえ政鰐iこ確固たる技鋳政策がなく軍工織が閉鎖的であっ

たとしても、その技街を導入した島間企業はより関かれた市場を目指し、結果

的にその鶏果を波及させたといえよう終的。

だが、すでに述べたように、後発国の民問機械工業にとって、 f底辺j 以外

の市場開搭は最も踊難な諜艇の一つでまわる。技箭レベルの未だ低い、かっ外棄

を導入しない畏関企業が世界水準の技梼を饗する製品市場へ参入することは可

能だろうか。もしそうした製品への撞東な需要があれば、技術誌霧にとって決

定的なチャンスとなるだろう。一つの技簡が跳擁するということは、その新し

い技街が波及効果を持ち、さらに抱離業へ連関鶏果を持つことを意味する。そ

れがまた機械工業の特震でもある。

テクノナショナヲズムは、時にこの種の需要と技術跳躍とをど生み出した。初

期の顕著な例として、 1896年の航海奨劫法および造船費助法、 1899年の改

航海奨励法、 1909年の改正造船奨励法という一連の海事法は商船の冨麓化を

進め(47)、 輸入《饗の早期実現につながった。もっとも、造船という光来 E

本の環境条持ぷ合致した部門での技指莞療は、ある意味で島然な流れでまらろう。

が、航空機工業iこ対する f軍需j は、当時自暴車の民間需饗すらおぼつかなか

っ7こ日本記おいて、栓界レベルのハイテク機械工業製品生躍を可能iこするとい

う役割を拠った。それは企業にとって、さまざまな楳鱒棄の上に確実かっ期待

収益が高く、その開発/然崖において技術的に自立することを求められる f欝

要Jであった。戦争をひきおこした開発方法が繰り返されてはならないが、岡

本のこの経験は、 f特殊な需要を得て技術跳醸さとしたJ というコンテクストに

おいて、開発問鰯一般に選用しうる
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ーたとえば、であるて ODAをすべて止め、その伺倍かの資金を投じて途

国から現高の技術レベルを上回る機械工業製品を購入することを考えてみよ

う《製品の品費(性能〉は厳格に保証されねばならず(場合により競争試作)、

一定の生産量も必要である乙需要者調jは労勢力、工作機械、資材等入手の便

をはかり、品震に対する若干の指導も行うが、開発/生産は途上盟側が独自に

行うにi 需要者は、製品が品質と納期をクヲアするならば品ず購入する。関税は

かけず、市場価格よりかなり高く受注する(生産コストが高くてもかまわない。

ODA資金がこの差金埋める)。かっ受注額の半分は前渡しとする。そ必需要は

一時的ではなく、当面増大していく。 一以上は非現実的な話かもしれない

が、箪需とは、たとえばこのような条件を企業に提示するものであり、しかも

内需であった。一一

4. 企業のパフォーマンス

実際関離として、企業あるいは職場における生産技梼の選択は、生麗量(需

要)のありかたおよび蓄積された龍力一作業者の技能のみなちず、資本力、

技術者/管理者の能力、主主産設構や制度的/組織的機能額成などすべてを含ん

だ f工業化能力j ーに規定されるところが大きい。むろんそれ以前iこ、企

の経営組織が確立されること自体が工業化にとって重要条件の一つであろう。

また、資金力の不足する後発箇においては、概して大企業の役割が重要になる

だろう。が、ここではとりあえずそれらを与停として話を進める。

会業の技術革新戦絡を分析したクリストファー・フローマンは、後発国

(“developing countries")企業の戦襲名が先進国の有力企業の下藷サ}ピス的

なもの、あるいは単にコストダウンを呂的とするものに臨定されやすく、それ

ゆえに誌成長にとどまることを指摘する付的。 すなわち、フリーマンの分類

基準一①攻撃的:基鶴科学分野へ多額の R&D投資を行い、 f患に先駆けて技

衛革新を行って独応的地位の確保を目指す。 己診訪衛的:独創的技術革新の先

頭に立つコストと yスクを避け、後発的手IJ益を認指し、 R&D投資は試侍的部

門へ向けられる。 ミ季模散的:確立された技衛の導入を図り、生産技務改替に

よってコスト剖誠を図る c ④従義的:技持的榎位に立つ企業iこ対し、部品調

など補勃的な役割をする U 苦手伝統的:伝統技梼にもとづく。響機会主義的:

技繍を求めず、市場機会を求めて移動する(49)0 - ~こよれば、従属的、ある

いは伝統的な戦略しかとりえない社会構造/護業構造が存在する。摸倣的戦略

がとられるように見える場合も、低労鋤コストによってのみ成り立っているこ

とが多く、前段で述べたように、結局成長誌頭打ちになるのである。
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間難誌、技諦革新そのものが対象としている消費者が常に商所得者層、すな

bち度額約iこ先瀧諸留に属していることだとフジーマンは論じる(50)。 後発

の大詰分を点める低所得者!議に向けた技術革新が行われることは、とりわけ

資本財部門においては、ほぽ皆無である。現代において、多国籍企業が拳加す

る後発閣の工業化は、この条件下で行われている。本来、後発聞には別の技欝

革新が必擦であるにもかかわらず、である。

後発閣の開発に資すべき、あるいはその独自の環韓条件に合致した技第革新

はどうしたら可飽iになるか。後発国が自カで技術革新を行わねばならない。そ

れは資本財部門、すなわち機械工業において行われねばなら会い。そして、フ

リーマンの税を逆手にとれば、後発揮企業が少なくとも模徴的な戦略をとらな

ければ、悶内機械(資本財)工業の発議は望めない。

さて、欧米世界における朝期の近代技第移転は、人の移動とともに実現して

いった例が多い。日本の経験の特色i立、関本の繍から積極的iこ簿外の技術その

ものをとりいれようとしたことで、これは設詩も民間も爵じであった。民間企

業も企業に属する技捕者も、それぞれが新しい技術の摂取に謹めて旺盛主意欲

を示した。ブジーマンお設に照らして考えれば、来だ後発闇であった日本の企

業は笹属的戦絡をとらなかったのみならず、一部有力企業の技鋳革新戦略には、

明らかに模徴的かち諾諾的へと上葬する鎖向が見られた。すなわち、技術導入

をし、工襲改善をしてコスト削減を閤り、さらに試作分野での R&Dを行って

後発の和義を詩揺した。たとえば松本三和夫は、早くも 20世紀初頭、「時の

プロダクト・イノベーションたる紬用蒸気タ…ピンという未知の技術に伴う危

i換を承知しつつ、新技街なるがゆえにあえておよそ先例のない先行投資を行う

決薮J(5りをした三菱長時造船所の技術移献についての分析を行っている。

また長谷)11信は、両大戦間期において、機銃機械大企業がアメリカの技街提携

先企業の管理運営から脱却し、自主的な技術開発へと移行していったこと、そ

れには企業内に技術開発の組織能力が必要であったことを指摘している(52)。

日本の戦略は「防衛的J(先進閣の戦略としての表現)ではなく、後発盟による

「攻撃的」なものであったと解釈できるのであるo そうした技術的議み護ねの

なかで「後発国向きJ技術革新、す指わち、間持代の自本の経務/社会レベル

への適正技術開発は常に起こり得たのではないか。街頭は、その欝繋〈市場〉

が適切に認識されるか否かであろう c

機械工業は、穣極的iこ技衛競麗を目指さねば自立の達成できない罷業部門

ある。職場として薪しい製品を製作する機会が多く、そのたびに(関産第 1

号である場合など特に)持らかの設第を付加していかねばならえ主い。製作する

企業は海外から技鋳指導者を雇い入まし、あるいは企業肖技術者を海外に派潰し、
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また国内の研究機関で研鎖を積ませて技術導入を開。た会企業のパフォーマン

スとしては、かなり長期的な議野に立たね試コストの回収を見込めない方法で

あるわ一方、需要者備の企業も、決して安価ではなく来だ品質の保証されてい

ない酷産の新製品を発注し、それを使用するというリスクとコストを負った。

内発的、外発的にさまざまな要件が重なりあう“チャンス"に、 トップ・マネ

ジメントが居先の利害にとらわれない意翠決定を行い得た棋は数多い。その過

程は決して安易ではなく、常に高品質の輸入機械との競争という激しい緊琵バ

ランスの上にあったが、器内市場が拡大するにつれて、富豪機械製造へのチャ

ンスは確諜に増えていくのである(53)。

5.技衛者のパフォーマンス

f生産技術形成j に県たす設宇野者の投書tが大きいことはいうまでも主いが、

後発躍の立場で考えると、その役載の大きさはまた格別である。全産技術iこは

制度的なものも管理的なものも含まれるが、企業内で未だ制度が十分に撃って

いない機離を、摺入レベノレで開拓していく積極的な強勢が必饗とされるからで

ある。情報ルートの確立にしろ、特許iこしろ、企業内で専門に扱う部署ができ

るの誌、現場である謹度の試行錯誤がなされた後である場合が多い。標準花に

至っては、爵家レベノレでJES(日本標準規格)やJlS(詞本工藤規巷〉などが

確立され機能するはるか以前から、職場ごとに諜準が作られ、それ以前にやiま

り個人レベルでの拭みが行われている(54)。

工場管理もi罵乙であるo 欽米の工場管理議は、情報としては大きなタイムラ

グもなく入手された。企業は会軒や労務など経営部門の改善を行っていくが、

工場の現場管理はやはり設術者の手に径される。欧米に掠遣された技鋳者は、

そこで見関したより能率的な工場管理を自らの職場にとりいれようと蜜闘する。

住々木聡は、 GEと提携した芝浦製作所、ウェスティングハウスと提携した三

菱電機の事例を実翠分析しているが、いずれも探遣技術者が中心になって管理

法を導入している体的。 選くとも戦開期あたりから、こうした管理技術導入

の努力は、見習うべき欧米の彊々とほぼ開時代的になされるようになるのであ

るc

ただし、こうした努力が常に成功するbけではない。むしろ新しい生産技術

は宮西りに終わるケースが多いだろう。その牒IEH立職場の慣習との相克、作業

の技能というよりむしろ社会的能力の不是、そして落蓑の娼大な高震技術の

導入などであるぐ適正な生産技僻が実施され、言語率や生藤性が期上していくた

めには、絶え間ない試行錯誤とフィードパックが重ねられ、それはそノづくり
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が続く限り継続されていくはずである。

また、酪社iこ所農した技衛者の議要性を、沢井実は指繍している。彼らの fも

っとも大きな役割は設機機械の輸入iこあり、その業務は機械の選定・輸入・導

入設罷・試運転・その後のアフタ…サー1:::~.スなど広範器にわたった。 J (56) 本

手高で前述した?

ある C

設備(生羅技術のハード藍)のマネジメントj そのもので

技術者また技能者に関して、後らのナショナジズムも護主要なポイントで島る。

明治類、高等教育機関から生み出された技衛者は f拙創的な技指開発を競い合

いつつ、輪入防迭を通じて明治盟家の呂標であった f寝間』に貢献しようとす

る強黙なナショナジズムを持っていたJ(57)。 現伐において、技術に誤らず

極めて多くの優秀な頭脳が途上霞から流出していることをど考えると、被らの轄

神構i震が日本の工業化に果たした役裂もまた大きい。が、それだけではない。

むしろ、陸i完あるいは政治/文化レベルのイデオロギ…を特に持たない技術者

や技能者を合めて、モノづくりにおいてはナショナヲズムー歌来に負けない

そノを作ってみせるという強烈なパッションとその仕事に対するプライドー

を持ち得たことに意味があるのではないか。このパッションをさしあたり、 f技

荷ナショナリズ、ムj と暗んでおく。時代とともに第みを増す技籍者/技能者騒

が、総じてサミュエyレズの嘗う fテクノナショナリズ、ムJを共有していたとは

考えにくい。絞らの多くは f経請合理的j 動機とともはそノづくりへの本震的

な動機から行動したであろう。本来的に辻排タト主義iこ路らず〈外からやってく

る r新しいものj を排除するパッションは、後発盟にしばしばみられるλ ま

るごとの芭欺礼賛とも異なる、よち基本的かっ後発間的主主モノづくりへのパッ

ションは、しかし、平和主義を標梼するものでも決しでなく、近有国本の関家

テクノナショナリズムによる技術/麓業設策に告合された時、見事にその色調

に染まった。すなわち、技術ナシ沼ナリズムは、日本の工業化と同時に軍事化

をも支えた大きな撃さ紫であった。

なお、 E本の工業化過程における技能者(職人)の投割は、尾高嬢之助むよ

って穣極的に評価されている(58)。

6.生産管理法の導入と普及

ところで、明治末頃から、たとえば?産業能率j という言葉で語られるよう

なった生産菅理への施策は、明ちかに生産技衛とオーバーラップする会

では、その代表的事例である「能率躍動j を中心にまとめておこう。

生産菅理に関するノウハウを全関iこ普及することを闘った「能率運動j は、
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自本の生麗技鋳の発達過程において一つの罷期をなすものだったむ能等運動は

また、民関主導で発遼した乙民間では、いうまでもなく製造コストの問題が第

義的に絡んでくるの逆にいえば、軍/官の主導および保護蒋成下で部分的に

突出しただけの、関本の護れた機械工業においては、とりわけ能率を意識した

生麗技街が未発達であり、これが皮肉にも太平洋戦争期の生産増強のネック iこ

なった。

工場経営を考えた場合、生産技部iま能離の向上のために欠かせない。が、能

率向上自体が研究の対象iこなったのは、先祖アメリカにおいても 19世紀の末

から、そして、ブレデリック.w.テイラーの科学的管理法の内容が日本iこ紹
介されたのは 1911年、すなわちほとんど持差がなかった。その当初、宮にお

いては逓f言省などで科学的管理法がとりいれられたようだが(59)、 能率向上

iこ積機的関心を持ったのは、やはり民間企業であった。 1921年、大阪識業会

議所主寵で工場管理法講鷲会が関穫されて注障を集め、その後各地に能事研究

が設立された。1923停に全密約研究機欝である日本能率研究金が設立され、

1928年iこは各地の能率研究団体との連合機関が結或されて、有本能率連合

が発殺した。能率灘動の普及により、科学的管理法の考え方はアメリカに大き

くi擦れをとることなく器本に導入された。しかし、この方法が実擦にとりいれ

られたのは、設用雑貨の手工業的大量量生麗や拐歩的な家鑑製品の流れ作業鵠組

であり、発祥地アメヲカでこの方法の主戦場と争った機械工業へは沼とんど

浸透しなかった格的。

さて、時20年代に託期において能懇運動が急速に普及した背景iこ誌、第 1

次大戦後の構造的な本抗があった。ワシントン軍縮条約、横東大震災などが

の不況に遣い封ちをかけた。深刻な事畿の中で金解禁を目指す浜口内題は、

1930年、商工省内に臨時避業合理烏を放置して産業合理化の推進を図った。

翌年、臨時避業合理局指導のもとに結成された日本工業協会が工場め合理化推

進の役割を果たしたc 一方、政府が告ら進めた合理化政策は実繋的に援要産

のカノレテル化であり、 1931年の護主要産業統制法に始まって、その後戦持続制

経済へと重なっていくのである G この時期、企業の合程化策に歩譲を合わせた

能率運動の水準は決して低くなかったが、この段階ではまだ工程全般にかたる

流れを作り出そうという点lこまで企業の意識が及んでいなかったので、結果的

に大きな限界があった(61)(，

1937年、臨時産業合理賭が統制罵と改称された寝から、不況対策としての

畏需の能率増進灘撃ちも、戦争遂行のための能率増進へと次第iこ量挙換えられて

いった C 喜本工業協会と員本能率連合会は 1942年、商工省指導のもとに合併

して宗本能率協会となり、戦時下の能率増進に指導的役割を果たすことになるむ
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しかし、捜み重ねの老い職場にできあがったノウハウを持ち込むのはむずかし

く、その成果は限られていたぐ

ーヘそれ以語から各企業で能率研究が行われていた場合も、能率連動との

関わりをもち、そこから多くを学び得ていたはずである ο だが、本稿で強調し

たいのはむしろ、組立したノウハウとしての生産管理法が導入される前から、

生産現場でもさまざまな工夫がなされていたという事業である。

つまるところ、能率運動の推進者となる f生薫技術者j も、工場経営に蕗心

する経営者や現場の技術者も、同じ f後発盤j レベルから出発している o 閉じ

ような開題に関心を抱きつつ、また続済的合理性をと追求しつつ試行錯誤するな

かで、ある人々は普溺的iこi換期する?ノウハウとしての生産技術jを目的とし、

別の人々はそノ作り、あるいはその経営に究機の践的をおく。前者は諮らの職

場を出て活動し、後者は議場のなかにとどまるo むろん、彼らは互いに学びあ

い、影響を与えあって、社会的能力としての「生麓技術j が蓄積されていく O

日本の機按工業一般においては、戦時期の生産増強によりある穏疫の燕地が

形成される。そ丹潟地の上に、戦後、能率選動を含めた各種生態技術が花開い

たといってよいだろう。戦時生麓は技術的アウタノレキーの状況下、あらゆる矛

屠を合み資材の逼迫するなかでいわ成背水の揮を敷いて行われた。その結果は

機構たるものであったが、窮境のさ主産現場において生産技衛上の工夫を諜らす

という内発的能力をも普及させたことに留意すべきでまちる。生膿接待の積み盤

ねは、こうして長いタイムスパンのうちに欝者的能力を形成していく。

O 小括

本章で辻、後発国の経諦的自立には技術的自立が必要なこと、そのためには

機械工業における生蓮技術形成が必要なこと、一般に後発国にとって霞難とさ

れるこの基礎過程を、自本が覆み盤ね得た条件を大枠で見てきた。軍事に大き

く傾斜した近代化過程を経験することによって、米熟で敏行的ながらも機械

の長艦長錆における積み議まねを行ってきた f後発闇jが敗戦し、戦後はその

積み重ねられた能力を畏生産業に集中し得?とという日本膳宥の臆史は、戦後の

「高葉成長jや f技術立国j という限られた視角から緩り巡れば、予定されざ

る季語有な開発1レートであったといえなくもない。間様;こ、朝鮮戦争という彼岸

の災被による特需が戦後複輿への決定的チャンスとなり持たのも、やはり生産

技術の基礎形成に負うところが大きいだろう o 結果的にいえ誌、その基礎形成

は極めて大きな犠牲の上に成り立ったc

繰り返すことのできない、というより緯り返しではならない部分を食むこの
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有性を排除して考えれば、以下の構閣を描くことが可能であろう<，工業化を

進めようとする時、眼前に叢語的な機械/技術体系がすでiこ撃をえ立っているの

が、 f後発問」である ψ 鍛え立つ機械/技術捧系は時代とともに拡大し、後発

の薮入を霞難にするが、逆にさまざまなレベルにおける技術移転ルートが確立

されていくという利点もある。いずれにせよ、その体系にいかiこ広汎かっ麓層

的に参入するかによって、自らの内部iこ準備する体系の厚みが決まる。

なのは、機械市場もまたさまざまな欝要に応じて重麗的に広がりうるこ

とであり、後発匿むとってとりあえず参入できるのがその底辺(技術的iこは標

レベルの模敬)であるiこしても、それを通じて機械/技術体系の一角に参入

しうることである o そして、生産技術を培った自本の開発経験として議製した

いのは、窓辺から機械工業の基礎形或が行われていく一方で、政府、企業、技

務者それぞれが積極的により言語いレベルへの参入を試みたことである。さま

壮レベルで積み議ねがなされ、蓄積された技俸がある状況{チャンス)のも

とで加瀧され、技術的自立へと跳躍する可能性、また、後発閣に独患の生産技

鋳が生まれる可能性がある。数多くのこうした経験の集積が社会の基盤として

の伎鑑技錆となり、自立的な工業化能力を形成するといえる。その過程には

紫野寺閉がかかる。

次章以下の本論で扱うケ…スは、さしあたり後発留が直面する機械/技術体

系の最上レベルへの参入を試みた技術者のパブオ…マンスを鴻跡するものとい

ってよいだろう。技術者のパフォーマンスは、議熱のことながら企業経営のあ

りかたに悲右され、企業経営のありかたは歴史的コンテグストから強立させて

考えることはできない。その譲定性を観り号iいてなお、工業化社会ができあが

っていくための基礎となる「生麗技街形成Jに麗し、普遍的饗素をもっ経験史

として理解することが可龍だと恩われる。
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第 1章 「後発国j日本の生産技術者 1889---1933 

第 1錨 草津から蔵前へ 1889---1909 

[表い1]滞尾淳ニ:I絡艦

1889年 2J3 2関

1906年 7月

1909年 7月

1909年 8月

1926年 12月

1933年 6月

1938年 7月

1940年?月

1941年 2J3

1設41年 4丹

1943年 11月

1945年 10月

1946年 12月

1947年 9月

1948年 5J3

1948年 5J3

1950年 1月

1952年 4月

1952年 5J3

1952年 10J3 

1959年 6月

草津のもと両替高の三男として主主まれる

滋資賂立第二中学校卒業

等工業学校機械科

ニ菱合資余社神戸造船所{入社)

三菱造船株式会社長埼造船所{転任)

三菱航控機縁式会社名き墨製作所{転を)

工業株式会社名古震発動機製作所長

ニ菱重工業株式会社名古臆金農工業所長(策任)

三菱重工業株式会社取締役{兼任)

東浄機械掠式会社取締役

工業株式会社常務取締投

三菱重工業株式合社取締役

(退任〉

東洋胸梯株式会社顧問

日本特殊掬業株式会社取締役

日本鞠器株式合社顧需

担可鍛鉄株式会社顧問

書本碍子株式会社顧問

東読本重工業株式会社取締役

議長麟麦語掠式余社顧障

三菱日本重工業株式会社灘間

他、三遊レーヨン株式会社、株式会社大喪鍛工所などの顧問を臆任

1977年 10月 17日 逝去{事部 88歳)
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1 . 草滞時代

技術者としての深尾について述べるために、生い立ちおよびその背景につい

て多少の言及をしておく(1)。 後段で述べるように、深尾は日本の機械工業に

おけるパイオニア的な職場を譲り捗くことに詰るが、 f技持者Jになる道は、

易な選択肢として彼の前に存在したわけでは設い。経務的iこ恵まれない庶民

(平氏)が技補者になったということの、この時代における意味を、まずはじ

めに鰐うておく。

襟患が生まれたのは 1889(嬰治 22)生存2月 2日である。関じ 2月 11持、

大日本帝盟憲法が発者されている。号号治顕家の枠組みが完成し、躍の方向性が

留められた時期といってよい。盟際情勢は、まさに帝臨主義最盛期であった。

深尾の生家は、近江草捧の宿で代々銭屋又五郎と称、し、両替および駅伝問

者営み、また11:震をど務めたi詩家であった。 しかし、維新後、時代の波iこ取り残

されて家運が傾き、深患の父、又五郎(治敬〉の代にはもっぱら家財骨離を売

って をしていた。母義の正技は後 あったが、嫁に入った時にはすでに

仏壊が売り払われていたほどだったという。仏壇は、家屋の次;こ金をかけるべ

きものだ、った。治敬は蔀議との聞に 2男 1女、正校との間に 3男を鑓けたが、

長男と四男は生後すぐ亡くなり、次男は早々と独立して家を出た。三男の深墨

が物心ついた頃には、芸家はすっかり没蒸し、探患は売ちれていく脅葦品をもの

かげから見やめながら育った。

探是は持にでも熱中する性格の子どもだったらしい。石ころ集めに興味を持

っと、たとえ較んで泣いても、組き上がった時には手のなかに石を握ちしめて

いた。

1895年、探尾は満 6歳で革捧尋常高等小学校に入学した。当時の義務教育

常小学校 4年簡のみであり、高等小学校の数は限られていた。入学と前

後して、日清(下関)講和条約が締結された。男の子たもの最も普遍釣な遊び

i立、県上げや魚釣ちとともに f兵隊ごっこJで為った。

び;こ巽ずる一方、深是は革津のJ!fTなかの繭家巡ちに夢中になった。当時、

各務}苫は商品を皇家生産しておち、身近な品々の劉避は、 E常的な風景のなか

に入っていた。米産、薬離、酒展、治星、うどん態、車星、鍛治麗、鋳掛殿、

石屋、瓦屋、議充、染物盤、靖雄、はんこ崖、下駄屋 … あらゆるそノづく

りが興味の対象とな号、なかでも壊れの対象は、やはり菓子離であった。押し

菓子が生まれ、水舶が飴玉になり、芥子殺が委主米糖の核になり、焼酎菓子ーウ

ドン桧の型に加熱して搭かした砂轄入り腕酎を注ぎ冷やすと砂轄が外殻として

盟まり焼酎iまそのなかにi読まる様を、貧しい子どもた、った深尾は躍の虫を鳴ら
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設がら見入った込鍋盤の鋳造所のたたら吹き、大工の盤打ち …ぐl それらが

「伝統技鍔j だと認識したのはむろん後のことであるが、深尾は長じてからも

ずっと、少年期に見顕きしたこの種の技法を鮮明に記憶していた。それらはい

わば、技鋳者としての深建の原点を形作るものだった。新しい技術や科学的知

識を得るたびに、探尾はそれをこの原点に態らし合わせて反額し、自分のもの

としていったと思われる c

たとえば、米j農の精白は水車むよ。ていたが、水不足になると抵水頭の犠fEL

水車を用いた。その原理はフランシス水車とセントリフュ…ガノレポンプとの関

係と詞乙だった。車壊は、タイヤを捧く熱して車輪iこ「燐き巌めJをしていれ開。

油屋が菜種を13:するのに患いていた巨大な木製プレスは、水庄プレスと基本的

に間乙講迭だが、水EEの変わりに模を用いていた。金米糖は金累結晶の原理を、

ボンボンに{立た焼酎菓子は鋳物の製法を続得さ・せた。

軍薄のI!ITには近代技街もあった。うどん麗が手打ちをやめて、大眼麺機商会

(後の大隈畿工所)製の製麺機械を導入した。現代のわれわれの自には、機械

と呼ぶにはあまりにシンプノレに見えるこの製麺機の、能車と o…ラ…の動きが

珍しかった。機関車も、草津監の機関車iこ置かれたものをこころゆくまで挑め

ることができた。

e 明治期の中等教曹

1901伴、深遣は高等小学校 2年次修了で、議賀県立第二中学校(膳所中学〉

lこ進学した。

話年iこ小学校舎が改正されて、高小は 2年次、 3年次、 4年次修了でそれ

れ進路が選べるようになったのだが、改正時期にあたったためと学力の問嫡か

ら、中学での間難生は 1歳あるいは 2競年長の高小卒業者が大半を占めてい

た。深尾は 2番で入学し、卒業するまで大体 2番でまちった。

繕所中学は勝所識の帯枝、通事義堂跡に蟻てられ、創立 4年昌、議賀県でよう

やくニつめの公立中学校だった(的。 さき持、中学校に行ける子どもの数が限

られていたということは、この事実からだけでも説明がつく。大体が、号丹治の

前半期における中等以上の公教育は、まずもって士族のためのものだった。言

うまでもなく、士族と平民とでは、伝統的に受けてきた教膏の穂重も備も違う。

維新後の公教育は、投落した士抜の教育救済事灘{藩校教曹の継承〉的側面在

持っていた。明治中期、授業料の笹上げによってこの傾向は弱まり、経清的iこ

はかえって門戸が狭くなったむ日露戦争後、盟の震工業記のために、華士族iこ

限らず、広く臨民のなかでその拒い手を宵てなけれiまならないということが認

識されて、中・高等公教育の門戸は次第に顛いていくことに詰る。
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一方、平民のなかでは、農民の方が高入・職人よりも、子弟の教曹に対して

関心が探かった。むろん場合によちけりで、中等以上の教蒋を受ける機会を持

ったのは、ある程変驚カのある農家の次男以下であろう。職人はまさに手に職

の註界である。識人の場合、 f統み議事き算盤Jはもともと必須であったが、そ

れ以上の f学問j はむしろ家業の妨げになると考えられていた〈約。 豪農や豪

簡の子弟はまた別で、彼らは教義としての学障を修める余絡があった。

没落した両替屋の息子、という深尾の出自は、したがってそれなちの意味を

持つ。読み書き算盤が得意な子どもに、貧乏な義が教脊費を捧出する必要はな

かった。深尾の中学進学が実現したの辻、本人の強い希望もあったけれども、

つには、持f-tがようやく変わちは乙め、中等教育が一般に設潜しはじめる、

その入ち口まできていたからだった。また、強立した兄〈小卒)が大阪で税務

東をしており、学援の重要さを糠解していたのが幸いした。凡は探躍を引き

取って中学へ通わせると書ってくれたのだが、残念ながら急な摘で亡くなって

しまった。最後は母親だ、った。どうにか自分で鋤いて、患子の学費を工関する

決心告としたのであった。

中学は速かった。家計の状態から、汽車貨などはとても払えなかった。運賓

の安い小型蒸気掛を穫って琵琶湖を撲ったが、そのためiこは片道 7キロの道

穂を歩かねばならなかった。あまりに持関がかかるので、 2年臨からは、学校

の近くの場iこ頼んで重いてもらった。愛離をゆきひらで炊き、 5日に 1度の飛

騨穫で母親から送られてくる醤j食{芦こいでい煮立だった)が符ち璃しくてなら

なかった。

いつの明からか、深尾は発明荒トマス・エジソンに檀れていたe 当時、日本

の技術者には、深尾のような出自、つまり、貧しい平民(商人〉出身の審法少

なかった。学歴を持つにはある親度資力がなければならなかったし、高等教育

のなかでも、工学は最も平民の割合の少ない{てと接出身者が多い)分野といえ

た(4)。 が、錨人的な資質においては、深患は技持者として恵まれていた。

とりわけ、鋭い嬢察力と記護力、また手先が器用なことえZどは、先天的な紫斑

であろう Q 中学で誌理科担当の藤JII勇吉教檎iこ可愛がられ、物理化学教識の助

手を務めた。 3経験準靖、各撞模型の修理なrを行い、かわりに好きなものを作
らせてもらった。 5年次には特別に校長の許可がおりで、模型飛行機会製作し

た。羽ばたき式マゴムを動力とし、クランク軸をまわして翼を動かす仕組みで

あった。飛朔のそヂノレは f鳥J しかえ立かった。

図画担到の山本興背教諭からは、絵描きiこしてやるから養子iこなれと欝われ

た。絵描きといえば貧乏というイメージが強かったから、深是は新った。深識

の夢は、ぷジソンだった。一方、重聾している現実は、少しでも早く確実な仕
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事をど見つけて独立し、家計を助けることであった。

技術者として立つためには、常国大学〈東京、京都)を呂指すか、高等工業

学校{東京、大覇支}か、さしあたり選択披はそれだけだった。探是の出自を問

題にしたが、帯大進学の道が関ざされていたわけではない合だが、高授、大

と、さらに 6........7年を勉学に費やすのは長すぎた。経済的負担が大きすぎたと

いったほうがより正確だろう。あまりに分不相応だという感覚もあったに遣い

えまい。高等工業学校金らぱ、 3年で修了でき、技術者となるために不和なの誌、

ドイツ懇の授業がないことぐらいだと思われた。本人に実力さえあれiまよい

これが当時の構人麗に、まだ根強い考え方だった。深患はドイツ諮を)jlj留に学

習することにして、東京高工機核科進学を選んだ。機械科という選択は、燥の

土木局長お勧めにしたがったという。当持、日本の工学は、その中心が土木か

ら意気、機横へと移りはじめたところであった。深尾はむろん電気科にも欝心

があったが、土木局長はおそらく実離の経験から、機械の将来性、というより

必饗性を痛感していたのであろう。

東京高工はたまたまこの時期、入学定員(機核科は 60名〉の半数を内申選

抜する入試苦手UJ.支を採用しており、探尾はこれにパスした。それでも同信の難

関だった。時代を反映して、議気、機械、イ己学の能率が急速iこ高まってきてい

た(5)。 学資は三井奨学金の貸費生となることで、生活費は、中学で英轄を

控当していた教輪、吉J11貞次怒が、もと関商鉄道社長の白石議案治工学博士iこ深

尾の身柄引き受けを故頼し、白石家の書生となることで解決した。

間年代〈弟子〉で考えれば、中卒者が金棒の 5パーセント足らず、高専、大

学若手を合せて 1パーセント足らずの持代であった〈的。 工学系の高等専門教膏

(外国語会合む)を受けた者を技術者と呼ぶ今らば、認本における設術者総数

はざっと 5，000人程度であった(7)。

合東京高等工業学綾

・白石重治

1906年 6丹、溝口識の探壊はひとり草津を発って、三三等列車で東京へ向

かった。 rJl:七れが社会と鞍ふ門出かと思へパ愉快でもあり又吾故郷の見納めか

と患へパ妙な気になるJ(めと、諜賂は出立の際の気持ちを書き留めている。

新橋に着いたのは 313自の早朝、事選に大枚 20義者払って麻容の自苓邸に宣

行した。

自著家の構成は夫鶏と息子 2 入、強に女中 3 入、下~ 1入、それに新参番

の深壊であった。寄生の詑事は本織が玄関替、それに加えて日本需 3鑑と
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西洋間の廊下の掃除、毎日の態呂たてだった。朝は 5時、衣は 11時と言言い渡

されて、探濯の東京時代が始まった。

ところで、深尾を書生として引き取った自主5直治は、明治期日本の最も著

名な工学者/土木技術者の一人であった(針。 1857(安敦 4)年、土性藩士

で漢学者の久家種平の長男として生まれ、溝口議で本家白石の義嗣子となる。

諜母は、初代衆議説議長となった中島鎗行の持iこあたる。幼少から勉学に爵み、

東京開成学校予科から東京大学理学部に進学、 1881年、土木工学科を卒業し

て農務務省入り。一時東京湾庁に移った後、 1883年から歌米に留学。 4年後、

婦謹するとともに東京帝語大学工科大学教授となる。翌 1888年、議辺洪基、

富市公或らとともに工手学校(10) を開き、土木学科を担当した。

この頃から畠石は自本金需を飛び由って、 i庄内的土木事業に大きな役割を果

たす。関西鉄潜の建設(1890""'98年、司社社長)、神戸和語抑船渠および造

船所窟設(1900""'1910年、三三菱合資和問建築所長〉をは乙めとして、若松築

港会社、日韓瓦斯電気会社、諸蔀代水力議究会社、土佐竃気鉄道金社等々、自

石が中心的役割を担って輿し、建設を完成した事業は数多い。一方、 1891年、

34鵡にして工学博士となり、多くの後進を青てた。晩年は政友会に燐し、代

議士としても活躍している。間鄭の岩崎久禰{三菱財賎第 3代当主)との関

係、は深く、しばしば、自宅五は岩鵠の仕事の依頼を受け、岩瞬は白石の事業に出

資した。白石iまこと木設鋳者および爽業家としての様れた力量とともに幅京い見

識者持ち、西歌の技衛を持ち込むだけでなく、院本の技詩的自立を育むことに

援を置いた。自らが関揺した事業には、できる限ち器産品を使用した。使わ

ねば歯産技術は進歩しないという考えからであり、そのために、時間合かけて

仰度も作り薩させ、使い方に苦心し、修理を盤ねるというコストを惜しまなか

った。

探尾が書生となった時、自若は構 50識、まさに雲の上の事在だった。が、

大家であり、名士でありながら、いまだに各地を飛ぴ回って土木事業に遵進す

る岳石の姿辻、深尾の心iこ強く嬢きついたはずである。白石は深尾にとって、

“ノプレス・オプリージュ持の生きた見本であった。多忙な白石と犠触する機

はそれほど多くなかったと息われるが、菊夫人(竹内績の続女、官需蔑の嬬

にあたる)には荷かにつけて世話になった。由舎の食乏番生が、家柄、教義、

財産ともに揃ったエリートの生括を知ったのは、ここである。それは深尾にと

って一つの理認であり得たかもしれない。

さて、東京高工在学は 3年間だが、この学校の教響、気患が深遠に与えた影

響は様めて大きかった。
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東京高工の前身、東京職工学校(1881年設立〉は、明治になって最初の、

文部省蓋轄の独立した産業教育学校で、化学工芸、機械工芸の 2科をもって

開設されたはり。 職工学校といっても、学生の大半ば士族の子弟で技術者

望だった心が、学問というよりは実際のそノ作りじ量点がおかれ、応募者の

多くは、高校一平野大へと溝学する経務的余裕のない若者だったむ 1890年、手

島特ーが校長iとなると東京工業学校と名称会変え、学科も磯械、電気、応用化

、窯業、染色、さらに工業開業、建築と増設された。窯業や染色など、結統

産業に関わる分野iこ近宍教育を持ち込んだのは画期的だった。一方、高等学校

の工学部や各地の工業学授が設立されてきたことから、それらとー畿を題すた

め氏、東京高等工業学校と名を変えたのが 1901年のことであった。(もっと

も世間では、所在地の名をとった「藤前j という呼称の方が通りがよかった。〉

f高等Jを悲したのは教育内饗の専門性の高さに対する自負でもあったが、こ

の学校の本質は「工場Jだった。 r技術教育の基礎にあくまでも科学の原理を

すえながら、しかも堅実な嘗識、勤勉、賓襲、仕事〈技櫛)が飯より好きで、

アカデミックなところの微塵もない学愚J(12) は、長く校長を務めた手島の

精神を反換していた。

手島は、 E本の将来は工藤化にかかっており、そのための工業教育が必要だ

という信念を持っていた。手島の指導は、部禅の近代技傭iこ遣いっき、それと

比講し得る工業力を持たねばという気概を学内に生みだした。手者大予科として

の高等学校で、輔広い教養を比較的余裕金持って学ぶのと比べ、工業学校では

技術一協で近代イとをど巨指すことになる。これが、職前のいま一つの特散である

強烈な技衛ナショナヲズムにつながっていると考えてよいだろう o

蔵前の、あるいはその卒業生のもう一つの特徴として、帝大コンブレクスを

あげることができる o 卒業生は、世間一般から見れば、数少ないエリートだっ

た。彼らは相応のブライドをと持ち、実際に働く現場においては、帝大卒業生に

負けない実力を持っていた。だが、職場での持過や昇進は工学士より一段、時

に数段劣るのが普通であった。一方、帝大と高工へのふるい分けは、能力の差

というよりも、社会階濯や資力の差による場合が多かった。いきおい、高工卒

業者の不満は募り、ここから、有名な蔵離の大学界務運動が起こる。 1918年

から始まった灘動が実を締ぶのは、結局 1929年であった。ちなみに事務系で

は、帝大に商業科がないため、高等高業学校{特iこ東京高商)がその分野での

最高学府だったG したがって、卒業生は高等工業学校の卒業生が感乙るような

不講を持つことは少なかったが、最高学府として鶴科大学をと設立せよという気

運は強かったむ東京高蔀の大学昇格選畿は 1900年iこ始まり、 20年後によう

やく成立を見たり3)。
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深尾は、蔵前の気風を十二分に吸い込んで膏った。それは深尾のもともとの

気質にあっており、みずからの考え方に藤信を持たせることにもなった。

もっとも、蔵離の 3年需はコースワ…クが藤しく、待問のやりくりにも苦労

した。 2年目は理論講義が集中していたため、比較的余裕があって饗秀な成績

を収め、創立記念:賞(工学牒書)を得て、 3年目は特待生となった。

蔵前の特設は、持といっても実習だった。 3学年を通して璃 39時間の授業

が行われたが、実技関課、の授業が 5離を趨えた。特iこ第 8学年i立、按業時間

の 3分の 2が工場実習に充てられていた(14)。 各科の実習工場が隣接してい

たため、探鬼は弛の工場の様子を壇間見るのが楽しみだった。揺広くそノづく

りの方法を知ったということは、後年{可かと役iこ立った。また、最終学年iこは

学外での実習も行われた。深患は海軍の赤現造兵廠とと菱合資神戸造船所で、

それぞれ 2週間の実習を受けた。若手羽造兵廠i立、日本で最初の本格的な一般

機按の製造工場であった工部省赤羽工作分腐の擁設設鑓を与iき継いだものであ

る(15)。 部爆五の暗い建物が印象iこ残った。神戸造船所では、小頭(後の工

、いわゆるフォアマンに棺当する)の苓津栄官の家に下指した。ちょうど第

2船渠が進水するところだったので、妻子奇心配盛な深昆は実習どころではなか

った。結馬、職工の捺用試験である、鉄較に一辺ーすの六角穴、およびこれに

勘合する六角板を作るという{卒業が課された。石津小頭がそれを見て、 f君は

何年年季をやったか。 Jと驚くほどのできばえだった。

-三三菱合資入社

前述の実習の前に、三三菱合資会社への入社、神戸造船への舵農は、すでに決

まっていた。特に就職試験を受けたわけではない。ある時、手島精一に校長室

iこ締ばれ、家薙の毒事情その他を関かれただけであったc その際、黙って間賭し

ていたのが三菱合資本社の濡野友二で、これが面接試験だったと、深尾辻後で

知った。当時、白石直1舎は和田建築所長を務めていたから、探尾の三菱入社に

は、自石の配E撃があったものと考えてよいだろう。

おそらくこれも自石の配羅で、深患が入社する諜の引合人(16)となったの

は、当時、三菱合資本社技士の藤揮範敏だったり7)。 康擦はもともと白石間

下の土木技師で、後年、深尾の岳父となり、その経験や関心、さらには恩師と

御ぐ人物の共通性などによって、深惑に影響を与えた。麗揮の介在によって、

探混と白石の関係は護癌、になった。特に、コストがかかっても技術的に自立す

ることこそが醸の発臓の基礎となるという考え方、そして、自分たち技術者こ

そがその大役を担っているという芭負が、深患においてゆるぎないものとなっ

たのは、棄をい探鬼を身近で支えた南者に負うところが大きいと患われる。
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第 2箆神戸造船所 1909'"'"'1926 

1. 明治家期(J)多撞造機工場

.造船業と機操工業

1890年代から本格北した日本の工業化の初期段階(テイクオフ)は、 1910

iこ…応達成されたとされる。が、純閣内生態に占める製造業の割合はまだ、

お制穂度で、その大部分は在来産業を含む繊維、食料品などの軽工業であった。

全線巡業生産額に占める機械工業の割合は来だ数パ…セントに過ぎず(18)、造

船、織機、その他わずかな例外はあるものの、技鍔レベルも抵かった。この後、

日本の機械工業は、タト発的条件に接めて大きくZとおされながら内発的基盤を冨

めていくことになる。

日本の工業化において、民生産業としての機模工業を考えれば、政府の楳護

脊成策が最も功会棄したのが、まずは造船業であった。前述のように、 1896

年の造船繋鶏法、 1899若手の攻王航準奨爵法、 1909年の改正溜船奨励法は商

船の欝麗イ主義と進め、 1910年代初頭に輸入代替がほぼ先γした。そして、閤産

也のさらなる効果をと註明するがごとく、造船はその後日本の機械工業のリーデ

イング・セクターとなっていくのである。

造船業は繊維工業などと比較してはるかに大きい護憲業連関効果(偽産業の

牽引、誘発効県)を持つが、企業単位で考えた場合、それは造船企業のまわり

に多くの造船関連企業が勃興するということのみを意味するのでiまない。いま

一つの効果として、造船所それ自体が多覆多様の機械工場に殺り、そこで存ら

れた態業機械が別の企業、そして産業iこ利用されていくという蔀があげられる。

明治以来、日本の器船所は、睦用を舎めてさまざまな産業機械を作っていた。

造飴所の機構設犠の中接は高額な輪入工作機械である。が、その他の機械類も、

扇舟では入手できないために内製する必要があり、一方、船の受注は憧常的に

あるわけでiまないので、応用可能な設蕪を寵って製造できるものな受性してい

たのである。機構工業一殺が還れた日本において、造船所は最先端の機械工場

でもあった。海外から技術導入を図り、あるいは海軍工廠の指導を得て、タ…

ピン、ポンプ、ボイラなどをはじめ、水車、機関車、鉱山機械などが盛んに作

られ、それらが闘雄第 1母である場合も多かった。

見方を変えれば、機械工業においてまず突出した造船業は、経務発壊をと不場

衡の連続と捉えるハ…シュマン的モヂノレ(19)に合致した牽引力を吊すと問時

に、一部有力企業への技術集中と中小機嫌企業群の未発達という f後発関的j

状況に加損した。ローぜンパ…グはアメヲカの磯械製造業{替に工作機械)が

それぞれ専門に特化した多くの企業によ哲、小規摸だが専門a性を高めていたこ
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[国ト2]':三様獲工業のj荷車および本枇との霞台ザ
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{表ト2]漂悪;率二:社内キャリア(臨腕職場〉群綿および給与表

年月 戦 場 役名 担当職務 給与

1909. 8 合喪神戸港船所 繍f吏 機域製図場 25 

1911. 1 木型工場

1912. 7 (正員) 技士補 第二機械工場 36 

1914. 7 第二電気工場 40 

1915. 12 技士 50 

1917. 3 機関工場支配人後場 55 

1917. 7 機嫌工場係 70 

1917.11 造船神戸造船所 技部

1919. 6 造磯部工作糠 80 

1920. 2 造機部工作繰主機工場係長 180 

1923. 6 造磯部工作課長 200 

1926. 12 造船長時適捺所 造機工務機械場主怪 240 

1927. 10 兼仕上工場主径

1928. 12 参事 270 

1932. 7 機嫌工場長兼詑上工場長

1933. 6 続密機名三討議 発動機部機械課長兼部長室

1934. 6 意工名言盟航空機 発動機部長兼仕上謀長代理 300 

1937. 9 副長兼発動機部長 325 

1938. 7 重工名宙屋発動機 所兼

1940. 7 難名古盤金量工業所長 380 

1941. 2 重工取諦役 *7，000 

1943. 8 場券与 *9.000 

1943. 11 重工常務取締役 *12，000 

1945. 10 (静紐〉

1945. 10 震工最続投

1946. 12 (退在〉

註:給与{単生:問)の変動を寸ベて記載しているわけではない。実際誌類閥、

金額ともにより短い関舗で娯繁iこ昇給している。賞与は原畿で省絡されている。

*年俸。その位は月給である。

出所:深尾所臓の史料により作成。
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とを指摘する(20)。 後発の日本では、専門企業が充分に幅広く育つ蔀に、機

械製造技術を蓄積した造船所が多角生産を行い、そこを起点にして機械産業の

多角化と技術の探化が潜んでいくという一部が克られるのである。

-三菱神戸造船所

三菱神戸造船所の設なは 1905年である(21)0 最新鋭の造船所ながら、長

崎と比べ規模が小さく、船に関しては{密議艇中心であった。造船そのものより

も、むしろ長i埼造船の技務者患いた多角経常に乗りだす基地としての意味が大

きい。当初設立に捺して、名稔を 工作所j とする案があったことが、そ

の状況を物語っている(22)。 創業当時、特に繍裏が伸びていたのは電気部門

で、持戸造船の電気工場も早速増設され、後の三菱噴機の基礎を築く。一方、

造機工場も、本来の姿である舶用意機以外の分野での発展がめざましく、圏内

の植の造鉛所と比較して充実し、生牒高も大きかった。

1909年 7月、深尾は東京高工卒業と同時に神戸避船所に出柱、鵠使(23)と

して設計に配属された。初任給は月給 25問。間期予智大卒業者(技術系〉は 35

円、高工電気科卒業者は需要の多さを反映し、特例で 28円であった(24)。 就

業時間は午前 6時半(冬期 3ヵ月は 7時)'"午後 5時、残業はあっても手当

なし。むしろ造船所には 24時開勤務がさ詰然のような総務すらあった。 rJ 11精

進船所は機械の如く、三菱は動物の如く人を襲う J(2む と曹われたという。

深尾は合宿所に入り、ドイツ語習簿のため、夜学に遇う生器を始めたが、半

年後、一年返願兵として陸軍iこ入諒した。どうせやらねばならぬことなら、少

しでも早く、最も効率よい形で養えておこうというのが、

う(26)。 翠薮生活はつらいものでiまあるが、体力に自

の本心であった

得、精神的にも

るものが多かった。特筆すべき辻、孫子に親しむ機縁となったことである。

f知識知呂、富戦不殆。不知設高知己、一勝一負。不知彼不知日、僻戦必殆。 J

は、その談、滋患の鹿右の銘となった。

1910部除隊、木型鋳物場に配属され、山崎常次郎主任の助苧となった。

渚機工場にはそれぞれ主イ壬がいて、その下に小頭がおり、部下の総長を撤捧す

る社組みであった。システムとよべるものはなく、コンベンショナノレな灘営で、

のまとめ役は小顕だった。山崎は海軍工癒たたきあぜで f鋳物の持議j と

いわれていたが、当時の間面は全部英語で記入してあるので、学若手の斡苧が必

だった。つまり、現場 f技術者Jとは、工学系英語の読める入鰐だった。能

は、技術者がいなくとも、現場は回っていくのであった(27)。
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三三菱造船部では、 1912年に神戸造船所所長の三木正夫が渡英、ウぉア杜の

ライセンシ…となり、機関補磯を製持することとなったが、この時も学卒の設

土ではなく、小頭を連れていったのである(28)。 モノづくりはまずもって現

場設龍の時代であった。

職二ζのプライドもまた声高かった。数はいらない、ニコストも講わない、まずは

良いものが作れるかどうかが、この待代の造機工場iこ求められていたことであ

る。熟練工試それぞれ木製師、鋳物師、仕上師特と自啓して、名人かたぎの職

人愚情であった。機械加工のままでは製品とならず、必ず表面にやすり認さど

てた令そのためにわざわざやすち代を娩して磯核加工合行うのであった。機按

加工は手作業の補助であり、腕の良い仕上工になると、機械にかけるのは面鶴

だというので、最初からタガネとハンマで製品を加工した(29)。 できあがっ

たものは作品としてまず難繋して楽しんだ。 r呉海軍工離に注文品を送ったと

ころ、あまり見事に出来ているので工臓でも掠列して鑑賞したということであ

った。 J. (30) 

ちょうど問じ頃、芝浦襲作所専務取繕役の大田黒重五郎が詩本の工業界につ

いて述べている一文を、参考のために軍用しておこう。 一 r設が邦の工

業は業術と婁用とを漉問し、賓用的なる工轟品に葉術的手加減を錯し… 故

に英製品が海外に輪出せらるるは多く美術品として輸出せらるるものなれば、

其需要の範囲甚だ狭く、之を賞用的作品として後期すれば品質組惑にして堅

ならず… J(31) 

意気盛んな探患にとって、職場で技士の実擦がないのは不満であったろう。

何とかして蔵前で舞た知識を使おうと現場を見患った。朝、職工たちが仕事の

とりかかりに砥ぎ場へ集まって話をし設がら見物を砥いでいるのはどうにも無

誌が多い、と組長に小雪を言ったのが最初であった。組長から話を鶴いた職工

たちは、 f第一声が出たと笑って、口々に、学卒者は事携が分からぬ、誌がず

に湧れる刃物が島れほ幸いだが刃物は時々砥がねばならん。砥ぎ仕事中話をし

ても惑や苧ざわりでよくわかるo 素人は… といっておりました。 J(32) 

旅路は求型の検査にも苧を出した。続長に用具を罵意させて霞単なものから

始めたが、 iまどなくあきらめた。木型換査は、 10年以上の経験者で会いとで

きない仕事でまらった。入社早々やってみようという輿気おある者は深尾以外に

はいなかったと、当時木型工で援年「木型の持機j とも呼ばれるようになった

前闘賞討すが書き智めている(33)。

入社後間もない明治時代の職場では、どうやら現場技能に軍配が上がった。
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乏， 発明と特齢

木盤工場の次は第二機械工場の仕上場であった c 第一機械工場が修繕船相当、

第二機械工場は薪造船担~であったが、神戸で新造船を受注することは滅多 iこ

なかった(もっぱら長鋳造船所で受注された)から、ますます多種多識の機械

が作られることになった。技士たちは日本の機械産業をと開拓しているという

概に黙えていた。技締者としての出発患で、陸馬/離島を問わず、多種類の機

嫌製造に携わったことは、深患にとって有議だった。

職場における梅外の先進技術護持への情熱は大きかった。 1910年代に入る

と、技士の海外(主としてヨーロッパ}深遣、すなわち、ライセンサ…への派

遣、欝学、三菱商事金社に移籍しての構報獲得等が急速に盛んに諮った。閣内

でも母校への再入学や大学説進学の措震が躍られ、深尾も東京高工の電気科に

半年需再入学した。技術磯得のため、企業側の人的資糠への投資意欲が極めて

旺盛であったことは、住吉すべき事実である o

こうした環境の中で、深尾はある種のコンブレタスを感乙たiまずである。こ

れまで、身の回りの世界では常に優等生だった。食しさゆえに我憐したものは

数知れ設かったろうが、提カでは能人に負けぬ気負いがあり、また、周聞から

実力を十分に認められる機会を得てきたために、それ会りのブライドがあっ~。

が、三菱合資に入ってしまえば、エリートで誌なかった。エジート技術者の世

界は、帝大を出ているか海外(主にイギラス)留学者であるところから始まっ

o すでに述べたように、この時代の学歴に泣 f櫨差値J以上の諸々の合意が

ある。あからさまな差別があるわけではないから、深濯もあからさまにはでき

ない揮しい患いをもった(34)。

この時期、深尾が発境棒許取得に轟常ならぬ熱意を紫やしたのには、おそら

くよ記の背景がある c 深尾は荷としても彼鑓人の提力を詑現し?とかった。学{立

取得を認指すのも一案だが、現場に配属されているので、発明の方が近道だっ

た。

集諜尾式メタリックパ‘ンキングー飾品標準北

企業舗は職員の翻意工夫を奨織はしていたけれども、特許の敢得に積機的だ

ったわけではないc 技術といえば、まず港外からの導入にあい鍔めている時代

だった。技術導入に必要なのは資金のみではない。技術提携成立のためには、

それだけの技詩的、事業的な告頼を樽なければならなかったし、院本における

特許鱗度の浸透震なども問題にされたであろう。ライセンシーになること岳体

が一大事業であった(35)。 内に向けては、よほどの有力技士の有力な発明で

なければ、企業として動かなかった。 1907年iこは発明特許に麗する社内競走
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が定められ、在職中に自己名義で特許を取得することを禁じ、あらかじめ発明

意匠をことごとく会社に提供し、承認を受け、かっ無償で会社に使用権を提供

することとなった(36)。 深尾は最初の発明考案の特許申請を上司から反対さ

れてあきらめたが、 2度目は個人で申請した。内規は承知の上で、勤務時間外

に個人的に材料を入手して行った研究開発の成果だとして、個人申請をしたの

であった。時間外とはいえ、研究開発には会社の施設を利用しているから、深

尾の主張には少々無理がある。

個人での特許取得はなかなかの大仕事だった。東京高工の前身、東京職工学

校の第 1回卒業生である浅村三郎が大阪北浜で特許事務所を開いているのを

知り、もっぱらその神戸事務所の世話になった。 1916年に特許を取った後、

深尾は会社に対し、それを使うならば特許権を無条件で譲渡するが、使わぬな

ら他社に売ると掛けあい、結局神戸造船所で製造販売することになった。深尾

は若いときから不遜な一面を持っていた。

この最初の特許 一 深尾式メタリックパッキング(主機ピストンロツドに

使用)ーは摩滅が早いことがわかって-H使用停止になり、急濯材料を改良

し(材料の耐摩耗鋳鉄=yメタルもみずから開発して特許を取得し、また耐摩

耗実験器も開発した)、 1917年から舶用、陸用各機関で使用された。造船所

の製品としてはいかにも小さいが、戦前、社員の発明品でこれほど利益をあげ

たものは数少なく、深尾はこれにより、三菱造船第 1号の社内表彰を受けた(37)。

さて、これが売れるとわかると、深尾はすぐに部分品の交換ができるよう標

準化を始めた。製品パンフレットには、取り扱いが容易で、耐久性に富み、安

価で、かつ、部品交換が可能であるのがこのパッキングの特長だと調っている。

「総ての部品は各自入替の自由なるを以て其一部分のみ新製し得るが如き便宜

を有す。 J(38) 【表 1・3】参照のこと)

当時、まだ JISもJESもなく、設計は欧米各国流のハンドブックが頼りで、

どの流儀でやるかは各人の好みで決められていた(39)。 深尾はパッキング僅

部の標準見本を作って、標準の効用を内外にアピーノレした(40)。 ちなみに、

この時深尾の指示で標準化作業を実地に担当した青年技士の福塚吉ーは、その

後神戸造船所内で長年にわたって進められた標準化(三菱神戸造船標準 -

KH)の中心的役割を果たし、戦後新三菱重工業を退職後、工業技術院に奉職

した。 1960年、 JIS規格制定と普及に関する功労により、藍綬褒章を受賞し

ている。

深尾の取得した特許でもう一つ、興味をひく件がある。深尾式船尾管(1918

年、特許取得)がそれで、深尾は後述する渡英の機会に、ヴィッカース杜にこ
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[襲ト3]漂曙式メタリツクI~ツキング・スタッフィングボックス標準寸法袈

スタッフ井ングボックス寸法表

l選 ~L~J-=-I~J-=-I"~-ロ辺; 2 13 14 一一一一一
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乳トを 4t 11 Jγ 7奇I11 2，H を 9i 11 /1 15 11 653 
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4き 11 λγ 72 λY 。“宮2古1 t lO} 

ノr I! 13き 11 'iア3111f 

z dh 4i I! 庁 S 11 233 き Htを 庁 メY 1呼 庁 ケi~~

を4 ，I~ ノr 11 Si¥ 11 2*~ lO~ λン 1/ 10 11 戸・"示 、-
，) 7';"ii 。】7U !I~ .aE'I3 苔 8 II i I;'d 章ー1立冨 l!i} 1き 8，i'..r 
を 53 11 11 官み ノf りYτ~Ü

品 5~ 庁 庁 93 11 qリTp官

2 55 1/ 11 10 11 H
守

T宅官
s 

同 一

住:1920年版にも同様の関表が掲恭されているが、印尉患の関係で 1926年版からとった。

出所:三菱造船株式会社神戸造船所 f特許深尾式メタジックパッキング説明書J

(1926年版)p. 16. より霞表部分を転載。
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の製作権を苑りつけることに成功したι 神戸造掛から権外に譲渡したはじめて

の持許であり、その後、アメヲカ、ドイツ、カナダでも特許を取得するのだが、

何と、三菱がヴィッカ…スに手数料を支払って、イギリスにおける特許権確保

を依頼したのであった(41)<， 後発障の弱みを、深尾は思い知った。必お、探

是はこの船尾管を装備した船離に対してその{吏用成績の報告を依頼し、少なく

とも 8件の自答を得ている(42)。 ユーザーの意向をと哲いれた製品関発努力

である。

残存する多数の特許関係書類は、この時期の深患の、今りふりかまわぬ特許

取得への執念をものがたる C 取害した後は結局会社に無条件で識渡するのであ

るから、目的は金銭的なものではない。もっぱら傭人の名にこだわった行動で

あるやもっともこれには、社員の発明特許取得よりも、海外からの設梼導入に

ひたすら熱心であった会社への抵抗の意味もあった。この後、 1920年代に入

る噴から三菱造船所有の特許件数は急激は増加していく性的。 表彰や社内帯j

度の整備による士気の高揚は明らかで、企業の R&D(研究穣発)体制も、た

とえばこうした問題をきっかけに次第に整えられていくのである。深尾詣身は、

後年名古屋航空機へ移ってから、畠らの名前を表に出すことなく、部下の発明

を大いに繋励すること iこなる。

3. ウヱア社への出強ー「盆遊技祷jへの開眼

1917年 2丹、深墨は自若直治央妻の媒酌で、震樺範露支の長女文子と結婚し

た(44)。 イギジスはスコットランド、グラスゴーのウェア社(45)への出張

を命ぜられたのは、その翌年のことである。郷鹿から上京するだけで生謹の

大事件となる境還に育った深尾のこと、どれほど期待に胸膨ちませたか、想録

に難くない。 1918年 12月に出願、アメヲカ経由で盟年 3月に諜英、ウェア

社には約 8ヵ月帯在し、その後ヨーロッパを視察して、再びイギリスからア

メジカ経識で 1920年 2月に揮冨した。往路途中、ニューヨークで恩師出石夜

拾の卦報を受けた(46)。

グラスゴーでは、会社の近くに下宿した。 2箆 3食付きて?ひと丹およそ 30

問というから、当時の詞本の感覚からはやはり高い。

出張の目的は、神戸造船所で新たに製造することになったターボ給水ポンプ

の製造技符合習得することでまちった。深尾はむろんこの業務iこプライオリテイ

をおいたが、強にも得たものは大きかった。

その一つ法当然のこと設がら、本オ料や機械、鋳物の接砂等の新しい技術の完

関であるぐ次託、 「後発の利益j を意識したことである。工場の動力には、ス
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ームエンジンやガスエンジンがまだ使われていた。 rこのように我冨よりも

電fとのおくれたの誌、我国が後進国なるが故にガスの利用lこは連れたが電化は

かえって早く成し遂げられたためでまうった。 J(47) 後から行くものは先に

行くものの長所を巧みにとりいれて進み得ることを深尾は知り、後年それを犠

極的iこ実行iこ移すやそして最大の収穫は、今陸の言葉でいう f生産技術J会る

ものに気づいたことで、これが後の瀦墨の技補者としての生き方を決定づける

のである。

ウェア社ではどうやって機械を作っていたのか。まず、当時のイギリスの状

況から考える必要がある。

課見が渡英したのは、第 1次大戦震後、つまり、自本の造船所がかつて設い

ブームを経験し、その余績がまだ残っていた頃である。舶用機擦の専門メーカ

ーであるウェア社は、大戦中軍需に潤い、航空エンジンの生産も行った。終戦

により叢需は一気にしぼんだが、大戦中に失われた務船、議船の復興民欝で再

びブームに沸くことになる。

ところで、大戦はウ広ア社の工場生産システムに変北をもたらした。 20t詮

紀初頭のイギリスにおいて、工場の労動雇罵関係の実権者護っていたのはユニ

オンである o スコットランドの工場労働者は 7年間のアブレンディスの後に

一人前の職工となり、被らの賃金は会社とユニオンとの交渉によって決められ

ていた。戦争は一時的iここの壊行を変えた。工場iこは多数の不熟練労暢者、女

子労畿者、アメリカからの鑑期労観者等が車用された。戦争が終わると、ユニ

オンはむろんのこと、スコットランドの多くの工場経営者も戦前の震用慣行の

復措を望んだ。だが、ウェア社の経営陣は、実は椎紀初頭顎からアメリカの生

雄システム、特に議動機械と五換般生産iこ興味を示していた(48)。 大戦後、

アメリカをはじめとする諸外霞との競争のなかで販路を開柘するには、，思い切

った設積投資をして告動、半自動工作機械を揖えつけ、熟鱗労犠カを減らす必

要があった。鋳造品に関してフィラデルフィアと比較すると、グラスゴーでは

単{立E意義主当たりの生産コストが 2倍であり、しかも工員一人当たりの賃金は 2

分の 1に構たえtいのであった(49)。 合理化できる要燕はいくらでもあった

が、会社側の合理化案にユニオンは反対した。

深尾のウェア社滞夜iまちょうどこの境、つまり経営者側がアメリカの生産シ

ステムや管理法を樺入しようとしている時期であった。他方、来だ旧い職場慣

行が強力で、アメリカの関種の工場と詑較すれば生産性の低い状況にあった。

だが、深尾はそれをアメリカとではなく、自本の三菱神戸造船所の造機工場と

比較したぐそこで気づいたのは、工場競摸、職工数がそれほど違うとは思われ
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ないのに、ウェア社の方がEE額i的lこ生産識が多く、反対iこi苛じような機械 1

の製造に饗する人工{にんく)が少設いということだった。深患は各職場

(shop) ごとの職工の職種と人数、工作機械の配費、機種、数輩、さらに工

作訟を観模して記録した。詰から鱗が落ちる思いだったのは、 “仕上善悪持に相

当する職工がウェア社iこはおらず、やすりがけなどは行われていないことだっ

た。その他の作業や試溜転も実iこ錆棄な方法でなされていた。それで製品が十

分な精度で完成するように、設計段階ですでに考えられているのであった待問。

むろん、神戸とは工持機械も違った。また、社長のウィリアム・ウェアは大戦

経結後、ロード・ウェアとなり航空大臣を務めていたが、時折工場にやってき

てみずからポンプの試験を行う姿が印象的だった(51)0

'工場診断

リ靖国後、深尾は神戸造能所の造機工場で間機な謂驚を行い、自己流の「

場診断j を行った。 r患己流Jといっても、何らかの文献等を参考iこした可能

性はある。

[表 1-4]の工作機械分類は深尾によるもので、 f第 1類は簡単な一般

作機械、第 2類は一般工作機械の中でも比較的高級なもの、第 3類は用途の

限定された特殊機械」としている。深尾は特iこ第 2類の割合を問題にする(52)。

第 1類の機械は、用迭は広いが効率からすれば到法第 2類に及iまない。職工

をいかなる方法で誘導しょうが、あるいは強昔話しょうが、工作機械の違いをこ

える生遊性はあげられない、というのが深患の論点であるo 言うまでもなく、

機械加工品の精度は工待機横に左右され、低級な工作機械で加工されたものに

は人苧による追加作業が多く必要となる。

工作機械および前述の全産技待の違いにより、神戸では、間一機械を製造す

るのに、ウェア社の 6告の人工を用い、 2舘近い人件饗(職工労鍵〉を支払っ

ているのであった。つまり、職工の賃金が低いiこもかかわらず、労働コストが

かった。以下、'帰国しておよそ 1年後iこ出された報告書の下書から、結論

の要点、を抜粋してみる(53)。

f当然組ノレベキ又態リツツアル機域製作業ノ教授ナル競争ニ爵へ鍾越ノ地歩

ヲ占メン為ニハ、(i)特許権ノ議得ニヨジテ事業ノ独点、 金安価ニシテ饗良ナ

ル製品ヲ造ル事j

上記〈むについては、 f瑞商ノ Sulzer社ガ舶罵 DieselE肢がne ヲ Alpsノ

山ノ中腰ヨヲ東海ノ我日本ニ供給セル事実 及我三菱造語会社ガ年々十数万円

ヲ英00Weir牡ニ支払ヒツツアル事業iが雄弁にこれを物語るとしている。小

さな職場の生産近《化を目指す長講者にも、強裂な技術ナショナヲズムが影響
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【襲1-4]ウヱア社、神戸造船所第ニ機械工場における工作機械比較

分類 工作機械 iウェア社 神戸議船所計 主機工場内欝i繍機工場内訳
|第1類 Lathe 92 228 158 70 
Turning miIl 5 8 5 3 
Planing machine 3 13 lむ 3 
Shaping machine 6 26 19 7 
Slotting machine 7 11 7 4 
Boring machine 58 2 2 G 
Drilling machine 65 56 37 19 
Milling machine 42 38 23 15 
Sawing machine 4 4 3 
Sc拘winJ:(machine 6 6 5 
小計 (%) 288 (56.1) 392 (82.9) 265 (88.0) 127 (73.8) 

第2類 Capstan lathe 65 9 G O 
Brass work capstan lathe 21 。 9 。
τUrI可~t lathe 32 21 G 21 
Automatic machine 25 4 O 4 
Vertical t沼町etlathe 2 O O O 

Keans boring machine 18 21 12 9 
Shaft grinding machine 9 3 2 
Internal grinder 6 9 1 
Surrace grinder 5 。
Centering machine 2 Q G G 
Broaching machine O O O 
Copping miller 2 。 。 。
Nut facing machine O G G 
Nut tapping machine 。
Power p阿部 2 
おarrealing machine 。
Hobbing machine O 9 ? 2 
Gear cutting machine G 2 
Multiple spindle drill 3 O む 01 
小計 (%) l号5(3~.O) 66 (13.9) 24 (8.0) 42 (24.4) 

第3類 Va¥ve chest la.the 12 。~I
Main valve surracing mil1er l 
Main valve port mi1ler 4 O O 
Valve seat おcingmachine 4 。
Mitre group valve mi1ler 6 O 
Valve and seat grinding machine 3 。
SpElcial machine for StalγUI・hine O 10 10 。
小計 (%) 30 (5.8) 15 (3.2) 12 (4.0) 3 (1.7) 
合計 (%) 513(99.9) 473 (1QO，O) 一型1立金0.0) 172(~9.9) 

出所:深尾捧ニ「ウェア社出張報告書(1921年l舟〉下書j より作成

53 



してし1るF

記②は、 f機械製作者トシテ常ニ研究スベキ重要事項j であるが、そのた

めに、 f材料・動力ヲ安値ニ得ノレ事、職工ノ賃金ノ低率ナノレ事、…毅経費・工

場経費ノ節減、労力ノ節減、等ハ其盤要ナノレ要素ナリ j しかし、材料や舞金

の低下をはかるのは霞難である。ウェア社は最高の材料を用い、ユニオンの

{ま繋金率の 25%増しを支払うことで労働争議を避けていた。 r故ニ …生産

ノ抵下ハ主トシテ人工、時間ノ節約ニニ盟ノレ、之PlantDept.ヲ設ケ scientific

management ヲ特ハントスル所以ナリ j

ウェア社で深尾の滞在中に、時間研究や動作研究の導入が実現したかどうか

誌不明だが、少金くとも鯖題にはなっていたろう。深尾によれば、生態性向上

の存効な手段としてウェア杜から学び葬るものは、第 1，こ経営上の慌題とし

て、壊良な職工を選び(~也社より高賃金で引き抜き)、 8 時需労働市j とし、職

工各人の作業を-のものiこするとともに成績によって割増賃金を払うこと o

場合により、その方がこコスト会下げることができるのであれ誌、部品、材料の

ストックを置いてもよい。第 2に、工場設備の開題として、専思議械、自動

機棋を導入すること。そして第 3に、工作上の問題として、仕上方式を一定

とし、不必饗な研鰭などを行わないことむ仕上代を少なくするために、素材部

品の臭いものを復思し、仕上代のいらない設計をすること。そのために、設

と現場が連携すること。 … 

当時の深尾は、こうして能率を増進させることをなnassproduction" の

要件だと考えていたらしいことがメその審き込みから説みとれる。もっとも、

大量生産システムが有効に機能するには、それに見あうだけの開一規格品の

量、つまり需擦がお饗である。ウェア社や神戸造船所で仲っていた産業機械

に、大量消費財iこ臨敵する檎要はありえないから、この持点で深尾の考え

た "massproduction"は、はるかにそれ以前のものである。生産量がある程

度多くなった場合に、品繋がよく、かつ間賓の{互換性部品による安定的な〉

製品を、より早く、よち安価に、より簡単安全に生産する方法。過度な熟練を

排し、工作機績をより有効に使う方法。それが神戸ではまだ援用されていなか

ったc

菱造船の経営サイドがこうした問題に無欝心だったわけでは、むろんない。

すでにこれ以前、第 1次大戦期のブームにより、能率増進のための生産シス

テムが模索されたのは、日本の造船所に共通する現象であった(54)。 一転し

て、大戦後の不況が深刻化した 1920年記は、英文の大部な r~テーラ…シス

テム』取調審j なるものが、当時造船常務の議問彪から神戸造船所に送付され

いる c これは、新潟敷工所の技師、加藤重男がテイパー工場{フィラヂノレフ
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ィア〉でき集際に学び、資料を持ち嬉ったテイラ…・システムの詳細(書籍雑誌

等に掲載されない実施マニュアル)を、三菱議船の技鋳課員が聴取してまとめ

もので、新潟鉄工所の都意により持に三菱造船にのみ伝授された情報だとさ

れている。 r熟諜御研究ノ上其一部分ナヲトモ貴所ニ藤嬬シ能率ヲ増スヘキ鋼l

見込ノ豊富アラパ御採用結成撮希望致稜J(55) 

この頃まで、三菱造船の技鋳導入元は主としてヨーロッパ、春広イギリスで

あり、アメジカの方法には翠11君主みがなかった(56)。 テイラー・システム(

f科学的管理法J)をいきなり導入するのには無理があったと患われる。だが、

企業側の態勢辻脊職員がそれぞれの部署で新しい生産管理法を実験し、摸索す

ることをど掠進するものであったろう。深尾の工場診艇や工場改革も、こうした

景に支えられていたc

おそらくこニの墳から、探患は積極的にテイラーやフォード、その龍生産管理

や生産技術に関する慢報をとりいれ始めた(57)。 むろん渡英以前にそうした

問題に関心を持ち、相応の知識を得ていたはずである。前述のメタヲックパッ

キングのき票準化はその証のーっといえる。また、 1設12停の三木の渡英によっ

て、探尾自身iまじめて専用機械というものを知り、以来、強い関心者持つよう

になっている(58)。 が、ウェア社告と観察し、帰国してその眼で神戸の工場を

犠察し2なおしてみて、現場の謡える問舗がより明確になり、そこでさらにアメ

リカ流の生産管理や生産技術に着目したものと思われる o

4. 生産現場の主導権一工場の毅革とさ主産管理(1 ) 

嶋辻上作業の合理化

帰国後まもなく、深尾は主機工場長となり、工場改革に着手しえ。ウェア方

式;こ従って、前述のやすり仕上げとスクレーパを追放するのが第ーであった。

仕上工の抵抗試櫨めで大きかったが、これを強行した(59)0 次いで、木型製

作iこサンドベ…パーをイ吏うのも禁止したc 当時木型工であった散問寅市によれ

球、 「砂の中へ込める木型だ、床の開の置物のような作ち方は不要だとやめる

よう去われたが、求書器工としては平酪歯告と見て立体的に判断して作り、寸法は

正確にし砂の中から抜け易くその上仕上臨に誌取代を付ける等種々後工穫も配

識せねばならぬため、見栄えのするような型を作る… が、巡回の持だけ中ヲ

ょとしたむ J(60) ちなみに、探是は、毎朝仕事のとりかかりに必ず工場を見

てまわったやこれは退職するまでずっと、事情が許す醸号続けられた。

-切削加工作業の標準化
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次に、テイラ…方式にf放って、機械加工期のバイト砥石を道具獲の中は入れ、

最適角護、最滴スピードで一括研勝することにした。それまでは、機械工が各々

夜、匿の切断角度で磁いで腕前を競い合。ていた。バイトの卒者料はまだ炭素織で、

高速震鍔への切り替えは昭和に入ってからとなるo 機械工は砥石の車接使用を

止されたが、 fそれでも尚道具貸出口に識を入れて色々の、注交を出して国ら

せたJ(61) 結局、集中研躍を徹聴させることはできなか。た(62)。

上記の諸策、つまり入手で行う作業をなるべく減らして機敏に任せる方法は、

人工誠らしに役だったが、全体がシステムとして確立するには遠く至らなかっ

'" 

'工場内混搬

これとはJJIjの角度から改良を拭みたのが、工場内運搬の問題であった。当時

の主機工場では大物の「クレ…ン持ちJの時間が長かった。運搬距離縮小の方

策として、第 1に、工場内の道路を麗然北するためiこ床に自線を号iいた。第 2

に、間一棟内で機械加工が完了するように、つまりクレーン者用いて他の棟に

移す必要をなくすために工作機械の配護替えをした。第 3に、ウオールトラ

ベヲングクレ…ンを新設して活用した。第 4，こ、工場内iこ散在するさしあた

り不要なもの安すべて工場外に搬出し、 f工場は物置にあらずJを強行した(63)。

1930年代後半以降、量産省?目指す製造工場で一毅的となった、生識の「流れj

をスムーズにする試みは、すでにこの時代から行われていた。これらの謹策に

よる議果は絶大だった。もっとも、この効巣のみをど取りだして数字iこ表すこと

はできなかった。

5. 造船本混の到来と生産技術

謹原価低減委員会と蝶準危機進

1919年にピークを追えた第 I次大戦の軒況はその後反動比較じ、 1921年

にはワシントン揖盤軍縮魚釣による軍需減により、米曾有の造船不況時ftが始

まったc 翠 1922年にかけて、三菱瀧船では一挙に 7，500名を揺す人員削擁

護ど実施した。神戸造船所はまだしも譲渡需の影響が少なかったが、最崎造船頭で

は5，500名ぷ及ぶ職工整理が行われ、 1年期で職工数が 3分の 2，こ減じた(64)。

遣い討ち告どかけるように関東大麓災が組こった 1923年、深尾は工作課長とな

り、主機、議機、道其名工場の他、鍛治工場貨を兼経し、造機の現場をiまぽ統

したc

この年、神戸造船所でも原価低減、能率増進のために強行予算が綜まれた。
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[図ト3]:::'聾造船棉式会社従業員数の喪遭
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注:三菱造船株式合社となるのは1917年からで、それまでは三菱合資会社の造船部であ.
場所や職名の呼称も厳密には変意があるが、一括した。
長時、神戸間造船所の他に、本l宙、彦島渚船所、長梼兵器製作所等が含まれるが、
本表では省略した。 1927年から場所統計がなくなる。 1934年以降はご三菱重主薬となる

出所 :W三菱社誌』各年春宋記載の従業員数により作成。
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す金わち、晃穫罪;艇に対し、人工費 33%、材料費 18%を天引きしたものが

算額とされた(65)。 これを実行するためにまず、不況対策委員会なるものが

作られた。続いて原錨低減研究委員会が設置され、探尾は人工饗委員、材料饗

委員告と務めた〈鋳物関係の分科会の籍上、鋳物係であった楠瀬函館が、ヴィッ

カ…ス社の科学的管理法に員IJった具体策を出した。そこで問題にされたのが、

神戸造船所で泣工作図簡に仕上・様合の種度が記載されておらず、現場が勝

にこれを行っていることであった。現場では、議機加工における小さな寸法に

数字がなく、紙 1枚、紙 2枚、といった表現が使われていた。深尾は研究会

終了後、ただちに仕上代委員会を作り、この問題を綿密に検討した。従来の詑

鎌を集め、ぱらつきを分析し、結局、軸径の 1，000分の 1を濫準として、軸

徹が大きくなれば 1，000分の 1よりも小さく、逆iこ小さくなれば 1，000分の

lより大きくすれiまよいことを f発見Jし、すべての関笛iこ適思する仕上麓葉、

厳合経疫を完成した体的。 トレランス、アロウアンスといった楼念も、こう

してようやく生産現場で形成されていくのでるる。神戸遺棄会所の工作額面は、

これによって多大な溝歩を遂げた。最合の標準化iこは、長年機械工場主径を務

めていた林悶器、題蕗の功績が大きかった。

探尾はさらに、機械工場で使用される切書Ij工具、ジグ(治具)、ゲージなど

の標準作成を進めた。指当は、弘前メタリック・パッキングの寸法標準化作業

者行なった彊蝶主主ーだった。この標準工具が完成を見たのは昭和初年であり、

現場で多いに重宝がられた(67)。 その 3年後、前述の KH制定に向けた規格

統一誉会員会が始まり、神戸造船所における工島標準も薪たな歩みを踏みだすこ

とになる。

不況乗り境ちのために行われたさまざまな取り組みのなかで、標準競繕の制

定は捺鑓抵減に資するところが特に大きいと認められた(68)。 規接続一援金員

会見その後、戦後iこかけて遺数割のべ…スで連綿と続けられ、効果をよげてい

くことになるむ震うまでもなく、標準化は、そのカパーするフィーノレドが大き

けれ試大きいほど効果があがる。特定の職場でいくら標準化を潜めても、たと

えば、その下錆職場で需ーの標準が使摺されなければ、その効巣は誤られる。

しかし、ここで重要なのは、 f壊準化Jそのものが組立に研究されて規格が苦手j

定され全欝に普及がはかられる、それ訴前記、職場のなかでまず f小さな標準

化j が範行されるという事提である。その地盤があってこそ、産業全体におけ

る標準化がスムーズに進麗していくのである。

ところで、原髄低議委員会において、現場強当の撚尾が特iこ主張したことの

一つは、暁場ではなく設計段識で、安錨に製造できるよう、すなわち人工、工

数を減らせるような工夫をすべきだということであったむこれはウェア社で

58 



んできたことの実務策であったが、関じく委員を務めていた設計課長が蹄職す

ると雷いだし、所長の山口泉吉が中に入。て場を収めた終的。 生産工程iこ気

配りした設計を求めるためには、おそらく、生産技衛レベルがもう少し上がる

ことも必要だったε あるいは、全体の技術レベルが上がってこそ、轍密な連係

プレ…が可能になるといってもよいだろう。

‘コストダウン(J)実験

造鉛不況は長引き、三菱造船では 1925年まで年々大畿の解躍者告と出した。

この時代の人員整理は、労働蕗からいえば負のイメージが強いが、技術語から

は中小企業への技術移転という意味を持つことにも留意する必要があるだろう。

神戸の技術者の整理は最小限に抑えられ、幸い探悪も部下から整理者を出さず

iこすんだが、その分、経善寺第擁弘法々とした。この頃、山口泉省所長宛iこ提出

された報告番、 「鍛冶工場ニ諜擁セシ経費節約ニ麓テj は、コストダウンを冒

揺す地道な作業としての生麓技俸の実例を示すものである。要点は、以下のと

おりである(70)。

鍛冶工場の経費は、舞金の怠---2.5倍に及び、 l期間{半年)に 8---12万円

に漉する。うち、スチームハンマおよびプレスの蒸気発生費用が 4"'"'5.2万円

で半分を占め、工場経費に与える影響が大きい。 ゆえにこの費用を持えるこ

とが原稿径減じ有効であるが、そのための方法は、舎蒸気使用量を誠らす。②

蒸気発生費用を減らす。 をむ従業員が常に紫張し、一致協力して作業に議事す

るひ

よ号具体的には、くじ発電所のポイラ・プラントが鍛治工場所管となったので、

鶏率的な使躍が可能。@スチームハンマ設舗は 1トン 5台、 112トン 3台、

114トン 1台であるが、使舟状況から見て大型の 1トンハンマ 3台を停めるo@

縦横パルプの譲波路止に一層の在意を払う。スチーム消費量は、ハンマ捷期時

よりもむしろ停止時の議設に左右される o 骨ボイラ耕麗品のヒータが破損し

たままであるのを務繕する。 金ポイラ・プラントの誕業践を 7名から 4名

に減らし、早出、機業時熊を割減する。 舎従来 1ヵJHこ2度駆水していた

ボイラ水を 1ヵ月 1度の庫区水にする。水道およが石炭消費震の誇号機iこ効果あ

ちc (さらに、導入が針面されていた高価なコンプレッサは、実験の結集成績

が思わしくなかったので、導入会中止した。)

上記の実施によ号、実施前と比較して、蒸気発生費用が、全体としても、ま

た製品の単段重最当たちとしてもほぼ半減したことを数字で恭したのがこの報

告替の概襲である c ここに見られる方策に華やかさは全くなく、ひたすら鮪検

59 



に選iJむ消極繁であるr 不読の時代背景を如実に反映しているといえばそれまで

だが、これも明らかに生産技祷の一端である。戦後誌は、間横の試みが、工程

分析、稼動分析、作業測定、設備配置、作業編成、等々といった専門男持(し

ばしば横文学)に彩られて語られる。員立たない努力でも、集積すればその効

果は大きい。金をかけずに合理化を進めることに関して、探尾の競は確かであ

ったG 繰り返せば、この韓の問題を専門に考える部馨は、この時代は設置され

ていなかった。そして、常日壌からこうした努力合積み重ねているか否かが、

次に新しい技術が導入された時、それをスムーズiことりいれる職場の能力とな

るはずだった。

探尾はこの時代、すでにいっぱしの f生産技衛者jだった。だが、法して「能

率鹿j にはならなかった。深尾は f技術展Jであり、あくまで自の前の工場、

そして工場におけるモノ持りに露執した。現場を任され、工場経営の改善に心

島を注いでいた 1926(大正末)年、長崎較勤の辞令がおりた。

第 3節 長崎造船所 1926.-...1933 

1. 長蟻転経

明治から大正期、神戸辺りで造船頭といえば、世間で誌J11崎のことだった。

一方、三築造船といえば、長崎。長崎浩船所は、三菱のみならず、関本の造船

業界、ひいては近代工業をリ}ドする先端技術の発舘地でもあった。 1898年

竣工の大型高船常陸丸、 1908年竣工の義勇艦さくら丸は、それぞれ詰本の造

船、造艦技錆自立の酉期金なすものとして、経詩史/技術史にその名をとどめ

ている c もっとも、先iこ岳立したのは船体の建造技祷であり、舶罵機関につい

ては、もっぱら西欧からの技術導入のもとに製造が行われていた(71)" さく

ら丸は、器産第 1号のパ…ソンズ・ターピン 0904年、製作権取持〉と宮原

式汽織を搭載したことでも、難期的であった。
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ところで、日本のメーカー全般iこある稜度共通する現象だと考えられるが、

三菱では技持者の職場異動誌それほど頻繁に行われるもおではない心経営に関

わる所長、副長級の人事iままた別として、一般に、専門性の高い技術系職員は

じ場所の一つの専門領域で昇進していく。事務系職員が、詑較的多様な職場

を経験して昇進していくのと対照的である。新しい議場ができた持、また社内

で技締移転が必饗な時は、むろんこの眼りではない。したがって、深尾のよう

な中間管理職技術者が、いわば格下の神戸造船所から諮上の長崎遊齢摂へ転勤

になるのは珍しいケースである。待遇は造機部工作課長から造機工務機械場主

在へと格下げであったが、荷造船所の規模の違いを考えれば、妥当な線とも思

える(72)。

客観的lこ見て、技術者としての々ャリアに特に不利とも悲bれ設いこの転畿

に、深離はしかし泣いて誌抗し、当時の神戸造船所長の棒大寺町麿をてこずら

せた(73)。 …歩下がって考えれば、大きなチャンスを見通して喜ぶことがで

きたかもしれないやが、深患にとって大拐なのは、今、鰻訴にあるものだった。

神戸造船の造機にとって、自分が不可欠な人材だという自負もあった。間下取

り組んでいることに夢中になり、宥我を忘れて心車を注ぎ、結果、その一事に関

して時に自鑓過剰になる、という技術建替宥の気質i立、諜尾において強烈だっ

た。この鉱質は、エネルギッシュな実行力の擦となると同時弘、しばしばマイ

ナスの作用をもたらしたと思われる。

転勤(というより、深尾にとっては左遷〉の理由は明らかじされなかったの

で、深尾は悲'墳さめやらぬまま長崎に赴設した。当人は知らなかったが、実は

前年 0925年)、神戸造船所透磯部長から長構造船所副長へ栄転した伊集能

清彦が、不説記号告ぐ!日態依然たる長崎の工場を見て、その改革のために探患を

転任させたのだった(74)。

改革は造機接被場の詰所から始まった。詰所には、次賭の佐藤f山…は乙め学

卒技師の執がずらりと並び、机の上iこは議類や1懐苗がうずたかく穣まれ、技師

ちはその陰にうずくまるようにして仕事をしていたc 深尾はいきなり、杭の

上に一切の響額を載せおくな、と厳命を出した。これによって、詰所の作業環

境は一変したc すべてが整理され、ひろびろと見通しがよくなって、緊張感が

高まったげの。

2. 昭和続期の舶用造機工場一工場の法草と生康管理{立〉

神戸と比べ、長轄の職場の空気は封建的だった。技師と職工の身分格離がは
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っきりと感じられた。一方で、日本の近代工業の草創期を担い、欝家のま護識に

応え、かっ技術の最先端を拓き続けているという豊橋と議負がみなぎっていた合

外接の深建には、自己掲酔とさえ患える議特の雰罷気だった。原鑑抵減に扱々

とした神戸の経験からすると、職工整理を別として、設崎の合理化策は甘かっ

た。 r嘗所の造機部は神戸ニ比較して明ニ一期十数万闘の浪費をなしつつある

ことを知る…邦家の前途益々多事ならんとする醸 簿記艦なるが為ニ予算ニ余

裕ありとなし何時までも桃源の夢を見て巨額の浪費をなしつつあることハ猛省

すべきことと愚考数…J(76) 

深星は長埼でも我流の工場診断を行ったのである。神刊でウェア社との比

較を念頭に置いたように、今回は神戸との比較を行った。いわく、 f長崎ガ地

方的エ呑気ナノレガ為ニ職工能率悪シトハ藤間ク所ナヲシモ 較径活襲査スノレニ

従ヒ神戸ニ比シテ英盤ノ余ヲニ甚ダ、シ記号ニ驚キ 取ヲ敢ヘズ大路ノ詑較ヲ試ミ

ント欲ス。 J(77) 

しかし、長埼と神戸で辻原イ苗計算の方法も違えば、 3賓機工場の製品も異な

った。そこで、 「職工一人当たりの経費Jという概念をうちだして、そこから

1期 10万円の工場経費を械らせることをど論じたのであった。

次は工場設備であった。およそ 40壊自におよぶ深還の設欝改革メモiこは、

以下のような内饗が並んでいる。 r ヲ窓キ所ニ移転シ三ヶ所ヲーヶ

所トナス事J rMachine過大ニシテ牛刀ノ感アリ rMachineノ位置ヲ整

灘スル事必要ナリ 大正九年以前ノ神戸ノ如シJ 材料入口ヲ一定ニスノレ事

ヲ藤ス r工事ノ穂撤ノ変化甚ダシキ為 Machineハ職エニヰヒシ多ク設錆ス

ル必要アリ、換言スレパ職工ノ増員不必薬品シテ挺achineヲ増設スル事ヲ饗

スj

さて、機械工場iまもと薬事婿の長時製鉄所、院本最吉 (1861年設立)の洋式

である。長年の藤芥や拙煙で真っ黒に煤け、盤なお暗い工場内部は、高工

時代に工場実習を行った赤澗逝兵廠を思い出させた。探患は工場の練を区切っ

ている様煉瓦の壁および車内窓に造成された 2離部分の壁まで欝しげもなく

取り機し、かわりに樟強用の鉄牲を入れ、高摂の枝や梁の錆を落として自ペン

キで塗った。戦議一般イとするカラー・ダイナミクスの原始的実験といえよう O

工場は見違之るように顎るくなった。雑熱と置かれている工作機械を雄理して

配置を換え、互いに連絡なく孤立していた 2階 8階を廊下でつなげて交通可

能にし、トラベリングクレ…ンの方向穆王を特なった。工場床iこは自畿で道路

部分会明恭した。深尾iこすれば、すでに神戸で実験演みの改革であったが、長

崎は挺史のある職場だけiこ作業譲境一変の効果が大きく、現場員たちは驚慢し
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たという (78)じ

一方、工持機掛は特大裂のイギリス製が多く、古色蒼黙としていた。工伊機

械の者特化は問題であるけれども、不抗期に高性能大型の汎用機棋を購入しな

おすのは行ずかしかった。ならば、あるものをいかに碇いこなすかである。イ

ギリスで晃た大型工作磯誠メーカーは、小型工作機擁護ど使って巧みに大型機械

の揺工をしていたことを、深織は患い出した。古い機械の修理、改造、あるい

は特殊工具や専賂機械との併用によって精疫を錐持し、加工能力を増すよう iこ

努めた(79)。 この輔、バイトの材料が炭素鋼から高速度鋼に切り替えられ、

砥若iこもアランダム、カ…ボランダムなどが用いられるようになって切商社加工

能力が向上したのも幸いした。そして、工作機械そのものをと製作することをど、

深尾はいとわなかった。これは神戸の多種造機工場で鍛えられたおかげである。

長鵠連携で直踊の部下となった住藤拙ーは、深悪の改革流儀を十分に吸収し、

後部名古屋の能空エンジン工場で練腕を譲るうことになる。

深尾の改革メモには、工作法(特iこ位上工稜)、営業、組織、教青等につい

ても雲及されている。また、工事命令書撃の改革も成功した一つであった。それ

まで英語で記入されていたものを日本語とし、宛先を工長〈現場技能者〉でな

く上級職員(技術者〉とし、命令書の書式を変更してジグ、ゲージの現目を加

えた(80)。

-工場経営の合理色

大正末期の不説は拡大し、金融恐慌、さらに金解禁に続く昭和恐慌と、造船

界をとりまく環境は滋しい。昭和初期数年の三菱造船の経営概説を社誌に見

ると、一般経済界の悲況の中で努力を麓ね、 f可とか繁忙殺保持していると強気

の構えである体待。 しかし、三菱造船の純利益は、 1919年の 992万円から

1926年の 353万円、 1932年には 2.5万丹へと激減した(82)0 1922""'25 

の大量解麓の後、しばらく小康状惑を保ったものの、ロンドン議籍条約締結設

の 1930年 11jJ Iこは、長靖造船所だけでさらに 2，000名近くの職工整理が行

われた。あらゆる面での礎場合現化が工夫されて推進され、企業体震はかえっ

て強化される。造船所に掛った者たちは、実際繁忙に時を過ごした。森)11英五

は、三菱造船の経営合理北戦絡が功を奏してJ11嫡造船に大きな業績の整をつけ

たことを指繍している体的。 三築の経営戦略の重点は、合理化のみならず、

技待カを向上させてヂイーゼル艶建避の主導権を謙ったことにもある O デイ…

ゼノレについては後述するが、要は合理化を容赦なく進めながらも新天地を開拓

して大本説会乗りきった食業が、 1930年代の好況で譲進告ととげることになる。
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深箆はみずからが責訟を負う機械、性上関工場で実擁した合躍化策の結果を、

会長の浜田彪iこ報告している。転経産後の第 18期(1926年後期)に比べ、

第 23期 0929年前期)の単位重量あたり生産費(黛金プラス工場経奏〉は

械、工場経費も数減し、年間節約金額が 150万円と予測された。 r従来二
三誕の低減は経験致居倹へども半厳し得たることは初めてのこととて実に檎快

にたへず接。 j と、深尾辻報告書に記した(84)。

経参の深尾が患い知った工場改革を実行できた背景たには、議述の伊集院溝諺

議IJ長の後押しがあった。研集践は深尾が次々に出してくる改革業をほとんど無

条侍に通した(85)。 不本意な転勤でくさっていた課離はこれで大いにやる気

を出したが、いま一つ、三菱造船前会長、武田秀雄の掻揚の最多響も大きい。

'武毘秀雄

武悶秀雄(1862-1942) (86) は土住の下級武士出身、機箪機関学校を卒

業し、議撃機関中将を経て、 1918年、前年記発足した三菱造船株式会社取締

投会長に就任、 1920年、三菱内燃機製造株式会社分離独立に際して間社取締

役会長柴授、 1921年、三三菱電機抹式会社分離強立の際に間社取締役金長を兼

任、部年、三菱製鉄株式会社の取締役会長兼住と、重工業部門の要職を態佳し

た。深尾が長崎舵任になる前年の 1925年lこ五饗造船の会長を辞任している。

ちなみ記、三毅財韻iとおいて f社長j は溜主の岩婚のみであり、各社の最高経

責任者は会長と呼ばれていた。各社に取締役社長輔がしかれたのは 1941年

のことである。

さて、深迄が転{壬に関するコド溝をど武田に訴えたかどうか定かではないが、長

崎に赴任して 2ヵ月ほど後、思いがけず武聞から長文の激励の書籍者受け取

る。武出はその後もことあるごとに探尾を麟まし続け、深尾誌、 「恰も天の加

護を焚けているかのように患われて気強かった。 J(87) 

武器は優れた海軍軍人であり、技梼者であ号、かっ経営者であった。 t伎界に

障を向け、テイラーの科学的管理法やフォードの大最生産方式lこも早々と旺盛

な関心を示した。日本の機械工業め来来を見栂える視野は、近代記本が選択し

たものとまさに合致していたであろう。武田こそは、序躍で述べたサミュエノレ

ズの言う f関本のテクノナショナリズムj を体現する人物であったかもしれな

いι ロンドン輩縮会議開催中の 1930年 2丹、探尾宛ての私信には、 「酪民的

精神の維持発揮と共ニ幾多のエジソン、ヂイゼ、ルを穣成する事が寄E本将来ニニ

於ける必須条件なるは疑いなき儀j 、また、 f七3棋の比率を獲樽致し事対米要

件として動かすべからさる所となるも尚其七割をして八欝九割ニ当たらしむる

製艇の研究こそ最も必饗の儀J(88) 
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深尾の発想、はやはり軍人とは異なる。男子が共投に就くのが当然の世の中で

は、みずからが作るそノが民間で使われようが、車で梗われようが、それはど

ちらでも脅然なことだむその意味では、潔鹿はごく素言まに時代を生きた。が、

彼の関心は軍事技術ではなく、近代的な生産の設街である。

「…毛糸輩の努力ニよりて残されたる鴇却済の設構と大三菱の背景と低廉な

る熱線職工とによりて 野力らしき努力を払はずとも或程度の成績を得べきこ

とさ話然ニして吾等の努力の結果として誇り樽べき何物もなき新造船安晃る時

御禽葉の如く f努力と考索の米だ足らざるJこと誠ニ1斬憐のきさりと欝へず 殊

エ造機関係ニヨさりては外国の進歩の急速なる為追従にのみ忙殺され…所轄学

者多くして常識を欠きタト罷の文献舗重の結果独創力安失ひたる事 設計は元よ

り工場経営に於ても其帰を-;::し誠ニ残念ニニ存唐綾…，j、生ハ rフヲードJの
新経営法ハ草々棋倣すべきエあらずして被の r努力と考索』を模散すべきもの
なること…之ニよりて我等の新経営法を独郵すへきものと考へ屠 微力を額

倒致度く実エ立ニよりてのみ鰻前ニ不況を担へたる我が社ハ教はるべきものと

上存候…J(89) 

技術においては、独創力を失ったというよりは、独露せ性を発揮することので

きるレベルに議していないというべきだろう o 現実iこは、 2年後に、後述の

強劇的エンジンが開発される。〉だが、この韓の感想、を抱けるということ昌体、

三菱の、というより E本の造船撲が、造機を含めてすでに相当なレベルiこ溜し

ていたことを示す。組用機関においては、外喜に追従しうるために、まずもっ

て高度の技第さと要したからで、ある。

経営についていえば、棟鬼のいう独創的新経営がどのようなものか、いま

つ明らかではない。フォードの模倣を臨む擁壁は、技錆的標題よりもむしろ市

場問題iこあった。とりあえず職場の合理化に成功し、経費を半減させたといっ

ても、工場の f新経営法j は来だ全体橡の見ええtい謀踏であったろう。明らか

なのは、深患が工場経営委とドラスティックに改革したいと考え、その方訟を抗

上ではなく、実擦に試行錯誤しながら模索していたということである O その内

容には、単なる節約のみならず、標準記撞過や工場内の「流れJの改欝、また

爵機械、特殊工具の活用が含まれている。また、歌米の生態管理訟をそのま

導入するので誌なく{したくてもできないわけだが)、何か独自の工夫を付

け加えることによってものにしたい、という意識が観く。 r後発の利益Jを最

大限に活用して先発に伍するカを得たいというのが、 「後発国j の現場技術者

の、技待ナショナリズムの一つの表れだったように悪われる。

ちなみに、フォード社が自本でノックダウン生産を始めたのは 1925年 (GM

は 1927年〉、コンペヤ・システムによる大量生産であった。議時の技術者た
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ちが、その本家を含めて、この生産システムにも鵠心をもったのは、ごく自然

の成りゆきだった。

3. ::::ド混期の新議船一満雄業界の思惑

第 1次大戦後の不況霧、自本の機運業界では、ヨーロッパで用務みの安舗な

吉飴や不経済船を購入する重さきがおこった。政府は造船業界の需要増加をほ

かり、また国擦競争にさらされる海運業の質の低下を訪ぐために、 1932年か

ら輪組改審助成蒐設を設けて;補場食を出す。この政策は功を饗して溜船業葬は

活気を取り漠すが、それとは別に、造襲業界においては 1920年代後半から「中

関景気Jがおこった。ヂィーぜノレ船の新雄造ブームである。

ドイツのヂィ…ゼノレiこよって 189τ 年に完成されたヂイーゼル機関は、第 1

次大戦中、潜水難用として発遣を遂げ、大戦後は船鮒に蓋んじ使用されるよう

になった。デ、ィ…ぜノレ機関は製造投手野/蔵造コストが高いが、蕎単に起動でき、

熱効率がよく、ボイラーやそ王炭離が不要で積載量が増え、場力向上が容易でス

ピードが増す、等々の利点がある。すなわち、投錨投資は大きいが、いったん

建造してしまえば、単く、安価に、臨数を増やして潜航できる。日本でこれに

ぎな関心を示したのは、やはち 2大社船の日本郵船と大阪高斡であった。

三菱造船は 1920年、イギリスのヴィッカース社から鶴船用ヂィーぜノレの製

作権を購入したゅの。 このディーゼルエンジンの製作は神戸造船所が行い、

1923年、問所で竣工した大販商船の内海航路船、膏戸丸iまこのヴィッカース・

ディーゼノレを搭載した日本初の輸入ヂィーぜノレ船である。次いで 1926年、関

所建造の那智丸{大阪議船)には器産 1号のヴィッカ…ス・ディーゼノレが覆

まれた。

また、 1924年にはスイスのスルザ…(ズノレツアー) ・ブラザーズ社と契約

し、 2サイクノレ舶用ヂィーぜ/レの製作権を持た。製作したのは長崎造船所であ.

号、開発庁で 1925""'26年にかけて竣工した大阪帝鉛の南米航路用紫客船 3隻

のうち、最後に竣工したもんてびでお丸は、日本では iニめての悶瀧航洋ヂイー

ゼノレ斡として、三菱製のスノレザー・エンジン告と捧載した。同時に建造されたさ

んとす丸、らぶらた丸iこは輪入したスノレザ…・エンジンが輔まれていた。さら

に 1929""'30年にかけて、これらを大型イちした舞客船、ぷえのすあいれす丸、

りおでじゃねいろ丸、続いて高速船、畿内丸、山陽丸など、みなスノレザ…型デ

ィーゼノレを搭載して竣工、大謀議船に引き接された。

怖方、日本郵船の還を華客船、浅間丸、竜田丸もまた長時造船所でス/レザー・

イーゼルを搭載、それぞれ 1929年および 1930年に竣工した。
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1925年から 1930年までに三菱長時造船所で竣工したスルザ…型ヂィ…ゼ

fレ飴(貨客船、タンカー)は 2詩集に及ぶ。船主内訳は、大薮商船 10、告本

郵船 5、三三菱酪事 5、W.J本商会 1、小倉石摘しであった(91)0

-顧客(船主)としての大厳罰船

上記の過程を、海遺業界の樹、特に、不況識にもかかわらず、長鋳造船所に

最も多くのディーゼル船を発注した大阪商船の儲から考えたい。

造船業と間様に、機運業もまた第 1次大戦で大いに潜った。自本郵船と並ぶ

大機運会社である大阪鴎船は、 1915嘉手に希望韓間与の南米産行路を開拓、大

戦中のヨーロツパに代わって工業製品や移民を日本から送ち込み、また、往路

東アフリカを経由して一部工業製品とナタ…ル炭の積み替えを行い、多大な科

離を上げた。大戦後、その甫米革路からアメジカ(ニュ…オジンズーパナマ

運荷)を回って民本に撲る世界一席蘇銘、すなわち膏米からアメジカヘコーヒ

…を瀧び、アメリカから日本へ綿布を運ぶというサイクルを開諾した。これは、

アメリカの内陸輸送と日本の綿花供給市場を塗り替えるiまどの影響を及ぼした。

この航路の業綾に自信を得た大阪隣船は、大本祝の昭和初期に、薪遣のディ

ーゼノレ齢、さんとす丸組 2斐を三菱長崎議絵所に発性し、その後も改長裂の

大型ヂィ…ゼノレ船、ぶえのすあいれす丸地 1繁を新造して甫米航路に配した。

これらの貨客船は航洋ヂイーゼル船としては低漉であった。間社はさらにニュ

ーヨーク傘、航路を開設して、歓米の高速船に対抗しようとした。積荷の中心は

高級生糸。品質の劣北坊止と高額保挨料の欝約のため、 1自でも早くアメリカ

東海岸へ到達することが求められていた。そこで新た立 2，500万丹の社棲を

募集して長崎造船所lこ発注されたのが、当時霞期的な高速船といわれた畿内丸

地 3餐である Q 畿内丸i立、それまで横誤ーニューヨーク間片道ほぼ 35詩かか

っていたのを、一挙に 10告も銀轄するという快挙を成した。昭和恐慢のおな

かの 1931年、ニの成功を見た間社はさらに日本興行銀行から融資を受けて、

畿内丸盤の高速船を長鵡造船所に追加発注するのである。

上記の大抜高船の経昔パフォーマンスについては 中川敬一部が見事にまと

めている(92)。 三菱溜船の側からいうなら、ニの不祝期に、従来最大の顧客

であった箆本郵船を超える発注をした大阪商船の積掻経営は貴重まであった。

1924----33年に関していえば、大阪高船の新造船計 38餐(ディーゼ、yレ齢 31

隻)のうち、 24襲〈ディーゼル船 21餐)を三菱造船〈長崎、神戸〉で受注

した(93)" 長崎では大型の航洋船、神戸は小型の内航船を製造し、ともに(長

時は特に)同時期の受注、なかでもデ、ィ…ゼル船の受注の大きな離合を高めた

(94)。 ただし、三菱造船は単に受注を待つのではなく、大阪稿船が南来航路
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用ディーゼル船態造のため、 1924年に発行した社機 650万円を全額引き受け

たうえで受注している(95)。

4. 国産ヂイーゼル機関の開発

-技箭践羅e.チャンス

さて、不況とディーゼル船建造ブ…ムと樽運業界(具体的iこ;立大阪商船〉の

経営判断が下敷きとなって、日本の造船技衝に一つの雷顛をもたらした。 R本

初の純国産設計舶用ヂィーぜノレエンジン、 MSディ…ゼ、lレ (MSエンジン、単

機ニ欝式無気噴語ディーゼノレ機関、 1929年持許敬得)の実黒化がそれである。

原理的な問題の多いエンジンにおいて、議発国が強患の型式を開発し、特許を

取得したのは、実に近代日本技街史上の快挙であるといってよい。

MSディーゼノレの議長本設計者は、 日本の造船技術史にその名をと残す稽水鶏平

である。潜水は長椅造船において、江構式汽櫨で有名な江崎一郎の部下であっ

が、 1916年、伊東久米蔵とともに神戸の内燃機工場へ移籍してヂィ…ゼ、ノレ

エンジンの研究開発に携わった。(三菱内黙磯については、次章で述べる。)移

籍の際iこは、江崎がよく手放したものだといわれたゆめ。 神戸では陸用、潜

水艦用ディーゼルの開発に携わったが、 1927年、スノレザー・エンジンが長蝿

の姐当になったのを受けて、長崎造船所の設計部門へ英り、組創的なこ欝式エ

ンジンを構想した。

この構想、の実現には、多少の迂回路が必要だった(97)。 まず、大阪高船の

ニューヨ…ク魚、航路船、畿内丸他 3繋が竣工した賓、別の社タト船主から受注

製作中であった需裂のス/レザ…・エンジン 1慕が、昭和恐慌の蝋りを受けて

一時製造保留となった。そこで長崎遊船所では、その探留中のエンジンに特許

を取得した清水の構懇の一部を適用し、スノレザーとの混合方式で試験を行って

みたのであった。そうしているうちは、畿内丸の好成績に喜んだ、大阪商船から、

さらに 2斐の追加注文がきた。おりしも、先の混合エンジンの長好な試験結

果を得た長崎では、スルザーからの脱却の気還が高まり、技祷的自立を目指し

て関係者一向が燃えていたのである。およそ 12年前、 f場西ノ Sulzer社ガ

舶用 DieselEngine ヲ Alpsノ出ノ中腹ヨジ東灘ノ我日本広告さ給セノレ事実j

〈蔀節参照)を嘆いた深躍の夢の一つが実暁しそうであった。そして、大阪高

船は追加の 2隻、南禅丸、北海丸託、講水の新設計こにンジンを搭載すること

を承認したのであった。

大変だったのはそれからである。不t視兇下で人員lは立最低限に減らされてい

担潜者…入当たりのf作乍業護畿設は喜叢安大ただ、つたC それでもコスト削減のため、部品の
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外注は計器類のみ。大部分は内製し、適切な工作機械がないために手仕上げを

したものさえあった。新開発につきものの故障の続出、困難な換装作業、第 1

回目の海上公試運転は時化に悩まされ、夜中まで、かかって試験項目を終了した。

格段の高精度を要するディーゼノレエンジンの部品加工を独自に行うのに必要な

現場技術は、このときまでに何とか蓄積されており、この製造で確立された。

1年半近くに及ぶ格闘の末に、日本で最初の純国産設計高速ディーゼノレ船、

南海丸が竣工したのは 1933年 1月。翌 2月にはニューヨーク航路に就いた。

船体計画、機関出力は畿内丸と同じであったが、船価は 15"-'17%ほど安かっ

た(98)。 そして処女航海の結果、主機運転が好調で操縦しやすいこと、また、

畿内丸よりもはるかに燃費がよく、往航だけで燃料油 120 トンの節約になっ

たという話を聞いて、関係者は自信を深めたのであった。 MSディーゼルの成

績はその後も良好で、戦前に関していえば、 1935年頃にはスノレザー型の製造

は終わり、その後 1943年までに計 45基の MSディーゼノレが製造された。

深尾は、仕上・機械工場長として MSディーゼノレの開発に携わり、公試運

転の際は掛技師の黒崎春夫とともに、主機の側を片時も離れずに調整を行った。

後年黒崎は、MSディーゼノレの開発を成功に導くために不可欠だった協力者(設

計陣以外)に言及し、そのなかで深尾の「高遁なる技術力」を特記している。

一方深尾は、 MSディーゼノレの実用化を実現に導いた要因として、大阪商船

の副社長太田丙子郎と三菱造船会長の浜田彪の決断をあげている(99)。構想は

できあがっていても、実物として未完成であったエンジンの採用を決めたトッ

プ・マネジメントと、それを承認した顧客がなければ、国産設計の舶用ディー

ゼノレ機関誕生は大幅に遅れたであろう。その決断を準備したのは、三菱側では

長崎造船所の技術力に対する自信であり、大阪商船側では技術開発への理解と

ともに、それまでの積極経営の成功による余裕であった。そして背後に、金解

禁を前にした井上財政の国産品愛用政策も時期的に重なり、船舶改善助成施設

の設置と時局の変化が国産エンジンの後続を容易にした。後発国の技術が飛躍

する時にはさまざまな要因の、技術的結果からいえば幸運なドッキングが見ら

れる。 MSディーゼノレは、後発国が技術チャンスを得た好例といえよう(100)。

ディーゼノレ開発に関しては、しかし、長崎造船所と三菱造船会社本庖との食

い違いもあった。 MSディーゼノレによってスノレザーから脱却したいという現場

の意向に反して、本庖では同時期にスノレザー社との契約更改を行なった。結果、

清水の構想はあえてスノレザーとの類似を避けているにもかかわらず、スノレザー

に特許料が支払われ、関係者一同は大いに不満であったという (101)。 また、
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戦後改めて技待導入したスルザ…・ディ…ゼ、ノレが、実は MSヂイーゼルに酷

似しており、戦前の技俸提携のため、現Sディーゼルのノウハウがスルザー側

に誇れたのではないかという盤測もある(102)。現場における技街ナショナリ

ズムは、合理的経営判断よりもはるかに強烈だった。が、世界レベルの先端技

鋳顎発において一審抜きんでようとする時、 f後発Jはやはり不利なのでまちる。

-名寄廃車五倍

上海事件および閣内設局の混乱が影を落とす一方、不祝にもようやく回援の

兆しが見えてきた。 1933年は長崎造船所の盗機関保者にとって、自備と希

にあふれた年になった。深尾個人も、工場経営の手擁立加え、技衛容としての

力量を大いに発捧し、アピールしたはずであった。神戸からめ転勤をさんざん

いやがった、その長鱒の空気にも慣れ、 f新造船j ならやはり長時、との息い

入れも深まったことであろう O

この頃、深患はf受精の職制に関して意見書を提出したらしい。 rらしいJと

いうのは、意見惑の下警警は残っているものの、能iこ残された間様の下書のよう

に、宛先、関付の記された表書がないこと、および時期的に考えて、これを提

出しないまま転勤の辞令を受けた可能性もあるからである。下警が審かれたの

は、深患が意見審の中でき!合いlこ出している長崎、持戸の現行職帯j表からして、

1932""'33年と考えられる。

当時、長d誇Tは、所長、劇長の下に、 19職の主桂〈事務系)、設計張、工

務長、検査長などが並列におかれ、その下に採があった。犠?挺表iま列記名簿式

で「総務部長j 拐さ話職がなく、庶務課、会計課、営業譲、職工課等の主任、っ

ち課長レベルが、所畏に藍属していた。設計長、工務長は事務系の課主fをよ

り一段高い格付けのはずではあるが、韓関で階段式に示されないために不縁底

となり、担泡責任者出席の合議などにおいて試事務系の発言力が強くなる。た

とえば清水菊平のような長轄還機を代表するチーフデザ、イナーでさえ、事務系

の採長クラスと関等の発嘗力しかもち得ないことに、深尾は大いに不満をもっ

た。神戸で泣すでに 1917年からヒエラル今…型の部議事jをとっていた。

職制は階段式{とエラノレキー型〉にするべきである。各鞍単設に重要度の

を-::>，す、驚佳と権限の範踏を明確にすることで、職員の士気をど高め、部下の犠

成もしやすく、組織全体の統括もうまくいくというのが、探患の論点である。

現場で技能者{工長〉の実権が強く、技餌の立場があいまいになるのも、現行

職棋の弊害の一つだとしている。 r膨大ナル資本ト広大ナル車場ト合理化セノレ

産業組織ニ科学的管理法ヲ以テ技術的経験ト創遊トニ於テ吾人ノ造設ヲ許サザ

ノレ欧来ニ対抗シテ数割ナyレ競争ヲナスベキ職麟ニシテハ 余ヲニ奇異ノ感ヲ塾
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カサルヲ得ズJ(103) 深患は 2種類の職制設草案まで用意したむ仕上・機械

工場長の意見としては出器ぎた感がある c その効果があったか否か、あるいは、

~脅からの転出の遠因になったかもしれない。ちなみに、長鯖造船で総務部が

置されたのは 1936年、職場全体が部課制に移行したのは 1938年、新職制

は深患の2葉を折衷したような形だが、相変からずの列記名簿式であった(104)。

数年来打ち込んできた関産ディーゼルの或功に喜び、地方、長崎の経堂方

針に臼を挟むようになった深毘に、想壊すらしていない一 瀧から離を飛び

越して、空一名古殿航空機への転勤命令が下った。

議中入所で滞在?年の長崎には、新卒で草書IJ期に入所して 17年をどすごした

神戸ほど強い愛饗はなかったかもしれない。が、深尾はこの転任にも悲嘆様揮

した。ょうやく一人歩舎を始めた純富避ディーゼノレのゆくえも気にかかったが、

今回の最大の不満は、発動機部機械課長という新任地での待遇だった。転任理

由はやはり明示されなかった。しかし、造船常務兼航空機余長の斯漉牢西部の

説明によれば、 「業績は認めるが、長絡では適切な配議場所がない。名官盤な

ら器、ちょうど指額増資で拡張中であるから、転をの名鑑が立つ。航空機の技

術陣は袈秀だが、若くて経験不足が問題だ。待遇は本讃だろうが、そこを抑え

て仕事中心にやってほしい。ただし名古屋は、軍との関係がむずかしいことに

儲意せよ j と、何ともやりきれない話であったはO的。 深尾は静載すべきか

どうかと悩んだが、結勝、中学生の時に作った横型飛行機のことを思いだして

気をとりなおした。臨空機は日本では新しい藤業で、造船と比べればほんの初

期の開発段階だった。飛行機を作って飛ばすこと一そこはは「後発霞j の技

術盤にとって、少々扶しがたい魅力があった。
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第 2輩名古屋航空機製作所 1933---1937 

第 1節 戦前期における航空機工業

1. 工業製品としての航窓エンジン

序章で述べたように、後発問の工業化にとってまず肝擦なの誌、製品開発力

ではなく生叢技術であるG が、後発歯もあるレベノレを態え、あるいはある条件

のもとで、瞭られた分野において世界水準の製品開発に参入する場合がある。

むろん、本稿が対象としている時代においては、製品が世界市場に出困るとい

う意味ではなく、とりあえず内需に向けたものである。前章で扱った麓罵ヂイ

ーゼルもそうした事例として捉えうるが、本離では、航空エンジン(発動機〉

の製品隣発過穂についてより具体的に検討したい。ここで注闘すべき辻、後発

罷麓業における技術跳躍の起こりかた、および製品開発と生産技術との棺玄関

であるG 生産技術を主として扱う次醸の伏綿としても位置づけられる。

さて、航空エンジンの製品顎発および生議技術というテーマは、これまで日

本の経諦史/経営史の分野ではあまり注院されてこなかった。本論に入る前記、

前提として、航空エンジンという製品の特質に触れておくべきだろう。要点在

雷で述べるならば、 f後発醤j 日本が生産に拳入したさまざまな工業製品の

なかで、航空エンジンこそは、高震な生産技術なしに畿産不可能な、その最た

る一例なのである。

戦前戦時期の革空機工業は、主として機体生産とエンジン生産に分かれる。

プロペラをはじめ、強立主主藤される部品は他にもあるが、総合工業として議要

なのがこの 2部門である o 序章で山本諜の業績に雷及した堅実にも触れたが、

この薦者は産業技欝的に極めて性絡が異なる C だが、ある一つの謹業を考える

場合、どうしても完成品に自がいきやすく、いきおい最経的な組立部丹、すな

わち機体生産が注医されることになる。しかし、機械工業として考えれば、ここ

ンジン部丹;こはより注吾すべき特賓がある c

最熱製品を作る機体主佐藤は総合的な組立産業であり、続空機という外穀(ボ

ディ)を作って、そこにどこかで生産されたエンジンその他の部品を購入して

搭載すればよい c (むろん機体を構成するものは、翼であれボルトであれ、す

べてが部品でiまある。) 一方、部品であるエンジンの製作誌、機械として外

殻の総点よりはるかに基本的な君主要性(機械煉珪としての普通性}を持ったも

のであり、その開発も生産も、技術/コスト的なハードノレが高い。ただし、あ
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くまでも工業製品レベルでの話であって、世界水準での技欝開発/革新を行っ

ていくことは、どのような分野であろうと、多大な努力と圏難を伴う。また、

超商速、大型化、そのf患の条件を瀬たす新しい輪遊磯械が出現した現代におい

、ボディの製作に極めて高震な科学/工学的知識が必要なことは言うまでも

ない。が、戦持期までの航空機に関していえば、ハイテクとはまずもってエン

ジンを野容すべき言葉であった。また、後発彊の機械工業の発畏過程を克る場

合、たとえば自動車ぷンジンを底力守作れるかどうかは、現代においてさえ、

自立へのメルクマ…ルとなる議擦なポイントである。

船舶も自動車も基本的には桜たものだが、ここでは航空機を例にとる。機体

の設計は机上でできるc むろん愚濡実験も試験飛行もあるが、基本は計算にあ

るといってよし、。これに対して、こにンジンの開発誌は不断の実験や試運転が必

要になる。 450J馬力ならうまく稼動するエンジンを 650馬力に性龍向上を臨

ろうとすると途端に八方ふさがりになり、改良のために誌材料開発からやり直

さなければならないといった事態が顧繁に起こる。極論すれ誌、エンジンを接

成する侍千という部品にこうした箆護憲しが必要になり、それらを一つ一つ実験

をし、試運訟をと狩って、壊しながら誰かめていかねばならないのであるから、

とりあえず稼験するエンジンを開発するためにだけでも膨大な時間とコストが

カミ会ミるC

見直し、実験する穣題は、いくらでもある。材料となる金属の性紫、高温に

なったときの膨強、不純物が混じったときの強み … これらはみな熱処璃や

切削加工に影響する。燃料の性質やさまざまな条件下での紫焼の問題も関わる。

つま号、科学原理的な捌賭が極めて多く合まれている。航空エンジンは特に、

J馬力あたりの重量が小さく、燃料実奪還容がよく、総A性、信頼性が高く、外形的

iこも前面覆が小さく機体の空気低抗を増加させないなどの諸条件を講たさねば

ならない。外子診を除いて、これらの条件は期途の違うエンジンでも溝たすに超

したことはないが、航空ヰンジン、特に軍用磯のエンジンにおいてはこれらす

べてが航空機そのものの生命、すえまわち人命を含めた戦力そのものをど左右する。

製造設欝になると、機手本とエンジンの技術難易麓はより明瞭になる c 機体生

iこは部品加工も必要だが、主主砲は組立である。飛躍的な量産を諜されえ場

合の生接技術的菌難はまた那として、とりあえず 1機会製造するならば、戦

時期の自本の工業レベルで、機体は(機端な表現さととれば)誰;こでも作れた。

現に太平洋戦争の末期、中学生のみのグループで響載の最終組立をと狩ったとい

う記録がある(1)0 一方、エンジン襲造の饗は精密な機械加工(金麓加工)と

正確な五換性能品の製溜にある。その精度は自動車エンジンの比ではない。す

なわち、高精度の工待機械(治工具、取付兵〉とともに熟練を多く製する。生
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産技術的にいえば、非常に幅拡い分野での膨大な試行錯誤の横み重ねの上に、

つの部品が手際よく作れるようになるのである。ハイテクかっ総合工業の演

点に立つ航空エンジンは、機械工業一般が未発達である後発臨に、最も不向き

な量産製品のーっといってよい。戦争中、世界水準の開発競争が織裂をきわめ

る(この点、機体も全く陪様である)ことを考えれば、なおさらである。産業

技術的lこ飛びぬけているため、戦時から平時への生産量調節・作業転換が特に

国難な製品だという認識も、さき雲寺すでになされていた(2)。

戦時期、政府の手摩い保護育成策委どねらって多くの企業が航空機事業に参入

を図ったが、機体に比べ、技術/コストともに参入障壁の高いエンジン部門に

見事な寡点が成立したことは、次章[表 3・11に明らかである。 1944年末iこ

始まるアメリカの院本本土戦略爆撃の第 1 詞標が航空エンジン工場であった

のは、諸般の効率を考えれば、当然すぎるほど当然の選択だった。三菱名古盤

発動機製作所と中島武蔵製作所を撹せば、 R本の戦鵠能力はほぼ壊滅だったの

である。

戦前戦時の航空機工業はむろん軍需の産物であり、長本の近代化の負の一頭

を如実に恭している。が、開時に、きわめて短期間に傘速に向上した技術力(生

産技術も含めて)は、近代化日本の技術蓄積の集大成在示すものであ号、それ

でこそ、敗戦とともに産業としての航空機工業が崩壊した後も、他の多くの産

議分野で応用され、技篠立閤日本の基礎作りに貢献した。戦時期の鉱空機工業

の鰻障については次章で、戦後への技術的継承については絡章で触れる。

2. 航空機開発の初期段階

さて、近代議船業と並んで岡本のテクノナショナリズム的特質を色護くもっ

た航空機工業であるが、その端緒から違船とは異質であった。造船への参入lこ

は和船の在来技衛が活きた。船そのものは、日本社会にとってきわめてなじみ

の深いものだった。航空機は違ったむ自本にも二富忠人(3)のような民間の飛

行機発明家もいたけれども、実用可能な航空機は、持もない土壌に最初から軍

自的で持ち込まれたのだった(4)。

日本では乙めて動力飛行機が飛んだのは、 1910年 12丹、ライト兄弟の初飛

行から 7年後のことである。この前年iこ勅令によち「臨時軍用気球研究会J

なるものがつくられ、将来の戦闘形鑑の変記者予擁した研究が始められた。そ

して、同研究会から鰭箪の能川好鍍大尉と日野熊離大尉が、それぞれフランス

とドイツに派遣されて操縦法令学び、飛行機を購入した。帰昌後、徳)11大尉は

アンリ・ファルマン機、日野大尉はダラーヂ機に搭乗して公開飛行を行った。
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さて、 f臨時軍照菟球研究会j が穣車主導になることを恐れた海叢吋、独自

に「梅鍛航空務委員会j を設援し、 1912年iこそーリス・フア fレマンおよびカ

ーチスの水上機を購入、溜 1913年からはさ芝冷 V型ルノー70馬力、水冷 V型

カ…チス 75鰐力等、統空エンジンの製造も開始した。また、 1912年には 3

名をアメリカiこ掠遣して掻縦技術を学ばせた。このうちの一入、中島知久平機

関大樹は製造および整錆技術をも学んて?帰国、鷲 1913年以はフランスに赴い

て研鍍iこ競み、梅軍内では押しも押されぬ航怨機の専門家となった〈的。

くから航空機の叢襲性を認識していた中島は、 1915年にブアノレマン機の

改造型を兜成、 1917年には梅獲を退職し、郷呈の群馬県太能町iこ中島飛行機

工場を設立、統機生産を開始した。エンジン関係者としては佐久熊一郎が設

立時から加わったが、エンジンの生産が始められたのは 1925年であった。

中島に続意、 1918部には、当拐i立中島への出資者であった)r!謡、また紫知

時計電機が機体生態を開始、三菱と東京瓦英語電気(後の E立航空機〉は航空エ

ンジンの生産を開始した。J111輔、立J11も大正年需に航空機工議に参入した。 1930

年代はじめには戦前言本の航空機工業主要各社がiまぽ出そろった。

中島が海撃をと辞職して航空機製巡業者となったのは、話進月捗の航空機の開

発/製造を、非能率な官営に任せてはおけないという危機感からだった。中島

の見解の正当性を裏付けるように、続控機の開発/製造辻、先全に軍事先行で

始まったにもかかわらず、その後、ほぽ全面的に民間企業に任されるという経

路をたどるのであるむ事の成りゆきからして、むろん簿記は技能研究を行い、単

なるユーザ…ではなく、長期令指導するという立場を録持した。が、韓権問軍

の共同研究体制はとられなかったむ

3. 内燃機から舷室機へ

三菱の場合、航密機生産の慨は 1916年、神戸議船所内に設置された内燃機

課にさかのぼる(的。 これより前、明治末期から三菱造船(本唐造船蔀〉で

は内燃機関の爵主関発をめざしてヂイーゼノレ機関の研究を始めていた。一方、

ー接合資会社の将来製品として内燃機関およびこれに関わる舶用ヂイーゼノレ機

龍、潜水鑑、吉動車、航空機を構想、した岩崎小調太(三菱封欄第 4代密主)

は、長時造船所の主任技師、伊東久米蔵を社長議第とし、伊東iこ命じて、内懇

機の研究開発体制をしかせたのであった(7)。

持来の発性元と想定される東京からは、長崎よりも神戸が近い。伊東は袈秀

な技街著ぎを引き連れて神戸に移り、室内、梅外を飛び担って技術導入に努めた。

新設の主工場は、 MSヂィ…ゼノレ設計者の清水菊平が、都期計画から詳細設計
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まで、 iまぽ強力で行ヮた

ィーゼ、ル機関については、まず手始めに大森のガス会社が輪入したドイツ

ヂィ…ゼルの発電機会模押し、また、ガソリン機鵠として飛行機で辻ルノー

({.ム)、自動車ではフィアット ({jt)などのエンジンを製造したo 1917年秋、

内燃機諜は内燃機部iこ昇棒、伊東部長のもと、航空磯エンジンはイスパノ・ス

イザ(仏)、準水艦はヴィッカース(英)と各々ライセンス購入契約が成立し

た。 1919年春には、神戸内燃機製作摂として造給掛から独立、伊東所長は清

水をはじめ、田中工師、原口工長、及能艇と、小J11 r青二、接井投能等多数む技
術者/技能者を率いて護鉄、第 1次世界大戦直後の悪条件のなか、エンジン

の設計製滋技術の獲得に努めた。続いて 1920年 5月、三菱内燥機製造謙式会

社として強立、間年、航空機・自動車部門は名古屋大江地慌に新設移転、潜水

艦部門は港の水深の関係で神戸に残ったが、内紫機の主力は名言墜に移った。

翌 1921年、社名を三菱内燃機株式会社と改名し、さらに翌年自動車部門が東

京に移転するι及んで、名古震の製作所は航空機専門の工場となった。
航空機鰐発の求められる時勢であった。正還を内総磯株式合杜名前議鉱空機製

作所は、 1928年 5月には三菱航空機株式合社となった。神戸内燃機製作所は

再び神戸造船所に合静されて、内燃機株式会社はここに発展的解消をとげた。

こうして、三援の航空機開発は動力の基本たるエンジンから始まったc それ

も蘇控エンジンそのものでは会く、醤積された資本と技締カを活かした、造船

三裁の重工業部門多角化戦略の一環としての内燃機開発だった。これは後年、

最大のライパル会社として互いにしのぎを隣った中島飛行機との違いである。

中島の場合、最初から兵器としての銃空機製作そのものをめざしていたc 開発

は機体から始ま号、できあがった機体に、さしあたり購入したエンジンを搭載

した。いずれにせよ、第 1次世界大戦後に始まる E本の航空機関発の繁明期

から、両社は軍需を焼んでこの事業に譲歩面し、業界をリードしていたのできうっ

た。戦時期を瀦じて鶴梅再軍に機体、エンジンの双方を洪給したのは、三議と

中島のみである c

コ臓が本絡的に航空機{機体)製造にのりだしたのは、 1921年である。イ

ギリスのソッピ…ス社から設計主任ハ…バード・スミスをはじめ、現場弦欝、

機縦士など総勢 9名義ど麗い入れ、指導にあたらせた。明治初期、 fお麗い外

麗人j 政策でし試しば見られた“パック招蒋持による技術移転方法が、ここで

も捺舟された Q スミスはその頭脳流出がイギリス議会で問題になったiまどの優

秀記技師であったという(防c スミスの一行は 1924年には嫌留し、その翌年、

ドイツの著名な科学技籍者のパウマン博士が招鳴され、ジュラノレミン骨格をも
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つ飛行機の設計技術が結えられた。後らの招聴には多大の資金がかかり、また、

指導者としての後らの資質には一長一組があったであろうが、ともかくもこう

した fお議い外国人j のおかげで、ミ三菱鵠の、特に現場の製作技術は務設に進

歩した(9)"，

日本の航空機産業はまさに後発であった。三三避の例でいえば、 1920年代ま

ではひたすら英、仏、独の技術指導を受け、その習縛に励んでいたわけである

が、技術移転の酷からいえば、この時代にもいくつかの援要なポイントがある。

まず第 1，こ、軍事と結がついていたc 航怨機そのものは兵器ではない。エン

ジンにいたっては単独では兵器になり得ないものである c だが、その開発は金

が市場を開拓しながら接関させたものではなく、明らかに軍需を意識し、

方によっては軍との共同開発という形で進められた。第 2，こ、唯一最大の顧

客であるべき軍は、臨海二つに分かれていた。臨海寓軍の対立がいかに接探く、

戦略的観点から悲観すべきも、のであったかは、 j務矢口の毒事実である O 企業と護憲の

興開発はあっても、陸軍と海軍の共間開発はなく、おかげで企業艇がき部も双

方に分かれて開発に従事した。開発の揺藍期から、たとえばスミスが指導した

機体は海軍のものであったし、パウマンは睦軍機を設計した。工場は別で、

関係者はかろんのこと、技術者も瓦いiこ出入りしなかった。第 3，こ、この非

効率をも省みず企業は技術導入に多額の投資委どした。航空機製造技術は金で翼

ったものであり、先進留からの技術供与ではない。地ならぬ航空機をひたすら

作ろうとした中島はさておき、三菱がこの分野へ進出し得たのは潤択な資金あ

ってこそだったが、ここでむしろ興味深いのは、先進技衛の導入に対する禽歓

さ、それを自力で入手していることへのプライドである O これは三菱の伝統で

あるナショナヲズムと無縁ではない(10)。 財閥企業のこの姿勢は、所嘉する

技術者一人一人が共有していたものでもあった。

4. 鉱空技術鴎立軒密と経営不様

1920年代後半に一つの変化が起こる。 19お年、陸海軍は航空機の競争試仲

制度を導入して各社の技荷向上を留ったが、三菱機はことごとくこれに敗れる

結果となった。さらに、ロンドン条約定結後、艦艇に代わる戦力増強の必饗が

認、識され、 1931年、まず識輩によって続空技術自立計識が潜められた。翌 1932

年、上海事件により航費機開発の遅れが危慎され、それ以降の新製作機は爵麓

設計を必須条件として、各社の試作機を審査の上保用されることになった。ー

まをの機体設計チ…ムは盛んに各機種の試作を行ったが、所期成果があがらず、

永年独占してきた艦上機も龍社の製作するところとな号、 1934年度iこは他社
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計に関わる練響機を鱗作して、かろうじて工場を維持する悲況に陥った(11)0

エンジンの状況も桜たものであったc， 1920年から 1934年にかけて、最も

法く使用されたエンジンは イスパノ水冷式 V型 300J馬力およぴ 450鰐カで

あり、合わせて 1，100金以上が生産された。 1m社製作機にも三菱製のイスパ

ノ・エンジンが搭載され、社業としても頗識に伸びてきていた。しかし、高

力になり、搭載機棒の運用方式が複雑化するにつれ、エンジンの箆舟条件も議

しくなってトラブルが増加した。イスパノ 450)馬力の関鰭続出に加え、次の

イスパノ 650馬力の環器は困難在韓めた(12)。

ライセンスを購入し、技第提携している製品をどうしてつくれないのか

ここに「後発Jの本紫の一端が護関見られる。技擁護携は特定製品の作り jjoう

移転であって、基礎的な原理の移転ではない。先に触れたが、エンジンの開発

が技鋳的lこむずかしいのは、第 1に、科学諜理的な間賠が擾めて多く含まれ

ているからである。原理を理解するにも、むろん後発の利益があるが、製品開

発に必要な物糟信学的蓄積はそれなりの努力殺しなければものにならない。第

2 Iこ、克落とされやすいが、航空エンジン金社から製作識を購入しても、その

航空エンジン会社が部品のすべてを製造しているわけではない。購入部品を使

用していれば(事実、散米では部品の多くを市場で入学していた〉、その部品

の製造法は提京され得ない。ハイテク部品を器内市場で入手できない後発躍は、

一般にはこれを輸入iこ頼る。もし純盟産品を目指すのならば、まず部品の開発

から行わねばならない。第 3Iこ、部品加工をする機械、およが加工技術が来

籍違だということである。ここにあげた f後発臨的構議j の意味については、

後段で改めて鴇い草すこと iこなる o

さて、こうしたなかでエンジンも器産設計を要求されることとなり、各社簡

の競争は一段と数しくなった。設計方針には軍の意向が絡み、試作種類も水冷、

冷を合めて多岐多援で、開発は混乱の極にあった。三三菱重工業社史民よれば、

r1929年よち 1934年にきさる 6年の長5月と数百万円という巨額の研究試作

費を投己、十数機議、 50余台を試律したが、基本形式となし得るものは遂に

1命も完成し得ず、斯界では『三艶の発動機はどこへ行くJと迄曾われ、 1934

iこ至っては遂に工場の維持すら題難となったのである。 J(13) 

おりから議議軍の要穏に対応するため、三菱航空機は 1932年、数震にわた

る多額の設備投資を行って、工場および諸設舗を拡充、さらに年末には資本金

の倍額増資を実行した(1待。 設備投資拡大期におけるエンジン、機体調部門

の技詩的低迷は、企業にとって糖りしれない不安材料であったろう O だが、 f続

空技術自立計臨」は、技第形成という観点から見れば大きな画期といえた(15)。

たとえ類似製品であっても、コどーではなく、岳ら工夫して謹11製してこそ、そ
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して、背後にある原理的な間離を理解してこそ、その後の縄発が軌道に乗る。

技術自立のハードルは高いが、それを柴り離える前と後とでいかに企業の技締

開発力が異なるかということは、この低迷期とそれから脱出した 1930年代の、

ニ菱の航空機/航空発動機開発の過程に見事に表れているといってよい。

深壊が発動機部機械課長寿安部長付の僻令を持って転侵してきたのは、コピー

生産が行きづまり、すべてが議迷した状視のただなかであった。突懇の転在で

状況を担掛してはいないが、新職務が容易ならざるものであることは、著笹早々

恩い知らされることになった。

前述したように、航空機製造の顕客は軍である。金難は棄の要求を満たすも

のを製律するわけだが、輩の部jでは自らの指導の下に作らせているという感覚

でいる。工場に駐在する海箪監督官は、深織の着任の議拶に対し、最黙として

こう言い裁った。 r航窓機は艦船のように重いものではないよ。それに、建は

長崎を出されたそうだが、饗秀な入は出さないものでね。 J(16)

総乙て軍人や官東iこ対する深尾の嫌悪感は、おそらくこの時点で決定的なも

めになった。探遂にとって、この言葉は彼臨身に対する侮轄であると問時に、

民間のメーカーに対する悔辱と受付数れた。探尾霞身は f吉Jにも「軍j にも

関わりなく、ひたすらそノをつくる技符むよって自白のプライドを磨いてきた

のである。

が、状祝がのみこめてくると、会社側の開題が見えてきた。エンジンの開発

は、ともかくも最悪の状態である。それiこもかかわらず、社内にはたいした危

機感もなく、賞桂ある立場にいるはずの技師たちはお高くとまり、上層部は大

切な顧客である軍関係者の機嫌を犠ねぬよう器対にあい鍔めているように、新

参の諜患には思えたのであった(17)。

現場の様子も違った。増設工場は乱雑な印象で、職工の数、勤務待問、工作

機械の震と数、すべてがアンバランスで経済的合理性を大いていた。また、着

住後iまどなく職工整理を命 iニられたが、そのやりかたも一方的で賛成しかねた

(18)。 イ専かあったらいつでも飛びだす覚悟のもと民、探患の名古麗航空機持

代は始まったむ
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第 2飾襲品開発 r金星j

1. 水冷から空冷へ

さしあた号、深尾の使命は明らかだった。受性しうる自社製品を開発するこ

と、である e この意味において、軍鶏生産は決して気楽な稼業ではない。競争

は媒占市場で行われるが、戦いは蛾烈である。揮殿は着在するとすぐに洋撃を

い求めて航空エンジンの基本を勉強した。 E震の要望する高性能の国産エンジ

ンの試作、試運転は、故障続きであった。ピストンが蝶けつく、ロッドが破損

する等々のトラブルの原因はヂトネーション(異常嫌発)だと患われた。が、

トラブルの原因究明一つにしても、深是のJ思惑通りには進まなかった。

深尾は日夜技捺対策会犠を主事したが、出惑する関係者にとって、それは議

論の場というよりもっぱら叱られるための場になった。おそろしく巌しく、ま

た口うるさい技衛者がやってきたという噂はすぐに広まり、ある者は反発し、

ある者は敬遠した。

日本においてはまさに草分け的存在のブライドの高い航空麗たち。後らが外

様の議船屋の割り込みを必ずしも快く J器、わなかったとしても、不思議はない。

深識は自らの社事に関して辻本言実行型であったが、積握的に仕事を推進する

と、 f船躍の素人j 、 fl薮船屋iこ街がわかるか、船と飛行機で うよ o j な

という、程当強い反発陰口がささやかれたものだったなめ。

きbめて動舎のとちはくかった最初の 1年の簡に、開臆は海外の構報を集め、

英米独仏の各種エンジンを入手して、その部分品工作法iこいたるまで撤iこ入り

雑誌わたって讃べあげた。そして、窮境の打開築を考えた。 陸軍、湘軍がそれ

ぞれ異なった仕様や性能のものをと発設し、その一つ一つに姐当者が決まって、

軍の干渉を受けながら別館iこ鶴発を行っている、その状態をまず脱する必要が

あった。この時点で深尾が考えていたことは、次のニつである o

1 )翠の要求を受けるのではなく、三三菱独自で世界一のエンジンを作って、

両軍で使ってもらえばよい。

2)各菌のエンジンから、形式、部品の最も護れたものを灘び出し、統合し

たエンジンを作ることができれば、世界ーのものになるのではないか。

(20) 

こうしている簡にもエンジン欝発の苦境は深まり、ついむ海軍からは f使期

lこ耐えずj との通告があっ'て、正義は岳社製のエンジンをfやることができなく

なった。国産エンジンとして、議軍の 91式 600)馬力および東京瓦斯電策会社
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の天患という小控機を製造し、かろうじて工場を維持してし、かねばならなかっ

た(21)0

コ棋の機構改革が行われ、造船、航空機が合併して三楽監工業株式会社が成

したのは、ちょうどその時期、 1934年 S月のことである。臨構軍{特に櫛

議室航空本部)の大反対者押し切って岩崎小額太が合併殺断行した理由は、造船

と航控機が経営的/技締約に似通っていて、問一会社iこした方が何かとやりく

りがつけやすいこと、およが妻子不訴の波の典なる業種を併せ持つ方が経理留で

も貯都合だということであった。躍の意向を無視した岩崎の系配iこ態度を硬化

させた航空本部を説得する役践を引き受けた擬波孝四郎(三菱重工業初代会

長)は、三菱の誇る議船技術の航空機関発への有男性を大いに強調して、説得

の託務を身をたした(22)。

工合併の機構改革で、深尾は発動機部長となった。入社以来 27年にして

はじめて主要製品の一つを在されたわけだが、一方では深刻な危機打隣の重糞

を負わされての昇議であっ丸。これを磯に深尾が立てた目標は、京下のとおり

である。

1 )性能、信鎖性、および安鑑であることにおいて世界ーの航空発動機をつ

くる。

2)水冷か空冷のどちらか一方の開発に絞る o (海外の饗秀メ…カーはどち

らか一方に特色している。二兎を過うものー兎をも得ず。〉

3)隣軍薦、構軍用を藍JjIJすべきではない。

4)撃との合作では世界ーのものは作れない。誌の製肘をを受けることなく、

独自に設計すべきで為る。 (23)

さしあたちの最重要課題辻水冷・空冷のどちらを選ぶかであった。さ接待、ア

メリカではライト・エアロノ…テイカノレ(以下、ライト杜)、プラット・アン

ド・ホィットニー・エアクラフト(以下、プラット社〉の間社が航空エンジン

2大メーカーとしてしのぎを削っていた。ライト社はこの世界の老舗、プラッ

ト杜はベンチャ…企業で、両社とも単科星裂の優秀な空冷エンジンを開発し終

っており、それらはヨーロッパで主流の葺列袈水冷エンジンをと擾駕する性能者

持ちは乙めていた。だが、空冷を灘ぶのには抵抗もあった。ノレノ…、アームス

トロング・シドレ…{英)を参考に空冷の試作も行ってはいたが、これまでの

経緯により、業界では?三菱の水冷、中島の冷j という評価がほぼ溜まって

いた。水冷は僻といってもイスパノ・エンジンを作ってきた十数年の経験の蓄

積がある c それに、 1934年 9月、当時五饗重工常務であった郷古諜が披欧し
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た際、イスパノ・スイザ社との聞にライセンスの契約更新を交わし、水冷 650

馬力(当時は乙めての輩化鎮祭簡および中空玲却排気弁{愛用)の製造権を数得

したばかりであった(24)。 然社内iこは水捨中心で開発をま畿めるという気運

が強かった。ただし、告身が技術者ではない郷官は、むしろ深患の技締力をあ

てにしていた。渡欧の際開行した牧野元は、 「エンジン試深尾君に任せておけ

ば安心だよ。 Jという郷古の震葉を幾度も開き、その僧頼の摩さは驚いたとい

う(25)。

深是は星型空冷式エンジンの欝発に方針を絞った。その理由は、

1 )水冷論者は謀列型の前街抵抗の小さいことをど盤議するが、馬力禽上iこ従

って差がなくなる。

2)水冷よりも吸気弁を大きくできるから，鴇カが大となる。

3)気筒数は、被安1]1こすることによって、直列型水捨よりも多くすることが

きる。

4)水冷式は部品の大きなものがあるから廃部品の撃響が大きい。

5)間恕部品数が多いから量産に適する。

6)水冷式は機能砲の取りつけが容易だというが、問事長需諜接援の使用によ

号、彊劣はない。

7)冷却器が不要であるc 俗的

つま号、監量当たり罵力が大きく、持楽に向けて馬力向上が容易で、資材を

より効端的に用い、加工工数が少なくて重量産向きだというのが、皇室主空冷の経

営上の利点である c 製造コストを下げるもくろみが含まれていることは雪うま

でもない。が、軍部および社内の水冷深を納得させるには、英語以外不可能だ

と思われた。

2.空冷の轟本翠J金義jお誕生

1934年、三菱はプラット社のホーネット 700勝カの製作識を購入して、

技術の接収をはかったc 深尾はライト社との提携も謹んだが、すでに中島が三

井物躍を仲介にして、ライト社とかなち強力な擬携関保を結んでいたために実

現しなかった(27)。 そして、 1934年 12丹、設計理念と機構を新たにし、関

商も完穣せぬまま、予算支出の苧続きも済まぬまま、躍部の介入を抜きにして、

突如狐自の空冷エンジン A8の試作が始まった(28)。
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こにンジンの形式は、 14気儒星型機列、策構築 140ミリメートル、衡積 150

ミリメートルで、試作中の一つ、海軍の A4、600馬力と閉じであったむ当時

の拭作にはこのイ也、空冷として海訪議会の A7、睦粛の A6(龍軍呼称ハ 6)、

また水冷として B2---B5があ号、それぞれ獲の仕様にもとづき、各々の主任

設計者が思い思いの構造を設計していた。接携軍iこ関ーエンジンを採用させる

ためには会社が中立で独告の仕様を作らねばならない。エンジン開発穏迷の金

機を賦するため、そして深尾独自のやり方に対する社内および臨港箪の批判と

干渉に対抗するためには、一刻も羊く開発をやり遂げる必要があった。

患いきった人員配置が講じられた。桔能、同聾の A4こにンジン試作の主任で

あった摺光義ーは気簡を含む中央部、減速線置に辻猛三、議結器を含む後部iこ

は井口一男といった犠き盛ちの中堅技術者が担当し、それぞれに有能な技師を

劃した。辻と井口は本来水冷の掠当である o 幅工ζい専門領域から集めた技師だ

けでも 20名を麓す大プロジェむクト・チ…ムのヘッドiこは深患自らが立った。

これ以外のエンジンについては、小室俊夫設計課長が主宰し、開発を継続した。

「設計陣に加わった負姐はきわめて甚大であったが、よくこれに耐え難関を突

破し得た一間の勢力には感謝に堪えない。 Jこう、深患は後生存立番いている(29)。

さて、新設計の A8型エンジンの講造i立、世界の一流エンジンの長所を集め

たものであった。 r素人j がごく短期鰐のうちに、世界水準の航空エンジンを

開発し、かつ層内市場で勝利するための、おそらく唯一の方法一模倣ーを、

深尾は迷わず選択した。というと単なるイミテーションのように摺こえるが、

何をもって長所とするかは深尾の判断によったのであり、雷うなればそれがこ

のエンジンのき虫自性だった。気構臓はアメヲカ式、気筒はイスパノ式、クラン

クシャフトおよびカム、パルプはヨーロッパ式で、それぞれ一体化および前部

に集合させ、減速器はフアノレマン、過給器はうライトの形式を援用した。全く独

自の要素としては、クランクシャフトの 4額以外ポ…/レベアリングを使用せ

ず、かわり iこブロンズのプレーンベアリングとした。軽量化と量麓およびコス

トを考えてのことであった(30)。

試作はすべてに優先して行われ、 f深尾エンジンが通るj といわれた(31)。

f世界ーのこにンジンJのスローガンは、睦海関軍を相手iこ出されたのではない。

世界の鉱空機に搭載されるエンジンを作れと、深尾は社内のヤングパワーを激

励したので島った。設計も現場も、休日を送上し、連日夜遅くまでがんばった。

当時、 t酉光の助手として、 A4裂のエンジン設計から共に苦労を重ねていた青

年技師の佐々木一夫は、後年次のようなエぜソードを書き審めている。
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f正月休みまで後一日となりほとんど設計額の完了した罰の昼過ぎ深還さん

が設計室に来られて関棋の上の基本留をじっと無震で眼光紙背iこ寵するとはこ

の事かと悪われる眼差しで患の後ろから読んでおられたが、突然船籍をとって

フジ…ハンドで、前後列シジンダのセンターライン問隅を約六粍広げて、 f佐々

木煮これでやり寵し給え』と命ぜられた。横に開惑の酒光さんは Fそんなこと

香どしたら意義が増加してだめです』と猛烈に反対されたが蝶として鱒かれなか

った。その真の鶏巣はその時には忍に解らなかった。この六粍によって遂に

月の休みはふっ飛ぴ元昌一闘を休むだけの破闘になった。前後列シランダ、問輔

の変東は主磯議罷全部のやち寵しである。五月二日から自紙灘元で設計のやぢ

しになった。 …後で考えるとこの六粍がまE荷，~ A8の完成に役立つたか、

滋尾さんの技術者としての慧鰻に感服の外はない。 …エンジンの土台になる

クランク軸のセンターウぉブが厚く出来、その開性を増大して軸披動を小さく

し、接合埠軸受の縫議議ど防ぎ、 A4の窮崩さから麗してシリンダの設計を容易

にし冷却を向上する等非常に効身もがあった。 J(32) 

深尾は設計とともに現場にも足繁く通った。シリンダヘッドを試作中の工員

iこ糊りかたを指示し、思うようにいかないと工員の手から取りあげて自分で割

ってしまったことも為る(33)。 当時の深尾の役棋はついて、設計、現場双方

の、長崎造掛からの技蕎移転とする見方もある(34)。 確かに、長崎造船のも

つ技錆的な庫みは他の世界でも宥用だろう。が、銃空エンジンという製品その

ものは、造船の設計技鋳では作れない。積楠的な技衛移転は生遺産技衛iこ麟する

部分で認められるが、これについては次叢で述べる。

深尾は薪しい A8エンジンに「金義j という名をつけた。金星チームの必死

の努力により、試作は愈速に進んだ。が、これまでのやり方を無視した深尾の

独断専行は臨織再軍部の逆鱗に触れた。社内にも多くの穂、やかならぬ批判があ

ち、文字どおり四間懇歌の状枕だった格的。 批判されればされるほど、試作

の完成は急がねばならない。墨夜の別なく試運転の轟音が響き譲り、箪部の底

力はますます強まった。若い者たちまでが事の成りゆきを心配した。深尾自身、

f営に白眼視されていることを身辺に感じえまがらあえて断行したJ と語ってい

る(36)0

A8型エンジンは、早くも盟 1935年 3月(もしくは d月)に試揮を完了し

た(37)" A4撃における長期の苦難の経験者騒まえていたとはいえ、設幹事若

手から完或まで 4 ヵJ3というのは、航空エンジンの開発としては異例の速さ

て?あった。誕来は少なくとも 1年半を饗していたのである。試運転先了時に
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は園高がまだ完成していないという、従来の常識をくつがえす開発手繰、およ

び、 「こんな勢力はニ度と換り返すことはおそらくできないJ(3め という沼

どの奮闘の賜物であった。その後、これでもかこれでもかというほど、幾護も

高速試験運転や耐久試験運転が繰り返された。結果は擁ね員好であったが、そ

の間にケノレメット・ベアリングや中空冷却排気弁の導入等、多くの改良が加え

られていった。海軍航空技術擁立よる審査は異例に識しかったというが、結果

的にこのエンジンは饗捧な成讃で審査を通過し、公称出力 730爵力として採

用された。寵後、 840馬力に性能向上して 1935年境中に 9台を納め、翌 1936

年変分として一挙iこ96台(約 260万円)を受注した(39)。 これにより、三

菱の航空エンジンは数年間続いた低迷期からようやく脱揮したのであった。

後に金墨 3裂と名づけられた A8a840 J鴇カは、深産iことってはじめてみず

からが全菌的に関わった拡空エンジンである。この開発を実地に瀧めつつ、松

笹当初iこ苦しみながら考えぬいた以上のものを指みとったに議いない。 A8a

の試運転を行いながら、探患はすでiこその改良に着手していた。

深患によれば、改i接点は、センタ…ベアリングを設けてクランクシャフトを

鰻立式とし、マスターロッドを一体iこ、減速装置をプラネグリーギアにした、

とある終的。 樹車耗性を増し、将来的な性能向上告とねらったものであった。

後に金星 40型と名づけられたこの改造エンジン A8c1，000 馬力は、 「…設

計、製留と並行に製作を急いだ。之亦雪十醐後 1年を挨たず、間年暮拡かに世

界一を自負し樽るものを完成した。 A4型が 6年iこして或らず、世界各醤が此

の種新形式の先成に 3年"'"'5年の自子を饗している3結構に照、し、この短期完成

は奇跡をと患わせるものがある。…陸海軍に審査を要識した絡、海軍では世界

に比類の扱い高性能発動機の短期完成に驚き、極めて過酷と思われる取援のも

とに審査運転を実擁し、立会の当社技術者をハラハラさせたが、車冬始櫨めて鰐

髄に進行し、分解の結果も文字通りナット 1龍の損儀すらなく、其の拠組立て

たと言う未だ龍畿lこない驚義的金成績金収めた。 J(三菱重工業社史)(41) 盟

1937年 6丹、金星 4型として構筆記制式接用となり、直ちに 380台を受注し

た。代価 1，010万円を超す、かつてない大量受注であった。

fかくて衆知を集め、悲もままと全能力と精穣を尽し、一切の私事を忠れて努

力した理想的基礎発動機金泉 40濯が先成したときには真に感媛蕪量、ただ諌

が流れるばかりであった。J(4め と、探患は後年にそのウェットな一面を吐

露している。

探躍が転任してわずか数年のうちに、三菱の航空エンジンは水冷から空冷へ

と流れを変え、空冶エンジンの基礎が確立された。だが、ここでの主容は探廷

の或功罪ではなく、 「後発Jにおける設術跳隷の一つのかたちである。部門境
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断的なプロジェクト・チーム、工組の)11上、 )11下の同特(連携)進行、そして、

深尾の投書リはまさに f超議議級プロダクト・マネジャーJ(43)というべきも

のだヮた〈藤本詮宏/キム.B .クラークによれば、これらは 1980年代以降

のE米自動車産業の製品開発力を特徴づける重要なポイントでもある(44)。

3. r金星jの評価

f金設j はどのようなエンジンだったのだろうか。開発当事者たちが f世界

一j と岳無したエンジンの客観的評舗をしておかおばならない。まず、関係者

の開で金星の名を一躍高めたのは、日中戦争開始直畿の 1937年 8丹、権譲鹿

屋、木更津商航空隊の九六陸攻〈双発) ，こよる中国奥地へのいわゆる f糠洋嬢

撃Jであった。蟻撃隊の兵曹長松丸三郎の手記に、 f出径以来の総飛行時間玉

富十時時、総行韓十三万キロ…この間一回の発動機の故捧なく患う存分活離

できたJとあったという性的。 また、この爆撃の際、発動機の片方が故離し

た後、残る一つの発動機で荒天のなか、再び海を?渡って帰還した機もあった(46)。

このエンジンは金星 3裂 (A8a)であるわ

金義 4裂 (A8c)は、 1939年、保E新聞社によるニッポン号の世界 1罵親

善飛行によってその性能と播頼性を世界にアピールした。機体はやはり九六睦

攻を改造したもので、飛行期開 2ヵ月余、総飛行時間 194待問、全行程 53，000

キロ、業組員 7名のうち、機長中尾続利は三菱名吉盤航空機の跨るテスト・

パイロット、技術員の佐伯、楠木商名は名古島発動機の従業員であった。ちな

みに、この時代の航空機開発に果たしたテスト・パイロットの役割の比重は、

現代よりもはるかに大きかったといえよう。航空機は、鎖縫技術者{設計)、

製作技能者(現場〉、テスト・パイロット(実題化)、それぞれ有能な三者の

協力持制なしには製悲し得ないものだっ~。

さて、この記録的長距離飛行詰多くの難撲を乗り越えて遺戒され、親善穂節

帰還時のお間飛狩場では、 円高Iも彼も感激の諜、諜で、…挙罰的感識に濃ち

溢れるものがあったj と、さき日の毎日新欝(号外〉が報じている(47)。 大原

親善使第i立、 fただ容難い…機体、発動機が非嘗に優秀なものでありまして

完全に倍額できるといふことで非常にむづかしい飛行のときなどは発動機に手

を合せて拝んだ …J (48) と、歓迎に対する答辞を述べた。毎日新聞社は大

事を取って予錆発動機 2台をロンドンに送っていたが、戦後、初代東京(羽

酪〉密接長となった中尾によれ話、金是発動機は f叡栓一本、ナット一個取り

替えることなく、全く文字通り、出たときその侭の擦で婦ってきたJ(49)。 た

だ、深，%にとって臣告くなかったのは、ニッポン号がアメヲカiこ寄港した際、
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fエンジンはドイツ製」と誤報されたことだった(50)。

次に、ライバル・メーカーの中島飛行機による詳髄を兇てみよう。金星議誕生

までの間社のエンジン開発の経過を簡単に述べると、前述の三菱の低迷期にあ

っ又は、機体開発においてもエンジン開発においても中島が一歩先んじていた

(51)必 中島が航空エンジン生産を開始したのは 1925年であり、指朝は三菱

を追う形で外語技術の導入を臨っていたが、空冷麓型エンジンの国産化では、

コ菱を追い抜いて盟内でトップを切った。 r美子 l型j と名づけられたこの単

湾訪気筒のエンジンが海撃に寄せ式採用されたのは、 1931年のことである o そ

の後数年間は中島が空冷星型の頭発において強悲し、複列 14究需の NAL(ハ

5)、NA恕(栄)特の鑑秀なエンジンが生まれた。中島のエンジン技術者であ

る水谷総太郎によれば、中島は NAMIT型(1936年完成〉において、クラン

ク軸を一体型から 3分割にして中央ベアリングを設け、民対に主接合機の大

端部を 2分観から一体型へと変えることによって性能をi向上させたが、この

f新型式講溺J (この時期以降、複列差型の定型機造となった)を世界に先駆

けて最初に考案したとしている(52)。 三菱が金星 40援において採用したの

が、中島側のいうところの f新型式j である。金星発成時の三菱の動向につい

て、水谷は、三議長は超スピードで開発した金星 3翠においてようやく中島と

溝をならべたが、 f金星 8型とほとんど問時期iこ並行して、 40型をと設計試作

している。このときの対応は何かに感乙たよう iこ素早く、またこっ然として

1，OOOhpの“理想的基礎発撃さ機躍が出現している。 j

最後にあげるのは、すでに太平洋戦争禍中の持42

と、記している詩句。

、交戦冨アメリカによ

る評僻である。撃離された告本機に搭載されていた金星裂エンジンに対し、調

査委員会が設けられ、材料分析を含む詳細綾密な分解調査が行われた。報告者

のW.G'アヴンズは、当時ライト社記おける農型接持 14気筒のサイクロン・

エンジン開発チ…ムのヘッドである o "SAE Journal"誌は 14ページにわた

ってこの調査報告内容をど公表し(54)，"Autoll1otive and Aviation lndustries" 

もこれを記事として掲載した(55)。 関誌によれば、この調査認を員会はアメリ

カが王酷きって島本の航空エンジンに対処した最初であった。調査の結果、冷

却フィンり表面積がやや不思無味なのが義援ーの欠点とされた。アヴンズによれ

話、金星は f特iこ高性能と言えぬまでも、緩めて信頼性の高いものであること

は間違いがないc 銀期間に、また生藁設舗の未熟な条体下でこれだけのものが

できるとは信じがたいζ 設計者は諸外国のエンジンの長罰金車りあつめ、その

すべてをコンパクト ζ一体化することを拭みたと患われるが、その意味で成功

した最拐のものといえよう。 J(56) 

蟻裂な開発競争が展開されている戦時期、改長が行われているとはいえ実用
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化からまる 5年を経た時点で下された評髄であるやそれにしても、この譲査

に表れたアメリカの f敵を知り、情報を適切に公開するj 姿勢をこそ、宮本は

学んでおくべきだっ J日

4.エンジンの改良

金星 40裂は、単iこ饗秀なエンジンだったのではなく、 “理想、的基礎発動機"

であったやつまり、これを基本裂として、ここから本新の故良、あるいは高性

能化が続けられていくのである。気需径 140ミヲ、衝程 150ミリの金集型、

気筒径 150ミリ、接話稜 170ミリの火星嬰(大整色〉、気禽謹 140ミリ、積額

130ミリの瑞去最型(小型化)、この 3系統は共iこ空冷式星援護列 14菟禽の報

似形であり、 部品が多く、量産に適するように考案されていた。それぞれ

の系統で性能の向上が図られ、金星型は 840から 1，500馬力へ、火星型は 1，500

から 1，800馬力へ、瑞皐型は 8釘70から 1，080馬力へと離昇出力が増大し

金星裂、火農z擢袈に関しては、そdむ〉後、裁筒数増加lにこよる馬力向上も幽られ
むろん、懇カ;毎上のみならず、あらゆる部において機能を高め、信頼性を瑚し、

しかも紫髄に製#できるように改良が訴えられていった。部品にしろ、機械

兵iこしろ、材料にしろ、一つ一つの改員議穂が時間と工夫と労力、そして興験

を穣み議ねて進行する。その全貌を追う余務はないが、一摂!として冷却排気弁

の開発について触れておきたい。

すでに述べたように発動機の開発には多大な困難が伴う。京理的にいえば、

小さな機発合連続して起こすことにより、ニにネノレギーを得るのであるから、さき

該の錨所はその際に生じる高熱、高成、勝機等に耐えねばならない。昭和初期、

三菱舵設機の低迷期iこはエンジンに組閣する事故が多かったが、なかでも排気

弁の新機事故誌難関であった。 1934伴、フランス駐在の技師、桜井俊記から

イスパノ社で製作している中空排菟弁の技報が入り、続いて、問じく駐仏任務

を終えて婦関した中)1[岩太部が、その工作状況報告を写真とともに持ち婦った。

中按排気弁とは、中空の弁内部に金鶏ナトヲウムを封入し、溶融ナトリウムの

流動により弁フェースを冷却するもので、舎の折損およびヂトネーションの訪

止lこ大きな効果を発揮する。これを使用するか否かで、エンジンの儒頼性ζ接

段の競が生じる C この種のパルプをと製仲するのは、日本でははじめてのことで

あった加わG

こ二の開発を命じられたのは、まだ 20代の技師、末吉国央であった。最初の問

題培、パルプの形状であるむ当時、日本では、切削工作機械に比して鍛造機械

の発遣が非常に遅れていた。この形を作れる工#機棋がまずなかった。イスパ
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ノ社で使用しているドイツ、オイムコ社製の絞り機が為ればと、購入を震い出

たところ、探尾iここ。びどく叱られた、と末吉は醤懇している。 r{可を言うか。

当所では航空機の識なむずかしいものを作って居る。絞磯のような構単なもの

はすぐできる ζ 三璽立たのめJ(58) 工其工場の三割繁太郎は現場たたきあげ

から技訴に昇格した f神様j で、機械加工における最高レベノレの熟練技能者で

あったのみならず、工其や工作機械を工夫考案し製作するカ畿を備えていた

(59)。 三国は機体工場に放憶されていた古い小型のアメリカ製絞り磯を参考

に大型のものを劃ったが、外形はともかく弁内形奥の処理はなかなかうまくい

かない。絞っては切り絞っては切りの情けない繰り返しで、主ナイムコの絞り議

さえあれば、と思うと探尾の綴顕旗iこかぶりつきたくなった、と東富i立欝う(60)。

ある程度形ができるようになってからも、鞍部を室化した号、シ…ト部iこステ

ライトを溶接〈特定せ望者:揺藤教護)して輯欝耗性を高めたりするなどの改良

が加えられるが、その一つ…つに非常な管労を要した(61)。 着苧から足掛け

3年、 1937年iこ至って何とか議践の見通しがついた。開発の先鞭惑とつけた来

は応苓し、後を受けた近藤芳穂が引き続き改良を重ねていった(62)。 太平

洋戦争前は、数以前に品質、すなわち不良品を出さないように作る技街を開発

することにプライオリティがあったという (63)。

中惣冷却排気弁の開発は、航空エンジンの偉頼性を高めるのに突に多大な葉

献をした。そしてこの分野で三菱は越の連鑓を許さなかった。韓議軍;まこの製

造技術を中島はじめ他社iこも移転させようとしたが、深墨i誌ま頭強に抵扶し

fノウハウを季秘彰z芸、置するわ;けすではないG しかし、作り方がわかっても簡単にでき
るものではなく、品賓が悪ければ事故につながる。いかなる需要数もと毅で満

足させるから在せてほしい。 j というのが深患の雷い分であった。実際、躍の

要求に従って製作法を披露したが、実習に訪れた技術者の誰一人として、これ

を作り得なかったという (64)。 深尾の主張は認められて、 1943年には排気

弁専門の製作所が京都、太秦に設立された。これにより、ピーク時には、器本

の航控機用排気弁総生産の 9割以上、開じく吸気弁の 3離が三菱の弁工場か

ら出荷された(65)。

この開発時の経験をもとに発整機器では強力な大器等罵工作機を喜社設計し、

三菱北工機;こ議頼して 10台iまど製作した(66)，. 場産に対応するため、工作

機の輪入も行われたようだが、最初の段階で専用工作機をまず内製したことが

需発技術の探先立つながったのは、おそらく間違いがない。ある特定のモノを

製作するのみならず、そこから不断の改良、また、それを基礎にして新たな開

発をしてし1かねばならない時には、技術者一人…人に体化された探い技能が必

要になる ζ ちなみに、この時、排気弁開発を主摂した米吉や近藤をはじめ、怒
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藤敏道、情 美子等の技師は、戦後三菱、あるいは(三菱退社後)、日鍛パル

ブ、富士バルブといヮた専門メーカーに移籍して日本のパルプ製造技術の向上

に大きな役鮒を果たすことになる(67)。 機械、あるいは機械を作るための図

面は外閣から貿える仁I 内製のための研究開発ロストと時間を考えれば、その方

が安価であるじが、将来的な技術開発力は簡単には貿えない。航空機を誇るつ

もりなら当然絞り機は作れなければならないという諜患の携擁は、技第需発に

対する彼なりの猿勢を示すものとして興味探い。

第 3第寡占競争

1. r J¥ 6J事件

金星 3~笠および 40 袈という世界水準のエンジンを開発したという番手びと自

信誌環発チームの意気を大いに高め、発動機部内における開尾のリ…ダ…シッ

プは強化された。だが、閥臨の状祝は相変わらず厳しかった。当時、般大の問

題誌陸軍絡みであった。

深尾が孫子の「知彼知日、商戦不殆。」を座右の銘にしていたことはすでに

述べた。深尾は金皐の開発の際にもこれを念頭においたと言うが、指手が

に関する限り、 f知彼j とはし、かなかった。深悪の予定では、鑑秀なエンジン

ならば陸海軍の双方が接篇するはずだった。しかし、韓筆法 A8a(金星 3裂)

の完成を無模した。無捜した持法褒舟舎で、エンジンiこ慢しての龍2賓と金社の

関係辻険悪化した。金星の気錆語、欝綾がもともと滞軍向付に開発していた A4

と一致するので、これらiこi理系弼の名前(金星X型)をつけたのが、まずいけ

なかった待合む さらに、 A8(金義援)の開発がすべてに榎先されたため、陸

は試存発注しているさ芝冷 A6(陵軍略称ハ 6)あるいは水冷 B3、B4等の開

発がおろそかにされているとみなした。提際、 A8aより前から行われていた

これらのエンジンの開発は難航していたや機軍が金星 3型の完成を喜び、一
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100台近くも発注したことい

1936年に入り、ロンドン梅

はますます感情を饗したのであ。た。

条約からの脱退、 2-26毒事件と続いた後で、

6月、襟尾は所長の後藤議太iこ呼ばれた。軍部の発詰カは一段と強まってい

後藤は随3撃の担当官から、名 の幹部が水冷に不熱心だと非難されたこと、

さらに後藤自身がハ 6は不合絡になっても欝わないと発設したらしいが一体

どういうつもりかと詰め寄られたこと、おまけに到の陸軍向けエンジンである

ハ 14にませする謹軍の研究指導が都劣であると批判した文書が見つかって、実

iこ挨惑な状況であることを告げた。発動機工場を新設するから、その準備とい

う名目でしばらく外遊してくるように、というのが後藤の対応策だった体的。

3週間後、今度は常務の郷古から臨機外遊の内命がおりた。 r理府ハ、僕ガ

航空機ニ理解ガ熊イトノ非難ニ対スル為ト、工作機械ノ購入ノ為ナラトパ (70)

自らの置かれた立場の離しさはひしひしと感じられたが、深尾は年内には理想

的エンジン会開発できるという、技鋳者としてり予惑をもっていた。そしてま

さに技搭者の意培として、 A8aの設造から苧を引くわけにはいかなかった。

そうなると、 A8cの完成を見るためiこは、燥が非でも陸軍のハ 6を仕上げね

ばならない。

ハ6は中島のハ 6との競争試作であった。深尾は A6を金星と間 iニ構濯に改

良してハ 6とし、審査の前に空中実験まで行って万全を期した。空中実験と

は深尾が号令を発した新構想、の一つで、地上試験のみでなく実際立エンジンを

飛行機に乗せてさまざまな実験を行い、性能を識かめた後、その実験結巣〈鱗

装資料〉をつけて機体艇に渡すというものであるG これにより、実用段階での

機能性を確認するとともに、機体設計の動力鱗殺に寅献することを目的とし~。

かっ、蒋来的には、こじンジン債で動力蟻装の設計

種の研究費躍を、探患は惜しまなかった(71)。

を行う計画だった。ニの

1936年末より立)11の隣輩航空技術研究所において、ハ 6とハ 5を並べての

公式耐久運転比較審査が始まったむ翌年 5月、結縄三還をはこれに敗れた。だ

が、 A6にピストンソング勝着与え外の故聾がないので、離撃は不採患の理需を

明らかにすることができ設かったという (72)" 深患の合理主義からは理解で

きない睦軍の接壁でまちつ~む

その後 5年間にわたり、三菱は計 1，800台以上のハ 5系のエンジンを受注

せざるを持なかったぐ機体もエンジンも、採用された担式投競作会社が製造す

ることを要求されたからであるc.競作に敗れた後だけに、関係者の心中はそれ

ぞれに穏やかではなかったむ三菱のハ 5製造にせよ、中島の簿挙戦製造にせよ、

たとえ経営的に潤うものであったとしても、現場の、特iこ技捕容の携しさには

椴探いものがあるだろう ξ もっとも、 E本の航空機工業全体を見れば、この方
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式によって技術が幸子及したという科点があったか令お、 i議議が金星型エンジン

を制式採用したのは、 1941年、 1，500罵力の金義§裂からである(，

金星 40裂試作完成遮議の 1937年 l丹、上記ハ 6の公式審査は始まったば

かりであった。一方、著苧技部の一入、西沢弘が担当していた A14(後に瑞

星日空と呼ばれた、金繰を小型化したエンジン)が梅軍の公式審査中であっ

たむ強断専行で軍の不興をど関った金星 3型の経験に鑑み、 A14は事前に臨海

軍双方に自主開発を申し出ていた。経過は良好だったが、その審査結果を待た

ずに、深尾は慌ただしく欧米視棋に旅立った(73)。

2.欧米視寮へ

は斉レノ船出ニ横領糞沖ヂ、 A8cノ音ガスノレJ(74) 

試作完成した金星 40裂 (A8c)は、この時すでに横領賀の樽躍航控撒 0939

生存立韓、航空技鋳巌) ，こ送られていたのだろう。深尾の旅日記は、こんな都都

逸で始められている。

視察の主たる目的は、将来の搬動機、燃料、潤滑油、工場建擁等、最新の技

術と増産のための生産技術を苧に入れることである。工作機械に関しては、事

前に打ち合わせの余裕がなかった。 1月末、サンフランシスコ事者、 2月初旬に

ニューヨークから渡欧、イギりス…フランスードイツーイタヲア…イギヲス

ドイツーイギリス一フランスと 4iJ器密盟ち患って、 5月iこは再びニニュ…ヨー

クヘo 2ヵ完関のアメリカ視察の後、 7月末シアトノレを出港し、 a月に婦闘し
この関、 5カ患の主要発動機工場およぴ研究所のほぼ全部と、機体工場、

工持機械工場の一部を覆察した。その数、結べ 80社(工場)に及ぶ(75)。

の収穫は、 2月初めに訪れたニュ…ヨ…クでの航空博覧会だった。ここ

でプラット社のツイン・ワスプ系エンジンを見、ちょうど輪出解禁になったば

かりのこのaンジンを早速桂文している。 2年半ほど前に製作権を購入したホ

…ネット 700J馬力はすでに色揚せて見えた。

t度欧すると、ここもまた織烈な戦いの場であることが実感された。探尾は各

国駐悲の三菱指事、重工関係者に世話になりながら、臨海軍欝採者とも頻繁iこ

会っている会技術構報もさる事ながら、航空機増麓を読んで動きだしているラ

イバル各社の動向も見逃せない。護権箪、航控機関保各社が時iこ結び、時に離

れ、まさに入ち乱れて構報獲毎に走り回る。深患の武器は、三菱のネットワー

クと金盤強エンジンの完成によって得た知識である O パリに滞在する深尾には、

ロンドンから最新の技術論文が次々に届く O ヰンジンに関しての自信は相当の
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もので、袈察見学の懇度にもそれが表れており、世話役のJ11村音次郎(当時三

商事ロンドン支j吉張、戦後麟麟麦酒社長)をとあきれさせた(76)。 総じてヨ

ロッパのエンジンはついては、特に見るべきものはない、というのが深患の

結輸であったc気がかりといえば、ドイツである。全般に梗察に5車場な各箆{フ

ランスは特に警戒心がなかった)に比べ、 ドイツでは競艇が厳しく、見学を議

諾しでも新しいものは見せないのが原員せだった。ダ、イムラー・ベンツ、 BMW

商社には、あの手この手をつくしての再三再四の見学要請も遂に受けいれられ

設かった。

議、工作機械、工作技術、オイノレ等については、深尾はより謙E震に{警

報を集めた。 4月、ドイツで朝日新聞社の神思号〈援歌連絡飛行世界記鎌樹立〉

を迎えたが、その頃ようやく鄭寄より工持機械費社けiこ欝する第 1報が入っ

た。 rアメリカで買付けをしてもらうが、工場も来着手のことだし、渡米をな

るべく先立廷認すようιjという内容であったG 鄭古の立場にしてみれば、さ
し島たり設需の見込めない航発動機の設備投資税増には慎識にならざるを得

なかったであろう (77)。 反対に、最前線にいる深尾の心境には焦りが見える c

中島ニ乙ンジン部門のトップ、佐久間一郎は折しも滞米中。フランス、イタリア

で何度か行動を共iこした愛知時針電機(1943年 2丹、愛知航空譲を分離〉常

務の土器本敬三郎も、近く渡米との{警報を鐸ていた。

f… 蹴常ナノレ繁忙ニテ…設よそ本ク註文決定スノレニアラサレパ、他ノ需要者

ニ嵩込詑文サノレ恐レアジ。価格納期トモ益々不幸IJトナノレニツキ …J (4月 24

E 郡吉苑)

f愛知ハ注文セノレ模様ナリ o 我社モ早く注文之セザレパ中島)11時其地及英器

筋ノ後ヘマハリ、納期益々永容lク恐レアリ …J (4月 27器 類:吉元〉

深尾は、 ドイツで買えるだiすのものは糞いたいと、郵古ι訂撃している。と
りあえず赴いたライブチヒのどトラ…社は、ユンカース、ライン・メタノレ等を

主な麗客としていた。タト書ではソ連、イタヲアをはじめ、日本からもすでに中

島、愛知、梅箪など 100台余りの焚践をしており、納期は 1年先まで無理と

のこと rAモヤ中島ノ後ニマハリグリ。 J (r呂記J4月 28E3) 探尾は

地団太踏b思いであったろう C

余暇時簡をひたすら工作機械研究に費やしながら、深壌の襟嬢旅行は続き、

5月下特にようやく護米、日本から機体備の工咋機買fすけのため被来した岩佐

洋二設訴とともに、各地を回った(78)。 最大の目的であったプラット社には、

2足、 5丹、 7月と都合 3回訪問した。 3度目の訪問時には金主義のアウトライ

ンを話し、プラット社側もまだリリ…スされていないツイン・ホ…ネットの写

真を提示して技術輪舗を行った。
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探E患がプラット社;ここだわったのはエンジンの問題のみからではなかった G

は事訴に、ニューヨーク駐悲の技師、堀康夫からアノレパート・カーン社(79)の

したプラット祉の新発動機工場の詳細が送られ、三菱ではそれをよそデ〉レに

新工場を建設しようという方向でほぼかたまっていた。堀はニューヨークのニ

商事を渇じて設計者モリッツ・カーンと話し合いを重お、深患の捜来を持っ

て協会話めたが、最終段階で器本からカーン社へめ設計故頼を懸念してきた。

理由は不明であった体的。

ところで、深墨の外遊中も名寄星の発動機工場ではエンジンの開発が進み、

逐次識イ震によって状況が報告された。出立早々1月には A14が梅軍の一次審

査をパスし、耐久試験に入った。 5月に陸軍向けの A6(ハ引の失敗が明ら

かはなった。 A8c(金泉 40型)は 2月に耐久運転を始め、 6丹、饗秀な成績

で海軍の審査に合轄した。金義やハ§をめぐる社内の異様な雰覇気を気遭っ

て、深患に鑑信を送った近藤武ーは、あえてそれらを公文にするのを避けたと

いう (81)。

7丹、探尾はニューヨ}クで灘溝橋事件を知ったο その 8週間後、航摺エン

ジンの本格的増産に向けて帰閣の途についた。

3.機体開発の状涜

本欝を終える訴に、三菱の機体制点〉状説およびエンジンとの関係を簡単に凡

ておきたい。エンジンとほぼ持者閉じくして不搬に陥った機体開発は、やはり

競作で中島にリードを許していた。 1930年代に入ってようやくそれまでの技

術自立への繍み重ねが効果を殺しはじめ、 1930年代後半から、議軍機で辻、

九六艇戦(九六式艦上戦調機)、九六i襲攻(九六式譲上攻態磯〉、零戦{零式

艦上戦闘機}、一式i窪攻〈一式謹上攻響機)等、また陸軍機では九七重爆(九

七式重場撃機〉、芸ま式需{貞{百式五号令部領察機)等の鑑秀機告と続々と生み出す

ことになる(82)0 1936.-.....-37年を撲として、三菱の航空機開発技術は、機体、

エンジンともに自立し、その後の増牒体制に移行していったとみてよい。

このうち、最も生牒数の多かった零戦は、 1937年iこ中島との競争試作が始

まったc 三菱では中島を意識して、機動力を増すために少しでも軽量小型北し

ようと、搭盤エンジンに端星を選んだ二こむ特権軍が出したスペックが格段に

畿しいものであったため、中島は競作から降りてしまい、結果的には三菱の独

壇場となったやところが、海軍は零戦の拭作 3号機から、エンジンを中島の

栄iこ変更するようにと通告してきた(83)。 零戦、栄のコンビは太平洋戦争初

期に戦果をあげたが、戦時中の航空機開発はまさに日進月歩、 1942年春iこ誌
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搭載エンジンを金患に換えて零戦合改造できないかと、権主管航空本部から非公

に打診があうたゅのむ 当持、三獲に機体改造の余絡はなく、この語は抄誌

やみになった 6 太平洋戦争末期、零戦の後継機として開発された r?!i風j のエ

ンジンに寵しでも、三菱が自社製の A20(梅軍試作呼称 MK9A) を申精した

もかかわらず、機2震が中島の誉エンジンを使用するよう指定したことがある o

w の時は、誉を搭轍した飛行実験でどうしても所期の性能が出ず、三菱が海軍

とさんざん議論の束、最終的に自 で行った A20務載飛行実験で擾秀な

を収めた(8針。 だ、雲寺期的iこは遊きに失したc

もし、零戦を最較に設計した時に を選んでいたら、と、零戦の設計主務

技師であった堀越ニ部は、後年幾度となく振り返る。中島が降りて競作がなく

なったからには、多少大型で、操縦のむずかしい戦属機でも糠驚に通り、零戦が

もはや活躍できなかった中盤戦以降も、アメヲカの大襲戦欝磯iこ十分対抗でき

たのではないか、とゆ的。 壌撃が樺やむ親密誌、敗戦という結束そのもので

は、おそらくない。戦矯が多少とも脊京Hこ牒関することはよって変わり得たか

もしれない f侍かJへの期持、失われずにすんだかもしれない搭乗員の生命、

より先議な戦闘機を作りたかったという技術者の夢、そして、自社製のエンジ

ンを使いたかったという企業人としての立場…戦後、器本的航空機工業史に

ついてあえて多くを諮った堀越の、技諾者としてのプライドは、設発国の技荷

ナショナヲズムを考える際の貴重なメルクマーノレの一つでもある。
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第 3章 名古臆発動機製作所 1938---1943 

第 1節 近代的量産工場の設立

1.戦時期航空機工業の極大と線開

日本の航空機工業は箪需の産物だが、野本の政府あるいiま軍部が航空機工業

を正しく理解し、計菌性をもってその拡大に臨んだとは言いがたい。欧州戦争

(第 1次世界大戦)を経て、政跨も議も(一部民障も)r次の戦争Jにおける

航空機の役割の重大さに究づき、中島知久平のみならず、一部の関係者は多大

な熱意をもって続空機関発iこ取り組んだ。しかし、大勢からいえば、戦争に闘

して泣いまだ大援車抱主義が支範的だった。航空機工業を中核にして日本の産

業構造を再麗成するという事態の到来は、問中戦争開始時にはおろか、太平洋

戦争開始時にも予定されていなかった。戦争が終わってみて明らかに言えるの

は、自本が歌71去に匹敵する航空機の最灘体制をど持たぬまま、アメリカとの戦争

に突入したということである。

この種の「終わってから首えること j は、数えあげればきりがない。が、航

空機工業を軽視したまま戦争に突入した岡本が、数停の後に列島を…大革空工

廠化させ、ほんの一時期にせよ肢行的航空機大臨となった{自本経済全体わ議

壊と裏腹の事象であった)のも、また事実である。ここでは、戦持続模経務と

航空機工業との関係を種単iこ整理しておこう (1)。

1937年 5月、「重要産業五ヵ年計灘j が策定され、鉱控機工業も重要産業と

して指定を受けた。日中戦争開始後の 9JHこは f軍需工業動員法適用法Jr輪

出入品等臨時措霊法Jr臨時資金欝整法j のいbゆる f戦持続棋王法Jが議会

で可決され、 10月iこは全霊援が設置されて物資動員針臨が動きだした。強 1938

3丹iこは謹家総象員法、電力麗家管理法が成立、配給制や公定価格制が一

般イとするとともに、航空機製造事業法、工作機械製議事業法が公布された。航

護機製造事業法は、政婿の許可を持た営業者に対して、所得税、営業収益税、

地方税、および機械設構・材料等の輸入税の免除、悶度化されていない機体、

動機、その{車部品や材料に対する試作奨励金の交付、また増資や社債発行iこ

る認可特例や拡大な用地取得権を認めている(2)。 また、政府が機体、

動機、プロペラ、部分品、材料または付属品につき規絡を定め、特に許可が

ない限り、規格外のものを製造使用することができないとされた。 JESの選

待つ余裕がなく、航空機工業関係のみ別体系で f日本航怨磯規接J(舵務)
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を制定していくのである。法建による規格強制は日本ではじめてのことであり、

日本的工業規格の先鞭をつけたのでもあった(3)ο

航空機製造事業法のメリットを狙って、いくつかの企業が開法公布前後むこ

の分野〈機体、エンジン、ブロペラ、そめ{也航密機罵特殊部品)に新規参入、

従来の企業は拡張を行ったc こぬ頃を携に自本の航控機工業は急速に拡大、か

っ発遣するが、逆にいえばようやく生産の基礎が臨まったのがこの時棄だった。

捺、陸軍は 1937年から、議室撃は 1938年から、次々と続空機関係生産力

拡充計臨を発表したが、所期の闘機が達成されること誌なく、目標は下方修正

されるか繰り延べられるかであった。参入あるいは拡張した企業側も、太平洋

戦争開始前に辻、さらに急設な増産体制をしくことへの遼巡があったはずであ

る。それに対応して、企業側の不安さと抑えるのに晃あうだけの優退措量がとら

れた。

1939年 7月には霞畏敬用令も公布され、日本全体が戦争一色じ塗りつぶさ

れていった。しかし、 1940年に歪つでも競空機生麗カは年艶 5，000機足らず、

1万機を越えるドイツ、 2万機に近い英米との戦力格兼は歴然としていた。こ

うしたなかで、アメリカは澗本に対し、 1940年 7月に航空機用ガソリン禁輪、

12月には中古品も含めての工作機械金器禁輸措置をとった。翌 1941年 8月、

航空機生産の労犠力確保のため、鐘様車航空本部管理工場の徴期寄せ(会社ぐる

みの徴用〉が実施された。 12月、院本撃の仏領インドシナ進駐に対するアメ

リカの対日石油全車禁輸措置などをと受けて、宿本は対米戦争に突入した。

日本政府が真に危機感をもって航空機増産に取り組みだしたのは、 1942年

後半iこなってからである。ミッドウェ…海戦 (1942年 6月)およびガダルカ

ナノレ作戦(1942年 8月---1943年 2月)の状況から、物資の締結閤難が決

的になった。 1937年iこ始まった f生産力拡充計盤JI立、太平洋戦争の開始に

よってより短接的な目標の f生建設拡充計画j となり、 1942年末には f生産増

強政策j と名を変えた〈令。

1942年 11f.Hこは臨時生態増強委員会が航空機、船舶、およびその主累料
となる鉄錦、軽金属、また苓炭を五大重点襲業に指定した。 1943年 3丹には、

戦時行政職権特例により首相に行政権が一元化され、ヨ広大重点産業も正式に指

定されて首相がその増産指示壊を持ち、内閣誼崩の行政査繋使が指定工場を監

察して増麓方法が指示されたわ 9月の閣議で軍需生産、特に航空戦力の躍進的

拡充をはかることが決定された。 10月、重要書会社法が制定されて、簿ま需会社

に対する統制と特機構量が発動した。罰法よる指定会社は役員代表を生産驚住

者と定めて、そこに代表権・経営権を集中させ、政府はこの生産費任者の娃免

権を持つ{車、生産、組織、設備投資、労務管理、資金調逮にまで介入できるこ
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ととなった守地方、指定会社は資材・資金配分の優遇措麓、損央補償・手守護課

祇措置を受けることができた。 11}j'こは企踊段、商工省(商業行敦部門を除

く)、|蟻梅箪の主主間航空工業監督行政部門委ど統合した箪需省が設置され、航

兵器総局が設けられて、ようやく鉱空機増産体制が一元化された。航空機は経

薫点最擾先の産業として位置づけられ?とむこれらの措震は、もっぱら蕊空機生

の飛騨的拡大を諮るためのものであり、箪警警省車体が航空機生産庁というべ

きものだった(的。

これを受けて 1944 年 1 月には、それまで謹海2誌が ~IJ離に指導してきた

航空工業会と梅軍工業会航裂工業会が統一され、航空工業会が発足した。実際

ニれ以後、箆本の牒業構造は、逼塞した状況るのなかで懇速に調をあげての航空

機生産体制に移行するのである。けれども、その或果は十分に上がらず、すべ

ては泥縄式に計われた。 1944年末の本土空襲以降、革空機工業はまったくの

混乱状況に陥り、日々混乱の深まるなかで翌年の欺戦を漉える。
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【闘争1]太平洋戦争期の各国航空機生産
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出所 J.B・コーへン著大内兵籍訳『戦時戦後の詩本経済J

波書j芝、 1950年、 p.304.より作成。
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すーでに述べたように、日本の航空機工業は、 1937""38年頃を境に急速に発

展したι が、その時点ではかろんのこと、 1941年に至っても、百本は決して

続空機大閣ではなかった心際本はあらゆる近代産業に欧米諸冨より遅れて拳入

したが、そのうち最も後発の一つが航空機であった。さらに、欧米では 19世

結束から徐々に健動車工業が発展し、その後ぷ航空機工業が認開いたが、器本

では麓業発展の)1慎序がむしろ逆になった。むろん括本でも闘動車は作られ、戦

時期には多くの軍用トラックが製造された。だが、自動車工業における十分な

技術的喜立をみないまま、日本は航空機工業に突入した。自動車工業の経験の

穣み量まねをとばした分、戦前戦時期における航空機工業のハードノレは高かった。

(逆に、戦後日本の霞動車工業の発麗は、生産システムも含めて戦時期航設機

の産業技術に負うところが大きい。) 1930年代後半にようやく樹立し先日本

の航空機製作技術試急速に発展して、ある部分においては数年の関iこ世界の最

水準に達したが、戦時期のアウタノレ今ーな状況下において、再び欧米iこ大き

く遅れをとった。 f後発菌J日本の技術は、所詮アメリカ、 ドイツに何とか追

いっこうと努力するのが精一杯だった。だとえば、情報を得てジェットやロケ

ットの開発も行われたが、試作段階で鞍戦を迎えた。

より漉れたのは「大議生産J技術であった。もともと自動車工業が航空機

業iこ遅れをとった罪閣の最たるものは、国内幣要が晃込めなかったことにある。

アメリカですでに本格的大量生産が軌道広乗ってしまった以上、どんな比関税

をとかiすたとしても輪入車に対抗できる品質と笹務を備えた製品を作るのはむず

かしかった。それは社会の経潰発展レベルからして霞黙なことで、むしろ不闘

黙に思えるのは航空機が突出したことの方である〈め。 だが、凱怨機に関し

ていえば、アメリカも 1930年代には未だ大量生態体顎を持っていなかった。

宮本ではとりあえず安定した軍需が見込めた。 民間企業にとって、経常的iこiま

この方が魅力的だったろう。この傾向は、自動車iこも鉱空機にも参入し得たー

菱において顕著であった(7)。 段階をとばした“つけ"は、量産が必要になっ

た時に露見した。

以下は機体iこ撰してであるが、研究設計においては驚典的だが生産技梼iこは

るべき進歩がなかった、という見解がある。その理臨として、@一般技術水

準が砥い、ミむさき罵の関心が薄い、そして特に、舎堵務保護政策が進捗を態饗し

た、という点があぜられている(8)。 事実をいえば、生雄技持もさき然潜捗し

たむだが、歌米と比較すれば、製品そのものの技術格差よりも生盤技締格差の

ほうが大きかった c. その阻害要閣については、機体に殻らずエンジンじ関して

も基本的に開じであろう。ただし、培養保護政策があったとしても、競争がな

かったわけではない仁軍需という礎実な需繋(受註鑑絡は原貝Ijとして原価主義λ
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かっ支払方法は一部前払い制だった(9)ために、コスト意識は確かに薄かった

であろうが、製品開発にせよ、量産にせよ、寡占聞での競争意識は「闘志Jと

表現するにふさわしい(10)。 いずれにしても、根本的な理由は、航空機の量

産に要する工業化能力の不足、すなわち、社会全体の発展レベルのバランス上、

時期尚早な分野へ参入したということだろう。

産業史の流れ、あるいは社会全体の産業発展レベルからすれば、「後発国J

日本が、たとえ一時期で不完全なものであったにせよ、航空機、航空エンジン

の量産を行い得たということ、それ自体が特異な事象であったことは間違いが

ない。さらに、先進世界すべてを巻き込んだ蛾烈な開発競争のなかで、これま

た一時的にせよ、同時期の世界の最高水準をいく航空機、また航空エンジンを

開発し得たことは驚異ですらある。 r(1942.-....，45年に至る期間)米国の航空機

生産高と比較すれば、日本の生産は大きくなかったが、両国の相対的な資源一

材料、人的資源および技術開発ーを考慮すれば、日本の努力は称賛に値す

る。J (W合衆国戦略爆撃調査団報告書~) (11)。

太平洋戦争期、航空機機体、およびエンジンの生産に携わった企業を【表 3・1]

に掲げる。ただし、空襲後の 1945年の数値は異常値である。各社のうち、質

量ともに圧倒的なシェアをもったのは、三菱と中島だった。 1941.-....，45年の生

産数合計に対するシェアを見ると、機体では中島が約 28パーセントと最大手

で、三菱は約 18パーセント。つまり、上位 2社で全体の約 46パーセント(上

位 4杜で約 67%)を占めた。技術/コストともに機体より参入障壁の高いエ

ンジンでは、三菱、中島の寡占傾向がはるかに強く、シェアはそれぞれ約 36

パーセントと約 31パーセント、合わせて約 67パーセント(上位 4社で約 87%)。

また、戦時期全体をとると、寡占傾向はさらに強まって、三菱約 41パーセン

ト、中島約 34パーセントであった(12)。

もっとも、各社比較可能な数字は台数しかない。生産技術を考える際に、馬

力向上に伴って開発/製造の困難がいわば等比級数的に増す航空エンジンのよ

うな製品を扱う場合、小型練習機用の 100馬力級エンジンも大型戦闘機用の

2，000馬力級エンジンも 1台は 1台、という計算方法が有効とはいえまい。大

まかな把握であるが、エンジンの馬力、性能、信頼性、耐久性などを総合して、

戦闘能力のあるエンジンの 9割は三菱重工業、中島飛行機 2社の寡占であっ

たとみてよいだろう。本稿は国内企業比較に主眼をおかないが、しばしば中島

の事例をひき、一方、その他の企業についてほとんど触れていないのは、この

2社の圧倒的優位という事実に基づく(13)。 三菱のエンジンは他社と比較し

て高馬力で大型、かっ信頼性の点で特に優れていたといわれるが、その重要度
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[獲3-1]太平洋験争鎖航空機鰻進各社の主主虚実績

[療3-1-A] 機体・各校生産機敏(%)

鍵造者 場ま入年次 1941~手 1942年 1943年 1944年 1945年 1941-45針

中島飛行機 1918 785 (15.4) 2，215 (25.0) 4，646 (27.8) 7，896 (28.0) 4，019 (36.3) 19，561α8.0) 
三護軍工業 1921 1，397 (27.5) 2，241α5.3) 3，546 (21.2) 4，176 (14.8) 1，153 (10.4) 12，513 (17.9) 
JII崎航空機 1922 733 (14.4) 1，034 (11.7) 1，984 (11.9) 3，665 (13.0) 827 (7.5) 8，243 (11.8) 
立川飛行機 1926 1，048 (20.6) 1，224 03.8) 1，289 (7.7) 2，189 (7.紛 895 (8.1) 6，645 (9.5) 
愛知航空機的 l事20 255 (5.0) 377 (4.3) 997 (6.0) 1，496 (5.3) 502 (4.5) 3，627 (5.2) 
岡本飛行機 1921 209 (4.1) 329 (3.7) 725 (4.3) 1，222 (4.3) 397 (3.6) 2，882 (4.1) 
九州飛行機 1931 166 (3.3) 278 (3.1) 697 (4.2) 1，124 (3.6) 355 (3.2) 2，620 (3.7) 
満州飛行機 1936 60 (1.2) 300 (3.4) 525 (3.1) 1，021 (3.6) 292 (2.6) 2，196 (3.1) 
nヌド菌欝航空工業(2)1938 95 (1.め 163 (1.事) 340 (2.0) 1，429 (5.1) 107 (1.ω 2，134 (3.1) 
J 11密航控機 1920 71 (1.4) '97 (1.1) 235 (1.4) 1，060 (3.8) 531 (4.8) 1，994 (2.9) 
目立航空機(3) 1932 139 (2.7) 205 (2.3) 405 (2.4) 833 (3.0) 201 (1.8) 1，783 (2.6) 
大刀洗飛行機 300 (l.l) 920 (8.3) 1，220 (1.7) 
官全飛行機 1937 23 (0.3) 230 (1.4) 506はめ 112 (1.0) 871 (1.2) 
昭和飛行機 1938 22 (0.4) 87 (1.0) 62 (0.4) 286 (1.0) 159 (1.4) 616 (0.9) 
東京飛行機 33 (0.1) 225 (2.0) 258 (0.4) 
三井鉱山 2 ( * ) 15 (0.1) 17 (本)
松下航設工業 4 (寧) 4 ( * ) 

海軍航空廠 43 (0.8) 111 (1.3) 64君(3.9) 639 (2.3) 259 (2.3) 1，700 (2.4) 
詩草区航~.厳 65 (1.3) 177 (2.0) 366 (2.2) 303 (1.1) 93 (0.8) 1，004 (1.4) 

合計 5，088000.0) 8，861 (100.0) 16，693 (100.1)28，180 (100守0)11，066000.0)69，888 (100.0) 

[表3-1即時エンジン・各社5主義台数(%)

製造者 参入年次 1941年 1942年 1943年 1944年 1945年 1941ω45 言十

三養護工業 1918 4.，589 (37.8) 6，64.5 (39.1) 9，708 (34.0) 17，524 (37.η3，068 (24.8) 4，1534 (35.6) 
中島飛行機 1925 3，990 (32.8) 4，897 (28.8) 9，556 (33.5) 14，014 (30.1) 3，983 (32.2) 36，440 (31.3) 
目立航空機窃 1920 1，837 (15.1) 2，645 (15.6) 3，530 (12.4) 4，469 (9.6) 1，090 (8.8) 13，571 (11.6) 
川橋航空機 1922 911 (7酬5) し372(8.0 2，449 (8.8) 4，255 (9.1) 1，237 (10.0) 10，274 (8.8) 
石川島航空工業(4) 1936 1 ( '" ) 29 (0.2) 390 (1.2) 1，155 (2.5) 711 (5.8) 2，286 (2.0) 
満州飛行機 1936 220 (1.8) 44事(2.6) 735 (2.6) 551 (1.2) 214 (1.7) 2，168 (1.9) 
愛知航空機(1) 1928 134 (1.1) 198 (1.2) 444 (1.6) 733 (1.6) 274 (2.2) 1，783 (1.5) 
臼産自動車 911 (2.0) 722 (5.8) 1，633 (1.4) 
日本溜際航空工業的 51 (0.2) 558 (1.2) 22事(1.8) 837 (0.7) 
最関白書寺霊友 42 (0.1) 118 (1.0) 160 (0.1) 

海銀航空廠 325 (2.3) 490 (2.9) ・1，231(4.3) 1，847 (4.0) 559 (4.5) 4，452 (3.8) 
陽東航空廠 144 (1.2) 275 (1劫 397 (1.4) 467 (1.0) 156 (1.3) 1，439 (1.2) 

ぷEZh器~r ]2，151 (100.0) 16，999 (100.1)28，541 (100.0)46，526 (100.1) 12，360 (99.9) 116，577 (99.9) 

主主:( * ) 0.1%未満(1)1943年以前、愛知時計電機 ;ω1941年以前、日本航~工業。1939年以前、東京瓦斯電気工業 (4)1941年以前、東京石川島造船所
出所:富永鎌菩離『現代史資料 39・太平洋戦争叫みす守番務、 1975番手、pp.272，274. 
参入年次については、有沢広巴監修『臼本選産業忠lU 日本経済新聞社印経文庫〉、 1994伴、p.396.
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は確実に 5割以上、後述する特殊部品製造の問題等を考患に入れると、おそ

らく 6割にも近いものだったと考えられる G 最格的iこ各社 1台でも多くのエ

ンジン生産を要求される状祝下、ここにおいて当時の自本としては最高レベル

の生産技術が存在したと考えて、自然であろう o

三菱と中島の数字を見比べていま一つ気づくのは、中島の機体護{立、三菱の

エンジン優位である。三菱は機体に撰しても、中島より大型のものを多く生産

していた。したがってエンジンと関様に内業者含めた評髄をすれば、機体生躍

における中島の三菱に対する饗設は、英数ほど大きくはない。それでも、中島

と三菱の差が逆転拡大領舟にあるのが悶立つO 両社の主主産技術比較は興味深い

テ…マとなりうるだろう。むろん、生産機数のみで金く、完成品の品質を含め

て考患すべき問題である o なお、太平t挙戦争後半期には、エンジンが不足して

f嘗なし飛行機Jが並ぶのが問題にされたが、ミミ避においては、エンジン生産

能力が機体生産能力を上回っていたといえよう (14)。

ただし、前述したように、機体とエンジンは別物である。たとえば、機体と

して最も多く製作されたのは、三還をが開発した「理学式艦上戦麗磯j であるが、

これに搭載されたエンジンは、中島が開発した f栄iであった。生産されたエ

ンジンその怖の重要部品は、いったん憲が貿い上げてから、目的/罵途iこ窓乙

て碍配分した。ある機体にどのエンジン会構載するか、その決定権試軍にあっ

た。また、各企業は軍の指導;こより、吉社製品でないものも主主違憲した。中島は、

一冊よりも数多くの零式盤上戦欝磯を製議した。

2. 名言Z態発動義援作所〈名発〉の分立

玲37生存、航空機需要の将来的見込み、およびエンジン、機体阿部門の技術

的強立会見て、三菱重工では名古屋航空機製作所の工場整備拡張とともに阿部

門の分離を決定し、増大する受注の消化と運営の合理化をめざした(15)。

こうした鰭重要蕪の関係は、微妙で複雑である。前章で見たよう iこ、三菱では

1935......36年頃、当時の世界水準をいく機体、エンジンの自社欝発の築購が築

かれたが、もし、それがなされなければ、事業法を見込んでこの時期に患いさ

った増蹴体制をしいたかどうか、疑問が残る。自社製品を生産するのと総社製

品を生蹴するのとでは、少なくとも現場の士気は全く違う。逆記、この持瀬の

航怨機嫌界における三菱の技衛動向が、富の政治あるいは軍事レベルの意思決

定に、全く影響会与えなかったとはいえないだろう。

この頃を境に、航空機産業の金業経営は戦詩体帝Hこ入った。生産力拡充i立、

いわば国民的義務として怒られるものになる。企業が合理的であると考える増
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涯と、 E表部が場~たり的 iこ要求する増産とは、決して…致するものではないに

もかかわらず、主要の意向に治った増産を行うことが軍上命題になってくるので

ある c その内灘を、帯び深尾をめぐる状説に即して見ていきたい。

三菱筆記工の航空発動機部門は名古盤市東北部の大幸町に移転新設され、 f大

幸工場j と呼ばれた。鍵謝結績株式会社より譲り受けた 74，000坪の土地、お

よび施設建築費、機械購入費等、起業費は 2，600万円を超えた(16)。 起工は

1937年 8丹、深還の，華麗直後であった。翌 9月iこ深皐は名古屋鉱空機製作所

部長兼発動機部長の辞令を受けた。

1938年 7月 1語、新設の大考委工場は名古麓発動機製作所{以下、名発)と

して分立、探黒は初代所長に任命された。設立のさき話、虫中愛知県知事や大岩

名まな星市長位約 200名を招いての披露纂の籍上、東京から飛行機で駆けつけ

た斯渡挙期郎は、 f御覧の通り、誠iこ無愛想で¥王室って鱗調法者でございます

が …Jと深還を紹介したc 探患はしてみれば、常々少しばかり気にしている

ことを指摘され、珍しく恐縮したのであった(17)。

深尾は発動機部門を強立の事業所とすることを主張していた(18)。 が、内

外の槽勢からすれば、名苑の強立は深尾の主張iこ関わりなく、本社取締役会の

経営判欝?と考えた万が患然である O しかし、一方で金盤 40醸の成功を境に、

海尾の発言力が社内でも、また躍に対しても微妙に高まっていったのは確かで

ある。これ以後、戦時下の軍需企業という特殊条件(経営側議〉の範囲内では

あるが、名発における銑空エンジン隣発/生艇のグランドヂザインは、 iまぼ深

草の意閣に沿うものであったといってよい。

さて、前年に話を牒すと、深尾は新工場の建設に夢中と会った。自らの理想、

とする近代的工場を薪設できるとは、積年の夢がかなった気持ちであったろう。

神戸の多選造機、長時の賠期造機と関療に、名古屋の鉱空エンジンも富本の最

先端を行く工場としたかったはずである。そして、問時期iこ馨々と建設作業が

進んでいる中島の武隷野製作所 (1937年 10月蕃工、 1938年 4完完成)に対

する強烈な競争意識があったろう G カ…ン社と場事前交渉の労をとった握によれ

iま、 f結局、プラット社の工場をそヂルにして、深悪さんの意慰されたものが

三畿地所の手によって建てられたJ(19) ということであるが、その概獲を深

罵説身は次のよう iこ記している。

1) 建屋は平灘、スパンは 18メ…トル。

2) 練数を少なく、 1棟約 2万持。隣接工場との関舗は 1スパン(後で星稜
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ャー-， ， 

{国3-2】名古麗発動機製作所(大幸工場)配費留 (1944年)

現在の宮前橋

)ご~( J生誕ー{

住宅

f\-~- ----月\姐〆 \~lt卦〆

矢田111 ~へ~.....，.，.. ~-...../ 
礎研 )九戸、 エンジン試験場 、--"'~------へ・

~r 試問 i出 lj 言 i i lZ口一口
..!b ~土
圃ゐ

盟議担監

綱 ι

口亡二コ i 15 
ここコ てニ:1 3

zz口ZZヲシ~iI

ふ一一金属
敷 3忠 36.7万坪

建 物 14.8万坪

工作機微 5，448台

名研含む)

生産能力 1800.1:号力級 1500台/丹

従業員 4 }"]-人余名

出所:r大準賠想、j縄集世話人編 F大事髄想、J¥1997年、扉国より転載。
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{関3-3]各吉E震発動機製作所第一工作部工場レイアウトおよ草生産ライン霞
( 1938年、推定概略〉

日1五j 鍍
総組立工場 分解・ 金

決浄 エ~ 

出荷端

Zこ||吋|鋳物工場

|鼠運転場|

/ |院議転場i

料
誌
験
場

Eン白骨
購AE品[]~ 欝

震
工
場

i台所 US.S.B.5.， Paci告cWar， Vo1.16， Appendix A 
f大事ド髄想、JI藤圏、インタrューなどを参考に作成。

国 1939年増設

目素材鷺場

11 工程斑詰所

111 検驚用A:盤
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【躍3-4]ブ予yト社イーストハートフォード工場レイアウトおよび生産ライン臨 (1937年頃)

般計・事務棟

出所 :SAE journaJ， Vol.40， No.5， May， 1937，p.167. ; Aero Digest， 
Jan.， 1939， p.58.より、製品の流れを盤撰して作成。

機
城
工
場

組
立
工
場

ji量;
j路i

106 



をつiすれば工場となるL.

わ 工場の周蹄は全部芝生にする C

4) 工場床聞は全器コンクリート打ち。工作機被のための基礎誌仲らない仁!

5) 工作機械は置いたままで、基礎ボルトを使用しない。

6) 動力線、蒸気管、空気管、スチームヒータ一等は盤根組みに取号つけ、

地下lこは設けない。

7) 工場内の関仕切りは低くして見通しをよくする。

8) 工場内に貨物自動車の通路常設ける。 (20)

の要イ牛誌、当時の詩本の一般的な工場概念をくつがえすものだった。ま

ず、当時は稀な大型平鹿工場だった。工場の機能性と明るい仲業環境が3重視さ

れた。 移迭に自動車を使えば、半壊の工場の能い勝手が良い。大江工場〈名

古屋航空機製作所の発動機工場)の場合、工作機械詰碁縄を設けてそこにボノレ

トで閥定され、 にはさまざまな配管が遣い、危険であるとともに機械の配

震がえが困難だったもの者、状m~こ応じての移動殺しやすく、動力も簡単に取

れるようは設計した。〈中島の場合、クノレップ社を参考にした武藤野製作所は

平麗、ライト社を参考にした多摩製作所は議鶏建築であったが、工作機械移動

や動力諒に関しては名発と間様の方法をとっていた。) 壁や夫井は白、工場

内事務所や検班長の護まり場の間仕鳴りは高さ 110センチメ…トノレ以下と規

定した。見通しがよいの辻、特iこ作業主票準時間のない需接践の緊張感を高め、

アイドノレを防ぐのに役立つ。まえ、検査場および各機械場中央のょに部分告さ 2

階をつけてそれぞれ中圧変震度輩、 トイレ・洗面所を設援した。当時、工場のト

イレは外にあるのが常識だったが、内部iこ設けたことで時間のロスを大輔は減

らした。専任の揚除央省?数十名おき、常に清濠命保っとともに、整理整棋や火

災防止iこも役立てた。大江工場では、はるか遠轄地からも騒音iこ対する苦槽が

出たから、コンクリート訪音躍の試験連続セノレを造った。一方、事務所棟は鉄

筋 4階建て、その最上階を設計蜜として天井在高く、窓を大きくした立派な

ものを造り、ここかも世界第ーのものを創りだしたいと願ったという (21)"

{図 3・3]に見られる生避の「流れj についても、基本的にはプラット祉

の方式が踏襲された。もっとも、設立当時の名発の工場図面はおそらく残って

おらず、合衆国戦略様費量欝査団による 1945年時点での調査資料、および関孫

者証雷から得られる概要を恭すにとどまる" r紫材を工場の両側に入れ、それ

が中央迄来る聞に機械加工をと範し、そこで検査を行って、車で組立工場へ運ぶ。

次いで工場外に並尭された運転場でテストし、再び組立工場iこ入れて、分解、
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苦'ef争の上、再組立てして、荷造り発送となるj 訟の という生産ラインはプラ

ット枇に欝i裂しているが、部品加工ラインの噸序は必ずしも問じではない。

生悲の ri荒れj から見て大江工場との最大の違いは、機械配列が機離別から

工組別へと変わゥたことで2らったむつまり、大江では、襲撃なら旋盤、研麟盤

なら研嬉盤と同種の作業を行う工作機械群告とそれぞれ一個所に集めていたもの

者、たとえば、普通旋盤、ポール盤、フライス麓とl眠に異種工作機械を並べ、

その流れのなかで一つの部品を加工して、工穂の最後で換査を行い、いったん

完成部品倉庫へ締める。この配麓iこよって、工場内の運搬距離は決定的に減少

した。 1938年にこの種の f半流れ作業方式j が導入されていたことは特筆に

値しよう。ただし、少なくとも以下の 3点に留意する必要がある。

第 1iこ、プラット社の生産方式はいわゆる fアメジカ的大盤生産方式J(23)で

はなかった。まずもって、この時代のアメリカの航空議は生産数が少ない上に

顧客によって頻繁に設計変買を要求され、技箭的iこ次々と改良されていくべき

ものだった。軍用機(~時の生産数は日本と間程度)においては特に、ニの属

性が顕著である。したがって、ロットを大きくせず、在庫をためないというの

が鉄員りだった。不要なエンジン l会分の部品加工の損失は、認動車工ンジン

などとは比較にならない。プラット社では発症者側から出るデ、ザイン変更、お

よび時勢の変化による大量受註の可能性に備えて、できるだけシンプノレで、フレ

クシブノレな生産ラインを採用していたと考えてよい(24)。 これこそが航空エ

ンジンの生産ライン形成の鎚だということを、プラット社から十分iこ学んで設

計された工場が、名発であったc

第2iこ、しかしながら、プラット社と名発では、特に部品製造体制に関して

大き会違いがあった。プラット社で辻、設計変更のおきやすい議饗な部品は内

裂するが、多くは市場、あるいは下請工場から調達していた。後にも触れるが、

ほとんどすべての部品を、その部品素材や、時にはその部品を作るための帯用

工作機械からして内製しなけれiまならない名莞の工場組織は、プラット社のデ

ッド・コピーとはなり得なかった。工作機械のポテンシヤノレについても、互い

に少量生避のときは鍔立たないが、実は大きな謹があった。これをそのまま導

入することもできなかった。

そして第 31こ、名発においてこの持点で発進した f半流れ作業JI立、最初か

ら軒違いの最産をー羅可能にしたわけでも設ければ、その後鎖謂に、今関我々

が考えるような大量生産方式へと移行したわけでもない。この後終戦までに、

日米の生産技術格差は大幅に拡大した。後述のように、名発における生産シス

ムは徐々に拡充され、治時め島本の生産技術水準から考えれば高い生麓力を

示したが、資材、エf乍磯械および熟練工の不足、さらにバランス安欠いた受注
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等によ号、生産は混乱し、 1944年末に空襲が始まると、すべてが急激に崩壊

していったむ

だが、ここでは、関謀者の期待を担って誕生した新工場の様子を具体的にイ

メージしておこう。

名発の大幸工場をはじめて訪れた人々はほぼ一様に、明るく近代的で藻しい

工場だという印象を持った。そして、「巨大な構内に鈍迂され、はるかかなた

までびっしり機械が並んでいるのに驚き、隅から鶴まで構潔なのに深い感銘を

けた。J(25) 工作設計課に所題した山崎栄治は、新工場が広すぎるため冷

暖擦の効きが聴いのが欠点だとしながら、 f党全にレイアウトされ…入手に

よる加工よち完全iこ機械で仕上げ、部品毎の流れ方式を援用したものです。

整然とした生産工場は億を断然引き離した模麓工場と恩われ …詑が襲しく

咲き乱れ、芝生の青さも気持ちの良い住み心地でした…特に職員食堂にはコ

ーヒ一等も馬意され…J(26) と、新工場の印象を語っている。また、 1940

伴、神戸造船から名発第二工作部長として転授してきた藤先輩雄によれほ、 f縦

横に自動車が過ち得る一棟一万五千坪の工場内には鎮、軽合金、小物各工場、

完成部品倉庫、組立工場が穣に列び、その中央をトラックでも兼男東でも通り

得る広い道路が貫通し、各機械工場の両側から替料が頗次加工されて、加

成部品は中央の広い通路の両側にある部品検査場に溜ばれ、検査務先成部品は

機械工場と組立工場との聞の完成部品倉庫に整理され、組立工場はこの部品を

使って煩次組立てて運転場iこ送るという全くの流れ作業方式でまゐる。蔀品加工

行経は分析され、ゲージでの検査により業人工が鰹待問で熟練工になれるとい

う米関 P&W(プラット社 一引用者注)工場そのままの方式が髭用され、工

場内詰清潔に整頓され、耳をつんざく雑音争く、静かに響く加工機械の昔も新

審者iこは音楽的にさえ構え、監奮する技訴の背広もこの工場に関する限り決し

て不釣合でないのは、不思議にさえ患われた。J(27) 

空襲および敗戦による崩壊という結果はともかく、工場という生産設備の新

設を絡めて、名発におけるこの時期の生皇室システム擁立への動向は、当時の先

撲を行くものであったのみならず、戦後日本の生護システムのありかたにも大

きな影響を与えているはずである。いかにアメヲカに遅れをとったとはいえ、

当時の院本では最高レベルの(製品が高度技欝によって生産されるために、

産方式も襖雑高度にならぎるを得ない〉最産方式でもあったと考えられる名発

の生蔑システムは、しかし、資料の散逸その他により、これまで明らかにされ

てこなかった。ここでは、特にこの生産システムの形或過程に焦点を絞って分
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析検討を進める。なぜならば、名発設立のわずか 5年前、三菱の航空発動機

工場(大江) Iこは、流れ作業方式の片鱗すらもなかったのである。前章で製品

開発過稜を観観した昭和初期の工場iこもう一度凝って、本章では生産技術面の

遺跡設やち震す。

3. r!主農技術J独立の輔葬ー工場の改革と生産警護(恕)(28)

昭和初期、新興の航空機工業では、生産設術そのものが考えられていなかっ

た。三菱でも旋盤などはベルト揚げのラインシャフト駆動で、電動機とともに

床に据えつけられていた。歌米一流メーカーの工作機様が搬入されていたため、

治工具の設計は阜くから独立して行われていたが、高級精密加工機械に類する

ものとしてはジグポーラー(治具中ぐち盤)もなし。一つ一つの工持法も確

しておらず、作業課準もなく、現場の神様である工師たちがその都度工作法を

していた。

製造技術的立特に遅れていた鍛造品では、芋鍛と呼ぶほど取代が多かった。

アメリカから輸入される鍛造部品には誌とんどこの取代がなく、現場の技術者

たちは、ことあるごとに日米ぉ議械生産技祷の差を痛感した。日本が資源小閣

であることを考えれば、そして特に戦雲寺には、生麓工穫を合めて護大な問題で

ある。また、工場の仕事のなかでは仕上が最も大切だった。つまり、機械加工

のみで辻精密に作れない部品を高震な技能によって仕上げることで、ニにンジン

が完成したのである。それで、ともかくも飛行機を飛ばせるおンジンが作られ

ていたのだから、現場を仕切っていた職人的技能は確実に高度であった。現場

では、仕上場の工師が、最も格が痛いとされていた。

20年前の神戸造船所機械工場とあまり変わらぬ状況だが、名古農航空機の

工場が時代遅れだったのではない。逆iこ、関本で最先端の製品を新たiこ開発し

ていくという、 iまとんど試作工場的な機能が要語され、熟練が不可欠であ号、

かっ製品受註が多種少量であることが、工場のありかたを決めていたのである。

未だ模準化されない先端技術は、しばしば高度の現場技能に頼らざるを祷ない。

製品の種類が多く、抗男め工作機械がts離し、工具も工作法も撞々変質しなけ

ればならない状説では、むしろ混然ともいえた。

1932年、三菱航空機の悟額増棄による第 1次拡張計離が実施される噴から、

工場の様子は急速に変わっていく o ブッシュ饗密誌ニつ考えられる。一つは、

生産量の増加あるいは将来的iこ受注増大が見越される状況で経験が蓄積されて

いくことによって起こる、日常作業の合躍的改蕃である。いま一つは三菱造船
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からの生産技務移較である。具体的には、 193:3生存 6丹iこ深患が、続いて 8月

;こ、長崎清船で探遣とともに造機工場の合理化合乗り切った佐藤仙ーが著任し、

このこ人を中心に航空発動機工場の大改革が進められた。まず、仕上現場のや

すり、スクレーパをなくせという大号令がかかった。例によって震発は大きか

ったが、深思;こすればすでに神戸、長崎:こ次いで 3援を践の仕上合理北である。

現場の圧力i玄関題でなかった。バイトも識エ (1938年から工織と呼称が変わ

った〉個人が抵ぐのを禁止して工場側での集中研搭をはかったが、これを徴底

ずることは今匝もやはり困難であった(29)。

深是iまここでも部品の標準化をど進めた。新興産業である航空エンジンの製造

は試作的要繋が強く、時に、ネジやボ、ノレトの一つ一つまでが特製だった。図面

通りfゃったものが、いざ組み合わせてみると接合できなかったり、試験運転で

破携したりという事態が棋繁iこ起こっていた。部品の笈換性を高め、品震のば

らつきを主くす試みがようやく始動した。ミクロン単位の公差が決められ、竣

査業務が強化された。この後、公式の規格化(航接}が進むのは、前述したと

おりである。

際の検査方法としては、部品加工の工程内で工員がゲージを使ってき基準を

満たすか否かのチェック(工程績驚)を行い、方自工された部品を検査員が改め

てチェックする{部品検査)というこ重システムiこなっていた。前者は全数検

査、後者法生産数の増加に侍って全数換査からサンプロングに移っていった可

語性が強い。ただし、サンプリングといっても、戦後の統計的手法を駆使した

告C (SQC) と問レベノレで考えられるものでは、もちろんない。もともと検査

業務は発践者である軍の監理要求に対応して設設されているものだが、高芝武

敏を長とする検査チームは、よち合理的な強蕗の接査基準を設定し、さらに換

で不合格とならないような製造技術向上へのヒントを提供すべく、努力を

ねていった。つまり、検査部門は、今詰いうところの品質管理業務の累裂をと担

当していたのである。

工業設立と開時に技鰐iこ昇啓した押見保夫は、深遣の特命により時開

研究をと始めた。名吉麓航空機では全くはじめての試みだった。こんなことをや

って荷に設立てるのかと疑問に思う搾見広、深尾iまfこの業務は君が窃り開けj

と命じたという (30)。 話来、官頼のあるベテランの現場員が適当に決めた標

準待問に接づく f奨励金制度j は実掘されていた。この帯H霊法作灘能力の異な

る犠工期の不公平惑をどなくし、最接的に作業者の能率向上を詩的とするもの

(r能率刺激的賃金制捜J)だった(31)0 時間研究はニれとは発想、の異なる

理法である φ 神戸造船から裂き継いだテイラー・システムのマニュアルもその

ままでは使えず、押見は日本の科学的管理法の草分け的存在であるJ三菱電機の
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嘉風機工場で 1ヵ月の韓議iを受けた後、実地に取り結んだ(32)。

ここでなされた蒋開研究は、工程を細分fとして分析検討し、設備や人員を適

切に配聾して「流れ搾業方式Jの実譲に役立て、一つ一つの作業iこ壊準時間を

設けて、全工程時間を短縮するとともに、作業者がその標準時間よりも早く仕

上げれ球、それだけ賓金が翻り増しされる(講負搾業制-2分の lハJレセー〉

というシステムづくりで島る。効率的に搾業を行うための動作研究も開時に行

われ、作業標準が確立されていく。つ3まり、 f学業者の能事向上とともに、生議

工程全体のコントローノレと生躍性碍上が呂的であるコ標準作業時間の設定まで

の調驚が大変だが、実際の作業時間は、熟練工たちがああでもない、こうでも

ないと言いあいをしながら決定していっ

新しい観葉iこより、主員の賃金は大舗に上がり、勤労意欲も増した。麗の良

い工員は間世fその学卒職員の数俸の給料を麓いだ。一方、実擦の作業は短詩開

で終えてしまうが、長票にはそこそこの時間がかかったように記して夜勤など

は識で過ごすといった臆識も生まれた。あえて時聞がかかったように見せかけ

るのは、離もが短時期で終えられる作業に対する単価が下がるからである。ま

た、もともと能率のあがりにくい作業の遅れが出るなどの弊害もでた(3針。 し

かしなお、生議技術的に見て重要なのは、務大会利用可能データが集められた

ことである。時間経究は継続的な業務だが、名発猿な時まではまずは…通り完

了しており、名発の生産ラインはそのヂ…タを利用して形成された(34)。

一方、工作機械は鎗々に汎用機主流から専用機、もしく誌単捷機多用へと変

わり、それiこつれて工其の種類や数も整理されていくのであるが、これには製

造機種を減らすことが先決条件であり、かなりの時間を要することになる。

この境、深尾の意拘を受けて、機械工場現場改革の最前隷にいたのが佐藤信

である。 1932年の第 1次拡張計臨により、アメヲカから新たに轍入された

一流工作機械は、長崎造船所では手も届かぬようなものばかりで、佐藤の心は

躍った。もっとも、一流の輸入機械があればモノが巧績に作れるのではなく、

れらの機械をいかに龍いこ設すか、設撲をかえれば、響殊工具や椅具、取付

を内製して効率的な増産用高性能機械となし誇るか否かが、機械獲の腕の見

せどころであった。高舘な機械を本詩的に諜動させるまでに、 1年以上告と挺し

たこともある明的。 孔加工をするのに加工物ではなく刃物を部転させる、高

速かっ多数刃を付けた主具を使用するなどの加工法も、この時期iこ導入された。

当時、工具係をしていた山崎栄治の作業量は念、増したっ出崎の仕事は、接工の

作業を設躍のみでなく図国イとしてわかりやすく擢示する{作業棄の原形)こと

で、その之、 3年前広始められたばかりであったっこうした試みがさらι数年
後には、専用工作機械・治工具設計などを舎む「工作設計j という j虫記した業
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務へと発捜する。上記の一連の変化こそ、今 Rの言葉でいう?生産技術j の務

芽といえよう。昭和初期から半世紀近くに及ぶ山崎の捧験のなかでは、この時

期がまさに“機械墨の革命時代持であった(36)。

深臓が赴設してからの急設設変化を、援金工場に所議し尤技師の{jI"議説文雄

は、 f現場中心の、中心の移動j と灘現する3 すなわち、仕上工場中心主義か

ら機械工場中心主義へ、そこからさらに発接して、素材中心主義〈鋳鑑識材の

生産技術が改善されなければ、磯械加工を含めて金工程の蕩率的運営をなし持

ない〉へ(37)。 完成品から見て護方へ、後方へと関心が移っていくお水冷か

ら空冷へというエンジン開発の流れのみでなく、工場金産方法の流れもまた、

大きく変わろうとしていた。

上記の一連の変化を、 f技能から技術への転換Jと提えてもよいだろう。い

かに譲れた現場設議があろうとも、島る部品はこちらの神様、ある特殊加工は

また別の神謀と、部品ごと工程ごとに特定の熟練技能者の力を頼まねばモノが

作れない状況に、工場の臨界が恭されていた。最義的には、誰がやっても間乙

結果が期待できる最適の工作法と工程を擁立することが箆壊になるのである。

工場におけるそノづくりの実権が現場技能者{職工)から企業鎖、具体的には

技術者に移っていくわけだが、決して現場技能が軽識されたのではない。現場

技能こそは製造技諦の基礎を成すc さらに特別技能者であれば、高給を払って

他企業から引き抜いた。航空エンジンはとって、弼車、熟練を排除できる時代

ではなかった。

4.量産技術(エ倖技術)の概念影成

生産方法の合礎化や機械化は、経験が議積され、生意識が増加してし、く職場

において自然な流れとして方向づけられると考えてよいだろう。が、この持期

にこの涜れが強力に推進されたのは、やはり長時議鈴からの技術移転、具体的

には、深尾や生藤が積極的立工場に持ち込んだ生産技請に負うところが大きい。

彼らは不況期の造器所においても、基本的には関じようなことを試みていたの

である。だが今回は、閉塞した職場内に摂られた改革ではfJ:く、事業を拡張し

生蜜を増大させるという目的があった 3 この条件下ではじめて fさ色濃技術j そ

のものが認の自を見る。戦間期の滞斡業において「生産技術ロ合理化策j であ

るならば、戦時期の航空機工業においては「生援技術=盤産方式j であった"

探尾や性譲にしてみれば、いや、職場の誰にとっても、はじめての本務的量産

への挑戦だった 3 そして、それが名殺という新しい閣期的な工場で拭みられる

ことになったのであるつ
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深尾は歌米視製i合終えて'昂ってから、連円の工糧管理会識におおまつらわとな

っていた。同じ明、三菱の機体部門(名吉韓航空機製作所)で工程管理を考え

は乙めえのが、戦後三菱壌工社長となる守農学治であった。当時、まだ若手の

航空技補者であった守護は、 1937年の大拡張による新工場計鰭の担当となっ

たが、内全体計画の)脅子を作ろうにも手本になる工場がさ当時の盟内には見当

たらない。 …発動機の方は P&Wを勉強したり、外盟強社の良い管理手法を

取り入れ多議生産iこ誌とんど入っていたので、この聞のことは大部潜んでいた。

そこで、相談に行ったら“そりゃエ待技街というものを確立せにゃあかんぞ持

“その工作設箭というのは一体仰をやるんですか持と語いたら、一品一品材料

から、加工法から必要な基準時間、それにかかる人間を決めて、それで工場を

管理するのだということである。ところが、いよいよ図面から一品一品それを

やり出すと、これが大変な仕事…色000"-'6，000名の工場を新しく作るため

に、一体どういう方針で、どういう犠誕で、いくらの冨積が必要になるか。生

だけが示されているものの鵠には何もない、とにかく乱紙…今まで経験

してきたいろいろな不都合を全部なくし、我々が決めてコントロールできる工

作技術なるものを、できるできないは那としてやってみよう、完全なる工場管

理システムで動く工場を作ろうではないかという結論に達した。J(38)と、そ

れから始まる奮髄の端緒を諮っている。

ここで、守股が跨いただした「工作技術Jという設葉に注目する必要がある o

すでに述べたように、時本でも 1910年代初頭からテイラーやフォードなど、

アメリカの生産管現、生産技請の考え方が導入され、それ安岡本の土壌になじ

ませる努力はなされていた。 1930年代から 1940年代初績のアメリカ航空エ

ンジン工場では、インダ、ストリアル・エンジニアヲング(IE) という言葉は

一般化しておらず、機械加工技術に盤点を置いた場合にはプラクティス、マニ

ュファクチャヲング、より i福宗い視野で見た場合には、プロダクション・エン

ジニアリング、プロダクション・メソッド、ブロダ、クション・プロセス、プロ

ダクション・プラニング等という用語が場に応じて柴われていたと考えられる。

また、避くとも 1930年代後半には、プラット社、ライト社告と含め、多くの航

空機工場の職制iこプロダ、クション・エンジニア{ヲング)が設寵されていた(39)。

1937年に滞米した探患や佐久間〈中島)がこれに窪田したのは当然である。

地方、 ドイツ経由で導入さましたノウハウもあったろう。この時期、アメリカや

ドイツから学んだこの稽の概念を、生産技錆という諒葉iこ費き換えた事伊jもあ

るつが、こうした技術的マネジメントを統合するものの考え方に対する、議立

された態語も訳鵡も、少なくとも誌本の生鹿現場では使われていなかった。深

は 1940年にこの種の業務を集中的に扱う部門を強立させた際、 f工作技術
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部j とするか「張灘技衛部j とするか迷って、郷古;こ相談し、結局説者を潜ん

だ(40)。 探患の世代の技衛者にとっては、明治以来工場生選全般

(man ufacturing)を摘すのに愛用されていた「工作Jという語感がなこみや

すかったのである。ちなみに、名発で辻、 1943都の第三回行政査察関係資料

(後述)において「生産設術j という言葉が慌われているつニの言葉が一般に

着するのは、戦後のことと考えてよいだろう o

もっとも、確立していなかったのは用絡や訳語のみでなく、生議技術そのも

のがまだ廷漢としていえ。深尾の設議した工作技待部の業務内容辻、プラット

社やライト社のプロダ、クション・エンジニアリング部門と必ずしも需じではな

い(後出{関与51[図 3-8]"'" [図 3-10]の組織図参燕のこと)。 また、同

じ続空機関係でも、磯体とエンジンの製造方法誌全く異なるから、名発の経験

がそのまま機体製造の設に立つわけではない。深患の顕の中にある f工作技術j

は、こにンジン部品の機械加工をいかに能率よく、正確に、安価に行えるか、す

拾わち、専用工搾機や治工具の設計製作、機準化、材料の開発・選定などから

始まって、次第に工程分析、工謹管理、作業菅理、在庫区管理、場合によっては

品賞管理などを含む概;舎に拡大していったと思われる o つまり、それまで努力

してき?た f工場でそノを作る技術Jと f工場(生産)のマネジメンれの双方

が、 f高度の製造技請を要する製品を、迅速に、大量に、安僅に生産する j と

いう条件iこおいて、工存(=生産〉技術という模念のもとに統合して考えるこ

とのできるものだということを、探還は経験的に理解した。(ただし、不況の

造船で最大必須条件であったコストダウンは、時罵の変生iこ応じて次第に 2

次的な問題に後退していく。)その考え方の捜本を、工場でのそノづくちにお

ける f諜潜化」と捉えてもよいだろう。

そしてこの静期、用務はともかくとして、さまざまな f生産技僻j的要素を、

一つ一つ整理して組み立てていかねば、新興の航控機産業において量産体制を?

とれないことが、増産指令に自家麗した航空機業界全般にようやく認識されたの

である。時30年代末iこは、各社とも閉じ方向を護索しはじめていた。
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第 2節 最瀧体議11への移行と問題点

1.サットン・パーク講習会一開戦前被における日米の生産技構棒畿

1938年 5月、軍需工業動員法は第止され、富家主主義員法が擁行された。時

局の変化は、受注の激増となってあちわれた。名発設立蓋請にあたる 1937年

度、名古盤続空機製作所の発動機部辻、議3震情]けiこ年間 400台余りを受注生

産し、かつてない好況と繁忙に沸いたばかりであったっだが、 1938年 7月に

名発が猿立した産後、航空機製造事議法の随行に先立って、構軍航援本部はイ可

と月産 400台のさ主産能力を備えるよう灘五段してきた(41)。 新工場ができたと

はいえ、名指の生産能力の現状と余りにも懸隣した数字で為った。工作機援が

全く不足していた。深尾は郷古と棺談のうえ、とりあえず月産 300合を目指

すと遮容し、増躍にかかる資金をさらに 3，000万丹と蕗んだ(42)。 名発の認

業費を越す金額である。さしあたり、初年撲は陸海軍合わせて 1，300台余りを

受注し、受註分をクヲアした。だが、その後は、量産システムが整えられるス

どードを上諮って、受注量が増大した。

一方、陸軍は、岡本の航空エンジンの増灘体制を進めるため、ライト社の

生産技術者である K.E.サットン、 E・8・パ…ク跨技師をアメリカより招識し

た。このうちサットンは、パッカード、フォ…ドの跨自動車企業で大

式の経験を十分に積んでからライト社iこ移籍したベテラン技衝者であっ~。

[函 3・5]の組磯留でいえば、工存課長 (ProductionManager)であり、工

程管理責任を負っていた。両氏を講師とする f航空ヰンジン大量生艦二二関スル

講習会j が 1939年 l月および 3月に開催され、臨i晦軍関係者およびエンジン

製造iこ携わっている各社が審加した(43)。 戦時期、航空エンジン製造各社

おける生産技術帯入の渦植はそれぞれ異なるであろうが、この講習会で得た知

識が一つの共通のノウハウとしてあったことは留意する必要がある。

講習の内容は、工場組織の搾り方、作業伝票、議念、東鑑計算から工員の

成法まで、実は多i綾拝絡にわたっている(44)。 さ主麓工程表や作業票の作り

も、具体的iこ示された。 iなかでも興味をひくのは、院本側から提出された、「十

分な平地があるとして、ライト・サイクロン 9気筒 1，000馬力級のエンジン

を 300会月産できる工場建設の青写真を示せ」という要望iこ対する、後らの

懇切丁寧な回答である。この回答を見る隈り、工場組設に対する基本的姿勢に

関して、名発とライト社との関iこ際立った栂違があるとは考えられないっ格

i立、イ可をどのように袈迭するか、にあるったとえば、ライト社で辻鍛造を行な

わない。なぜならアメリカでは、アルミニウム商会が関内の航空エンジン企業
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【署長シ2] 職時期三菱.:ζ集航空発動機器開の踏襲舞繍 (1937-45年)
く 〉内指数 1938年第100

まド 受注高 (台〉 受注額 (千持〉 生産実績 (台) 総生意鳴カ数 総作業語積un2) 1-3月総集動員数{人) 1)3 1人1)3当り生産高

{公称出力、HP) 名発・直接工(kg)

1937年 520 <40> 14，094 く40> 530 <40> 

1938年 1，306 <100> 35，573 く100> 1，312 く100> 寧 事 120，271 く100> 7，600 く100> 司位

1939年 2，525 く193> 66，054 <186> 2，254 <172> <100> 1，908，490 <100> 211.437 <176> 14，735 く194> 10.8 <100> 

1940年 4，236 く324> 122，953 く346> 3，281 <250> <146> 2，884，890 <151> 225，074 く187> 20，115 く265> 11.5 <106> 

1941年 5，790 く443> 176，959 <497> 4，594 <350> <204> 4，200，440 く220> 238，812 <199> 25，907 く341> 14.1 く131>1

1942年 9，909 く759> 294，991 く829> 6，701 <511> <297> 6，234，310 く327> 266，895 <222> 33.199 く437> 17.4 <161>1 

1943年 16，180 く1239> 446，612 <1255> 9，710<740> <431> 8，938，150 <468> 465，188 く387> 49，862 <656> 21.4 <198> 

1944年 16，498 く1263> 577，949 く1625> 17，524: 1336> <777> 19，467，830 <1020> 602，284 く501> 81，287 く1070> 45.6 <422> 

1945年 5，407 く414> 230，059 く647> 2，769く211> <123> 4，114，270 く216> 本車 408，452 く340>家事事 51，514 く678> 2.9 く27>1

(寧 1939年出100) (料4-6)3) ( 事事事務月〉 作 193~証年=100)

組:指数の主主準年は、名発組立の1938年においている。空欄はポデータ不明。
本生産台数ι篤カ数の伸びを比較するため、生産台数の指数の基準を議年でとっている。

出所遊戯空機略史.llpp. 23642四23644，23680-23681，23704ω23715より作成。
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【盟恥5]ライト社組織図 (1939年、節分)
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向けに、アルミニウム鍛遣を して引き受け、それでもなお、高値な鍛造現

プレス機械の生産性に見あうだけの需要がない状況であるというっつまり、そ

れほどの機械がアメヲカにはあるということだが、 19:37年以需は、一部鍛造

部品についてはイギリスからの韓入であった。アルミニウム鍛遊にせよ、鱗鍛

にせよ、月護 300台穂度なち、各社で設鑓をもって行なうのは極めて不経

清になる。鋳物については、ライト社では原価と品質を考えて内製するが、プ

ラット社はすべて外注している。新しい工作法に対症する新しい工持機械が必

要になれば、工作機械メーカーに特設して製作させるつつまり、サットンがい

み乙くも指請したように、「諸君ガ航空機製造工業ヲ築キ上ゲテ行ク上ニニ於テ

ノ思難ノ或ル物ハ其ノ鉱空機製造工業ヲ支ヘテ行クベキイ也ノ工業ノ鰻イ事ニニア

ノレ 又カカノレ工業ノ設立コソ航空議製造工業確立ニ輿ッテカアルJ(45) 

当時の日本の銃搭エンジン製造企議がアメリカを手本にしてとりいれた量藤

システムの内実は、最も進んでいたと思われる名発においても、アメジカより

はるかにレベルの抵いものだった。それは、太平洋戦争が始まって本務的な?大

量生産j が必饗となった時、苔が応でも明らかになる。理由の一つは、(生産

とのバランスも舎めて〉システム作り議体の来熟さからくる非効率(アイド

ルの存在)である。何事も一朝一夕iこは完成しない。ただし、この開題は、基

本的には(戦時の擁蓄しを差し引くとすれば〉改静の方向;こ向かい、そのノウハ

ウは戦後に継承された。

いま一つの理由は、工作機械にあった。たとえば、名発の手本と争ったプラ

ット社は、もとはといえば、ライト社を飛びだしえ経営トップが、精密工作機

被で有名なプラット・アンド・ホイツトニー工作機会社のアイドル工場を穫っ

て始めたベンチャー企業だった。優秀精密工作機嫌の上にライトの技衝および

経営手法が乗ったイメージは本物だが、それだけではなし」アメリカでは工作

機械や工具類iこついては中小の、しかし専開化が高震に進んだ、数多くの金業が

育っていた。プラット社の撮入機械も当怒数多くの高震な専門メ…カーの手に

なるものである。いったん量産を自指すとなれば、銑空エンジン用の専用機械

や工具類を専門メーカ…と共間開発し、自動機械を含めさまざまの榎れた機械

工具類をそれぞれの専門余業から容易に調遣し得た。最難システムのここレメン

ト試すでに閣内iこできあがっており、航空エンジン工場に必要とされたの辻そ

れらを統合して機能させる龍カであったという見方もできる(4的。

エンジン製造の要が部品の機械加工にあるからには、量産システムにおける

工作機械の格麓は、実に総合的な生産技術の搭差となる) s本では、もともと

輸入機械に頼っているのに加えて、製品構発に静行した新しい輸入工持機械の
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入手誌、戦時下で冨難になる一方である。名発では有能な技箭者や多数の熟練

工を投じて、重要な部品のいくつかを開発したが、そのために、まずその部品

を加工しうる専用機械や治工具を設計あるいは内製せねばならなかった。経営

的には長期襲盟を要する状況なのに、需要は嬢期間;こ盤、増した。

-外注(下隷)問問

一方、下請(協力工場)の需難も大きい。ただし、多少とも数字が示せるの

は、下構利用が:急速に拡大したと考えられる太平洋戦争期のものである。機体

製造難者は作業の 35パーセント{中島 43%、三菱 32%、愛知 31%λ 

エンジン製造業者は向乙く 24パ…セントを下請に出した。エンジン畏係では、

三菱名発の下請は中島武藤製作所(発動機〉と比べ、業者数で 5割、避べ詫

業員数で 7割にとどまった(47)。この数字は従来の器本における製造業の生藤

体制から考えれば、大きなものといえよう。だが、氏関企業の寡点体制のもと

で f大量生産Jを行うには、構造的な無理があった。再三述べたように、航空

エンジンの製造設術は高度で、一朝一夕iこ下請業者が主主まれることはあち得な

い。親工場側が何らかの設備投資を仔い、技術指導に行き、材料を持ち込んで

律ってもらう o 頼まれる械の中小工場にしてみれば、需要は他にいくらでもあ

る。下誇開桁は霞難な仕事であり、なおかつ親工場の思い過ちに生産が伸びて

いくわけではない。

上記は戦時期の航空エンジン生童全般についていえることだが、三還をと中島

を比較すれば、中島のガが外注を多用する方向を選んだ(48)。 ただし、 1939

年に重要航密接工場が軍の秘密工場と指粛されたことから、重要部品について

は基本的ζ内製であったこと、また、特珠部品はそれぞれ軍が潤いあげて必要

数を各社に再能分する形をとっていたため、平時一般企業の外詮、内線とは異

なることに注意すべきである。

おそらく深患辻、遊船所機械工場の経験から、何でも内裂するという感覚に

慣れていた。また、襲品の措頼性(品衰の維持)に対する神経の穣いようは並

大誌ではなかった。試溜転中に事故を鵡こしたエンジンがあれば、すべて分解

させ、部品の一つ一つをとみずから先頭に立って調べまちげ、原悶をと続樽せねば気

がすまなかった終的。 量産のために外在を増やす方向をとらざるを得ないこ

とは認識されており、外投開拓への努力も行われたが、倍頼して部品製i援をf壬

せられる工場を開拓するのは摺難だった(50)。

[表 3・3]は、あくまでも「所内j 製作と外注/購入の比較であるから、タト

注先に問じ三三菱重工業の名言還金属工業所{後述)が含まれている可能性が大

きく、下繍状況を恭すものと断定する棋拠はない(51)。 本来の，毅味での外注
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{濃3-3]名古擁発動機製作所:摂肉親作/加工外注/購入部品の質量および金額

年度 1938(7月以捧〉 1939 1940 1941 1942 1943(上半期)
所内製作

素完材成盤重盛量
A 704 4，605 氏207 6，578 10，154 7，686 
B 189 1，255 1，677 1，629 2，480 1，886 

金不額良重最 じ 162 1，059 1，428 1，573 2，336 1，768 
D 6，124，903 38，177，725 158，375，878 53，068，457 76，757，967 52，402，154 

加工外詮 I溝完材成重量 A' 1，484 2，322 1，664 
董量 B' (n. a. ) (n. a. ) ( n. a. )・ 364 565 407 

不喪議議 C' 341 534 383 
金額 D' 12，409，924 17，728，046 U~2~086 

購入部品
重金額縁

B" (n. a. ) (n. a. ) (n. a. ) 234 379 295 
D" 16，414，773 26，269，412 20，035，127 

合計 完成重量 B十詰'十B" 2，227 3，424 九588
金額 工〉十0'-トD持 81，893，154 12Q， 75~425 83，659，367 

(以下、%)捗留まり 日/A 26.8 27.3 27 24.8 24.4 24.5 
歩留まり B'/A' 24.5 24.3 24.5 
不良率 C/(日十C) 46.2 45.8 46 49.1 48.5 
不良事 c' /(邑'十C') 48.4 48.6 48.5 
不良/完成 C/日 85.7 84.3 85.2 96.6 94.2 93.7 
不段/完成 c' /日' 93.7 94.5 94.1 
外注/所内 A'/A 22.6 22.9 21.6 
タト控/所内 B'/呂 22.3 22.8 21.6 
外投率 D' /(0十0'十D") 15.2 14.7 13.4 
購入率 0"/(0+0'十D") 20.1 21.8 23.9 -
盤量単価 D/B 32，407 30，420 34，810 32，577 30，951 27，785 
重難単錨 0' /B' 34，093 31，377 27，573 

一監量単価……堅'/型空…一一一一 191L49 69，312 ー_---'67，916 

組:重最 (t) 金額〈丹)
試作機および捕用品はふくまない
1938-40年については、加工外柱、購入部品の統計がない。所内製作分にすべてが含まれている。
出所:r議査事項回答J27ページ(行政査療関係資料 1943年9月)よち作成。
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の害IJ合が極めて少ないことが推諾されるが、とりあえず、 1941.-..-43生存度にお

いては、内製も外注も、本長品の発生率には差がないラ〈不良率に寵して、 1938

-----40年度と有意の識が認められるが、検査基準の故定による可能性もあるさ)

つまり、タト注先は、加工技術に関しては還を1がなかったことがわかる 3 ただし、

それだけの製造能力を持ったタ料金工場も、また外注できる部品も限られていた令

一方、 1941年度以務、購入品は増加額向なのに、加工外、注は比率としては増

加しない{金額の比率では減少している〉ことに、下請開拓のむずかしさが

みとれる。いずれにしても、加工不良事 45"'-'49パーセント、素材箪量の 4分

の lがようやく製品化されるというのが、名発の現実であった。蓋接比較で

きる数字では設いが、たとえばライト社では、材料水長率、加工不良薬ともに

平均 10パーセント内外であった(52)0 この覆の格差をもって、自本には

技術と呼べるようなものが設かったというのは鱗りである。逆に、自本の生麗

技鋳の粋を集めた結果がこの数字であり、主主藤技術の積み重ねがいかに麓要な

ものであるかを、日米の離が示しているといえよう。なお、各発での議議単価

詰 1940年成棒器誠煩向にある。

つまるところ、サットンが指摸したとお号、{饗材や労鱒カの多葬を別とし

て)日米の最大の違いは、機械工業そのものの優劣にあった。具体的には、機

械加工技術の籍。それを左右する工作機械の護。すなわち、金麓技術の差とも

いえる。また、前述の鋳鍛造部品の龍、桜金部品、結排菟弁、ケルメット・ベ

アジング、選結器等の重要部品、特殊治工具類は、アメヲカでは外注でき、 a

本ではできなかった。プラグ、マグネトー、ケープル等、電装欝謀部品は外注

(経営的iこは壌から支給〉し、また受注が増えるにつれ、鋳鍛溜部品やオイノレ・

ポンプ、気化器、燃料ポンプの…部は協力工場で製造するようになったが、特

に加工のかずかしい部分および特殊議要部品については、最後まで内製だった。

こうした部品の加工設備を鍛えた工場が、地にはなかった。また、外注の土器え

た議遺棄材は f苧鍛j の域を出ず、材料の劣化とあいまって、製造工穏のネッ

クとなった(53)。 名発では、ボノレト・ナット類まで、かなりの部分舎内製し

ていた。

ちなみに、ドイツでも裾襲?となる機嫌工業のレベルは識かった。 1941年判、

続空機命社は主主避の半分を下護けに出していた。たとえば、ダイムラー*ベン

ツの場合、クランク職、ピストン、ピストンヲング、吸排気弁、報受、燃料嘆

射ポンプ、パネ、パイプ、パッキング等は完成品者購入し、鋳鍛造品について

は材料金社かち素材を購入していた。おまけι部品加工をする下舗企業には、
クルップやエ…ヂノレスタ…ノレなど、親企業上りも大きな一流企業が含まれてい

た。下請需lJというよりは分業制によって大義生産を図っていたといえる持引っ
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-アセンブリ一

見方を変えれば、アメリカ(ドイツ)の場合、プラット社はむろんのニと、

ライト社にしても、日本の航空エンジンメーカーと比較すると、はるかに組立

工場的な機能が重視されていたことになる(55)。 この蓮は、作業工程の組み

かたや工員の配置方法にも多大な影響をと及認す。この時期;こは未だ、員米アセ

ンブリーの根本的な違いは見られない。が、増避に待って明らかに生産技詩格

議が拡大するのである。(次節で述べるライト社のアセンブリ…と比較してい

ただきたい。) 生産技術関発の面からいえば、名発では機械加工工程に盤点を

き、とりあえず入港戦術で片付く組立工稜の根本的改欝は後間しにされた。

機械加工工軽から入手をはずせば、その入手を組立工穏にまわすこともできる令

生産数からみたパランス上、加工工程にそれだけ時轄と労力がかかったという

ことでもある。

組立作業については、復(部品)組立、総{本)組立といったサブ・アセン

ブリーによる分立組立方式がとられた。{醤 3・6]に吊した組立工場内の流れ

を説明すると、以下のようになる(56)。 まず、低組立鎮で装謹ごと(主機、

補機、議速機、シリンダ)に欝整→それぞれ溜搬棄に搭載し、書長浄へ-大

物部品は自動洗浄機、小物部品i立法浄槽iこて洗浄→再び運搬車に搭載して離

立前検査を行い、総組立鋸へ→各装霊粧がそれぞれ組立て、総組立班へ(た

だし、ロッド斑はマスターロッドとサブロッドを結合して主機糠へ、主磯班は

主機主要部を総経立台にセットする)→総組立五庄は各装寵をと装着し、潤滑1患

を詮入して苑成機置場へ。その後、擦合→一次運転→総分解→洗浄→部

品検査一咋 (状洗に応じて補修、三手入れ〉 →帯び、各組立荘へ。なお、生産

の増加に伴い、能率向上を霞指してタクト化(各作業ヱ謹の間期化)が進行

したが、完全なタクトシステムには室らなかった(57)。 ましてや、総立工程

の邑動化が考えられるレベノレではなかった。

日本の生盤投惰は、こうした状況下で多大な無理を伴いながら発達した。こ

の境、航空機袈迭に携わる各社はそれぞれに工場を拡強し、また、工場設革へ

の努力を行なっている。たとえば、生避全体の流れを鶏率的に議成していく試

みがその一つであった。太平洋戦争期になって工程管理が脚光を裕びた際、 f半

流れ生盤J、あるいは f準流れ生産j などと呼ばれた生議方式は、いわゆる前

方、後方への連関効果とはまた拐に、 ffmノ工業Jにも形を変えて取り入れら

れ、戦設につながるものとなる。ただし、統空エンジンの場合、流れに乗せれ

ば畿運ができるわけではない。この製品の生藤技術は、上り J徴密で高度で多岐

多識な機按/材料技術の集積なのであるつ
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事務所

【歯ト6]組立工場配蜜闇{太平洋戦争期〉

設構

日 日
組長一ェ叢・ i l l櫨.:a品 1 1 11・1向に i 11 I鋪骨愉 日 洗浄携

工程捜当
融摂

銀置
中 機 口組| 洗
央 兜成機 日 浄

立| 置場 連戦後 機
通 分解

エl
路 <==:1 総組li.ライン<==訓

場
通路

擦合
完成機

教教EE車点点
置場 曹帯宵 横検検|一次連続終7機

点検機

設:各部品は仮組立で装援毎に調整。大物部品{竃装品を除く〉は自動洗浄機、
ノト物部品は洗浄揮で洗持。各装麓毎iこ組立前検査を受けてからサブ・アセンプジーへ。
点検は選舷中の不具合の修理{再灘転Do教脊は養成工、連成工などの組立技能難成。
出所:石板龍男氏、伊藤光雄氏の筆者への繋関回答により作成。(1998年2汚13日付}
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探識は名発強立葺後iこ、同捜摸の第二工場{第二工作部)の建設に着手し、

その後も大空襲近辺の土地を費収して工場話機の拡大を冨ったっ強立から 3年

後の 1941年、名発は月臆 400台の生産能力を持つようになったが、受注量i玄

関構軍合わせて月 500合近くに増えていた。

2 生産技術部門(/)創控…鍾畿の拡充(1)

名発の新工場建設中の 1938年初頭から、深壊は早くも組織の拡充に着手し

た。最初は、議監の見込みのついた弁工場、および調質工場の増築であり、こ

れは単iこ作業面積を志げるのみならず、組織づくりを意識してのことであった。

の増築、設計変更などは、食堂の拡張一つをとっても、いちいち高工省の

許可を薄設ければ会らなかった。翌 1939年からは、工作機械の設置まで許可

申jになった。

一方、急拡大する組織を効率的広機能させるため、部下の配童が最も意喪な

の一つになった。組織的/制度的機能形成の基盤は、やはり一人一人の人

間である。増藤に次ぐ増産を要求されるなかで、探患は実にこまめに職員配置

を見直し、より有効な組識づくりを検討している。また、職市jづくちはコ

の哲葉狩iこ則りながら、アメリカの方法もとりいれている。

-技鋳部と民体工場

名発が独立するとともに、議制も変わった。生産技締弱から兇た新議制の特徴

は、まず研究、設計、試作関議を統合した技欝部の創設である。机上の設計・

研究のみならず、材料試験場、試作工場を持った独立部署であり、ハイテク軍

欝製品を迅速に欝発するための灘境整備であったと考えられる。工場モデルと

なったプラット社では、試作部門 (Experi皿e脱 alDepartment)が強立して

軍需用の試作工場を備え、関係者以外の入場を制限して機密性を保っていた

(58)。 ちえまみに、議時の日本の製造業では研究〈技街)部門が猿支の試作

場を持つということ自体が犠であったと患われるの多くは生産部門の工場の一

角に、必要に応じてこの種の機能を鑓えていたのであろう。ライト社([図 3・

51拳照)ですら、試作工場は独立していたけれども、工作部(生産部門〉の

所織となっていたっ中島では 1944年iこ至って、三窺研究所:こi譲謀議発動機試

作部門が併合されている(5勢。

試作工場を内部記した名発技待部の機能は、今誌でいう R&D部内iこ相当す

るものだったっその独立性、機動性は識かったと考えられるが、問題は生産部

門との関採である o いわゆる f設計と現場の連携J，こ関して、接持員約に制度的

l立5



[密 3-7)戦時甥三三遣を重工業航~機務内の工場展開
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【図3-8]三菱鐙工業sQ'慮航空機線作所組織図(1937匁 10FI 20日現在:分厳重量き}
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{図3-9-8]1941年皐月18筒現議
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f主:職制はきわめて頻繁に手渡しされている。ここに掲げたのはごく一部である。
京都発動機製作所特(1944苦手〉の職輯詳細は不明である。
機員数は?き在籍者数。他に、この10倍以上の工員がいる。授のお端の数字は、
兼務を含み、また製作所によって兵役者を入れたり入れなかったりしている。
( )内の人名辻担当責能者(部長〉。工作部関係の f鄭Jは省略している。
{織員)* I土、lE確な数が不明で、とりあえず表お端の数字の合計である。

111所:深患の所蔵していた報剥楽による。



【関3-10]名古麗発動機製作罷工作技構部職制群締 (1942年頃)

工作技術部

部長:小川清一
次長:佐藤伯一

工務識 作業蕪の製作
〈性藤仙一) (増野信〉

「時間研究係
研究課 寸 (押克保夫〉
(山本孝明) I 

」技術研究係

〈押見保夫〉

一一標準時間査定・集計

策3グループ:歯車、小物
組立グループ

tI……ブト気筒
第2グループ:シリンダヘッド、僅体

切持11研究グループ
γ 治工具設計係 一「加工手l慣の立案

工作設計謙一イ (伊佐謙三) L 取付真、治具、工具の設計
〈辻差益三) L--工作機械設計係一一専用工作機械の設計

(谷泰夫、山鵠栄治〉
「工具係 一一工兵の製造(合熱処理〉、工具管理

工具工場 -i (三国繁次郎、見玉昇)
〈佐藤仙一) 1-一治具係 一一泊具、専用機械の製作

注()内は担当者(課長、係長、主力技師) 0 
1943年にはさらに拡張された。工作設計課が第1設計課と第2設計課に分離し、
工具工場は工f学機工場と工共工場に分離された。

出所:出雲正敏氏による筆者への質問回答 (1998年7月25胃付)および間民へのインタピュ一、
名簿、および、深尾の所蔵していた職制表等による。
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方法を導入する必要が出てくるであろうコ
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留指した。ここに諮って、生産技掛は、もはや現場員一人一人の工夫と努力に

成りゆき的に委ねられる性賞のものではなく、職場で…揺して機能的iこ考えら

れるべきものになった。

工作部長兼工作設計課長として神戸造船から迎えた寺思重義は、深窓が神

時代に、若手で最も鍵秀な一人と認していた技補者であったが、転任後不議の

事故で急逝した。探尾はその後も、神戸や長崎、さらに本Ji5や横浜滋鈴から、

部課長級の、最後iこは議Ij長級の宥能な人材を 30名以上引き接いた。特に神戸

造船の議機器主機工場出身者として、寺患の他、磯崎憲ニ、藤先輩謡、小)11清

一、李家主季、生駒篤館、黛三三審男と、需工場の中核メンバーが名を連ねている α

それは来曾脊の拡般を続ける舷機部門ゆえにこそ可能だったことできちり、ま

た、こうして有能な人材を集結させることができてこそ、組織と生産システム

の拡充が可能になった。それでもなおかつ急激主拡張期には、特に現場を仕切

る人材が不足した。たとえば 19制年拐瀬、深患が現場で最も借頼する一人で

あった住藤佑ーは、「工f学技衛部工作設計課長兼工具工場長、兼第一工作部第

一機模工場長、兼第二工作部第一機械工場長j という肩書どおり、超多忙に定

り回っていた。

管理識の兼務が一般化する状t廷は、人事の基本的権限が本j苔に蒸していたこ
とにも由来する。職務が忽激に拡大するなかでベテランが不足し新人が急増す

るというアンバランスな職員構成でありながら、社内漬行からいって入社数年

で管理職に昇瀧させることはできなかった令表務の多い管理犠が配下の犠員を

すべて管理指噂するのは不可能で為るついきおい、どこの部馨?も新人lこ思い

きって好きなようにやらせるという風潮が生まれ、ヤン，グパワー括臓の揚が準
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欝されたのだった。

1940年 12月には、工作設計課、工具工場、髄質工場を一括し、さらに服

動機保、板金係、時開研究採を統合して工作技梼部〈つまり生産技錆部門)を

独立させ、組識を支える大きな枝として設置づけた。前年§丹 iこ箸工した新

設の専用工場は、建物面積 5，000部、工作機械 800告という大規模なもので

ある(60)。 ここで治工其や専用工作機械が次々と製作され、専門の工作機被

メ}カ}を驚かせた(61)。 謀本的iこ議醸を目的とする専用機撲は、設計製作

期間短縮のため、ユニット構成lになっているのが戦時期の特徴である持母。

た、工具工場では、名古屋金胤工業所(後述)から鍛造や熱処理の設舗を健入

し、材料から製品(治具、工具、取付具等)までを一貫生産するよう iこなっ

これにより、精渡、切除性、耐久性など激しい条件を要求される工具離の賦作

や実験が容易になり、品 が臨期的に改善され、性能も向上した(63)。 な

お、援金係が工f学技欝部に所講しているのは、機械加工部品をで殺るだけ板金

部品iこ麓き換えること ζよち、工数節諌をはかるという自的によるものであっ

た絡の。 翌年、競紫工場および薮金工場を第四工作部として独立させた。

急激な増産iこ対する海尾の基本的な考えは、まず、少数の熟練工によって専

用機械を作り、多数の葬熟練工がそれを穫って欝単にさ主麓ができるようにする

ことだった。そのため記、工作技務部には最高の熟練工が監された。次iこ、工

程分析を行なって加工方法や材料を再検討し、生麓工程そのものを鱗便記する

ことである。ここには原理的問題が多く含まれ、地道な実験が必饗になる。 さ

らに、現場での作機管理の問題がある。先に述べた f作業指令の額面化jと f時

間務究j が統合されておびただ、しい数の作業蕪が作られた。作業頭iこは縮分fと

された指定作業、工具、工法、作業時間等が記入され、緯守も開瀧いなく効率

的に機械加工偉業ができることを狙った。しかし、職人かたぎの工員が熟練工

の大部を高める状祝でこれを実施しようとすれば、エ鼠の斌織耽2容が先決とな

る。こちらは一戦ータには変わり縛なかった。結周、作業撰自体は現場の管理

費悲者が捺管し、作業者誌誇負作業伝票を受け取って作業を行った。したがっ

て、この時点で護喪主生産技第のポイントは、倖議議による生産ではなく、こ

うしたシステム作りが工作設衛怒という専門部馨で集中的に行われる体制が撃

ったことにあるといえよう。([露 3・10][摺あ11]参類、のこと。)

広務練

生牒技術面から考えて、工作設計課/工作技締部とともに重要な薪議艇は、

1940年 4月、やはり工作部内で機械工場ごとに設離された工務課である o す
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[図 3--11]非議諜の事例

盤盟盤盤謹

“，狙

-圃*ー掴旬、、企掴
、 i臨 F 寸 圃

司ザν円 掴

'"" 79 掴「.~園園圏置



[題ト12]名古態発動機製作所における部品加工およが伝票の竣れ{所内製作ぺ940-43年噴)
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素d麓葉=引|川却

市
]

型空出

: r捧Jは工務課内の下位職制。c::担 i求、移動に持う伝票援す。
出所:松原春男誌の筆者への費調胆答
(1997年9月813、9月18日および1O}j2日付)
により作成。

[l'!lia )-.廃却

[毘シ13]進捗艦{詑入傍)

-棄耕
蹴盟国加工

品名 9月10日 9}j20日 9月30日
シジンダ
ヘッド
クランク
シャフト

詑:各セノレの横轍は部品ごとの10日当たりの予定生産数(たとえば100個)を表す。
出所:松原春男氏の筆者への質問躍答(1997年9月8宮、9月18日および10月2日付)はより作成。
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なわち、工程管理専門部署の誕生であった。機械工場における工程管理業務の

流れは、概略以下のようであった。

生産機種決定を受けると、まず、生産計画立案→関係部署(工務、材料整

備、加工外注、試作設計、工作設計、検査)を集めて協議決定→担当区分(所

内加工、加工外注、成品外注)決定→発注および材料手配→納入部品およ

び材料の確認→工場内の進捗盤に素材数量を記入→工場内への素材分配

(必要量を加工工程入り口に搬送)→工程途中で組み込む小物部品の必要数

を必要時に必要箇所へ分配→検査でふるいわけられた部品を完成部品倉庫、

再加工、廃却と分配→進捗盤に完成数量を記入→完成部品倉庫から組立工

場へ送る。組立工場への送付部品は、組立予定表にしたがってタイミングよく

出庫する。また、進捗盤には 30日分の素材および完成部品数が予定との比較

で図示されていた(65)。 ロットは最低限に保持された。製品が安定したよう

にみえても、マイナーな設計変更は頻繁だった。見越し生産は多大な損失を招

くおそれがあった。(【図 3・12]【図 3・13]参照のこと。)

戦後日本の経済成長を支えた製造業の生産システムの原型のような管理方式

がここに見られる。内実は別物だが、周知の「トヨタ生産方式」流の言葉を借

りれば“ジャスト・イン・タイム"への努力が始まった。“カンパン"のかわ

りに多量の伝票が飛び交い、工程班が走り回る複雑な形態ではあるが、材料や

仕掛品を過不足なく、かつタイミングよく生産工程に組み入れるための方策が、

生産に不可欠なシステムとして探られた。工程管理が複雑になった理由のーっ

として、需要(生産量)が急激に膨張したため、組織が縦割り行政的になった

ことがあげられる。逆にいえば、各々の部署が全体工程へのパースペクティヴ

を把握する余裕もなく、増産を迫られたということになろう。後から考えれば、

もっと簡素化できたのではないかというのが、当時工程掛を担当し、戦後も工

務、資材関係業務に携わった松原春男の感想、である(66)。 が、部品数が多く、

複雑で長い加工工程を経るハイテク機械工業製品生産に関するこの種の工程管

理は圏内でも未経験の分野であり、工程管理業務自体が揺箪期にあった。

なお、量産対策として工程全体の流れを平準化しようという試みは、航空機

をはじめとして、戦時生産に携わる日本企業の一般的傾向として見られたと考

えられる(67)。 こうした経験が戦後に継承された意味は、おそらく大きい。

-膏年学校一技能養成システム

名発の技能養成についても触れておかねばならない。青年学校は 1935年の

青年学校令により、戦時下の勤労青年のために設けられた制度で、 1938年か

らは義務教育の一環となった。つまり、青年の職業訓練所や企業内の養成所が
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発層的解消を遂げて軍事教練を含めた教育会行う「学技j になったのである。

名発において正式に設立されたのは 1939年 4月であるが、 3堅実的lこは大江の

一菱内燃機時代から見醤工(燕成工〉静j農があり、銃空機/航空エンジンの製

造を行う機械技能工の養成が行われていた。

戦線・戦時期までの日本において、いわゆる f手記職Jの識人になるには、

その道の親方に住み込みで弟子入りするものだったっ rr可もないj 肉体労働者
としての職工(6めではなく、熟練の機械技聾者;こなりたければ、相TGの湾7

場に弟子入りするか、大工場の見欝工になるかであったが、機械工業のシ広ア

の低かった昭和初期、航空機工場の見習工人気が極めて高かったのは懇畿に難

くない。高等小学授で祖任が選考し、職業紹介所でふるいにかけ、なおかつ募

集人数の数穫が応募撃するといった状況であったという持母。当時の経済環境や

教育制度から考えれば、まずもって優秀な人材が見習3ことして集まったと考え

てよいだろう。時痛の変化に伴い、 1937年の名吉震続空機には、前年までと

は桁濃いに、一挙 1，000入もが見習工(日青年学校 1年生)として入社した (70)。

各発の青年学授は、ヌド科 3年と研究科 1年、催秀者はその後技術員の教繋

金となり、職員への道が開けた。本科の 1年目は実費教宵もまた議離式、お年

!:Hこ現場実習となり、 3年醤から生産業務の一端を掘った(71)。 太平浄戦争

後半期iこは、青年学校の教育も撤しさを増した。また、青年学授の卒諜生や在

校(上級)金は、学徒や書室男工の実習指導も行ない、多くの工員が f逮或j さ

れた。

ところで、三援の企業内教育の麓史は古く、長崎選飴所の借上と問時に見習

工養成をも継求したのである(72)。 つまり、近代的工員の義成は、政府の教

育政策における騒業教青事業よりも早く、それを必要とする企業が自前で行っ

てきたともいえる。元来、職員と職工〈工員)の間には、時代とともに結小し

たとはいえ、痛絡した身分援があったが、養成工は職場においてちょうどその

つなぎのような位置にいて、職員に葬接する可能性安持っていた。こうした養

成工の技術/技能水準は一般に高度で、工場において後らの占める議接遣もま

た高かった。統計はとれないが、戦前戦時期に養成工として出発した工員の中

で、戦後、三菱系列各社で技師となった者はかなりの数iこなると思われる。

なお、工員から職員待遇への界格は養成工出身者しかあち樺ないように考え

られているが、現実には寵時工員からの弊格者、時には徴用工員からの転職者

もあり得た。戦時期の逼迫した状況は、現場員のなかにも実力主識をもたらし

た。深尾はこうした動きを積極的に進めた一人であっ~つ
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3.噂門工場分離方式一組織持拡充(II ) 

-名定患愈嵐工業務/京都機器製作蕪

次の大きな職制変更は鋳鍛造部門の襲作所としての猿立であった。深壊がこ

の方針を明らかiこしたのは 1940年初頭、名発が独立してから 1年半余りしか

経過しておらず、社内にも軍部にも長対意見があった。職制一つ変えるにも軍

部の許可が必要だった。軍部は特に、締鍛素材を濯次素材専門の企業;こ集中さ

せていく方針だったという (7の。 深尾は品賞と錨絡の両面から、この部門、

特に鋳物の内製を強く主殻し、社内外の説得に 3ヵ月拡上を費やした(74)。 価

格揺で内製有利との判断は、義憲への自傍から生まれたのでまるろう。後述する

内工場分離方式の、これがはじめであった。

すでに述べたように、続準エンジンは軽量小型かっ頑丈でなければならず、

さらに冷却効果をもたねばならない。そのためは、本体を形成する鋳物は、稽

密で小さく、軽いことはむろんであるが、さらに、強変を特に藤求される箇所

は拘厚に、冷却蔀分はできる殻り面積を広げて薄くするといった微妙なパラン

ス、難しい使用条件記謝えること等を要求される o これらに工謹菅理上の間態

を加えると、増離の成杏はーに鋳物の生護技術(むろん、材料の問題が含まれ

る〉にかかっているといっても瀧設ではなかったげの。 いかに迅速に多くの

燕材部品を生産するか、それも後工袈まで考えて、療部品を出さないように作

ることが重要なのである。鋳物不良をさき然とし、不良は検査ではねればよいと

いう考えは、棟建の最も嫌うところでもあったげ針。 だが、この時期までの

日本の機械工業全体における技術水準の低位は、基礎器材である鋳物製品の品

向上を強く要請せず、機械工業発展のための障を路として関鰭視されてさえい

なかった(77)。 さらに、鋳物には、議く、誕く、熱く、技術的にも稚拙なイ

メ}ジがつきまとい、高度な専門技術会持った技術者も、あるいは、今思iこい

え詰“3K押の代農のようなその職場自体も、認識のなかで主流から外れて告

の当たることが少なかった。こうした状況aが日本の鋳物技術のi壊れにつながっ

た一面もあるだろう。長年、現場で苦労を重ね、鋳物のむずかしさ、その技指

の奥深さが身にしみてわかっていた深遣は、この業務にこそ光をさきてたかった

のである。かつて発動機器長になると需時に、鋳鍛諜を独立させ、名発設立後

は工作部内の工場として位置づけていたが、その鋳濯、接治(鍛造)、軸受工

場をー揺し、鋳鍛部として組立させたのが 1940年 4丹であるつ緩いて同年 7

月、さらに弁工場を加えて名古屋金鱗工業所とし、とりまbえず自ら所長兼控で

事業所を組立させた。

鋳造と比べ鍛造技術は遅れていたが、 ドロップハンマ (2 トン)、クランク

プレス (300トン、排気弁用〉や水圧プレス(1，000 トン〉などの高儲な韓入
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機械を措えつけて、型鍛議を始時た。これにより蹴期的な進歩が見ちれ、全蕗

黒皮使用の精密鍛造部品(ロッカ…アーム〉も製造されるようになったりめが、

たとえばアメリカの精密鍛造部品との格差は大きかったG なお、部品の黒皮護

用については、発注者である軍の指導と会社側の主張に大きな開きがあり、軍

拡全語研磨を要求したという (79)。

鋳鍛造部門を強立させ、生産効棋を上げる体制を?とったことは、とりあえず

企業経営として成功だった。ただし、わずか 3年後(といっても、この間に

太平洋戦争が起こったわけだがλ 受注議は深患が見越した持来像をはるか;こ

超えた。結局、弁工場が再び強立して京都機器製作所となり (1944年 1Jj )、

鋳鍛品および軸受について誌ィ岩諜の転用工場(1943年 12月〉と新工場 (1944

3丹〉へ拡張者図ることになる c 排気弁については、需要をすべて熊うと

公脅したのだから、量産の糞任も護大だった。京審への移転は、都市ガスの供

給余力があるという理掃によるがゆ問、 名古嘉一極集中のヲスクを避けると

いう意味もあったと思われる。

結果としての戦争拡大および受註激増からいえば、軍部の意向通り素材メー

カーに侵せることができれば、より生産能力i立上がったであろう。が、素材メ

ーカ…の能力が向上し得たかどうかは焼関である。深壌は戦争の際限なき拡大

の可能性よりも、さしあたり見越せる範囲内での量産における「品質j 者選ん

だ。もっとも、名古墨金購工業所独窓と同時iこ、名発では討料部および者料部

内の加工タト控楳が新設されており、少なくともこれ以前から、外注額拓が主要

業務の一つになっていたことがわかる。戦争は、企業の予測を越えて拡大され、

「後発関JS本の機械工業の構i義的限界を超えた需要を生み出したのだった。

名古屋金蝿工業所は、錆物の製造技捕および最躍の実現において関本ーの工

場であると、深尾は践負した(81)0 完成時に現場視察をした岩輔小譲太が、

f昌舎の婆さんにハイヒーノレをほかせた様なものだ。j と評したというこの工

場は、戦後長らく、基本構想、試当時のままで、第一錦の近代的工場として機能

し続けた(82)。

-各省屋発動機研究開号/名寄盤機器製作所

増産のための技捕とともに、製品{こにンジン〉そのものの技術開発も急務で

あった。金獲の完成以後、ここはもっぱら髄秀なヤング、パワーの出番であった。

時鳥を反映し、時代の花形の先端造業である航空機藤業には若い優秀な技務者

が集まったが、 bろん三菱も関外ではない。もっとも、理工学系の新卒学生の

採用数拙各企業観議制で、この市場もまた統制されていた。学生側でも少ない

欝逝数をめぐって調撃が難航する場合があった体的。 が、全体として考えれ
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ば、各大学、高工の理工学系学生の舗秀な部分が続空機;こ集まる傾向が強かっ

たといえよう。

職員の特許取得については、三菱の壊認を第 1章第 21蔀で述べたが、名発

においては製品開発にせよ、さ主麗技衛にせよ、その桟職務上の工夫にせよ、各

業績をき提彰対象として境極的に静穏した。新入職員;こ手接される楽にもこの境

躍が明文化され(84)、また実際に多くの表彰が行われることにより、議員の意

歌も向上したと考えられる。士気高識に対する深尾の基本方針は、「劉よりも

糞Jであった終的。

時期的に少し飛ぶが、 1943年 11月 11日、名発の技街部、材料試験所、試

作工場、工作技術部が統合され、製作所から分離して、名古星発動機研究所と

して狛立した。設計事務所 3，000郎、材料/物理研究室1，000坪、実験運車道場

500郎、試作工場 6，000坪、エンジンの性能運転場、耐久運転揚がそれぞれ 2

台および 4台分であった。名発の護蹴と技術の粋を集めた大規模な R&D部門

が、ここに具体的かつ穂立した形をとる。金星裂 18気笥、火謹型 18気筒お

よび 22気舗といった大型エンジン、燦料噴射ポンプ、水噴射、排気ターピン

過給器、薬液ロケット、ターボジェット等の研究試伊が次々と行われた(86)。

けれども、ここで行われた技術開発は、外部と遮断された状況における後発

国の限界を示すものでもきちった。 1930年代末弘、欧来の技梼iこ学び、模倣で

きる限りのものを模倣して、ようやく世界水準に藩する製品開発に成功したも

のの、それは歌米と需レベルに並んだことを意味するのではなかった。設葉をと

変えれば、ジェットやロケットなどの新たな原理を見つけ出していくために必

要な、長年の繍み麓ねを欠いた慕礎の上に成り立つものだった。戦時期に入っ

てからの蟻裂な盟諜開発競争に選れをとるのは必避であった。名発iこ限らず、

太平洋戦争が開始された後、喜本の先端技欝開発iこ真の自立はなかった。欽米、

特にドイツの技術iこL叶吋こアクセスするかということに、最大の関心、そして

涙ぐましいまでの努力が支払われた。しかしなお、技徳的アウタノレキーのもと

での開発努力は、マイナ…なレベノレにせよ、あらゆる工夫を強いられたという

意味において、戦後の生産技詩向上につながる潜在力を形成したはずである。

上記のうち、燃料噴射ポンプと排気ターピン遍給器については、その製造の

ため、枇杷島の駕士紡績の工場を質収転用し、さらに増設して名古麓擁器製{令

所を組立させた。 1944年 1月 1自のことであるの

紡棲工場や自動車工場の綜Fきについては、連くとも 1941年 10月には具体

的検討段階iこ入っていた(87)" 1942年の 12月には、名鶏の若くに為った東

沖紡隷大曽捜工場在、準の斡旋により貿ij支転用し、小物部品の専門工場(第

工作部)としたの一般工員は東洋紡から岩抜きの女子寮生と名識の女子工懇の
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移鐸、すなわちすべて女子であった。女子担当の第二労務課(第一労務課は男

子披~)が大曽根工場内に設寵され、東洋総からも女子就業管理の専門家を迎

えて、名発では未経験の女子三直鶴 24時間勤務を実撮した。妙齢の女子工員

iこ.[:蚤我をさせまいと、気を遣いながら工場長をつとめた報部高調によれば、 f…

際にダレット旋盤の顎番までを女子の手で立派に使いこなしたっ役付や指導

工による作業訓練もさる事ながら、東洋結の女子寮生iこ対する 5常の行き思い

た欝11練の成果が、そのまま今度の新しい職場にも役立ち、女子寮生はすぐに機

按工場の生活に噴れた。日常の勤務交替時の団体有動のキゼキピした動作告と見

も頼もしい譲りで、寧ろ吾々が女子寮生によって教えられることが多く、吾

国の紡績が世界を制覇したのもうべなる哉と患った。J(88) 

f発動機製作所ヲ研究所ト製作摂トニ分離 … 将来ハ、工作技術部ハ狐立

スベキモノナノレ可シ。J(89) 探患は発動機研究所独立時、そこからさらに生

産技術部門を事業所として独立させる計酪金持っていた。当時深遣は三菱護工

社内iこおいて、航空発動機部門に関する実費上の経営権践を持っており、時馬

が許せば、 f生産技術研究所J~こ類するものができていたはずだった。この針

離の実現を兇ぬまま、戦況は淀沼化し破局を迎えてしまうが、名発独立以後 5

年半の関に展開された組織の拡充には自を見張るものがある。基本的には、専

門iこ特化した製作所の分立(専門工場の独立}という方向へ進展した。エンジ

ン製造工場もそれぞれ専門イとしていくが、その数が増えていくことに対応した

措置、すなわち、各エンジン製造工場に共通して繋要のある部品の製造あるい

は加工を別の工場でまとめて行い、部内全体を統合した工程管理とともに生産

効率の向上を醤ったのである。ただし、経営的にいえば、排気弁や燃料噴射ポ

ンプなどの特殊部品は、いったん軍が貰い上げてから各社へ分譲とするという戦

時特殊事構があった(90)ため、王手持の企業内ネットワ…クとは異なる o また、

急激な諺張により組織の縦書IJり行政的弊審が出たことは喜子めない。なお、若手製

作所は経営的に分権されており、戦後一綾化する事業部損jと似通った形と考え

てよい。

こうした組識づくりは、たとえば照時期の名古巌航空機製作所(機体部門)

iこは見られない。替うまでもなく、機体部門でもこの時期、航空技術や生産技

術の研究が大いに進み、部棋の新設は行われた。しかし、総識の外枠としては

機体製作所が 3 ヵ所に増加した形をとった。睦祷翠それぞれ全く~Jj系統に別

組の紙空機{本を開発生産し、企業内の技荷者の交流すらなくなっている状況で

は、組織全体の組み替えなど問題外であったるうふ中島のエンジンの場合、臨

海軍別立競設された武運草野、多慰問製作所を 1943年に至って統合(武議製作
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所〉したほか、別会社も含めてエンジン部品専問工場が設立されているが、総

識形成に関しては襲職に濯人が就くなど、全般に軍との関係が深い， r三去を以

外の企業は軍主導が企業内部の経営陣にまで及び、太平洋戦争直前期には海軍

機の機体製造会業のほとんどの最高首脳iまことごとく海環持官で占められてい

たが、三菱は例外で経営指導権を語らのご停に保持していたと言われるJ(91)が、

経繋商に関する主噂権は、三菱議工業自体がEl資金および系列銀行である三

菱銀行からの借入れで資金を賄っていたことに負うところが大きいであろう o

た、三三菱、中議以外の航空磯製造企業は、 iまぽ臨海軍どちらかと強力な関係

を持ち、その指導下にあった。この状認において、基本的に陸権議室を阪別せず、

従来の組織嬬或iこ果敢にメスを入れ、新たな専門工場ネットワークを奔議した

という点で、名苑のシステム作りは群を抜いていた(92)。 とはいえ、戦時経

務が逼迫する中で、この生産システムも顛待しうる成果をフルに発揮しないま

ま、終戦に吏ることになる。

第 3蔀 太平洋戦争と航空機増産

1.アメリカにおiする続空機増産

戦争への参入により、急激な航空機/航空エンジンの増産を迫られたことに

ついては、アメヲカの各メーカーも閉じであったっ一つの新興産業として、前

例のない傘、激年膨張を遂げたことにおいても、隆盛を誇っていた紡綾業の工場

や従業員が f綜罵j されたことにおいても、詰来の航空機工業は類似した道を

たどった。

鴫プラット社の場合

1938年、アメヲカの航空機工業は、園内ではマイナーな存在だったコ当持、

アメリカ最大の航空エンジンメーカーで、三菱が模範としたプラット設でも、
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1938年には、推定月産能力 45 カに対して、生産実績は1.2万馬力程度に

とどまっていたゆ的。 当時の航空エンジン生産の方法は、未だ f手づくり J

的要素が大きかったといわれるがゆ母、 これは経営上、生護輩に対して合理

的な方法をとっていたからにすぎないヴ前述したように、アメヲカでいう大量

生産とは、たとえば自動車工業を指し、それと比較すれば、続空機工業は多種

少議生産を特設とするものだった。議輪一辺劉の日本と違い、民欝生産も行っ

ているアメリカ航設機工業の製造機種は、日本よりさらに多かった。プラット

社では一つのラインで 50種類のシリンダヘッドを加工していたゆ5)。 コン

ペヤは職場に不適合なため、使悪されていなかったゆ6)0 ただ、し、ここで

いう「手づくり j 的とは、全体工程が量産向きに織成されていないという意味

であって、領々の機械加工車体は告動化が進み、ゲージによる検査はミクロン

単位の精密さで持bれていたゆ7)。 当時の担本の機械工業一般は、それと比

べれば学義通りの苧づくり釣レベルにあったといってよい。

ラット社に関していえば、 1920年代から専従の下請部品メ…カーを多数

育てており、受注の大幅な変化に柔軟に対志できる体制がつくられていた。シ

Fンダヘッドが何種類あろうと、素材部品はすべて外在だった。工持機械につ

いても鵠述したとおちである。 1939年、大戦の始まったヨーロッパからの注

文が増加しはじめると、すぐに対応策が諌られ、工場面積、人員の拡張や生議

ラインの改静、資材の確保などにより、月蓮 170万馬力までは増産可議と見

積もれるほどの潜在的生産能力をもっていたゆめ。 つまり、プラット社は欝

要増に窓じて一気に f手づくり j 的要棄を排し、涜れに乗った生産を需始した

のであった。

フランスに危機の追った 1940年 5丹、ルーズベノレト大統慣はヨーロッパ戦

線へ向けて年間 5万機の競空機を主主躍すると烹脅したっ当初、これ誌 2年計

画として発進した。プラット社は 2年間に、その 5万機iこ相当するエンジン

の 5割、 35，000台を受性し、これを上自る 38.000台を生醸した。プラット桂

のエンジン封:.B霊能力は、 1940年末の月産 100万馬力から、翌年 11丹には 200

万馬力、 1943年初頭には 450万罵力へと増加したゆめの

これに加えて、プラット社は増産指令の出た護後、霞家航空諮問委員会の斡旋

をど受庁、フォ…ド社と 2，000馬力綾航空エンジンの生産契約を結んだっフォー

ド社吋検討の結果、生産ラインの作り方支で含めてすべてのノウハウをプラッ

ト社から導入すること、つまりプラット式の工場を作るということで合意した。

いくら世界の最先端とはいえ、窃動車工場が一夜にして航空機工場に生まれ変

われるわけではないっ期動車工ンジンと航空エンジンとでは、部品の精農や検

査の嫌しさが全く異なる。そして最大の鑓は、輯一製品でi士会く、設計変更に
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柔軟に対応し得る量産ラインを作らねばならないことであったっプラット枕髄

では弱動車会社が競空エンジンの生産を軌道;こ乗せるまでの期間を 1年半か

ら2年と見ていたが、フォード社は実際 22ヵ丹を繋した(100)。 当時のアメ

ジカにおいて、急激な重量産を要求された航空機産業時、岳動車麗業の生麓シス

テムから多くを学び鐸ただろう。 だ、泊三、銑空機濠業がフォ…ド・システムそ

のものを踏襲したのではなし凡フォード社の方があえて“プラット・システム持

で航空広ンジンを生躍したように、航空機と寄動車では製品とその生薬:こ要求

される性質が異なっていたのである(101)。 苦心してこうした過程を踏んだの

は、フォード社だけではない。結果的にいえば、問42年の半ばには、年間 500

万台をこえる自動車生産能力を持つ巨大産業が、本業を休止して航空磯藤業の

一翼を撹うことになった。

-ライト社0)場合

、第 2の航空エンジン・メーカーであるライト社も、プラット社と間様、

2年開で、月産 26万馬力から 200万勝力への増産に挑戦した(102)。 シンシ

ナティ大工場の新設、本拠地パタ}ソンにある綿糸工場の転用等により、工員

は 3倍(約 2万人)、工場諮識は 3.5倍{約 8万部)に拡大、話果的に、生産

はほi~ 6倍に増加した。

増産方法の内容は、以下のとおりである。まず、 14筑簡サイクロン・エン

ジンの製作に饗する 8万余の機械作業と、 5万余の検査作業を徹底的に分析再

検酎する。次に、工作機械メーカーと協力し、高い精密度と自動装置を結合し

た専用工作機械を製造する。一方、作業指導票の作成、 1台工具の設計製作を行

い、これらの統合によって、熟練を機械の中に織り込み、素人工による作業を

可能とした。ただし、患人工iこは、中央および地方行政の捕助を得て最器限の

職場欝!練を行うこととした。また、機械負荷や材料の流れの研究により、部分

品が襲材倉憲から最終検査iこいたるまでの長い通路をよどみなく進むよう、工

場レイアウトを改善した。

部品については、市場品に争っているもの以外法内製するのを基本としてき

た(103) が、一部の大型部品のみ、協力工場で製造するようにした。それぞ

れの部品に合わせた高度な自動専用機械は、製作には時間とコストがかかる。

しかし、いったん揖えつけられれば、ものによっては製造時間や工員数が 1

割以下に削減され(よってマンパワーの削減率は甚大)、おまけに熟練工は

必要になる(1t!1.へまわせる〉。 コストにしても、 1台で標準的工作機械 40会

以上の機能を果たすものもあり、工場床寵捕の欝約にもなるから、結果的には

はるかに安価となる o 1944年中頃、ライト社はシヲンダヘッド加工用だけで
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7台のトランスファーマシンを備えつけていた(後述九 各部品の検査方法

も、磁気探護法やバランシング‘マシンの鶴発は主って高緯度になり、強化され

た。

部品が完成すれ器、組立であるつ一つの組立工場には、毎月1.000万髄もの

部品が集結される。従来的分立組立方式では、 4人 1経で 1台のエンジンにか

かりきって組立てていた。この方法では、熟練工を増やさねば噂塞できない。

そこで、全体を共同作業群に分けた流れ存業労式を採用した。各群のイ乍業内容、

人員配置およりt仕事畿は、最終的な月産台数からさかのぼって入;念に計算され、

タクトタイム 24分で進行するように設計された。これにより、工員の養成期

鵠を減じ、工具の総数を議議させる{分立総立方式で泣一人の工員が一議えの

工具を持たねばならない)ことも可龍に争った。

れぞれの部合組立品は、 24分舞に発動機本体の組立線に到着、最後の部

品が取りつけられると 5万部転におよぶ定成検査を行った後、試運転室へ。

ここで 7時間以上iこおよぶ 1次運転を経えてから、再び分解して洗浄機を通

した後、再度部品の検査を行う。検査に通れば、別の組立ラインで再び組立て

て 2次試運転築に送る。ここでの限界諜準検査を受けると梱包場iこ送り、換

作試験を受け、最後に組合差し、法持、乾燥等を行って梱告するG この洗浄、

乾燥伸撲もすべて自動化された。

ライト社が 1939年まで流れ作業方式を擬用していなかったとすれば、それ

はやはり、企業経蛍の観点からその必要がなかっただけのことだった。天井知

らずの受詮があるとなれ誌、思い切った設備投資をして護産システムを整える

のはごく自然な対応だった(104)。

fこれは工業力の戦争である O … 機械、工場労犠者、そして経営者たち
の戦争。公殻 I万分の 1インチ、仕上げ精婁 100方分の lインチをめぐる戦

いである。("Fortuneて 1941年 3丹)(105) 

太平洋戦争が始まる以前、遅くとも 1940年款に、アメリカは全蕗的にこの

f工業力戦争j を開始し、 1942年半ばには勝利を得る 一一すなわち、拡空

機の大藤生産システムを完成させる見通しを持っていた。((関与11，こ戻っ
てアメリカの航控機生産を再確認していただきたい令)

日中戦争は濃迷の度合いを深め、一方、 1940年 9丹;こは日独伊三盟関盟が

締結されて、戦争は新しい局面に入った。対米関係の成りゆきが懸念されたっ

資源と労働力の楼差、工作機械の絡差、航空機工場の生産力接盤、その背後iこ
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控えている岳動車工場は、まさに量産の主者なのだ。

1940年末、アメリカの工作機械は対日全溺禁輸となり、

油が全霊禁輸となった。

2.対米開戦と生産拡充

1941年 7丹、

深尾は訪れ年 2月、三菱盤工の取締設:之、続いて 4丹、東洋機被株式会社

取締役iこ、それぞれ選缶された(106)。 この七夏、蒋介石の B本論を説み、 f

場ヲ替エレハ尤モナヲト云フ可シj と感想を漏らしている(107)。 これもお

そらくこの頃のものと恩われる、新謀議鉄工所社長、大内愛七より諜犠宛てのメ

モには、 f産業界中、最も重大なる驚務を演膚lこ携はる貴下の御自愛を切望し

ます。j とある。さき熱のことながら、深尾は政患の動きに敏感になった。 1941

年 7月の米内内閣総辞職に驚き、 10月の東f案内閣成立特には、「対米関策行諮

りノ結巣ナJレニヤ、新聞ニハー窃鐘演説ナシ。jと焦操を顕わにした(108)。 世

界水準のエンジンを、 f模倣と工夫j という手段によってようやく開発したの

が、時本の航空機工業の最先端レベルだった。生産技術にいたっては、模畿の

横無段階だった。 12月 8担、米英との縄戦を、日本の航空機工業欝犠者は悲

壮な覚慣で受け止めたであろう。緒戦の構軍航空践の括羅は、一時の希望を抱

かせるものだったかもしれないが、いずれにしても、も誌や最後まで突っ走る

しかなかった。後らの任務は、米英に劣らず棲秀で信頼性の高い航空機/航空

発動機を欝発し、増産し続けることで島り、それは、民々未踏の世界に分け入

っていくことを意味した。

-第三工作部/静鶴発動機線作醗/京都発動機製搾所一組畿の拡充(斑〉

米英との鰐戦後、陸梅両軍からの増薬指令はさらに滋しいものとなった。

1942年に建物が完或した名発第三工場(第三工持部)は、第一、第二工場と

ほぼ同じ、 ト…タノレ 2万部近い大規嘆なもので、チェーン・コンペヤやロー

ラ・シュートなど、最新鋭の量産設舗がが導入された。チェーン・コンペヤは

ピストンやシリンダヘッドなど、間一部品点数の多い部品搬送にf吏われ、一つ

の部品加工工程全体に伸びる長いものだった。コンベヤの連度は各作業工穣の

議長時間に合わせられた(109)。 したがって、導入縛点では、まだ持ち場に主

って多少のアイドんが生じていたことになるのしかし、コンペヤが作業強制力

を持つ以上、工韓管理がかなり潜んで、各部分における作業の間期化が完成に

近イいたことがうかがわれる。さらに生産を行いつつ、コンペヤと機械の頼み

わせが進歩し、部品加工の工程分析とそめ組み合わせ法が洗練されてアイド
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fレが減る。一方、ローラ・シュート辻、エンジン 1台;こっきーっといった少

数部品の加工工程で、搬送用iこ捷用された(110)。

さで、残帯する第三工作部の工場計瀧書;こよれば、現饗工作機械主008台の

うち、所内設計の専用機械が 114台、国内工作機械金子土の襲品で単能化が可

能なもの 557台、計 671台。すなわち、少なくとも 3分の 1以上は況期機械

である必要がない(111)0 1938年設立時の第一工場(第一工作部〉の工作機

械は輪入汎用機械が主流であったから、その後数生存の間;こ専F号機械と単詮機械

を多用する生産システムヘ変化したことが見てとれるコただし、工作機構の数

は全く足りず、地工場の輸入機械を解体スケッチして閣産機棋を急進するよう

令状態で、機搬の簡易化そぬものが必獲であった。場えに、考え方としては

産システムの前進といえるが、内容的に進歩したとはいえない。機械不足で生

産予定はさらに溜れて、第三工場が本格的に全部稼動金始めるのは 1944年に

至ってである(112)0 1942年度、名発の生産業績は払700台(月議 558台)、

一方受性は 9，900台余りであっ~。

深思は意iこ反した決断を迫られた。当時、陸海3絞め対立に巻き込まれないよ

う、三三菱を合めて各社の機棒工場、また、中島のエンジンも漣準軍却j工場とな

っていた。一方、もともとのエンジン開発からして、韓権壌を区別しないとい

うのが、探尾の基本的な考えであった。量産体制記入ればなおさものことであ

り、工場も機種本位で作業するべきだと主張し、名発ではこれを貫いていた。

だが、太平洋戦争が始まって、軍iこも緊迫の度合いが深まり、エンジンの苦手j当

数争いも激化した。環思も闘説を主張する余揺がなくなって、韓軍向けに静関、

機軍向けiこ京都と、官設民営の 2製作所の建設に着手した令これらの工場は、

いずれも総作業面捜 2万坪を難える大規模なものである。工作機械が不足し

た状視で、これらの大工場が建設された膏最iこは、名者選一樹集中のヲスクへ

の懸念があった。すなわち、戦略的金「陳開j であった(113)。

ところで、官設民営の場合、費収用地総語窓口はさき該吉治体、用地発授と申

し渡しは軍当局、事務手続きの一切は企業が行なうの翼収用地決定は一方的で、

f土地への赤紙j ともいうべきものだった(114)。

静岡発験機製作所は、 1943年 4月iこ蕃工、強 1944年 3月 1自民完成し、

としてハ 112~エンジンを製議した。京都発動機製作所は、 1942 年 9 月 iこ

工、 1944年 7月 1自民完成して、火星型エンジンを主;こ製造したっ稼勤時

にはすでに躍需省が設立されており、製品は両軍に供された。いずれにしても、

稼動後まもなく空襲、そして接戦となったため、生E定数はわずかであった忌

-生車技術研究会纏一生産技欝肉Jニへの散ザ緩み
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ところで、以前水冷エンジンの設計を拙当していた辻寵三は、 1941年末;こ

‘3部以上におよぶドイツ滞空から帰国して、 ドイツ航空接工業のさk躍システム

のノワハウを日本に持ち込んだ。同盟留となったドイツは、 1937年;こ深尾が

訪れた時とほうってかわって親目的であり、辻は多くの工場をとっくりと見学

できた。時調後、 60題以上におよぶ講撲を行い、深患の勧めで講譲記録を出

援して、特にユンカースのタクトシステムを大いに広めた(115)。 タクトシ

ステム語体については、エンジンより bしろ機体主主違憲iこ与えた翼手響が大きかっ

た。辻はその後工作技術部に街麗し、名発の生産技術形成の一翼を担うことに

なる。工穫分析と作業需期化の試みに進展が見られたことが推察される。

が、航空授エンジンの生競技欝め基本はより磯械加工面iこ集中しているつエf学

技術部研究課に舵属された吉間義男は、 1942年の入社早々深尾iこ呼iまれ、あ

る部品の削り出し待聞が名発では 10分かかるのに対して中島では 3分だと告

げられるつ f中島より皐く離れるようにしろ。J というのが、吉田の受けた特命

だった。機械加工時間の短縮、それは作業者の技能を問う以離に、驚くほど多

くの要素から成り立つ生産技術である G 告主用する機械や治工具、とりわけ工具

材料、部品材料〈接切削性に熱処理を含めた加工工程等々の複雑な組み合わ

せ…。吉昌は工作技術部にあった合い工作機械をイ吏って苦心を獲ねていたが、

ほどなく深尾が議子を見に訪れ、試作工場の一角に当時最新の、しかも新品の

作機械を 1セット準犠させた。ただでさえ工作機撲が不足する訴に、と吉

鰐は驚いたが、ともかくこれで実験を重ね、努出時間を 2分 40秒台にまで短

縮することに成功した(116)。

出の経験は、き接持の数ある類似事例の一つであろう。生産技術とは必ずし

も生産現場の表からは見えない高度で地道命努力の賜物であり、また、その集

積によって効果を表す。したがって、組織やプロダクト・マネジャーのカが大

きな影響力を持つのであるつ

深産i立、さらに徹底した工程分軒を潜めた。エンジンの部品を机のよに並べ、

設計、現場双方の関係者が集合して立ったままその悲しを取り閉み、部品の一点

点につき、設計、製作上の工夫、本オ質劣化のカパ…や工数欝減の知恵などを

部門横断的立出しあう f 技術研究会議J(117) を工作技術部主宰でひん

ぱんに開催し、告らイシニアティブをとった。たとえばネジ一本iこしても、詫

来熱処理後現割加工をしていたものを、壌鈍状態の軟らかい素材を加工後熱処

理することによって、切削加工特需の短縮さとはかるといったアイヂアがこの技

術会議から生まれた。

この会識は方法的廷は、今 Eで設うプレイン e スト…ミングの一種だと考え

られる。が、それよりもトップ・マネジメントが行う VA(Value Analysis) 
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そのものが、会議参加者に強いインパクトを与えた(118)。 名発の技橋部が創

設当初から独立性・機動性を持っていたであろうことは、本章第 2鮪で述べ

た。この環境で、技荷部が最良だと判断して設計したものに思いつく隈りの変

更を加えようという試み辻、設計(技術部)主導の開発体制ではなし捧ない 2

ーヘ設計/材料/工存法の変吏には当然持費・労力・コストがかかり、やっ

てみて失敗すればあらゆる意味で高くつく。いかなるコストもワンマン・トッ

プボみずから賞授を負う形をとってこそ、さまざまな改革実験が可能になるの

である(119)。 実際に失敗も多かったようであるが、設術の内発的発展とは所

説こうした環み重ねの上に或り立つつ「産業戦士j という言言葉が使われた時代

だが、彼ら技術者たちは、まさに「設術戦争Jの渦中にあった。
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第 4 章発動機統括 1943~1945

第 1第 縮小再 体制下の航空機増産

1. r多量患鹿方式j普及への努力

太平洋戦争期になると、政府は母物鑓生選増強の基本策として産業能率増進

の必要を再露識し、まず、大宮本産業報器会の活動として機械実働率増進運動

を幾関させたが、この運動は精神主義的な魚懇が強かった(1)。 一方、革支持

系の自本工業協会と民間の日本能率連合金は 1942革、賄工省指導のもとに合

詳して岡本龍率議会となり、主として軍持関連企識の能率増灘に指導的投書せを

果たした。また、笹本経諦漉盟会、臨本学術撰興会、工故金、科学動員協会な

どが、さまざまな能率増進の方法を検討した。限られた資源(労鵠者、土地、

設鎖、資材)を震って、できるだ、け短時間にできるだけ多くの金践をあげおば

ならない事態において、従来の生産方訟の限界が明らかになったのである。

日本の機械工業全般で考えるならば、単なるコスト離減のための能率増進で

はなく「生麗技第j そのものが諜賭となったのは、おそらく史上はじめてのこ

とだった。さ主産技術とはすなわち議産技術(r多量生産方式j という言葉がひ

んぱんに用いられた)であり、当時の呉鉢的な目標としては、五換性部品を用

い、専用工作機械を多用した流れ作業方式ということになるのだが、ぞれをい

かに実撞するかということが大問題であった。

戦時期、鑑避をしなけれ誌ならなかったものは数々あるが、最終的iこ続空機

iこ薫点が絞られたのは、すでに述べたとおりである。だからこそ、生藤技衛が

必要だった。航密機 1機を製造するための数万の工韓、いや、部品一つ一つ

の製造から考えれば、数十万、あるいは苔万を趨える工畿、そこlこ饗求される

精変の高さ。さら託、航空機はまさに総合的産業の現点に立つ製品である。必

要なのは護憲接使用される部品のみではない。その部品の材料、たとえばアルミ

ニウム、その精練に必用な篭気、あるいは塗料、ゴム、各機の工作機嫌、その

工作機械の材料、それらの輪送 … 大企業の機体組立工場の量産システムが

完成すればよいのではなく、日本全霞薄々浦々の工場で高い生産がなされなけ

れば、最終製品は完成しない。たとえ入手がいくらあっても、それだけでは航

空機の盆産は不可能である。機械工業一般の還れた日本が、こともあろうに鉱

空機を大量生産しなければならなくなった時、生産技鰐明多量生護方式が急神

上したのであった。
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太平?挙戦争期、 f多量生産方式j は技術工学菜、経営系の雑謡、書物で盤ん

に宣伝された。政財界の著名人を執筆者に迎えている f新国策』およが後継誌

の f関策研究会選報Jでも、 1943年以降急記多量生産技鋳、特に工作機械、

航空機増離の方途が語られるようになる。 1942年以前は航空機関部の記事が

ほとんど出ていないのと明らかな対照をなす。また、この時議、W-J海堂から続々

と出版された離業能事増進叢議事などは、航空機増産への逼迫した状況会顕著に

表しているといえよう。それらの中に精椅論犠がないわけではないが、多くは

ごく具体的な方法の提示と考えられる。内容は、航空エンジンに競ってみても、

専用機械の紹分、工作機械の童話龍、 1台具穐工具の殺計管理、工観殺や作業票の

作り方、労務管理等々、突に昨雑多域多様にわたっている。すでに対策を実擁

している工場の技術者が方法の伝授をしている場合もあれば、流れ作業のある

べき姿を紹介しているものもある。この時期に至って、最麗システムの教科議事

会主一挙に饗かれたという印象をもっ。下織のないところに盤産システム会新し

く作るとき、やらおば金らぬことの多さとむずかしさが糧費見える。また、指

導的立場にある、多選を生産方式を実践しているはずの企業も、実は最擦を限鳴

する多くの要因と戦いながら、試行錯誤の段畿であることが晃てとれる(2)。

前述した日本工業協会、および後続の関本能率協会による軍需企業の工場診

断や講潤会も、この頃盛んに狩われた。航空機工業に関しては、 1941年 8月、

立)11飛行議北おける時本工業協会の生産設術講習会を疫切りに、多くの企業が

工場診断を受付、また講習合{実習)を櫨したり、職員を議草加させたりしてい

る(3)。 が、これらはこにンジン生産よりも機体生避においてより成巣が上がっ

たと考えられる。ちなみに、多くの航空機関録企業が日本能事協会的リピータ

ーとなって指導を求めたのに対し、名織では、 1944年になってから擬皆、工

場診断それぞれ l間関穫されたのみであった〈め。

いずれiとしても、現実問題として量産システムの阻害要協は多かった。諸説

者である陸海識の不和にひきおこされるさまざまな不効率。特に、注文型式の

多さ、技術情報・資本オ・工待機械等に対する縄張り意識。企業がこの争いに巻

き込まれないように、韓講離別工場安建設したことはすでに述べた。この分断

は続空機用語にまで及び、は乙めは英語のまま導入されたものを、次第iζ鶴港

車それぞれの訳簡がつき、同一部品でも別名を使ったほどだった。たとえばク

ランクケ}スならば、曲室{接軍〉もしくは掛肱室(構軍〉といった具合であ

る。軍需省の設置はこれを…本化することに最大の意味があoたが、腕期の効

果はあがらなかった。{自にも、薦方からの輸送路をと断たれた後の、資材の不足。

熟藤工どころか、青壮年の労儲者の不足。専門工作機構の不足はもちろん、あ

151 



らゆる工作機械の材料不定。下議(協力)工場の設構能力不思る

伎に全盟の箪需工場が 1943年にこの改革を始めたとして、どうなるという

のか。が、この時期に強制された生産増強ば、それまで工程管理や能率増進;こ

消謹的だった機械工業一般に対して、はじめてともいえる嫌烈な生産戦争を強

いた。悪条件のもと、にわかにシステマティック量産などできるはずもないが、

ともかくもそれが査上命題となって増産努力がなされた令翻って自本の戦後辻、

機械工業一殺がこの経験を踏まえた段潜で始まる。

2. 転績の岩手 - 1943岩手

1943年は、日本が敗色瞬らかになるとともに、国を挙げて航諸機増離に取

り組みは iニめた年である。ただし、国畏一般は戦況の探刻さを知つてはいないφ

以後、終戦にいえる 2年余りは、後から考えれば短い期需ではあるのだが、

多くの人々と関様、深患にとってもまた、持周の流れに欝奔された背器な日々

となった。探躍はこの時期、日本で最も重要な、まさに国家館員の運命を左右

すると考えられた躍業の、その心臓部の生産を双肩に担うことになる O それは

技術者としての深尾が持っていた額人的童思とは艇の、いわば巡りあわせによ

るものではあったが、ここに至ってとるべき遊は一つしかなかった。

工緯管理や生藤長鋳開発への努力が続けられ、拡般が謹む一方、戦説iま藤fと

した。 1942生存 6丹、ミッドウェー権戦の敗退は、もはや取り返しのつかない

状況を予感させた。 1943年 2月のガダルカナノレ戦敗退は、明らかに破渇へと

続く関盤状況への入り口とえ立った。日本は南方からの輸送路を断たれたのであ

る。権軍iこ応召していた名発の技師、西村虞訟は、ガダノレカナlレとの関を控復

する続空機およびエンジンの整備をしながら、ダパオ、ラパウル、プインなど

を転戦し、 1943年 1月に内地欝務となって一時帰菌、q;発を訪れた。 r空襲

はあるだ、ろうか。伺も準備ができていないが。 Jと案ずる深患に、西村は、「必

ずありますから、一刻も平く対策を。 j と強く訴えた〈勢。 その時の深見合

深刻記者援{曹を、富村は今なおはっきりと記慢しているというっ

資材、労働力の不足立より、生産条件はますます厳しくなり、一方、増還をが

ますます至上命題化するという、出口のない状況がつくられていったつもはや

f拡充j なくして、特定産業における増避を躍らねばならなかった令鉱工業生

議指数は 1942年からマイナスに転じていた(6)。 当然のことながら、詮の

業は織小の一途をたどることになる 9 アメリカが 1940年に始めた f工業力戦

争J，こ片をつけた頃、員本政府辻i扇饗した状況のなかで「工業力戦争j の莫
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に、還すぎる瑠解を示した。第 3章冒頭で述べたように、 194;3年 a丹、五大
産業が指定され、特に航空機を増産するための、大がかりな産難再編成が

促進された。 10丹、離需会社法が制定されて、軍帯会社iこ対する統帯iと特権

措置が発動し、 11月には箪需省が設寵され、航空兵器総局が投けられて、ょ

うやく統語機増産体鵠が一元化された。航空機は蓮重点最鍵先の産業として位

盤づけられた。日中戦争開始後(1938年〉、太平洋戦争開始後 (1942年)こ

続く、 3度目の鉱空機大増藤指令が出された。

航空機生選を護視する方針の表れは、経済統制に践ったものではなかった。

1943年 7舟 25時、海箪関部支部事変主主導者第 21回論功行糞が発表され、

多くの生産技術障が受賞した。その大半は、探還を含め、航空機製造関係者で

あった(7)。 同年 11丹 3日、韓軍鞍労顕功章令iこもとづく初の表彰が行なわ

れた。航空本部関係の兵器生産戦において、関難な状況を克援し、 2{:妾以上の

生産力を発揮するとともに、工築事の低下を盟って生麓能率をど著しくイ思議した

功績により、名発をはじめとする 8自体(製沖所/工場単位)が表彰された(め。

その組、名籍および技師髄人に交せする陸軍技待有功章など、整・官関鐸をは乙

めとした各種技鋳表彰は 1942年から急増した(9)。 これら畏開への報奨誌f経

携新体制J構想を挺挟したものであろうが、見方を変えれば、告本の軍部がよ

うやく f生産戦争J、 f工業力戦争j の本質を理解しはじめた結果ともいえよ

フO

間諜なイ議!需は龍iこも見られ、深建i士官穫の作った各種の委員会に号iき出され

た。日本学術援興会委員(1942年 3月)、科学技術審議金委員(1943年 7

月)、名古墨鉄道韓送地方協議会委員(関年同月)、研究動員金議幹事(同年

10月)、銃空兵器総局事務嘱託 (1944年 2月)等々 o このうち研究動員会議

は、研究行政の国家最高機関として内閣に設離されたもので、合員として安部

源義{企醸鶴次長)、和田小六{技術院次長)、富永恭次(1謹軍次官〉、木村

兵太郎{陸軍兵器行政本部長)、安罷武雄(韓軍航空本部長)、沢本絹議 u晦
箪次官)、塚京二盟三(海軍航空本部長〉、杉山六蔵(違憲艦政本部長)、豊

田貞次郎{日織社長)、大河内正敏(産業機械統制会長)、人木秀次(東京

業大学学畏)、内田洋三(東京帝諒大学総長)、充良倍太郎(三菱重工社長)

の 13名。一方、罵長級の幹事 14名の中には、畏関から深蔑のイ也、奈川党三

(能率協会理事提)、仁科芳雄(環緋〉など、 5名が加わっていた。深遠はそ

の 2ヵ月前、名発を損察に訪れた東憐英機(嘗梯)から事擦の深刻さを漏れ

聞いており、この期におよんで待を怒長に始めるつもりかといぶかった。結局、

全体会議を関鑑する余裕など主く、幹事有志が数沼会合をもったにとどまった 3
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この嶺の委員会は、 「官慌の作った業に賛成すると活ふ識な形になるものが多

く、その結論も実行力がない上に時期既におそしであった。 J(10) 

深尾と軍部との関採も、明らかに変色した 3 もっとも、深尾の襲護が特:こ変

わったわけではない。苛烈な増藤要求に対し、できないものはできない、カネ

や構神力で飛行機は作れない、と擬遣は主張し続けた。対応方針の変更を腐っ

たのは、 3監部、特にi遊箪であった。当時のi遊軍航空本部生産課長、原臨貞憲か

らの書簡にもそれが表れている。「… 私共責務に鞭纏を加えちれたる … 糞

響壌に接し、不抜の御f言;念、と識見経織とに触れ心強き披りに奉存。只無遠患に

申せば、中々 ウン、と申して・貰えないので官備の不自治の事も有之。詫来官

側の未経験の技術者共が苦手とし敬遠したるも諒解願度。併し乍ら由来何でも

かでもヨシヨシと引き受くる入に物を実行したる験しは無之。此点;濃密の敬意

を表し奉るものに有之。 … 静障の所長;こ対する舞腹案は蕗より異存無之

其の下に附せらるべき幹部の入選には何卒 … 宥為なる人物を記する様、

強化に特別の御配意麟ひ恭る。 … 賞選定の上は毛鎖とやかく申上る存;念は

無之 …J (11) 

が、陸曜との関係が改蕃されると、なぜか海議との関保は悪化した。

3 工作機織/鍛遣品一舵空機生産にとっての首長路

震・軍の、そして間民の航密機産業への関心が高まるなか、探尾は、主主盤へ

の危機惑を一層強めていた。それは、技術者としての合理的判断に基づく。増

皇室、増産といくら騒いでも、状況は改善しない。一方、アメリカの戦力増強は

明らかであった。空襲を受ける可能性を含めて、岡本はすでに土壌場の状況に

あり、常識的な方法で生産に対処している場合で誌なかった。~ガ、ダソレカナノレ

を忘れるなJという垂れ幕が名発本館の壁む掛かり、戦洗の真実を知らない職

員や工員を驚かせた。告本学術援興会(学待部第 16特別委員会〉専門委員と

して提出した機械 f生産用特ニ工作機械ニ対スノレ緊急対策J(12)、また、 「工

作機被ノ緊急増産ト戦時型工作機擁ノ採用ニ就テJ(13) 等の上申審:こも、当

時の探躍の心境が表れている。

作機械工業は、航空機製造の手段を作っているという意味において、また、

多くの資材を蜜先的に翻りさ皆てられているという意味において、深尾;ことって

は繋視できない存様だった。業擦この待期、工作機械の不足法、航空機増産に

対する最大の龍賂と控遺づけられていた。上記の上申議事のなかで、深思辻、工

作機械金社が大型の汎用工作機械の製作をやめて戦時空機械を製作すること、

工場拡張はせず、 24時期作業を実擁して稼畿率を高めることを主たる論立と
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してあげている。

戦時壁工作機械というのは、専用工作機械や特殊工作機械とは謹い、況舟の

大型機械を議底的に単能化した機械のことで、欝通旋盤{小型、中嬰)、フラ

イス盤{模型、整型)、ラジアルポール盤などは戦時型にする意味が大きいと

思われたっすなわち、製造に要する材料、労力、時間、電力等を節約でき、ま

た、これまで況期工作機と特殊工作機嫌や崎工具の組み合わせで加工していた

ものを、その単能機械のみで、素人工でも加工できることを狙った。これらの

機械は需繋数が多くて、たとえば、前述した名発第三工作部のように、工場全

体で 2，000台余の工作機械が必要とすれば、うち 550台余、すなわち 4分の

l以上が戦時型でよかった(第 3章第 3節参照)。

航空機会社にとって、製品の設計変更や戦後経営者考えれば、こうした播端

な単能機械を使用することが不合理なのは設うまでもない。専期工作機械を多

用する生産システムを律りたいという探尾の理想、は、単能戦時型の工作機被中

心へとレベルダウンせざるを得なかった。撫尾はしかし、 rJ比非常手段コニ依ラ

サレノ¥… 方法ハ飽ニ範樹ニアリマセン。荷又爆撃ヲ受ケグノレ場合ヲ考ヘノレ

ト … 生産ノ激減ハ勿論 … 工作機械工場ノ豪yレ損害ハ … 甚大ナノレコ

トハ必黙テアヲ … 空襲ヲ受クノレ以前ニ一台テモ多クノ工作機被ヲ確保シ置

クコトカ必要j とし、戦時型を採罵した場合の効用や、機械設計の図蔀など、

謹めて具捧的かつ詳細に示した(14)。

記上申書を受けえ機軍拡空本部第三部長の多田力三は、 「… 御意見書御

送付ニニ預ヲ御摩25探樹仕横 … 即時実行ニ欝シ先綾楽関係当局者間ニテ協議

ヲ行ヒ近ク政蒜ノ緊急擁策トシテ決定セラノレルコトヲ期待致シ藤ヲ侯 f材料

ハ無シ、機械ハ足ヲズ霞ッタモノダ』ト心配ノミニ時ヲ移ス関ニ、 ドシドシ具

体的対策ヲキメテ実行シテ行クコトコソ関ヲ救フ道エ外ナラズト鑓ジー間努力

致憲候次第、今後共ドシドシ僻教示ノ穣額上横J(15) と返穫した。

一方、工作機械工業の抱える問題も、航空機工業と酷似していた。新議鉄

所社長の大内愛七はこの噴、これ以上の増産をするには、生産方式を変更する

以外にないと、次のように述べている。すなわち、中小工場は流れ作業方式あ

るいは準{半)流れ作業方式で主要部品を作り、親工場はこれらを集めて組立

てをし、その他は協力工場として少量部品を製造供給する。これによって、

作機撲の単能化、専用機械化が可能になる 3 金盟的に 2年、重点的;こは半年

で転換が可能だと思われるが、問題は、発注元が多議な腕格のものを権限的な，

納期で要求することである。なお、専用機械などはたとえば飛行機を作る会社

で使われているようなものを一般化すれば主い引のつ

々巡りの主うな議論であるが、現実は続空機工業の方が一歩先んじている
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ことが鏡みとれる G 本接的な量皇室のためには、状況は逆較しているべきだった〉

航空機工業以謡に一般機械工業、持;こ工作機械工業において、格Eむの急経技衡

が確立されていなければならなかったのである

戦時型工作機械の援用と生議転換、工作機械工業の昼表作業の撤底等を含む

f戦時型工昨機械金腹案j は、 1943年 8月末の閣議で承認されたく17)。 多

大な期待を伴って、費世工場と分業工場とで構成される総合生議方式による工

作機械企業集団の編成が姶まった令しかし、軍部と各工場開の調整が難航し、

翌 1944部拐頭から行われた資材の前捜しさ長選も、資材、労働力の不足、図面

の遅れなどiこよって阻害された。さらに、陸路工作機被生産の彊先、製品精度

の問題等によ号、戦時型工作機械構想、は阜々に頓挫したは8)。

この問題に関する限り敦府の対tt;は早かったが、早くから専用工作機械の設

計製作を英雄してきた深患にすれば、すべてが悠長にすぎた。戦時型の生還が

全層的に始まろうとした 1944年初頭は、もはやどんな工作機械にせよ、 f兵

器の製造苧段j を作っていられるような状読とは患えなかった。工作機械会社

は工作機をつくるのをやめて航怨磯を作れ、と諜尾は主張し、実際、三三菱工作

機誠会社の広島工場は続空エンジンを作り始めた(19)。

ーヘ軍需省は 1944年 12月になって、主要工作機械工場iこ航空エンジン

を製造するように命じ、新たな工作機按製造iこは畿税の割ち当てを行わない皆

を決定した(20)。

かたやアメリカにおいて、航空機会社と工作機械金社が高性能の喜動専患機

械を次々と共関開発している持、自本におけるこの戦時型工作磯械撲は、航空

機工業のみの拠出という綾行的な発燥の限界を如実に表している。

ところで、前述の「生産用特ニ工作機械ニニ対スル緊急対策j は、精密鍛造iこ

ついても指摘している。 r工作機械カ最モ多クf鹿沼サレテ屠ノレノハ鋼鍛造品ノ

矯テアリマス。然/レニ二鏑議選部品ハ其形状カ擾雑こニシテ、従来ノ火造リト云フ

鏡念ノ下ニ進ラレダノレモノハ割リ代カ非常ニ多イノテ盆々工持機械ノ必要数ヲ

多クシテ居ノレノテアリマス。例エハ発動機一台ノ鍛造品ハ其加工前ト加工後ト

ノ薫盤比ハ五封ーニシテ、甚タシキ部品ニ在リテハ 10艶一以上ニ議スル

入手難ニテ最モ管シミツツアノレ工砕機械カ比切制勝ヲ造ノレ矯ニ必要ナヲト云ブ

コトハ誠ニ典様ナ/レ感カスノレテハアザマセンカ … 航空関部ノ鍛造品ハ一般

鍛造ヨリ見レハ極メテ小物テアリマスカラ殆ト繕テヲ裂打鍛造トスルコトカ出

来マス。… 比i努其削ジf¥';ヲ極力小ナラシムル如ク努力スヘキテアジマス 3 所

謂精密鍛造テナケレハナラナイノテアリマス …J (21) 

が、精密鍛造は雷うほどに易くなかったJ 実は太平洋戦争開始後、航空機増
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躍の臨路としてまず認識されたのが「苧鍛Jだったラエンジンの性能および生

産性向上のため、鍛遺品の糟震を上げることが否上命題となり、第 11海軍航

空廠主宰で官畏あげての「発動機生産技務研究会j が 1942年 7月、全国より

関係者 130名を集めて名発で開催された。メ…カ…額1]からは名発、名古麓金

築工業務(以上、三菱)をは己め、中島航空金属、司本鍛工、東京精鍛工所他

が出嘉した(22)。 議の麓上、精密鍛違(黒成化)推進告と積接的に求めたの

は三菱で、海軍および鍛造会社はより雲寺聞と工数をかけ了寧む鍛遺品を作って

発動機金社に捜すことで、発動機頓，IJはおける時間/工数および麗却品を減らす

という方策を提案しているは3)。

名発の場合、深羅みずから鍛造の外詮関柘iこ動き、大型の鍛鴻品誌比較的外

注が増えていた。外詮先でも精密鍛造を推進したが、高性能プレス機をもっ中

小工場はなかった。さらは、合金材料であるニッケルが不足し、代用銀は表蔀

が罰くな与すぎて加工がむずかしく、結局、議代の多い以訴の形に瑛さねばな

らなかった訟の。 はじめから遅れているとわかっていた毅造技術は、結局最

後まで量産のネックであち続けた。

4. 第五倍行政査繋

先の五大盤点産業指定後、内部顧問の行政査察によって、資材の枯渇するな

かでの増産の可能性が蔀られることはなった。航空機関係資察語の団長iこは、

財界(王子製紙社長)から献じて、商工大版、後に軍誇大匡を墜任することに

なる藤原銀次郎があたった。

査察団は、藤原の鵠、随員、補佐官など、総勢約 60名。山岳秀三内閣議査

官をはじめ、企爵読調議官として、佐藤緊了{陸軍議務局長〉、原田5護憲(睦

箪航空本部整犠部長)、開敬耗(海軍纏務局長)、多国力三(海軍統空ヌ幹部第

部長)、組iこ、業譲部洋次期工密機械矯長、また民需からも、森川党三日本

能率協会理事長、主義康漉七日産議動車社長などが含まれていた。戦後、閤鉄総

裁となる下山定刻、首相となる佐藤栄伸も、それぞれ技術続審議宮、鉄道監と

いう題審舎で参加していた。大がかりな査察に、各社とも戦々恐々として説明

資料を作成し、当日に備えたはずである。

三菱の査鱗は 9月iこ環謹された。 1943年度と比べた 1944生存度の生産開票

を、機体で 2.5信すなbち 1万機、エンジンは 3倍、すなわち 3万基と懇ヌ殺

して、その能否者検討した(25)。藤諜の査察経過報告に上れば、

f三菱ノ各工場ハ三菱特有ノ態実味ヲ有シ飛行機生産ニ対スル熱意亦大ナル
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モノアノレモ最初コノ検討ニ艶シ曾社規，IJハソノ遂行ノ条件トシテ工員、建設資持、

機被ニツキ膨大ナノレ要増加数ヲ提ヨミセリ。然ルニ…二四時間伸業ニヨ Jレ機械

稼働串ノ向上、特ニ航空機製搾所ニ於テハ精密鍛鋳造等ノ利用ニヨル加工法ノ

改替、陸海躍工場開ニ於ケル機械ノ融通網j男…等ニヨヲ…要増加数ヲ箸シ

ク節減シ得ノレコトヲ認メタジ、…更ニ再考ヲ求メタル所、検査法ノ戦時化、

一部強路機械ノ充足、設計ノ一部変更エヨノレ機誠加工持問ノ減少、…等ヲ許

サノレ/レエ於テハ、…現在ノ施設ニヨヲ航空機製作所ニ於イテハ西0%…発

動機製作所ニニ於テハニ0乃至二五%ノ増産可能ナル旨ヲ述べ且ツ想定セル十九

年度ノ生産ニ掛スノレ工員建設資材、機械ノ要増加数ヲモ蕃シク削減シ蔦難ヲ排

シテ調議長ノ要請ニ塵ブヘキ決意ヲ表明セリ。 …本f吏トシデモ、元良社長ヲ初

メ関野、深思阿房長ノ大ナノレ決議室ニ封シ満足ノ意ヲ表スノレ… J(26) とある。

上記のように、三菱iこ対する査磯田の印象はまず良金子だった。査講を受けた

各社のうち、最も厳しい評舗を受けた中島の場合、 「…機械特ニ人ノ生産性

ノ、著シク殻ク…J r中高ノ従来援リ来タノレ放鶏ナノレ諌充ハ之ヲ多トスノレモ其

ノ方法ハ鋒リニモ放漫ナノレ傾アヲ、…j とされ、放識の内容が事縮かに指講さ

れている(27)。 当時、中島でも能準増進や大量生豪システムの開発に力会入

れており、むしろ三菱よりも積櫨的に、その方法を各方諾でアピーノレしていた

(28)。 それを考えると、この時期の大増醸の実施がいかに容易ならざるもの

であったか、想橡がつく。ただし、商社の差は経営方針に負うところもあるだ

ろう。三菱の場合、経営陣の多くは昭和初期の未曾有の造船不況を乗り拐った

経験を持っていた。たとえコスト部減が死活問題ではなくなったとしても、企

業的合理主義が後退することはない。概して最も合理的な方法が、生産能率を

上げると同時にコストを下げ、品質を安窓させる。それに、需要強占の統熊錨

棒のもとでは、他社よりも安髄に製造することによって、企業利益が正当に

がった可能性がある律的。

さて、航空機工業全体の所見としては、特lこ歩寵まりの向上や材料罵の開戦

撤惑が強調され?と。名発では、この時すでに精密鍛造やアルミ屑の分別間i誌を

実擁しており、特に本舗を指摘されることはなかった。ただし、勤務時間につ

いては、従来、 7: 30........17 : 00、および 20: 00'"""'6 : 00であったこ認作業

時を、それぞれ 2時期半及び 2時間延長して、完全な 24時間勤務体制をとる

と申告している体的。 工員の欝労度〈勤務時期中における五味勤労の割合〉

でも、名発が最高と査定された(31)。 組織の統制力が強かったと考えてよい

だろう。また、金星を基礎とするエンジンは、もともと量産に遭ずるように投

針段暗から考えられていたし、基本的に 1工場 1機種(開型機種)生運体輯

をとっていた。第 3草案末で触れた「生違憲技術研究会議j の成果を活かし、少
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しでも工数や材料を欝約するための F戦時型エンジンJの開持も行われていた

(32)0 r多量生産方式j も実地に移されていた。すなわち、 ?生産準備部門

(工作技礎部)ノ強化ヲ盟リ主トシテ多量生産エ適スル工作法ノ研究、専謂工

倖機械ノ設計、製作、治工具ゲージ類ノ設計、製作蛇之等設備ノ完備等椋後ッ

テ所調「流レ作業j ヲ実施シ来ヲ多量生産ノ実ヲ挙ゲツツアジ J(33)。

しかし、 「挙ゲツツアリ Jという表現から、実は所期の成果がなかなか上が

らないことが見てとれる。そして、ここでいう f所謂流レ作業j は作業製置の

問題(流れ弾業の空間的条件の充足)であって、規格製品がベルト・コンベヤ

iこ乗って次々と生まれる枇界{流れ作業の空調的・持関的条件の充足)とはか

け離れている。いくら盤産に適した製品開発をしたといってもマイナーな設計

変驚はいくらでもあり、工程的立もいまつゆる f流れj に乗らない部分が必熱的

iこ存在する。そして、静岡、京都商工場が完成し、稼動しはじめるのはまだ先

のことである。工場、良震な資材、有能な人員の拡彊なくして、さらなる増麓

指令は受けがたかったが、軍部は何がなんでも増産可能の言葉をとる購えであ

った。ヨ霊祭の事前、深患は陸揚躍の藍督官から、説明論議には 1慎重を期すよう

にと、常国境の夜畿な物雪いに釘をさされた体的。 そこで、 2培、もしくは 3

倍の増産をせよと言うならば、以下の諸項闘を摘たすことができるかと、官・

に対して逆に条件を捷示した。深尾自身、実質的に受け入れられる可読性が

まずないと判断してのことだったという体的。 前述した藤諜の査察経過報

iこ準じていうな与、 f再考j を求められて提出したのが以下の条件だと考えら

れる。

1)陸難車の機種、靖機等の統一、できれば、注文の統合。

2)今後増加する工員向けの住居資材、その他。

3) 24待問機業を一般的にするか、あるいは 24時間操業をしない工場の資

材、工作機を 24時間操業している工場にまわす。

が工作機械業者の統制{玉三愈必要なものを蟹先して製造するようにする〉。

5)工作機械の入手や工員の増加が無理ならば、工作機械業者の一部に、工

作機械ではなくエンジンの部品を製遊させる。

6)工場の思紀規簿確保のため、徴用工員に対する経罰。

7) 当事者間において協定麗難な較用工場の斡旋iコ

8)技術者の不足iこ対するため、現役梓校および思召者の早期総隊。 (36)

他にも 6~頁霞が並ぶが、これらの条体には増産要求に対する切現諮まった状

況がよく表れている。名懇親fからは資金はむろんのこと、工員、工作機、エン
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ジン資材、いずれの加増要求もないコそれらの不足、あるいは下鏑{協力工場)

の能力不思を当然の隆蕗として互いに認識した上で、これ誌上の増産i土器難だ

という爽情を突きつけた条件であった。

上記のうち、 f徴用工の処罰j とは、企業側として、いわゆる不具工員を解

聴したい、という意味である。労務動員による富民の設用は 1939年から始

ったが、語、避する者も多く、被徴用者の中には不満を募らせ、逃亡、欠勤、怠

葉、二重稼犠、集団暴行、兵器破壊、意識的な不長品の作成等の行為をとるも

のがいたという (37)。 三三菱の機体、エンジン幸子工場においても、最初のうち

泣指導や訓練に糟を出していたが、次第に工員の数が増えるにつれ、壊ま警も行

き届かず、苧におえないケースがでてくる。生活物資が払底十れば、資材等の

持ち出しも類繁になる。徴用工問題は、当時の盟民の不満の指標ともいうべき

一面を持っていたといえよう。民間企業iこは、工場内で題こる、この謹の風紀

の乱れに対処するすべがなかった。勤労度が高いと査定された名発でも、内

は深刻だったと思われる。生麓増強が国家の大問題となるのに並行して、徴用

問題も全国的に拡大深化した。

工作機械業者の統制については、前項で述べた。査棋の実摘が前述の関議決

の蓋後であるから、三菱鎖としては、その内容をまだ知らなかったか、念押

ししたかのいずれかであろう。窓省者の早期除隊は、ある麓度実擁されていた

が、企業側としては、たとえ一人でも出したくはなかった。転用工場について

は、翌々日に決定し、深墨は内心驚いたのめ。 工場も土地も人間も、簡単に

被用される時代であった。

160 



第 2節 難産システム形成の線開

1. 流れ作難関期化への舘み

「接合棒やピストンやクランクなど、発動機部品の数々がゆっくり動いてい

るベルトの上を読んで流れていく。両側の工員は、機械的;こそれを一つ一つ工

作機械にかけては、一行程終える毎に先のベルト iこ瑛す。人機一体となっての

誇れ生産である。 J(39) 1943年に名発第三工場(第三工作部)で稼動を始

めたコンペヤ・システムは、 1944年;こは、第一工場、第二工場でも、間一点

数の多い部品加工工程で一部利用されたと考えられる(40)。 遅れていた組

工程でも、徐々にタクト化が進み、最終組立ラインは流れ作業方式に移った。

ローラ・コンペヤが多数導入された(41)。

航控エンジンという製品の特質に準t:て考えた場合、名発の畿運システムも

部分的には体裁が整ったといえよう。すでに述べた専用機械や治工具の設計製

作はむろんのこと、工穣分析や時間研究による労働管理などの能率向上手段が

経験者盤ねるにつれて効果をあらわし、コンペヤの強制力と担侠ってよりスム

ーズな流れができる。一応農産を際揺した工場であった名発設立時から考える

と、工程}I僚の流れの設定(流れ作業の空間的粂体の充足〉から律業の間期化(流

れ作業の時間的条件の充足〉へ踏み込むまでに 5........6年、また量産体制ではな

いが、大江時代;こ大々的な工場改革を始めてから数えれば爽;こ 10年近くを要

したことになる。それも一部の部品加工工程での話である。ただし、換り返し

になるが、コンペヤを使えば最難ができるのではない。コンペヤ自体はむずか

しい技講ではなく、コンペヤに乗せる訴前にプライオリティをおくべき生産技

欝上の問題が山積しているのである(42)。 競空エンジン製造の全体慢は、実

に幡工ζく、奥深い生産技術の集積から或り立っている。

ところで、航空エンジンを例はとれば、 1工場当たり丹蓮何台ならば大量生

システムをとりうるかという議論が、当時岡本でもしばしば行われ、論者に

より 300-----500台と見解がはちつく。 r日産数量が大きいほど、生産管理は容

易 … 作業者の技量謹震は低くてすむ。即ち、専問機械による単能作業が増

加し、自働機械の溜用が可能となるからである。 J(43) と、雷うは易いが、

仮iこ、 1938年時点で f向こう 2年需に月麗 1..000台の生麗能力を作れJとい

う指令が出ていたら、各企業はさらなる大投資を行って、自動機械を含む専用

機械鮮で工場を埋め尽くしたろうかっ確実な需要があれば、より大きな投備投

資が行われた耳鵠性はある。が、コストはきせとして、まずま支締的に無理だっ

ろう。その方向で動き、そのシステムに最も近いところにいた続空エンジン工

場が、おそらく名発だった。それは、名発が自らの手で専用工伸機械や捨工具、
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すな才っち、サポ…ティング藤業iこ相当する諮問の開発/製造能力を持っていた

からは能ならない。製品の材料から専用工作機嫌にいたる総合工業的な開発力、

それが名発の強みであり、それを可能にしたのは専門工場分離裂の強力主組織

であろう。この名発の開発力は、三菱溜船{造機)で培われたを三統の上に饗秀

なヤングパワーが加わることによって金まれたものだった。しかし、一企業が

そこまでしなければ航空芯ンジンを議産できなかったところが日本の弱み(限

界}であり、調繋名発の隈界性をも吊していた(44)0 1工場さきたりの生産能

力としては、せいぜい足産 600台、平埼して 113 20舎が名苑のjlJ達した量産

レベノレであった。

名発が 1938年iこ受けた月産指令をど、さしあたり金星 1，000hp・400台と考

えれば、 40万馬力。ライト社が臨面した月議 200万罵力の増麓指令の 5分の

L プラット社とは桁が違う。探尾が始めたシステムは、経営的観点からは生

産量が不十分なのにもかかわらず、士重離の予瀦をもとに作られたものであるが、

いざ増藤が現実になると、なかなか受性量に遣いっけなかった。理機は数々あ

ろうが、総じていえば、その f量産システムj が部分的には雛能していても、

工程で考えるとどこかに流れを止めるネックが生乙ていたからだと思われる

(45)。 システム以前に、その基礎となるべき一つ一つの生雄技術の宋熟さに

出来するといえるかもしれない。 たとえ小さな部品の 1加工工寝であっても、

全体の流れから取り残されれば、せっかくの工程管理もアイドルを生むばかり

になってしまう。

実課、太平洋戦争後半期、工程管理は激務であった。工務課iこ所属した栓票

春男によれば、 f馬車馬のように東葬務走… 鵜の居騰の聞になって一刻も

気を許すこと誌できませんでした。緊張の議離で、時にはタイミングがタトれ、

悔やんだ一こまもあちました… 進捗に鷲つては底分で管理して、無駄のな

いように次工寝へ部品を送り続けた…J(46) 

2. 生産工程自動化へお訟み

鞍馬は深刻化する。もはや新工場を建設したところで、熟練工や工作機械の

調達は容易ではない。ここに宝つての苛烈な増躍饗求を前に、従来の噂用機械

からさらに進んで自動機械の開発へと、生産技術は新たな績聞を見せる。当然

のことながら、告動化工程の開発も企業の合理的経営判断の上に成り立ってい

る。この時点での工程全体の自動化は、たとえ理論的iこ可能であっても、現実

問調としてのコスト、生産畿の開面から見て、企業のとるべき手段ではない。

工穣やのネック解消の努力と共に、まずは、関一部品の多いところから自動記
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していくのが積当な能率向上棄である O たとえば 143託慢のエンジンを製造ず

る場合、シヲンダヘッドならエンジン 1台当たり 14龍が必要になるから、こ

の加工工穫を自重計七できれば全悼のバランスから考えて大舗な人工と時間の節

約になり、しかも無駄がない。節約された労働力{特に熟練工)や工作機械は

怖へまわせる o そして、名発工作技術部は日本で史上はじめてというトランス

ファーマシンの製作に或功した(47)。 周知のように、 トランスファーマシン

は、戦後の大量生援システム形成iこ関わる決定的に叢喪主主主産設舗である。

トランスブァ…マシンの技報を持ち込んだのは、深草の特命で 1939年に諜

米し、最後まで粘って 1942年、第 1次日米交換船でようやく婦関した技師、

谷泰夫である(48)。 技報のマシンはグヲンリ一社製のシソンダヘッド加工機。

谷の帰臨時期その弛の状況から、 1941年にナッシュ・モータ一社iこ設寵され

たマシンではないかと考えられている(49)。 総合的制御機能をと構えたトラン

スファ…マシンとして、当時アメヲカでも最新鋭のものであった。谷は技荷資

料iこ関するものを何一つ持ち場ることをど許されなかったが、アメヲカでの見聞

の記壌と雑蕗iこ掲載されていた 1枚の写真を頼りに、長さ 10メ…トル近い機

台の間値目に 20余台のミリング、 ドリヲング、リーミング、タッピングなどの

ユニット・ヘッドをE載し、関隔移動方式でI1畏次告動移送開時工作を行う機械

を設計した(50)。 単に模敬すれば作れる機械ではない。名発における部品加

工程を縁域的に分析した上で、最良の組み合わせを見つけて自動移送開時

作を行うべく設計するのでまちる。援作から、実際に連続稼動するまで、これま

た長期にわたる主義喪兼行の努力を粟した。完成をみたのは 1944年中頃と思わ

れる。開発グループの喜ぴは筆舌に尽くせ臨ものだった。

とJころで、関じ 1944年中明、ライト社に導入された最新鋭のシリンダヘッ

ド加工用トランスファーマシン辻、長さ 60メートノレ余明。 56工程(全加工工

韓の 70%)をi司時自動加工して移送し、 45秒侮iこ一つ襲品が生まれでる。そ

れまで様準的工作機械 46台にそれぞれ熟錦、半熟練の工員がついて行ってい

た作業を、女子工員 3名、しかも数告の離i練で使いこなせるというマシンで

あった(51)。 問時期、ライト社ですでに舘期していた主流のトランスファー

マシンは、 1台で探準工f空機械 42台分の作業をこなし、それによって床面識

58%、機械および取付具の直接費用 2%、延ベエ議数 92%、マンパワーに至

つては 99%の削減率を詑録した(52)。 これらの機械はみなグヲンリ一社製だ

った。アメリカの工作機械は、短期間にはるか先へと進んでいたのである 3

アメヲカに遅れをとったとはいえ、 トランスブァーマシンをともかくも 1

完成したということ、これはいわゆるオートメーション告の技箭的可能性会示

したことでもあるつむろん、維の条持者すべて無視して自動化工穫を準備した
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としても、何の設iこも立たない状設ではあった。名発工仲設術部では、この鰭

iこも自動洗浄磯を製作し、また、カムケース、減速輩、クランクケース、麟主主

の畠動加工機を設針したが、後者は実用北に歪らなかった(53)。

3.最終局韻での義蟻増強

1943年 llJlll吾、名古臆発動機研究所〈畏述〉設立と間蒋広、深尾は常

務取締役に選告された。名吉難航空機製作所の発動機部長として三菱の銃空エ

ンジン部門を率いるようになってから 9年、この間、一企業入として経験し

た変化の大きさは、異例といってさしっかえないだろう。戦争の探イおとともに

生産規摸は念、拡大し、探尾の費桂iま増大した。戦欝能力をもっ麓窓エンジンの

およそ 5樹、その実質的金生産が深躍の手立任された。

向器、三菱鷺工本思議棋の…部が改王されている。名古屋に本宕銃空第一部

{機体関係)と需航空第二部{発動機関保〉が設置され、堂薬業務も問蔀で期

決される体制がとられた(54)。 航空機部門の急藤議は三菱盤工としても異慌

のことであり、また、軍需省設撃に対応した撞震でもあろう。組織構成上、三

菱重工の麓空機部門は、製作所単位以詰誌、機体態拘と発動機部再iこはっきり

二分されたことになる。深尾は航空第二部を発動機関係本~(常務スタッフ)

と位置づけ、他に、工作機械、材料、タト注の各部をおいた。これらが、すなわ

ち生産増強の饗であった。

常務取締役は本来東京の本底勤務であったが、深是は今度こそ持ち場を離れ

なかった。状混が許さなかった。名古鹿、というより工場iこ常註し、ことある

ごとに上京する、趨多忙な生活が続いた。考えようによっては、本j苫職制が現

場iこ出向いたのであった。

この頃、深患は嬬王宮〈三菱重工業金長〉、後藤{間常務、機体担当)ととも

に、陸軍輩務局長の佐藤賢了の塁手び出し告と受け、その代理人と部会した。住接

の用件は、 f全国の航空機関係の生産者三菱に任せた場合に引き受けるかとい

う打診であったが、断ったことはもちろんである。航空機の生産は航空兵器総

周が棺議しているにもかかわらず、かかる拭問がこり入選からあったことは、

その護憲、のほどが患いやられる。 J(55) 

慮、はむろん、探患にもある。 r一機でも多くの航空機をJという悲鳴にも

仮た叫びが、前線から溺れ聞こえてくるようになっていたφ そうした叫びに費

症を感 iニずにはいられ牟い一方(56)、 本土空襲への不安も高まるばかりであ

った。深尾の言動は、日々ますます秋霜烈日を罷めた3

じ頃、遊休工場の転用を顛い出た深患の公文に対する、風間貞議{軍需省
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航空兵器総局第一勝決〉からの譲事務。 r… 過般原動機課殺を諌i堂、生漣総合

会議を実施せしめたる結果は鰐宮より聴敢致し是まりの課長以下も、国家の壊の

状況に絡する貴決意及対策に大いに感激し … f深患常務の今聞の嫌な態度は

まれてから見た事がないJとの事にて、現却下の情勢iこ対銘せらるる糞;こギ、

リギリ土壇場の調l決意の穣も窺はれ、小職も感銘の宝り …。疎需の針画を

御立業中の模様を鵠き及び、衷心敬意を表し御議申し奉鹿 …J (57) 

「制空機は軍が必ず守る。ひたすら増産に専念せよ。 j と設い聞かされて、

麗襲戦士たちが昼夜を関わず働いていた噴である。一方、車需会社の幹部たち

は、自分たちですべて考え、行動していかねば、我が身をも守れないことを理

解しは乙めていた。 1944年 7月、深遠は工場疎開計覇を翼賛会中央協力会の

露上で明らかにし、 11月には軍需省に対して具体的方策を上申した(58)。

他方、性襲緊γと金く逆の話が具体イちした。 r軍需工巌j制度がそれである。

これは企業利議を議求する株式会社を民有簡営工場に改編して、間家利益iこの

み謹進させようとする試みであったo 1945年 4月、中島が第 11軍需工壊に、

続いて)11商航空機が第 2軍需工簸に指定された。この交渉を行なっていた遠

藤三三郎(航空兵器総局長宮〉は、しかし、三菱の説得には央故した。岩続小調

太は遠藤iこ対し、こう言った。 rあなたは … 三三菱コンツェルンの実力をご

存じない。私は拡空第一主義誌は同意です。全力をあげて協力しているわです

よ。ですから、三菱コンツェルンのもっている優秀な入問、もっておるあらゆ

る資材をあげて航空にやっているのです。それ金三菱コンツェルンから航空部

門だけ傍ち離したらまったく無力になります。 J(59) この裏では、新設孝四

郎が岩崎に対し、官営の非能率を癌書していたという (60)。

-生産のピーク

さて、なりふりかまわぬ器家ぐるみの生産増強政策の成果を、三菱のエンジ

ン部門で見ておこう〈前霊堂[表 3・討議器類、) 0 1943年変の設構投資額の急増、

1943/1944年援の作業面積の増加、 1943年妻、特に 1944年度の作業人員の

増加は著しいものがある。また、作業語積当たり、および藍接工(61) 一人当

たりの生産高も上昇しているが、特iこ1944年には異常値とも思える高さを示

しているつゥまり、生産饗素すべてが拡大するとともに、持に名発での生産性

が上がった。その理由として、戦時統制下の航空機第 1主義による各種審遺

棄、第三工作部の本格的稼畿、従前から試みられてきた f大議生産システムj

の深化{というより戦時fと)、工員一人当たりの労鶴時間の延長、資材、設備

の饗先的入手、静岡製作所稼重告はよる製品機韓の減少、部品製造においても、

京都機器、名古殿機器の独立、すなわち工場の専門分信;こ主る能率再上等を
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げることができるであろう o 太平洋戦争の開始によって抵充を図った組織整備

は、 1944年中にほぼ完成した。だが、同年の生援向上;こ震選定した諸要素は、

材料および工作機械の劣化、労織力の疲弊、イ也産業の資材枯掲、工作機械の分

散化、といった対立する問題とトレ…ドオフの関係にあり、どのみち長続きす

るものではなかった。

上記のうち、 1944年 1月に先成した京都機器製作所{所長磯崎憲二〉につ

いて、間年 5月の生産増強会議の議事録が残っており、前年の行政変媒以緯

の軍・官と金撲との「攻訪戦j を墳関見ることができる(62)。 すでに舟度か

触れたように、需製作所は弁専門工場であり、特に中空排気弁については越に

できるところがなかったため、関係者の関心は否J，f;なく高かった。会議出

席者は、軍需省、近畿策幣監理部、陸軍航空本部大阪監督経京都在勤所、間京

都在勤所三菱駐在監替官、京都府、三葉重工本社および発動機関標本成、京都

機器製作所、三菱地所より、計 39名である o 討議の論点は多l症にわたるが、

主なものを拾うと、奇襲入弁の外設先〈協力工場〉お開拓、③不東品の阜期発

見およぴ発生率の低下、@工作機械の不思および故障修理、金工作機械の諜動

時間、争能率問題、参材料の不足、金労務問題(熟嬢工不足、欠欝率など)、

参工場の厚生設錆の材料不足、舎翰滋問題、等となる。課題詩前年の査察持と

大麓ないが、その対棄すなわち軍からの指導は、たとえば、工作機械や材料の

不足分は植の観倖所からまわせ、他企業はもっと能率を上げているからそれに

見膏え、あるいは、手近な場所で譲カ工場を見つけよ、といった具合に無理難

題が多く、それに対抗する企業側の反論もなかなかのものである。生産量立関

しては、企業側は新設工場でもあり、体制を整えながらある程変畏期的な藤望

を、軍機はできる限り短期の成果を要求する。土壊場の窮境で、生護費在を負

っている企業と、 1;2ドでも多くの弁を l日でも手く確悌したい撃と、方策は一

致しないのである o

終結論としては、 「①金三菱ノ優秀ナル設鋳ヲ吸収シ生産技荷特ニ流レ律

業単能搾業ニ敬底シ教育期間短縮並ニ作業能率ノ踊額約向上ヲ図ノレコト。 ② 

粧料ノ戦時経緯的運営並ニ資本オノ箭約ニ議室底スノレコト。 J(63) 結論としては

陳臓なようだが、徴患をはかる対象としての流れ作業、単龍作業が、 1944

5 y.l Iこは、少なくとも形としてはできていたこと会うかがわせる。ただし、排

銭弁の主主藤工桂の中で、鍛造、絞り、溶接(ステライト)の各工穫はいわゆる

流れ作業ラインには乗らず、単能化された流れ作業システムが実施されたのは、

主として研磨工程立穣られた(64)。 排気弁の生葱議([表 4-11参照)は

の後も伸びつづけ、問年同月に月鷹 8万本をどj留すピークを迎える(65)。 専門

工場であったために量産システムも整いやすく、ここでは厳しい生産目標をク

166 



ジアした。

換資法の変更も、生産増強に貢献した。藤原の遊察経過報告にもある「検査

の戦時化j で為る。作業i品穫における部品検査にはむろん基準があり、それを

満たさなければ不長品として麗持される。統空エンジンの場合、材料部品表語

の細かな犠も検査の対象となり，20'":30パーセントがこれではねられていた。

しかし、資材不足と納期の語で状況が逼迫してくれば、安易に棄却などと活つ

てはいられない。そこで、手入れした材鐸品を主要部品に使罵することが捨討

され、三菱が賞設を負うことを力説して許可された(66)c ただし、これは名

発独立の明から地道に続けられた、高芝率いる検査チームの努力あってこそ

能になったことである持7)。 とりあえず、手入れした材蕩品の使用による事

故の報告はなかった。

探悪は検査に関して合語的的だった。鋳物工場見語りの際、不良品の印をつ

けられたマグネシウム鋳物を見て検査課長を時びつけ、 f君は三菱で何年検査

を欝めているか、これで検査課長が勤まるか、謀長を静めてしまえ。 j とどな

りつけたという。 rこんな様変でどうして不奥品か、日本は今、生きるか死ぬ

かの大戦争をしているのだぞ … 関的をもって検査し、使えるものは捜うよ

うにせよ。 J(68) 

耐久試験灘転時間も綾和された。 1941年にはi犠梅軍それぞれ平均して 7時

間および 9時間を課していたが、 1945年には、それぞれおよそ 3時期および

2時間 10分へと鑑縮された。それも、以前泣すべてのエンジンに対して持な

っていた試違憲誌を、 10台に 1合の割合iこ減らした(69)窃 納期の嬢擦のみが

自的ではない。試運転用の高オクタンガソリンを節約するためでもあった。韓

議躍が、ガソヲン代わりの艇空燃料となるiまずの、松根檎採りに羅組になって

いた墳である o

検査法の改善が潜まない点もあった。検査業務は、元来発詑者である軍の監

理菓求に対応して設置されている意味あいが強く、したがって形式主義的な弊

も多い。作業者の質が下がると、検筆項践にない部分がなおざりにされ不員

部品ができるため、検査を厳しくするために検査員の数ばかり増えるといった

態揺環が起こる。一方、検査基準岳体も彰式的で、実弟;こ支醸のない鎮まで不

可とする。前者iこ関しては改善の必要が盤々わかっていながら、もはや実行で

きなかった(7の。

名発での「検査の戦特化J、特iこ梓蕩品に関するものは、単に基準を甘くす

るのではなく、長年の経験とテスト;こ裏打ちされていた。考え主うに主つては、

戦後の QC導入の下地を形成したともいえるつだが、基本的iこ、こうした f合

理的なj選択は苦しいものだったに相違ない J 物資が払底するにつれ、選択の
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幅は非合理的な域にまで広げられたっなかでも深刻な問題;士、エンジン弔特殊

鋼材の規格が次々と改定され、材質が改悪されたことであった これは、海外

タングスからの輸送路を断たれたことに主り、ニッケ/レ、クロム、

モリブデンなどの合金用特殊鋼が手に入らなくなったことに起因する

コパルト、

他むろん不足とはいえ、

テン、

精密部品は大きな打撃を受けた(71).0

の産業をほとんど犠牲にして生産必要量を確保していた

主要材料l士、

だが、特殊鋼不足に

そのまま性能および生産能率に影響を与えた，精密鍛造;こっよる質の劣化は、

いてはすでに述べたが、部品材料のみならず、工具材料;こもこの影響は及ぶ

結果、工具製造の困難はもとより、機械加工工程において工具研磨を頻繁に行

ったり回転数を落としたりする必要がでてくる (72)， ハイテク製品の宿命と

もいえよう。 1944年 3月以降のエンジン生産高の全般的低下は、

少金属事情によるものだったと、

主として希

低下したのは生コーへンは指摘する(73)ご

完成出荷されたエンジンの品質;こ及んだであろうことは、容産高のみならず、

易;こ推察される。

【図 4-1】戦時期三菱重工業航空発動機部門の受注高と生産実績

(【褒 3-2】より)
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【議4-1]三菱重工業競空発畿機部門:周期生産実繍(1943-45年)

発動機製作場所名 エンジン

名古牒 静罰 京都 大壌{諌開)合計(台)

1943年 8f:1 834 834 

9月 866 866 

10丹 935 935 

11月 981 981 

12月 1，035 1，035 

1944年 1f:1 1，175 1，175 

2月 1，365 1，365 

3f:1 1，526 1，526 

4見 1t651 1，651 

5月 862 862 

6)ヲ 2，310 2，310 

?月 1，406 10 1，416 

8f:1 1，739 57 1，796 

9月 1，696 102 1，798 

10丹 1，465 105 1，570 

11月 1，249 90 1，339 

12月 586 130 716 

1945年 l月 216 171 51 438 

2f:1 30 360 148 538 

3丹 129 195 77 151 552 

4)ヲ 15 85 66 174 340 

5月 15 70 6 136 227 

6月 26 82 124 112 344 

?月 O 119 150 66 335 

8月 3 39 133 66 241 

注*重要部品生産のー併として、本論中幾変かふれた排気弁生産

を示した。

排気弁{鋼)

京都機器*

20，382 

20，352 

30，198 

45，670 

28t101 

38，942 

36，898 

50，645 

60，322 

65，093 

62，586 

80，336 

62，733 

60，295 

60t109 

23，857 

18，481 

1，605 

20，387 

2，912 

出所:三三菱重工業株式会社・社史史料『三菱航空機略史 ~pp. 23691，23763-23765. 
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さまざまな閤離をはらみつつ、そして、ほぼすべての毘生産業が報小するな

かで、航空機工業はむりやりは膨張したっ 1943年から 1944年にかけて、中

島の機捧およぴエンジン、三菱のエンジンの生産の伸びが特に顕著警であった。

5本全体での生産のピークは、機体が 1944年 6""'9月(王手持丹議長 2.48:3機〉、

エンジンは問年 3""'8完{平均月濫 4，207台)であった(74)。

1944年 7丹、京都発動機製作所の完成により、三菱の鉱空エンジンi立、 7

場所、用地 200万坪に工場約 26万坪、工作機械 14，000台、実験 8万人を超

す従議員を擁した。その直後の 8、9月(月産1，800台弱、撞窓約 220方議力、

ただし京都での完成品はまだなし}が生意のピークであった(75)。 本来なら

ば、その後持び続けていくはずの生躍は、ここで行者結った。空襲があっても

なくても、これが「後発冨J岡本の戦時経掛の臨界だった。

いま一度患いおこすならば、プラット社は 1940年 5)寄託増藤指令を受けて

後、 l年半で月産 200万感力を瀧成した。三菱は戦時期を通じ、 48，675台、

約 5，000万馬力を生産した(76)。 プラット社の航空エンジン戦時生産合計i立、

自社 137，436台、フォード祉などの契約生躍を含めると 363，6時台、総馬力

数は問様にそれぞれ約 2憶諜力、 6儲馬力であった(77)。

170 



第 3鯖 戦時生産の崩壊

1.窓鰻

コーへンは奮う。 r日本の航空機製作能力の大部分は太平洋戦争中に拡蝦さ

れたのであるが、日本は航空機工業を、そのさ主産がピ…ク;こ遣してから六ヵ月

以内に工場を分解し主主に摘んで運{んだ) … 戦時中霞本の航空機工業の発

操は分明であるが、急速に瓦解し去ったことは誠に理解し兼ねるものがある。

百四年末敦府は資材供結の現実を鱗捜して、去五控機生産高を増加すべきことを

命じ、命令を出してから三ヵ丹も経たぬうちに疎開を命乙た …J (78) 

名発の瓦解は分暁であった。

結熱的託、深議の撒いた工場の理想像は、戦時期iこはそぐわなかった。戦略

的にいえば、鶏聞が芝生の 1棟 2 坪近いという大工場(おまけに拡彊に次

ぐ拡張を議おた)が、空嬢の際格好の爵標になるのは、最初から明らかだった

ろう。もっともそれ以前に、工場用地はすでに決まっていたのであるから、空

襲対策を麓複する方針など、もとよりどこ広もなかったといえる o 1938年に

勇躍建設された近代的巨大工場は、空爆の可能性を無視したわけではなく、火

災を艦こしにくく、簡単に回復できる構造をとったのだった。 6年後の B29

大輝離による繊犠嫌撃は、夢にも予測しえないことだった。米英との戦争すら、

その時点では考えられていなかった。だが、対米英開戦後も同規模の第三工f宇

都を隣接して増設したことは、結果挺何は加として、戦略的に失策だった。探

建i立総空権がなくなればどのみち関じこと、として割ち切った(79)。 その叡i

z窓謹を保まましたのは軍部であったc 確かに結束の大勢は、どう転んでも同じで
はあったろう O

1944年 8月、中関から飛来した B29が北九州地方をど爆撃した。 7月のサイ

パン隣薬以来、本格的な空襲が始まった。空襲の構報は、宮本側でも事前にキ

ャッチしていた。ただ、訪空体制は実に組来であり、跨空能力は無きに等しか

った(80)0 11月には中島の武蔵襲f乍所が嬢撃された。この間は繋が原く、

工場への場撃効果はいま一つだったが、一般市民iこ鵠牲者が出た。

中島への蟻撃は、何といっても撃部に箭撃を与えた。室経需省は急議、名発iこ

対し、年末までiこ「醤霊J用エンジン 100基を要求してきたっこのエンジン

に関して、名発では過去に 1万メートlレ以上の高境性能を持つものを開発し、

1台工具まで用意して生産に移す準舗をしていたっしかし、 2誌の意向で生産中止

になったため、その掃工具は砲に流馬してしまっていたっ 2ヵ月忌らずの鵠に

新型式のエンジン 1001患を製造することは常識的に不可能であり、通常なら
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受注はしない。が、 「これができないと宮本は敗けるj と、最後;こは拝むよう

な熱意に動かされて要求をのんだというゆり。 名発では、探患の発案で治

を鋳物から普通鏑の議接構造に変え、 100基分専患に高畠{とするニとで、極

力工期の短F稽を図った会時ここに駕つてなお、探悪は現場の生産技術者だっ

部品加工は額調に進み、 12月半ばから組立開始のめどがついた。

12月に入り、深尾i土建築課長の佐藤正郎を呼んで、組立式の寝権者荏1冨ば

かり作っておけと、内密に命乙た(82)。 嬢撃を受けても、産業戦士は職場を

死守しなければならない。東機軍管区司令部は、生産現場のなるべく近くに退

避壌を揺り、空襲の際法工場内退避をするように命令を出していたっ

12月 13日午後、扶靖だった。各発は最拐の空襲を受けた。館空指導をし

いた講の予鎚もしていない 250キロ、 500キロの大蟻弾、計 186トンが投下

された。名発の被弾数 139、死者 264名、負犠者 105名、行方不明者 160名、

被場機械 247合であった(83)。 死習は防空壕の議壊による圧死が多かった。

保安課長の松本康一、 トランスフア}マシンを作った桟泰夫もマシンとともに

犠牲となった。犠牲者には 54名の学徒が含まれていた。

戦略的観点からいえば、打撃を受けたのは、通常のこにンジン生離のみではな

い。完成後ようやく重量産体制が整ったばかりの高出力エンジン (A20: 2，200 

馬力〉、試停を終え実用fとを目指していた世界最大級エンジン (A22: 3，100 

馬力)、試作中のジェット(ネ 330)主どの開発努力が吹き飛び、また、試作

中のロケット〈秋水)の実験場も蟻破されえ(84)。

アメリカの戦略嬢撃の第 1目標は、三菱、中島の航空エンジン工場であった。

製品の議要性、工場立地、集中性 … これを犠底的にたたけ司、最も効率よ

く爆撃の成果が上がる。だが、本土関空を担当していた陸箪航空部隊が、それ

を予諾していたとは思えなかった。 r敵にわが国の急所を教えてもらったよう

なものだj と、陸翠防護関本部の前で譲患はつぶやいた(85)。

これ以棒、終戦までの 8 ヵ~間は、カオスの中での死闘であった。工場内の

片づけに追われていた翌 14罰、空襲のデ、マに、職員、工員がわれさきに構外

へ逃げだすという騒ぎが起こった。東海軍管広司令官が所長以下全員を背年学

校校騰に集め、告の丸の鉢巻を締めさせて、 f国家の重大時期にデマにまどわ

され重婆な職場を放棄するとは何事だ!今後は絶対に職場放棄しないことを響

え!Jと、活者入れた(86)。 一方、深患も司令官のもとを訪れ、今後は警報

発令後、産ちに工場外に散開退避する設を告げた。人命の犠牲は、生容者の

気の問題を含めて、国家的な損失だと探尾は力説し、 “競芸"で司令官の承諾

を得たという (87)。 以後、箪の下級監督官の反発を翼い、周辺から、三菱は

臆病だ、間織だとののしられながら、話業員は(幹部と保安要員を残して)警
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戒警報が出るたびに講外へ議走ずる生活を繰り返した。

菱の航空発動機関係各工場では、鞍戦までに計 17回の嬢撃を受けた。死

者 288名、負傷者(行方不明者を合む)369名、被曝機械 3，712台であった抑制。

退避策が各工場に撤悲し、それぞれの場所で、担当責慌者は箪の整督官と衝突

して、従業員の生母を嬢先させた。初田と比べ、後続の母襲撃では人的被害を少

数にとどめることができた。生護設備への被害警は大きかった。名発大幸工場は、

建物の 9樹、鹿捜商稽の 94パーセントが破壊されたゆめ。 実際の被害は、

米軍が上空から見て判断したよりは小さかったが、空襲による全産力の議下は、

前掲の月別生謹実績表に見られるように、明らかだった。

名発をは乙め、三菱の磯体部門である名古臆鉱控機、愛知続空機その他、航

空機産業が集中していた名市還への空襲は 56問、被害者数は、死者 8，630、

負欝者 11，164、犠災者 522，951名にのぼった(90)。

2. 工場線開

1944年?丹、深越が工場諌開案を公にしたのと需じ頃、軍部でも工場線開

の方法を検討しはじめていた。この企聞は鉄道総罵にまわされた。すなわちト

ンネル掘りである。間月中iこ地下建設部裁が綾蜜され、数カ所でトンネノレ掘離

の準備が進められた。だが、準犠が潜在過程で、その吾的は地下工場ではなく、

臨軍司令部、さらには大本営の移転先へとすりかえられた(91)。

f一九四四年中に鹿野しな疎開を実擁していたらうまくいったかも知れない、

そして日本お工業の摺襲に望せする搭抗力もできていたかもしれない。 J(92)と

は、コーへンの摺摸するところである。

さて、米軍による戦略嫌撃の開始後、軍は鉱空機関部工場iこ秘陸名をつける

ように要求した。後世iこ生きる者ならずとも、状況を?混乱させる以外に一体何

の役に立つのか躍解に苦しむ措置である。 1945年 2Jヨ以降、三菱の各製作所

の場合、機体関係は第ーから第十ーまでの奇数、発動議関係は第二から第十六

{終戦時には第二十二)までの縄数名をつけた。たとえば、名発大幸工場は f第

詔製作所J と呼ばれることになる([図 3・7)参煎)。 ただし、これで、機

体がsヵ所、発動機が 11ヵ所に分散したというのは正しくない。
名発では独自に工場疎開会始めていたが、躍需省かち分散疎開に関する命令

を受けたのは、ょうやく 1945年 5月のことであった9 生涯を落とさずに掠開

を進めよというのが、この期に及んでの離の要求だった。工場{工員、機誠、

資材)は、ある程度安全に生産できそうなところがあれば、どこにでも線開し

たο 線開場所iこいちいち製作所名を与え、組織を整備する暇などあるはずも主
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かった。三菱航空エンジン部門の生産現場は、遊休あるいは転用工場、山奥の

土地、学校、公醸、 トンネル、ガード下、湘窟など、およそ 90ヵ新へと広が

り、地下工場建設のための整地も行われたゆ的。 移動に鉄道、 トラックが手lJ

荊できるのは運がよく、しばしば牛車や罵車が使われた。球関先は概して不便

櫨まりない場所で、食擾事情も、場合iこよっては劣懇の撤みであった。物資の

窮乏が甚だしかった。転用工場をJ.j1jtこすれば、生産設備が整うことはまず考え

られなかった。空襲iこ逃げまどい、東奔酉走して生産量場所を穣保し、苦心惨濯

して機械や資材を搬送しながら、一方ではエンジンの生産、そして、ロケット

やターボ・ジぉツトの研究開発さえもが、日々絶翠感の深まるなかで綾げられ

た(94)。 職員や工員のそれぞれが、どこか5j1Jの場所で空襲の危換にさらされ

ている家族を指えていたことだろう。後から考えれば、この時期に歪つての工

場諜関は、常軌を逸した撞寵だった。

名発が岩塚、枇杷島、静閥、京都その他に工場を鰻聞したのが、増産対策と

はいえ本来の「疎開j だとする増藤夫iこよれば、 f退却を転進と言寄ったり、戦

隷整理と理腐をつけたり、文敗戦を終戦と称したりした様iこ、工場諜開も体裁

の良い表現となっているが、実際はせっかく稼動していた工場を場撃で打ちの

めされて逃げ隠れして歩いた工場のみ乙めな襲のことであって、… 事実は工

場の逃避であった。 J(95) 

深患にも、深尾と労苦を共にした所換たちにも、工場が空襲にあって大被害

を出した後は、伺をしても無駄だということが、わかりすぎるほどわかってい

た。わかっていてもやらざるを得ず、やらずにはいられ訟かったのが、工場線

開だった。

8 sJ 15日、すべての生躍が止まった。
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終章次世代へ

1.戦後への継承

・濃乱期

接戦後しばらくの問、軍需企業の幹部や提議員は、また新たな譲重しに甚畜し

なければならなかった。そのカオスはついて詳しく触れる余裕はないが、本稿

趣欝に関まつる一掃を恭しておく。まず以下は、 8月 19日付三還を盤工業社長の

元良イ雷太郎より濃尾宛ての書簡(関 17日付深尾から光良への書籍への魂撞)

の一部である。

「… 糞方ニテ御立案ノ対葉至極結講ニニテ此方針エテ密実撞相成度存楼其

後当地ノ状勢よそ531J二三大シタ進展ヲ見ズ … 気付タノレ点二三列記致スベク候

学徒及新規徴用工ハ成ノレ可ク早ク帰第セシムノレ事常傭エニニテモ長欠

又ハ成綾不良ナノレ者ハ解繍ノ事

ーーー・、

!日工作機械会社名吉盤工場ハ由来レパ護旧(形式的丈デモ)セシメ寮

エ議ジシ工作機械ノ講究トシテ発動機在籍ノ優秀磯棋ヲ移管セシムノレ

事(工持機械工場ノ方ガ幾分発動機工場ヨリ残存ノ見込アノレカト思ハル

ノレ設) 鹿島ノ二十製モ製作中/発動機並エ部品ハ能ニ移シ工作機工場

ニ複!日スノレ毒事ニ手配シ掛レヲ

協力工場トノ霞係ヲ至急明瞭ニ整璃スノレ

朗、 東帯監理局ヨジノ指恭中農具製作ノ項アノレガ若シ実施セラノレノレナラパ

農事試験場アタリノ意見ヲ徴セラレテハ如舟カト考ブ

金績工業所ニテアルミ製鋼釜ヲ作ヲテハ知剤尚之等ノ家農用異文ハ

前記藤其ヲ解鑓学徒工員等ニ支給スルモ一葉ト思考ス

六、 環材料等ノ或ノレ物ハ常議会社工場ニ移管スル方ガ安全ナラズヤ

七、 監理鶏指恭第七壊撲務支払ハ大蔵省ノ意向トシテハ大口ノモノハ成ノレ

可ク見送リヲ希盟シ居レリ

入、 (省略〉

九、 経理関係強始米ハ最盛要Jl複雑ナノレガ詑際描速ニテ良キ故当芝急御調査

アジ度シ何レ軍需省当局ト折衝致スベシ

十、 (省略)

十一、 二製所管ノ研究設備(大半ハ損壊セルモノト思ハルルモ〉ハ京都又

ハ名吉愚者大ニ…寸保管シテ薩テハ如何成ハ寄贈シデモ宣シキカトモ思

ブパ寸
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とりあえずし設ければならないこと。 考徴男工の盤穂、工場・工作機域・

漂材料の保全、協力工場との関議離理、経理の後始末、失業工場における生業

確保 … この状況のなかで、深尾は告動車工業、轄に貨物自動車への進出準

備を行った。 GHQの軍民事法換指令 (1945年 9月) ~こあわせ、空襲被害のタ

なかった京都で、五輪車(オ…ト三輪)、 トラックの最鹿を計画申摘したとこ

ろ、 9月中に許可がおりた(1)。 ただし、深超自身はその穫後、 10月の役員交

替で、常務取締役を静径して取締役となり、盟総年 12月、取締役も辞任し

た。翠 47年 1月の勤令第 1号〈公職過般措量、同例年 6JHこ解除)が適舟

され〈均、 戦列から離れざるを得なかった。

軍需企業としてはみずからの存続語体が危うい状況ではあるが、それでも組

織の維持を最大の課題とし、その襲擦の条件として適正な数の建築員とその家

撲を食べさせていく環境を整えねばならない〈勢。 戦時期に諾った技術を活か

したいとは、誰もが考えることだろう。確かに潜在力としての技術はあったが、

現実は騒動車生産舟の噂用機械もなく、ものによっては学鍛rころか丸捕から
畦接躍り出すといった状況で、作れば作るだけ券学がかさんだ。製品開発力は

あっても生麓技欝が(能力的にではなく、物理的に)準装わぬまま、このトラッ

クの製避は結潟中止になった〈の。 他の、空襲被害を受けた各場所での試練は

さらに大きかった。生産技術などは二の次、与の次で、生業を探すこと自体が

態窺だった。アルミの鍋議は一時期よく売れた。

興味深いのは、工作技衛部iこ所属していた吉田識男の体験である o エンジン

の分解破壊や工具の分類整理などの鞍後処閣の日々、吉岡は一入、上南の三陸

繁次蕗ぷ言われて金鵜披切削性の研究を続けた。 r日本の工業界は必ず復興す

る。工業の復興にまず必要なのは工具である。その時に讃えて…j というの

が、三国の指令であったという(5)。 ブランクを経て再開される戦後日本の

業イ七の生産技術レベルの一端がここに示されている。

-再生への構密

車需企業、特に敗戦によって生産器動を禁止された企業の従業鎌にとって、

戦後の混乱と再生の過程は戦時より一層厳しいものだったろう。戦時、戦後の

試諌を鵡え、平和になってからもまた別の蟻烈な戦いの設かでそノを停ち続け

た人々に、高実成長時代を謡歌した我々の生活が支えられたのは確かである。

戦時世代の若手技術者の多くは、戦後アメリカにわたり、太平洋戦争中に日本

をはるかに引き離した生産技櫛を、驚異の識で学んで帰関した。戦争は技鋳を

発麗させもし、また停滞させもすることを、彼らは身をもって理解しえ。設の
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戦後世代は、生産技術を IE、ZD、QCなどの新しい概念として主にアメリカ

から受け入れ、おそらく戦前戦時の生産技術形成を顧みることも、そこから直

接何かを意識的に継承することもなく、新たな生産競争に突入した。だが、彼

らに積極的に生産技術を学ばせ、その成功を支えたのは、戦時の生産技術を知

り、あるいは試行錯誤しながらその技術を形成し、何よりもまず「生産技術の

重要性」を骨身にしみて知りつくしていた世代の技術者であり、技能者であっ

た。

財閥解体および過度経済力集中排除法による三菱重工業の分割、また、各製

作所の統廃合は、きわめて複雑な過程をたどる。本稿でその問題に立ち入る余

裕はないが、技術的継承に関してのみ、基本構造を示しておきたい。

すでに述べたように、戦後の一時期、航空機製造は禁止された。ほどなく米

軍機の修理が行われるようになり、 1956年には三分割された三菱重工業の一

翼である新三菱重工業で航空機製作所が分立した。当然のことながら、戦後日

本の航空機産業は戦時期の航空機工業から多くを継承している。しかし、世界

の最先端分野で 10年を越すブランクは大きい。本格的な再開から後は、航空

機そのものがジェット時代になっており、一方、量産とは縁遠い世界になった

ため、戦時期の航空技術がそのまま生かされるチャンスは減少した。伝統のも

つ重要'性は別として、戦後日本の産業全体への継承を考えるならば、より有効

な技術継承は、むしろ航空機以外の機械、また電機工業になされたというべき

だろう。基本的な機械部品はもちろん、鉄道、自動車、船舶、その他各種エン

ジン、計器、電子・電気関連部品、また、材料や工作法、検査法など、あらゆ

る分野にわたり、具体的事例は枚挙にいとまがない(6)。 一度瓦解した航空

機工業から、これらの技術が継承発展される枠組をいま少し追跡してみたい。

工場の土地および建屋に関しては、官有のものは返却され、自己所有分につ

いては、一部売却された。工作機械の多くは賠償指定となったが、結局日本の

復興に役立てることとなり、官有分に関しては中小企業に移譲され、自己所有

分に関しては一部を売却した。残った機械は復興期の「つなぎ」の時期に役立

ったが、その後技術導入を経て本格的な生産が始まったときにはすでに旧式に

なったものも多く、したがって、戦後発展への継承という意味では、中小企業

の生産設備を準備したことのほうにむしろ貢献度があったかもしれない。

ゆえに、継承された最大のものは、技術者および職場に蓄積された生産技術

であった。日本全体の構図として、戦時期に優秀な技術者/技能者を集結させ

た航空機工業は、戦後彼らを一挙にそれ以外の分野に放出したのである。三菱

の航空機関係者では、機体部門もエンジン部門も技術者の多くが、三菱重工業
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系の各製作所、すなわち、自動車、機器、または造船関係に落ち着いた(第 3

章【図与7]参照のこと)。事務系職員もかなりの部分が残留した。企業経営

からいえば、戦後の混乱期、たいした仕事もないまま多くの人材を温存して復

興に備えたのである。 【図 3・9]の組織図に名前を掲載した部長クラス以上は

むろんのこと、当時の有力技師・事務職の多くが、戦後、旧三菱重工業を継承

した数ある関係企業のどこかで、 トップ・マネジメントに加わり、また、技術

開発の中核を担った。一方、機械工業関係の他企業に移籍した技術者もかなり

の数にのぼった。

-技術継承のかたち

さて、航空エンジン部門の技術継承をより具体的に観察すれば、ポイントは

以下の 3点だと思われる。

第 1に、航空エンジン技術そのものの移転、すなわち、自動車をはじめ、漁

船、農業機械などのエンジンの基礎技術への継承発展である。多くの優秀な技

術者がハイテクの航空エンジンの設計製作に携わっていた経験が直接役立つ事

例である。ただし、ハイテク・エンジンを作っていたからといって、他のもの

が容易に製作できるわけではない。たとえば深尾はパージの最中にも我慢しき

れず、漁船用小型デ、イーゼノレの開発に密かに関与した。 1947年に完成したこ

の漁船用エンジン (7馬力)はダイヤディーゼノレと名づけられ、順次性能向上

して、戦後の大幸工場の主力製品のーっとなる。この開発の初期には、戦時期

に 2，000馬力、 3，000馬力級の大型航空エンジンの開発に従事していた技術者

たちが、わずか 7馬力の小型エンジンに、実に悪戦苦闘したのである(η。

同様に、京都製作所では前述のトラックの後、農業機械用エンジン「かつらJ

が生産された。空気あるいは 1万メートノレを超す高度を相手にしていた航空

エンジン技術者にとって、水や土を相手に出力の小さいエンジンを開発し製造

する苦労もまた大きかったろうが、ここで留意すべきは、これらの製品が、当

時の日本の経済レベノレからして、 「適正技術」の提供となったことである。技

術は市場を求めて動く。開発経済にとっての大きなヒントになるだろう。

第 2に、上記と関連して、エンジン以外の、より広い意味での技術移転であ

る。さまざまな機器、工作機械など、エンジンを製造するための技術は応用範

囲が広い。エンジン部門は機械工業の基礎に深く関わるため、技術者も機械全

般に、いわばっぶしがきいた。戦後、三菱関係各製作所の技術の中枢は、彼ら

が占めた(8)。

他企業や研究所などに移籍した技術者もいた。たとえば深尾は戦後、森村系

企業(日本陶器、東洋陶器、日本特殊陶業、日本碍子など)の取締役や顧問に
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就任したが、それに伴い、 f可名かの技締者の移籍をすすめた。名発時代iこ景室料

噴射装霞の開発に成語し、後iこ を務めた杉原局ーもその一人であ

る(的。 名発の技術力はセラミックの設界でも活かされることになる。

第 3I立、やはり上記と欝速するが、製議議一般を支えうる生産技術の継主主発

麗である。本文もしくは注で鰻れた工作技衛部関部で培われた技術、たとえば、

作機械の設計製作{山埼栄治)、特殊工具の設計製作(児玉昇、出議正

敏〉、金義耕料の被切開性研究(吉岡義男)等に関わる技術は、技術者当人を

じて戦後の職場に確実に継承され発牒し、生藤技術の中枢であり続けた。そ

の一つ一つは開立たないが、開発経消の基礎形成というコンテクストで考える

と、晴やかなエンジン設計技術よりも確実に大きな意義を持ったといえよう。

品質管理 (QC) も興味深い。戦後全くの未経験からこの世界iこ入り、その

後一粛して品質管理畑を歩んだ小島稔は、いわゆる日本的 TQC(10)の罪翠が

すでに名発で始まっていたと棲古しているはり。 小島iこよれ誌、その基本誌

良紫の仕掛品者系統だって準錆することにあ号、ここには当然 f品震を作り込

U'J意識と工夫、そして技術が必要である。また、名発工具工場で材料から完

成品に盗る工其の一貫生産を経験した児玉算も、やはちその生産システムが

TQCの紫地になっていた一語があると言う。党三区iま戦後の経験として、たと

えば工異類をメーカー在せにすることに起因する「製品 TQCJの根本的不備

をど指携するはお金

後主とし

もまた戦時期を継承した。たとえば、名指の現場技師であり、戦

技術畑を歩んだ加藤和敏によれば、京都機器製作所(1950年

より中日本盤工業/1952年より新三菱麗工業の京都製作所となる)では、戦

後しばらく名発の作業管理表がそのまま使われていた。作議管理衰のみならず、

工観管潤システムは名発方式をほぼそのまま踏襲し、生藤技祷部門は、名発の

工作技術部門と工務部門を合わせたような業務をこ設した。韓議iこは名発時代

の噂用機械の携骸が多く残っていた。生産には理事用工作機擁護ど多F脅し、必要と

あらば、その理事用工作機械から製作していこうという気携えは、ごく当然めも

のとして磯場のなかにあり、それが職場の信統だったという札的。 戦後、京

都製作所生麓技務課では、 f車社iこさきがけて農機エンジンのクランクケ…ス加

工用トランスファ…マシンを開発、量産時代の幕開けをど飾。たことは、第 4

撃の〈詮 47)で触れたとおりである。

ちなみじ依統といえば、現悲の広島工機、京都精機問製作所が戦後三毅重工

業の工作機械部門として成長したのも、戦時期を引き継いだ結果である O

総じていえば、戦時期、航空エンジン部門で試みられた生産量技術とは、多種

中最(少量)、かっ f部品点数が多く、機械加工工程が長く複雑句、加工構震
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が格段に高く、品質保持が鍍先され、設計変更のしばしば起こりうるハイテク

製品j をいかに能率よく生産するか、という技鋳であった。その基軸は精審な

磯械加工と高品震の五換性部品の効率的製造にあり、そのために鍛造、熱処理、

直言処理等の複雑な工種を練り返し経ねばならないという条件があった。全

穫を f流れ作業の同期化(コンペヤの使用)J ，こ持ち込むにはもともと不向き

であり、そこにプライオヲティをおく、より製造技箭の饗易担問一規格製品の

大量生諜とは異なる諜揮を呈した。また、金工穫が無駄なく進行するための生

遺産技術も市場条持もみたされていなかった。が、結果はともあれ、あるいは、

その製品そのものの意義を者定するとしても、ここで基礎形成がなされた。そ

の意味で、戦後、胃様の特質をもっ製品生産分野に業献したはずである。それ

は、ある種の感動車、船綿、車問、一般産業機械、工作機構、精密機械など、

まさに機械工業の中認を支えていく生蓮技術であり、したがって、社会の工業

記能力の基本となる生躍技術であった。

2. 技術系経嘗者、金集人としての溜膳

復帰後の深尾は、三菱系および森村系のいくつかの企業の取締設や顛関を務

め、また、新たに最前隷になつことになる多くの経営者や技鋳者に影響を与え‘

た。けれども、いわばライパル関係にあたるいくつかの企業から、生産の第

線にと欝われたのは菌欝している。

さて、生鹿技術は内発的に鴇み上げられていく冨が大きいことを換り返し述

べてきたが、どのような生産技術を採躍するかという意思決窓はトップ。マネ

ジメントに左おされる。本稿は特に強力なリーダーシップがかえ主りの翼手響力を

持った事例ともいえる。 トップ・マネジメントのありかたを知るよすがとして、

本論では触れなかった企業人としての深還を補足的に描いておきたい。

深尾はまず、安留に作ることにこだわった。太平洋戦争末期、三菱の競空エ

ンジンの平均製造原髄は薦力当たり約 16円。直接の比較はできないが、プラ

ット社では約 24丹という話があるから(14)、 戦時金産という特殊性を排除し

た場合、それなりのレベル勺の閤際競争力を持ちうる生産撃が行われた可能性は

ある。一方、実際の受注単価も低下した。企業としては、こちらは当然高いこ

とが望ましく、領事各をめぐる攻跨がある。たとえば梅鯨納入の金製 43盤を棋

にとると、玲39年度の受注単錨は 25，550円。 1940年震については、 f構軍

航本ニ接拶ス。金星ノ十来年契約ニツキ… 25，000円ヲ主張サレル… 51ク

事出来ナイ事ヲ串襲クっ J(15) という経緯を経て、 25，350円に落ち着き、
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その談、 1942年度には 24，550丹、 1944年度には 22，440円へと最下してい

る(16)。 金援 43型の公称出力 1，075馬力で計算すれば、 1篤力潜たり受注

価格はそれぞれ 23.8円→ 23β 円→泣8 円 → 20.9円へと抵減したこと

になる。

上記題梅が企業の適正利益を示すものかどうかは別として、技術畑出身の深

尾が、しかも戦時事欝生産において原髄開題に非常な欝心を帯せ、また軍に対

して繍楼的に発撃をしていたことがしばしば指摘されている(1η 。これも企

業と軍との攻紡戦の一環ではあるが、深阜の原稿への関心は企業利益の興趣の

みではない。 r機械の設計に当っては基礎は環論に罷き、形は嘉徳的感覚で翻

き、これに工作技術上の知識を加味すれば、自ら鰐棄な形となり、生産費を低

下して信頼性を確保しうると信じているJ(18) とき哲人が脅うとおり、原価低

減はコストを超えた意味を持つ会世界前場の第一線で通用しうる製品を生麓す

るという目標が、現実の生麗iこ求められるプライオリティとはまた}31Jに、深壌

の基本的なスタンスとして常にあり続けたのではないか。その製品が舶用機関

であれ、航空エンジンであれ、自動車エンジンであれ、関乙であったろう。戦

後、深見のもとには、かつての部下から多くの経営相談、技締結識が寄せられ

ているが、個別其体的なこととは別に、深尾はしばし試「性能、信頼性および

抵価轄であることで世界ーを目指せj と記しているはめ。 みずからが果たせ

なかった夢の実現を、深患は戦後の産業iこ託す。

戦場のありかたという点で、探尾が行ってきたことを一言でいうなら、 f生

産現場の近代記Jだった。提尾は工場を愛した。工場iこおける工作機械体系の

議複ーそれは基本的には労憐を軽減させ、より快適な作業環境で合理的生産

を行いうる手段である。明治末の濯機工場からたたきあげた深農法、韓想の工

場を実現するための基軸をここにおいていた。

工場改革は、現場技護者かち企業経織へ、生産の実権が移っていく過程でも

あった。このことはしかし、現場技能の軽視とは別問題である。探尾は現場に

おける技捕者の実権強イヒを潜めると同時に、儀れた現場技能を背成議存するこ

とに執心した。モノづくりの依統は、深尾iことって極めて重要なものだった。

近代北が進農するにつれて訟統が忘れ去ちれることを深越は嘆いたが、いって

みればその伝統と近代合理主義のマージナルな時代を、深悪は生産技術者とし

て生きたのだった(20)。

f生産現場の近刊化j はまた、単欄な労働iこ話事する多数の工践を必然的に

さ怠み出す。が、探尾じとって、これら 2種類の労働一機械体系を使うか、そ

れに使われるかーの遣い辻、捜本的には本人の意欲と努力次第のものとして

整理されていたと思われる。
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抜荷者として当然のことながら、探尾はそノをつくる過麓を大坊にした。太

平洋戦争末期にロケット研究開発部勝を率いていた持邑勇古は、入社早々の頃、

深尾に震われた言葉を記a賭している。 r部品の一つ一つを心の眼で員く見なさ

い。その部品が作られていく過程を詳しく見なさい。 1(21) 部品の一点一

点を熟知せよ。 Jと、深惑は常々部下iこ言っていたが、みずからも最後まで製

品の綿部を知ち尽くしていた。可能な眠り毎朝工場者見て担ったことといい、

深尾の r現場j への執着は、同時期の技衝系経堂者のなかで比較しても、とち

わ吋強烈だったと思われる。

深尾は最後まで現場たたきあげの技術震だった。口を開けば喧曜ごし、おの

ずとにじみでる育ちの良さなどとは無識で、その雰臨気が深思惑と周りから際立

たせていた。当時の f特権階級Jのたしなみであるゴルフには手会出さなかっ

た。だが、職員の教育環境を整えることに対しては、ひとかたならぬ情熱を燃

やした。世界各菌の航空エンジンの陳列ノレーム、海外から最新の噂門誌や図

を集めた悶審輩記は項醤別紫きiまで準鏑させ、かたや美術書や教養護撃を集めた

文躍を集会頭に整備した。これらの設備は深尾の自慢の謹でもあった。

ところで、戦前の昭和類、三菱重工のような財閥系大企業で、深獲のように

貧しい平民出身者、しかも高工卒の隷書しかない技術者が、トップ・マネジメ

ントに加わることが、まず異例であった(22)。 深尾の昇進は戦争の深化と掻

く関わる。問中戦争開始後に狼立した名苑の所長、太平洋鞍争の始まる 1941

年に取締役、軍鱒省が設立され、艇空機増産が国家的命離になった 1943部 11

月に嘗務敢鱗役に遺症されている。三菱財閥という医大企業体にとって、深尾

は戦時要員として覇格者であったのかもしれない。それは、探躍が唯一最大の

臓客である軍部と友好的に業務を行い得たからではなく、全く逆iこ、軍部との

対立をあえて避けず、場合によっては躍部の意舟を無視してまで開発や生産を

議行する人材だったからである。深還にしてみれば、合理的と考えられる近代

的生産、あるいは企業経営を行おうとすれば、結果的に軍部と対持せざるを得

ないケースが多かったのであろう。

探患の性向i立、まず、金星という製品開発過程において発揮された。韓海軍

の意向を無視した企業独自のエンジンの欝発が成功しなかったなら、 bろんそ

の後の探遣はなかったであろう。開発の成功は、躍部の圧力会排して、深尾の

独断専行を黙認した当時の本忠トップ・マネジメントにも負うところ大であっ

た。

さて、一つの製品開発は、その後の量瀧体鞘確立への過程iこも影響した。統

制経務の限界内の話ではあるが、諜尾が軍部との不和を含みつつ組自の組織展

開を遊行していけた原点は、エンジンのみならず、部品や工作機械を含めた名
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発の技術力はあったと考えられる。逆にいえば、製品開発力、およびそれなり

の生産技術を武器に、深罵は時iこ、顧客である濃の優位に立った企業経営を持

い持たG 傍証として述べるなら、終戦の翌年、首棋を持した幣原重喜重郎が名吉

震を紡れた線、深尾を略び出したことがあった。何事かと駆けつけた諜惑に幣

牒は、 「豊田君{貞汝郎、もと海草大将 一号i患者、注)から名吉島へ行ったら

是非一変三菱の深尾という男に会って議け、… なかなか艇骨漢で、度々軍と

喧嘩して自己の舘;念を貫きとおし、結馬軍の必要とする発動機的生産に経大の

貢献をした男である、とのことで、… お会いしたかった。 j と述べたと、そ

の際同道した石島博が記録しているロ勢。 戦時期、特に閣議長存亡iこ関わると

考えられた特殊環境のなか、企業は企業利益をと上げることに経営のプライオリ

ティをおいていたわけではない。しかし、土壊場の状況においてさえ、企業が

完金に軍部のイニシアティブのもとにあったのではなく、ある程度独自の経営

体制を保ち統けていたことは、詮自すべきであろう。問時記、勢原の脅葉i立、

戦時期における民間の技諦ナショナリズ、ムの方向性、あるいはその持き着く先

を巧みに醤い当ててもいるのである(24)。

さて、上記の一事からも推測されるように、深遠はワンマン経蛍者であった。

ただし、 f組織の三菱j といわれるとおり、深尾もまた組織の人需であって、

その枠組みの外で罰立つことはなかった。名発がtIt聞に通じるスターを作らな

かったことは、第 2章の(注 29)で述べたとおりである。だが、名発のなか

はすべて所長決裁。大体のことは事実上決裁されたものを所長が確認する体制

の機体部門と大きく選挙った(25)。 エンジン部門が名発に収まっている簡はま

だしも、?場所、従業員 8万人を超えるとなると、ワンマン経堂では成り立た

ない部分が出てくるであろう。組織全体が縦割り行政的になる弊容が、深識の

本来の意圏に関オつらず、次第に大きくなっていった泣ずである。

方、課患は極めて合理的、かっ合爵的約に行動したため、また、戦時期に

は技術および生産技術的な蟻欝が急激であったため、し試しば職場慣行や内規

を無複するという結果を招いた。名発が航空機製存弱から分離した後は、航

機側の方針と労務対策などで対立することもあり、寂ばさみの事務系議員を閤

らせた(26)。 およそ企業の全捧機構は、事務系の職員によって運営されてい

くものである。しかし、深思は常に設構第一主義を貫き、その合理性について

いけない職員がいると、ところかまわず f事務識はただの記録工だっ j とどな

りちちした。こういう点で、深患は実に傍若無人であった。職員はしばしば深

惑に反発して憤機構を為おった。

深是に反発したのは一部の事務系職員だけではないことは、本論においです

でに述べた。が、結果として深患は強力なリーダーシップを保ち続けた。理由
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の一つは、常に明確な詩的を掲げ、みずから最前議;こ立って全力投球で仕事を

したからである。山崎栄治による以下の播措法興味深いっ {深累の着在当時、

在職の上級技術者たちは) r陰では数々不満を滞べていたが、笛と i脅かつて議

論して深患さんに勝てる人はいなかった。結薦、深尾さんの習うことの方が論

理的で鰐が通っていたし、現場をむかっているのは探墨さんと生藤(仙一)さ

んだ、けだった。上の人たち{管理職技術者一引用者注〉は現場を工部任せに

して{現場の)勉強をしていなかった。だから皆、深尾さんにやられてしまっ

た。 J(2η 第2に、万事を仕事本位で考え、その規霊祭で人事考課を行った(28)。

正面会って自説を謁げ食らいついてくる部下も、地方、おとなしくて目立たな

いがこつこつと努力を続ける人材も、深識は積撮的;こ評嬉した。決して諜舗を

ゥくらず、また、工員のなかからも鍾秀な者をできる鞭りま支部としてとりたて

た。 第 3Iこ、相手によって難度を変えるということがなかった。桔苧が軍の

監督官でも平社員でも同様広、是は是、非は非と筋を通した(2針。 トップ e

マネジメントの構え方は職場の雰臨裁にも影響したであろう。報告や説明のた

めに軍に派遣する部下には、 f報告の件に寵しては自分商身が韓よりもよくわ

かっていると自借をもて。拐苧が軍だからといってペニベこするな。 j と送り

出すのが常だった。 r従年、三菱探議ノ技師ハ朝顔ノ様ニデ詞向エ出ストシボ

ムモノト事ジタノレモ大ニ見議室シ申侠J(30) と、わざわざ旅遺所長に対する感

想、を寄せた軍人もいる。お世辞や逃従は口が裂けても震えないたちだった。大

社長の岩埼小調太から、もっと“お上手"を言えとたしなめられる始来であっ

た(31)0

深議は元来、投機的な人間ではなかった。合理的な予測のつかない意思決定

に対して端機的なのは技術者の常ではあるが、家族の話では、さらに f苓矯を

たたいて諜らぬj 的な一酉があったという。患いきって強力な経営体制をしげ

たのは、当藍過剰なまでの受話および支払いの保証がある軍需越業であったこ

と、そして閣の運命を背負っているという、最展的には利設を変外視した「

畏としての義務感J、そして航空エンジンが原因で戦争に負けるわけにはいか

ないという「技術ナショナリズムj のゆえだったと思われる。時代を生きた技

講者として、主義尾の経営詩的は実に暁様であり (32)、その枠組合超えることは

なかった。

深患にまつわる数多くのエピソードのなかから、伊集院文維の思い出のー第

を紹介して、本工真を絡えよう。

f深尾さんといえば、先ず患い出ナことは、註界一の航空発動機を作りょげ

たことであるつ部品を弱れば、血の出るような発動機を作れと叫び、畠ら陣頭
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に立って奮闘されたことは、四面楚歌の当時の環境にあっても、敵味方共、何

人も認めるところであったと思う。 … 職をあっさりと去った後、深尾さん

の人柄を慕うもの多く、特に長船(長崎造船所一引用者注)から転任して来

られた最初の時期、反深尾と思われる人までが加わり、その人数が多くなって

居るのを思うとき、人間味のある深尾さんの姿が、初御として浮かんでくる。

深尾さんを一言で申し上げるならば、不言実行の実力者であったと思う。三

菱のやり方特に造船では、とかく官僚的といわれ、知らしむべからず依らしむ

べしで、伺出許可制的のところがあり、 … ことなかれ主義のところがあっ

たが、深尾さんの場合は、すこぶる積極果敢、決断が早く、しかも着眼がなる

ほどと感心するようなことが度々あった。個性の強い指導者であったと思う。

官僚的ではなく野人的であったと思う。 … J (33) 

3. 後発国的環境と生産技術形成

本稿で見てきた生産技術の形成過程、そこにはおそらく後発国の開発過程の

典型的な一面と、 「特殊日本的」といえる一面とが共存しているだろう。日本

的な特質と考えられる要素については序章で概観したが、経営学的に轍密な検

証をすれば、実際の生産技術形成過程にさまざまな日本的特質が現れているか

もしれない。それは本稿の範囲を超えていることとして、さしあたり、生産現

場をとりまく状況は、まさに後発国的といえるものだったのではなかろうか。

それが現代の後発諸国と閉じかどうか、個別の比較検討を行わないまま結論を

出すことは危険であるが、仮説として、後発固としての枠組みに規定された生

産技術形成のありかたを、今日の開発問題にも通じる意味を持つものとして提

示したい。

むろん、事例の限定性を明らかにしておく必要がある。本稿で扱った技術事

例とは、明治末から大正期の多種造機工場、昭和初期の舶用造機工場、戦前戦

時期の航空エンジン工場における生産技術形成であった。いずれも、同時代の

日本では最先端レベルの工場であったことを、まず念頭に置かねばならない。

大枠からいえば、この 3部門における先進諸国との技術的ギャップは順次縮

小されている。多種造機では先進国がすでに開発し終わったものを日本で作っ

てみる段階だった。(むろん、それなりの工夫は加味された。) 舶用造機(デ

ィーゼ、ノレ・エンジン)では後発ながら世界レベルにようやく肩をならべる国産

品をはじめて開発製造するに至った。航空エンジンでは、急速に前進しつつあ

る世界レベルでの開発競争に一時期参入した。

この少ない事例からだけでも、ある部門である環境条件のもとに技術跳躍が
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起こり、その生産技術を基盤にして新たな部門の生産技俸の基礎形成がなされ、

次の技術跳躍につながる、といったサイクルが見られる。擾誤的iこ見れば、

ずそれまでの技術的積み議ねがあり(技衛史的見地〉、その時代の市場条件が

あり(経済史的見地)、そこに金業綾営の思惑なり意思決定なりがあって(経

営史的見地)、生産技欝が跳躍し、その技祷は襲品が多少変わっても、次の時

ttで活かされる可龍性を持つ。こうしたキャッチアップ過謹は先進国の経験を
そのまま操り返すのではなく、後発閥的に進行する。念のために、 「量産技術J

の開発につながった蕊空エンジン生産の膿関を、いま一度振り返ってみよう。

長完空エンジンは産業構造の班点に立つ製品である。戦時期、先進国アメリカ

において誌、量産体苦手i化が速やかに進んだ。製造技術そのものの試行錯誤の積

み薫ねはすでに厚みをもっていた。良質の特殊部品や素材部品を外部から入れ、

所内加工能力を超える受注があれば外性に求わせた。基本的な工程管理経験も

積み上げられており、需要に見あった高性能の自動噂用工作機械の開発がスム

ーズに行われた。つまり、量産の各エレメントはすでlこ国内に存在していて、

その内実を深化させながら、生産技術の議点は最終的な統合工穫であるアセン

ブリーに移っていった。

これに対して、後発国であった百本では、話下のような轡震が見られた。第

1は、序章でI-U本諜の業譲に言及した際立述べた、生産設畿の f機誠捧系面j

(材料館題を含む〉および f工程管翠面J (特に掩れ作業形態〉に関してで、

これらの基本的〈特iこ京理的〉ノウハウは歌米から ことができた。すなわ

ち f後発の利義j であるが、実男化するためにいかに内発的な粒々辛苦の努力

が必要であったか、その努力を立てしても生麗技術格競が開いたか、は本論で

々と述べたとおりである。こうした状況において、技術者や技能者が、基軸

となる f機繰体系詣j の技術(金高加工技術)の議関性殺明確に意識し、最大

般の工夫を講乙、細心の神経を払って後発闇なりの生態技術をものにしていっ

という事実は、今日の開発経済に適用しうる核心的なポイントといえよう。

第 2点として、航空エンジンメーカーが自らサボーティング麗業部門をもカ

ノ〈ーしなければならなかった。機械工業一般を場横ある状説に筆引するiこは、

娘期間に繍艇が増大しすぎた。航空機工業はまさに接行的iこ突出し、総くも崩

壊したのであった。しかし、これを開発経請のコンテクストで考えれば、次稔

代の機械工業一般の技術レベル向上に貢献した突出であったといえよう G

そして第 3に、生産技街の f機械体系[ijJや f工穫菅理部j に加えて、 f組

織機能町j の議要性が急激に高まったことである。 E本の航空エンジン工場で

盤された生麓ヱ綾ヂザインに、たとえば TQC的ともいえる発想があるニと

はすで記述べたc 其体的には、製品爵発から始まり、材料開発、専用機械や治
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の開発製罪、素材部品や特殊部品の内銀、各々的工程における品質向上(お

よtJ]二数第競)の試み、これらをクリアした上で、良賞の仕掛品をタイミング

よく準講し、機械加工工謹・経立工程のみならず金工組を有機的に統合してス

ム…ズに動かすことが試みられ、そのための技能者の養成も企業内で行われた。

の一部門が生産工程全体を支えることにいかに無理があろうとも、それ

が主主麓際標達成への最短距離だと考えられたからである。そして、それぞれの

職場(製作所)が自立性を持ち、職場ごとに成果を上げることに蓮進する体鰐

をとったα こうした TQC的な考え方が後発問的土壌(生麓工程の)1[上から)11

下まで統合して処理しなければならない〉の上にこそ生まれてきたとすれば、

現代の開発経積立とってもそれ会りの意味を持つだろう。そして、日本の機械

工業では米経験であったこの種の生産システムを新たに動かすに辻、強力主リ

ーダ…シッブ、すなわち超重量殺のプロダクト・マネジャーが必要だった。

機嫌工業一般が技梼的低設にある状況で、-~完関食業が航空エンジンのよう

な、ハイテクかっ品質探持が彊先され設計変更がつきものの製品を量産しよう

とした持、とらざるを得ない方法がこれだった。問時lこ、その方法は後発園田

本の隈界をも明らかにした。まさに戦時の産物として鑑期間に賦された経験は、

戦後また長期間にわたって導入しなおされ、複習され、工夫され、そして職場

内に設透して積み上げられていくことになる Q

多種造機、舶用造機を含めて、上記の諸経験が示すものは、一部の突出現象

にせよ、内括的、かっ集中的に生産設術形成が進行し、それiこよって後発器会

りの跳躍を遂げたことである。-!まの跳躍で先進技衛に追いつけるわけではな

い。が、跳鰻は新たな基礎形成となり、次の競援の可能性告と築く o その技錆iま

また嶺野ぉ麓業の技鋳向上にもつながる。こうした営みが幅広く行われること

によって、社会の技祷の摩みが増し、工業化の能力が形成される。その能力は

詩iこ、次世代の世界をリ…ドする技諦の基盤にもなりうる o

さて、拠出現象を敷延して考えれば、有力大企業が大きな役割合巣たすこと

も2ちれば、多くの中小金識がある特定部門に競争的に参入することも考えられ

よう。それは企業の意思、として瀧択される場合もあれば、外部要因に規定され

ることもあるだろう o ただし、態喪なのは突出すること自体では令い。さまざ

まなノウハウを外部から導入しつつも、実際iこモノを作り出す生麗現場の技

術・技能が内発的な試行錯誤の上に急速記形成されていくことである。おそら

くここに、後発盟工業化の社合的能力を形成するキーポイントがある。

国と同列には考えられないある特定の環境条件に合致した技第開発を生み出す

力は、こうした試行錯誤の議識のなかセしか形成され得ないのではなかろうか。

加えて本語事例は、通常戦畿のものとされる生産技館の数々が、そのノウハ
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ウそのもので辻むろんないけれども、早々と拭行されていたことを吊す。 TQC

量級プロダクト・マネジャーについては木建設で触れたが、怖にも(IEは

き当然のことながら)R&ひ、プロジェクト・チ…ム、カラー・ダイナミクス、

ブレイン・ストーミング、 ZD、VA、ジャスト・イン・タイムなど、その謀長会

的形態と考えてよい試行辻本論で言及したとおちであって、間様な響額iはf患に

いく与でも見つかるだろう G さ長麓技待は、普及させられるべきノウハウができ

あがる以前に努力され、工夫されて積み重ねられている、そして生産が統く撮

り摘み議ねられていく…これが「内発的Jということでもあるのだが…そ

の灘体的根拠が十分に示されたはずである。また、生産支援荷の形成過稜に、組

織機能形成の力が大き金投制を果たすことも、ここて?の重要なポイントである。

本構で挙げた事顎jのなかに、輪出高品として器路市場でシェアを争う製品が

設かった〈輪出が全くなかったわけでiまない)ことも、また興味深い。比較的

技第レベルの高い機械工業製品の場合、後発固にとっては、国際市場で争うの

はむろんのこと、保護策をもって国内市場を相手にするのさえ、困難者伴う o

だが、後発固の機械工業を、おしあたり輪出の可能性がなく、かっ輪入に頼っ

たほうがはるかに経諦的だという理出で切り捨てる必要さはない。ある条併が満

たされた時、後発国的状況からは盟難に患える装鍔開発、そしてそれが産業と

して成ち立つチャンスが訪れる o そのチャンスが泰濯をもたらすものであろう

と、不事会ものであろうと、ぞれが機械工業全体のレベルを引き上げ、後発

的状況からの脱出の機会を作りうるという冷厳な歴史をも、本稿では見てき

のである O 脅うまでもなく、造船や産業機械は戦後日本の童要な輪出産業とな

り、その生産技術を基盤lこした踏産業が日本やアジアの経済を支えている。

最後になったが、開発問題として考える際、日本のさ主藤技錆7菩或が軍事と深

く関わってきた一語があることを、客観的におさえておく必要がある。それは、

一穀iこいわれる f技待の二面性j とはまたJ，JIJに(むろん技術はニ面的ではある

が)、生産技術の基盤が機械工業を通じて形成されていくという特性を持ち、

後発国iことってその過程が厳しい臨路iこならざるを得ないという事曜に関わる。

機械工業あるいは生産技術を形成する際的で、近代詩本の対外教策が選択され

たわけでは決してないが、議発顕が f投侍立謡j となった持、結果として生産

技術形成の器有性が残されているのである。 トータノレな歴史として考えれば、

時代の先端をいく技第開発も、それを担う技術者や技能者の経験も、そしてそ

の土に安住するわれわれの生活も、 3誌に濃いものを含んでいる。
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あとがき

かつて名発の大意義工場が廷々と広がっていた一帯は、戦議 50年を経た今、

住宅を中心とする市脅地iこ変貌している O 工場擁設は段階的に各地へ移転、も

しくは額鎮され、 1987年以降、地域のなかでミ三菱重工業関係の施設として残

るのは、工場跡地に新しく建てられた技術研修所や社員寮などのみはなった。

その側にはナゴ、ヤドームが建設された。

現在の技術研修所の一角にあたるところ広、社員の手によ号、空襲でEごくな

った人々を詑る殉職碑が建てられたの詰 1952年。以来毎年、最多の犠牲者を

出した 12月 13持に翠霊祭が行われている。殉職碑は探患の捧議になるもの

だが、これが“密議悼碑や“鎮魂悼碑ではなく、 “殉職"碑とされたところに、

この碑を建立した人々、また揮事者の意思が感じられる。

名発に限らず、I場の膝史を考えると、そこで日々仕事に携わった多くの人々

の、モノづくりに投じられたエネルギーの大きさを思わずにはいられない。

際にかけられた労力と時間と、そして帯熱と……構葬きにはいろいろあったろ

うと想像もする。そして、それらが積み重ねられていくということの、意味す

るものの大きさを設めて認識する。

本稿執筆に2わたっては、ほんとうにたくさんのかたがたのお世話になったの

力不足でそのかたがたのご期待に十分に添えなかったことを震省しつつ、心か

ら感謝してお名前を記したい。(Jr麗不同〉

大学関係一神戸大学大学続器擦協力研究科の大簿定義教捜、植松忠博教授、

内出藤雄教授、本台進教授、片山絡教授、茜薄信普教投、関経営学部の宗像正

、京都産業大学経営学部の柴孝夫教援、龍谷大学経営学部の藤田誠久教

援{なお、藤E教授主撃の 学社会科学研究所共問研究・戦時研プロジェ

クトの研究会に非公式に癖加させていただき、多く告と学ばせていただいた〉、

大阪大学経済学部の沢井英助教授、大阪経済大学経営構報学部の中間哲部教授、

大学院経済学研究科・経済学部の和田一夫教媛、構設大学校機関科教

の中村被教授。神戸大学人文科学詔書舘、需産然科学諮機豊富、関経諦研究所、

間文献センタ一、東京工業大学百周年記企館、問題番館、一橋大学図書館、間

経療研究摂、立命館大学問書錦、関西学院大学函書館、神戸商船大学図書館。

関保一三菱重I業株式余社名古屋誘導推進システム製作所(総務部)、

問名古麓航空宇宙システム製作所(小牧南総務課)、間史料議、問史料室長関
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野允俊氏(岡野氏にはひとかたならぬお世話になった)、三菱重工業株式会社

神戸造船所(総務部)、同長崎造船所史料館、三菱自動車工業株式会社京都製

作所、三菱史料館。旧三菱重工業に関わられた OBとして、山崎栄治氏、片岡

慶一氏、松原春男氏、押見保夫氏、石坂龍男氏、筒井正寿氏、児玉昇氏、西村

民船氏、加藤和敏氏、小島稔氏、出雲正敏氏、吉田義男氏、坂本龍之助氏、蟹

江悦夫氏(蟹江氏は戦後三菱重工業の関わりで、深尾の晩年をよく知るかたで

ある)、高木貞彰氏。間接的に情報提供のお世話になった山田卓郎氏、伊藤光

雄氏、山本茂氏。 OBというよりもむしろ日本能率協会の関係でお話を伺った、

同協会常務顧問の中嶋誉富氏。(以上のうち、本論に関わる部分でヒアリング

調査に応じてくださったかたがたの簡単なご紹介を、序章(注 18)に記載した。)

OGとして、職員集会所「大幸荘」管理人であった舘松子氏(舘氏はご母堂の

代からの大幸荘管理人。戦前戦後半世紀以上にわたって、大幸工場をいわば定

点観測してこられ、その人間関係史についての生き字引のようなかたである)。

戦後三菱重工業神戸造船所 OBの島本幸次郎・マヤ子ご夫妻。

その他一社団法人日本能率協会(総務本部)、財団法人日本科学技術連盟

(ライブラリ~)、財団法人日本規格協会(教育研修部)、芦屋市立図書館。

機械工業史研究家の宮崎正吉氏。

ご遺族のかたがた一深尾の関係で、深尾泰子氏(個人資料を全面的に開示

していただいた)、西村翼船・智子ご夫妻、西村員氏、生駒鎮郎・昭子ご夫妻、

小西輝明・和子ご夫妻、川村光義・恭子ご夫妻。慶津の関係で、金丸晃子氏、

贋I畢隆雄・秀代ご夫妻。
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{注記]

序章の逮

(1)論理上、あるいは工業化に伴って生むるさまざまな f負j の関題はニれまた議然と

して存在し、それゆえに近代田本が選んだ開発の方舟は間違っていたという判断は

当然ありうる。が、開発経済のコンテクストで、それにひきずられて 1945年以前の

日本の工業化そのものを評題すると、かえって事の本質を昆失う。こうした問暗に

対して、たとえば中間哲郎は、軍事に著しく突出したために歪んで賦く戦時期に崩

壊した技術体系が、突如として奇鱗的な高度成長の技術的基盤に転Cたとすれば、

戦後の外罷技術導入の意義を過大評価せねばならず、関発過程としての戦後陪本の

工業化が途上臨の熱い注呂を浴びるなかでのこうした把擁は f危験である以上iにこ有

寄Jだだ、と論じている(中潤哲部「戦中.戦後の群学的管理溜動…日本能率協余と日

科技連の活動iにこそつて{上)J rr経諦学雑蕗~ 8位2一L、1時号鵠8泣2主年ド、 p.1叩0.)

(2お〉中問哲部「開上論文 一一一一「九しい1わゆる f後多発持義恐，性の手京利i司j議Jと中進国の技締的追

いっき過程{上)J[審議詩学雑誌DNo. 87-2、1987年;一一一「技街形成の盟際比

較のためにj 中間哲部編『技術形成の国際比較 一工業化の社会的能力J筑摩藩房、

1990年所程; ω一一-r発展途上国機械工業の技街形成一専門分業と市場の問題

をめぐってj 竹需敬温/高橋秀行/中関哲郎鱗著『新技鱒の導入…近代機械工業

め発膿J興文舘、 1993年所収、など。

(訪中間哲部「発展途上問機械工業の技術形成Jp.156. 

(4) r向上論文Jpp.167-168. 

(めこの表現は、アローの“learningby doing"、ローゼンパーグの"learningby using" 

を想起させる。いずれも試行錯誤をしながらの積み議ねの重要性を指摘するもので

ある。Arrow，Kenneth J.，叫rheEconomic 1掻plicationsofL倒 rningby Doing" in 1張。

Review of Economic Studies， No.80， June， 1962. ; Rosenberg， Nathan， Inside the 

Black Box; Technology and Economics， Cambridge University Press， Cambridge， 

etalリ時82，pp.120・140.

(6)中間哲部「技術形成の間諜比較のためにJ pp.12・15.

(7) r問上論文Jpp.19・23.

(邸中岡管部「いわゆる f護持性の利益Jと中進国の技術的追いつき過程(上)J p.99. 

〈訪中間哲郎「戦中・戦後の科学的管理運動(上)Jp.17. 

(10)本語で「戦時期Jという場合、日中戦争開始時から太平洋戦争絡γ持までをさすη

(11)技術史の分野、たとえば、山崎俊雄 f技術史.Jj東洋経済新報社、ゆ61年: 議野

芳結 『昼野芳郎著作集第 5巻・技術史 nU動車書薦、 1978年などで、本摘に絞
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当する時期の技術形成の問題が扱われており、一方、技能形成の関連では、積木武

徳 f学校と工場 一自本の人的資源A読売新覇社、 1996年;尾高;蟻之湯 f犠入の

世界・工場の世界』リプロポート、 1993年:小池和男/猪木裁飽嬬審『人材形

成の間際比較J東沖経務新報社、 1987年などのすぐれた著作がある 3

(12)山本潔 r時本における職場の技術・労働史 1854----1990年』東京大学出版会、 1994
史的諾類型を集約した表は、間警警の pp.14.17.

(13) ['向上書~ p.1. 

(14) W間上醤.11p. 29. なお、ニれと関連して、半流れ生産の代表的事摂jとされる戦時

期の箪需関連機棋工業生産を、見込み生産を伴う市場生産と従えてよいかどうか9

bしろ、量は増えても注文生産であったことに特色があるのではなし功せ思われる。

航空機は特に、免込み生産をして変更があった場合め携失が大きい製品なのである。

(15) W関上瞥.11p.28. 

(16)この点本績は、技能と技諦の世界の関係を見事に接関させた尾高;壊之場の業繰を補

足しうる事併となると思われる。尾高によれば、「機械工業の場合、高等教育を受け

た技衛者が生産現場と密饗した関係を樹立してリーダーシップを発揮するのは、第

一次大戦後のことだったと考えられる。 j ザ職人の世界・工場の世界~~pp.104-105.)。

(17)戦後宮本の通急からいえば、あるいは戦前期でも家霞製品やアメリカの自動家生産

などを念頭におくと、この持期のこにンジン生産量はせいぜい中盤生態としかいえな

いc が、当時は一つの工場で航空エンジンをと月産300--500台も作れば、充分マス・

プロダクションの範曙記入っていた。本縞でカッコつきの f大愛生麓j という雲言葉

を使う時はこうした意味を含んでいる。

(18)単なる聞き取り調査のみならず、技術lこ関するさまざまなご指導を得たという意味

でも、本犠には不可欠のインタピューであった。記録を残し、あるいはエピソード

をお話しくださった方々すべてをど紹介できないのは残念であるが、さしあたり、

インタピューに繰り返し応乙、また費問に問答してくださったOBの方々について、

以下に穣単なご詔介を試みた。ただし、あくまでも本穣の情報ソースの視点からの

記述であり、各氏の本来のご経歴紹介として必ずしも適切なものではないことをお

断りしておし {入社年鰻)

WJ崎栄治氏 一 秋田高等工業学校機按科卒、 1928年、三菱内燃機名古属製持所

入社。深躍の 5生存書脅から大江工場iこを籍し、その前後の職場のありかたを知る貴

重なである。氏は、さらに生産技術の職制的独立の窮芽といえる「工待設計課j

設置(1938年〉以前から問種の業務を担部し、斜戦3までずっと金庫技荷畑をさ訴ま

れた。戦後は、主として名書室製作所でヂィ…ゼノレエンジンおよび機器関連の開

発業務に就かれたG 航空エンジン量産化持代における専F号機械設計製作のパイオ

ニア的穿在であり、また、昭和初期の試作的性格の強い工場から量産工場への変
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遷過程を、その工場の只中で経験され、また現場の最前2線で工場のさ住産技術改革

に関bられた。

片関襲一氏-1931年、三菱航空機名寄患製作所(以下、名航〉入社。発動機工

作部仕上工場奨動金保配購。「時間研究j導入の前後、また戦能戦後の生産管理の

変化を現場の最前離で経験された。戦後も三菱京都で主として生産管理、議負制

といった生産技梼の仲業管理詰のスペシャリストとして活躍された。奨励金関

係では生き字ヲ!のような方であり、長年にわたる実務の変遷とともに、生産現場

の実態についても偶うことができた。

拝見探夫氏 一 名古監高等工業学校機横科卒、 1933年、名航入社。 深黒と間年

に名航に入られ、山構成とともに、名続時代の深尾の全貌を知る方である。進取

の知註に笛まれた誌は、時間研究、外注開拓など、次々と現れる「新しい職務」

のパイオェアであった。続空エンジンの生産技術を切り開いたお一人である。戦

後も名古屋製作所その他で生産技術煩を歩まれた。

・松露審男氏 - 1933年、名航入社。三菱重工業名古屋発動機製作所(以下、名

発〉独立に{半い転任後、工務(工謹管理)関係業務に尊心。 {毒事務系の工長

担当職〉から設留となった異色の社内経臆を持つ。~時から f生き字引 J r工稜管

理の神嫌j ともいわれた工程管理のエキスパートで、生産現場の最前線で活躍さ

れた。戦後は主として三菱自動車工業京都製作所で工程管理、部品管理、また、

重工本社で資材計商噂iこ携わられた。戦時期の業務について詳細を詑壇しておら

れ、本稿の名発工程管理の記述は、ほぽ松原氏のご教示によっている。

石按龍男長 … 名古屋高等工業学校機械科卒、 1937年、名航入社。戦時期を通

じて航空エンジン組立工場に艶務された。機械加工工程と比べ組立工穫に慢して

は内部資料が少なく、氏のご教恭は大変貴重であった。また、氏を通じて、当時

組立作業を担当されていた伊藤光雄氏から組立工韓および工場内組置に関する構

報をいただくことができた。戦後は舶用ヂ、イーゼノレの開発から帯関した航空機へ、

主として生盤技術熔を歩まれた。

-筒井正寿氏一呂本大学工学部機械工学科卒灘、 1938年、名航入社。名発独立広

伴って務籍、鍛造工場に配鳳。排気弁操指に関わり、戦後は主として患動車のパ

ノレブ欝係の仕事に就かれた。排無弁の生産工程、線造工場の実態、名古愚から京

都への工場移転などについて伺った。

・兇ミE昇丘 一 福井高等工業学校機械科卒、 1940年、名発入社。工作部機械工場

工具傑配成。工作技椅部独立以後は一貫して間部の工具工場で勤務された。戦後

は京都機器から神戸造賠へ転出。工具関嶺告と通じて多種多様の産業機械製造に携

わられた。名発における工具工場の発援過程とそれに重なる生産技構の深化、そ

の戦後への，穣殺について向った。
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西村5客船氏 早楠田大学理工学部機械工学科卒、 1940卒、名発入社。工f宇部

配属。戦時期に関して泣工場勤務より応召期間の方が長かったが、各社製作の航

空機機株およびエンジンの整織をとしながら各地を転戦されたため、ユーザ…とし

の読点で当時の航空機工業を分析される。戦後は主として自動車エンジンの開

発/生産に携まつられた。三菱岳象車工業の敢続投を務められたご経験から、生産

についての経営者約発慈善ど伺うこともできた。また、深還と縁戚関採はあって、

観人的にも多くの槽報を得ておられる。

-加藤和敏a-東京者間大学工学部機嫌工学科卒、 1941年、名発入社、第三工
f学部配属。氏もやiまり応召により戦時期の工場勤務期間は短いが、量産工場とし

て思想的に最も進んでいたと息われる、~時最新の第三工作部について、また、

専用機械(特iこトランスファーマシン)について多くのご教恭をいただいた。一

戦後三菱自動車工業で岳動車エンジン製造の生産技術部門に関わられたご経

験から、主に鞍後との関係で、戦時期の生麗技鋳およびその継承について、ご意

見をと向うことができた。

小島桂、氏 … 詩本大学工学部J.t躍記学科卒、持41年、三菱議工業名官墨金麟工

業所入社。戦持期については、勤務された議連工場の様子や換査のありかたを伺

うことができた。それよりも特に戦後、日本の品費管理の導入識から、品質管理

畑者一筋広務まれたご経験から、戦時期との比較、アメヲカとの比較などを銅っ

た。ご患身の職場捧験を f犬山通告j というニューズレターで残しておられる。

・出雲正敏氏一鱒島高等工業学投機械学科卒、 1941伴、名発入社。工作技術部研

究課技椅研究係配罵。精密機械設梼としては最も開難だとされた歯車を中心とす

る工具のスペシャリストで、戦後も基本的はその専門を質かれ、各種工具の設計

/生産技術の中椛として活躍された。現在なお歯車工具のコンピュ…タ・ソフト

金作り統けておられる。金産技街の中枢部のありかたとともに、戦後韓国などへ

の技術移転に関すると?教示をいただいた。

吉田義男氏一京都高等工築学校精密機械学科卒、 1942年、名発入社、工作設構

部研究課技術研究係配属。統空機用#料の被切開u性の研究iこより、機械加工型産

業の生産技術の中枢を経験され、戦後は機器、造船、議機、自動車等各分野で生

産技術;植を歩まれた。最経的iこは、生産ライン全体工謹の合理化指導撃を仕事とさ

れ、生産技術の接、および全体橡に関して、コンサルタント的視野を含めたご教

示をいただいた。

・域本龍之助氏-1944年、三菱重工業京都機器製作所入社。材料課購賞係配麟。

戦後もほ夜一貫して購襲爵孫業務に携わられた。名籍での業務経験はお持ちでな

いが、当時の京都機器、および本居業務との関わりから、資料からは況とんど明

らかにならない外性、購繋関保業務の一端をお伺いすることができたリまた、叩
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菱入社以爵iこ、機体部品を作る大阪の町工場で経営業務会任されていたというご

経験談も貴重であった。

・中鳴害容富長一東京高等工芸学校精密機械学科卒j 1944学、三菱重工業静岡発動

機製作所入社。芯砲のため、・戦時期の工場経験はほとんどないが、戦後まもなく

日本能率協金に転職され、開協会常務理事、別会社となった日本語率協会コンサ

ノレディングの専務取締役を歴任されたQ まさに戦後日本の生産技術者としての大

道を歩まれたご経験から、生産技術に関しての貴重など意見、支え、岡本能率協

会の活畿に立脚した視点からのお話をf寄った。

(19)中間哲部「技縛懲戒の関際比較のためにJpp.ll・12.。0)シュムベータ-J鳴A著中山伊知蕗/東娼精一訳 r資本主義・社会主義・民主主
畿Jl(新議販)東洋経済薪報社、 1995年、 p.129.;一一一一、塩野谷祐一/中山{予知

郎/東畑精一訳『経務発騰の理論Jl(上)岩誤審活、 1977年、 pp.182-183.

(21)たとえば、速水絵次郎 f頭発経済学一諾謂民の貧閣と富J創文柱、 1995部、 p.164.

(22)斎藤棲『技僻移転論』文鎮堂、 1979年、 pp.13-17.

(23)技鋳革新は通常“produc主innovation"と“prooossinnovation汐に分けて考えられ

る。寵訳的には製品技諦革新および工程技荷革新と呼べるが、 f工程jの内容を広く

捉えるためiこは、生麗技術という書葉のiまうが適していると思われる。また、南亮

進は技鋳発腿を「新技術の発明j と fその後の結播jに分け、 f発明は新製品・新生

産工懇の開発であるJとしている(甫亮進 f日本の技術発麗:戦前期の護観」南亮

進/滑)11脅彦編 f日本の工業化と技術発議』東洋経務新報社、 1987生存所段、 p.2ふ

(24) r後発の利益Jという便利な用語はひとりさ辞きをし、さまざまなコンテクストで用

いられている。本稿においても、ガ…シニEンクロン(Ger舵henkron，Alexander， 

Economic Backwardness in Histol間 1Perspective; A Book of Essays， The Belk.nap 

Press of Harvard Uni玖 Press，Cambridge， 1962.)の男法を殿容に踏襲しているの

ではなく、単に先発の支払ったエネルギー(努力、時開、コスト、リスク〉を縮小

しうるという意味で用いている。後発iこは利益もあれば不利益もある。後発でまちる

ことが不利益にならない場合もあれば、後発の利益を享受できない環境や講遣もあ

る。

(2信用語の開題として、安保哲夫によれば、意築技術は機械/ハードウェアに重点をお

き、生産システムは管理組織に重点をおいて煉われる(安保哲夫 f生産力・産業の

経務理鵠j橋本寿朗鱗1f'20世紀資本主義 1-技術革新と金躍システムJ東京大学出

版会、 1995年所収、 p.18.)。 生産技街はこの双方を合む広い概念として提え得る。

(26)本稿では F生鹿設錆Jは経常的に、「生産手段j は経済学的に、爵踏をきをい分けてい

るつ

。η漕)11智彦は(生産〉技梼を、「人間に体化された技街と、人間以外の機械や仕様望書、
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マニュアル等に悼イとされた技術とに認5りして理解jすべきだとし、議発閣にとっ

何本の経験から)、後者拭摸倣さ長避しうるか、あるいは輸入し縦ける場合iこも人的

に枠化蓄輔されてゆくことを指摘している(滑)11雪彦山本の技術発壊:その特賞

と含意J講/講)11編 r前掲書よ pp.293.295.λ まさはその護倣生産や人的枠化のた
め託、静)11の区別する二つの技術の接点が議擦になるのではないだろう方、

(28)Bhagavan，話瓦，Technologica1 Advance in the Third既 Tl"ld;S.仕'8.tegies& 

Prospectョ1，Zed日ooksLtιLondon，1990， pp. 21-24. 

(29)近代技術を捷い、作る能力という意味であって、人間社会の能力として何が棲れて

いるか、それはまえ加の問題である。禦出した能力を持つ個人の存主も、また別で

ある。中岡哲郎のいう「工業化の社会的能力j という表現辻、さしあたり遺努と思

われる。

(30)Rosenberg， Nath姐 ，Perspectives on Technology， Cambridge U悶versityPress， 

Cambridge， et al.， 1976， pp. 144-145， 163・164.

(31)Ibid， pp. 141・142，146・148.

(32)菰間文男 f額際技術移事誌の理論』有斐関、 1987年、 p.1怠1.

(33)鈴木淳r明治の機機工業 ーその生成と展開』ミネルヴァ書房、 1996年、 pp.353・354.
(34)中間暫熊 f技鱗形成の欝諜比較のためにJ p.22. 

(35) r関上論文Jp.21. 
(36)沢井実 f機械工業j 茜)11 俊倖/岡部武時編『麗業化の時代{上)~岩諜書f吾、 1990

年新較、 pp.246-247. ただし、訳弁が盤層性を寵接論じているのは、「工作機械工業

の重層的麗関:1920年代をめぐってj南/滑)11編『前掲書』所収、 pp.174・192.

r1930年代のE本工作機械工業JW土地制度史学Jl97号、 1982年、等。

(37)中間哲郎 f発展造上国機械工業の技荷形成Jpp.188・194.

(38)もっとも、教育方法に関してはイギヲス人ダ、イアーの功績が大きかった(猪木武纏

『学校と工場~ p.34. 権謀昇「日本における工業化と教育との関係JW社会経務史
学J第40場5号、 1974年、 p.78々 9.)。

(39)息野芳郎 f爵掲書~ pp.19-24. 

(40)中村撞英 r日本経第 一その成長と構造.~ (第3歳〉東京大学出版会、 1993年、 pp. 

45-46. 

(41)サミュエルズ リチヤード・ J著奥田講堂JI関訳 f富国強兵の議離 一技術戦略に

みる日本の総合安全保障J三由出版会、 1997年、 p.15. サミュエノレズ、は、国防

(軍事〉、民生両産業に葉大な研究開発投資をしているアメリカが、その相互浸透作

用が欠けるえめに、日本{軍事、民生両用の技鋳開発を行い、軍事ブロパーに多欄

の投資をしなしっと主主して、相対的な技箭基盤が低下してきているとするコ

(42)内部屋薫 f技術政策の歴史j 中間哲郎/石井王/内田息葉 ~i主代日本の技荷と技締
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政策』悶際連合大学、 1986年所夜、 p.164.

性的通商産業省繍『商工政策史J第 18巻・機横工業{上〉、指工政策史刊行会、 1976

年、 pp.ι6. なお、本稿においては、 f軍事{工業/産業)Jとは戦争に夜接関

わるものおよび軍の直接管轄下にあるもの{軍工厳など〉、 f軍需(工業/護業)J と

は筆、あるいは擢事上の需要に応えるものという使い分けをしている。

(44)謹野芳郎 f前揚害~ p.85. 

(45)沢井実 f機械工業j 蕗)11/間部編 f欝掲書~ p.214. 

(46) 13本で早期に蓮こった機械工業のうち、たとえば造船業が大きな前方/後方選関効

巣を持ったことは湾知の事実であるo しかし逆に、造船所が船のみならずあらゆる

灘業機械製作を取りこんだというー簡もある。つまり突出境象が轍著になるまっけだ

が、少なくともそこで機械工業の基礎が鍛えられ、長期的視野において輩引の役割

を果たしたといえよう。

(4ηr橋工設費史』第18巻、 pp.89-101.

(48)Freeman， C泌総，pher，The Economics of IndustJ.滋lInnovation，2nd ed.， Frances 

Pinter， London， 1982， p.184. 

(49)昂id吋 pp.170・183.

(50)昂'id.，pp‘184・185.

(51)松本三和夫「藤業社会における技鋳移転の構造 -20世紀初頭日本の造船業におけ

る舶用蒸気タ…ピンの移転を事例としてJW社会経済史学~56巻6号、 19例年、 p.50.

(52)長谷川需 r技術導入から開発へj 出井常彦/大東英毅繍『大企業待代の到来J岩波

警活、 1古関年所収、 pp.141・142.

(53)鈴木津は、いわゆる企業勃興期の移横産業の企業数増加iこより、国内機械盤業への

害要が高まったことを指摘している(鈴木搾 f前掲審jjpp.110・112.)。

(54)園家水準の工業標準化辻、まず公共事業や官公庁の物品調達合理化をはかる悶的で

始められる。訪れ年、勝商務省盤督下に f工薬品規格統一調査会jが設置され、 JES

の制定が開始されたぜ瀦工政策史J第18場 p.284Jo JESの実地遥患は 1939年

からで、第l号泣高速度鋼だった〈正確には、規絡制定に迅速さが要求されたため、

手続きを輯略化させた f議持日本標準規事各:臨 JESJである)0 JESを継承知展さ

せたJ1Sは、戦後 1949年の工業課準化法により制定された〈工業技術院;標準部繍

r工業標準記のあゆみー工業擁準化法蒐行 40周年J財語法人日本規播譲会、 1989

年、 pp.26-27J。

(55)佐々木睦 f工場管理システムの近代化と組織能力一外資系毒気機械企業を中心iこJ

出井/大東編『前掲書』仰.158，170.

(56)沢井東「葉北学工業化と技欝者i宮本又郎/持部武司編 f経営革新と工業北』岩波

審j否、 1995部所収、 p.199.

197 



(57)1安本又部/弼部設胃 F額説一八八0年代一一九一五年JW向上番J所収、 p.24.
(58)議高;龍之助 f職人の世界・工場の世界』他、論文多数0

(59) W岡本機棋工業五十年』日本機械学金、 1949年、 pp.617・618.

終的中間哲郎「戦中・戦後の科学的管瑠灘動(上)Jpp.20・21.

(61)和田一夫/柴孝夫 f日本的生廉システムの形成J山梼広明/犠)11武都練rr喜本的j
経営の連続と断絶』岩読書底、 1995年新段、 p.132.

第1章の涼

(1) 深尾の少年時代については、本人の間瀬鍛である f深尾淳ニ技鶴田懇七十年.!I(以

下、r技術凹惣七十年』と表示}、 pp.1ふ30. および残された書籍、遺嬢へのインタ
ピューによる。

(2) 1886年の中学校令によ号、公立〈地方税で維持される)尋常中学校は府県に1挟と

定められた。これiこよ号、全患に 107あった中学校が一挙iこ48に減ったのであっ

た。その後、井上毅文相(在任1893""94年〉時代から中等教育が発遣しはじめ、 1899

年の中学校令{設五)以降、公立学校を中心に順調に推移していく(仲新/伊藤敏

行編 f興本近代教育小史』福村出版、 1984年、 pp. 67， 84-91.天野部央『学

歴の社合史 一教育と日本の近代』新潮選議事、 1992年、 pp.45-46.}0

(3)天野郁央r問上帯.!I1>p.62・66.
(4) W同上番.!Ipp. 124-125. 同書iこよれほ、 1898年、人誌の 9割以上を点める平詫
の公立中学校指籍者に占める比率は68%、高等教脊機関ではこの比率はさらに低い。

比較的数多く進学したのが、医学、農学、商学など、長続的職業に関係の傑い専門

震域だった。

(5)東京工業大学糠刊r東京工業大学百年史.!I(通史)、 1985年、 pp.248・249.
(6)深尾が満20識で商工を卒業することになる 1909年の壮丁教蒋調査によれば、尋小

来卒24.16%、噂小卒、 42.25%、高小卒および問等28.邸%、中卒および同等4.43%、

高専卒および間帯0.28%、大学卒および需等0.38%、となっている〈務渓昇 f日本

における工業化と教蒋との関係 一科学長祷教嘗をや心としてJW社会経蓑史学.!I40 
巻5号、 1974年、 p.84.)0

〈カ沢井実 f重化学工業誌と技鋳者j宮本/阿部編『経鴬革新と工業化.!I1>1>.178・179.よ

ち誰計。

〈邸 f探尾から関親宛私倍J1906年6月18日付。

(9)以下、白石直治 (1857-1919)の略臆に関しては、南禅洋八郎 f工学博士 自石哀
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治樽占工学博士白石衷治簿縄纂金、 1943年による。

(10) ]二手学校とは、季五立夜学の教審機隈で、日本語を捷って、土木、機械、電気、建築、

論金、造船、化学等を教授し、現場で技師の補助役を務める中級技術者の養成を目

した。働きながら学べること、講師陣が工部大学校の教授陣のかけもちが多かっ

たことなどから人気があった。ところで、内田星美によれば、 f技籍者jの範霧の中

に含まれるのは大学(工学系)、調工事業者および後ら以前の初期技術者〈幕末の洋

お雇い外国人主導事業iこ設けられた法翌所や養成務諺了者の中から接議され

た者、初期留学生〉となっており{内部星美 f設鋳移転j謡)11/間賠繍『麓業化の

時代(上Upp.272・274.)、王手学校卒業生は f技持者jの範鴫に入らないことにな

る合しかし、卒業生には後述の藤津範敏のように、いわゆる現場敵機を務めるもの

もおり、後らは業務遂行上必要な外関踏はどうにかして身につけていたはずである。

明治期においては、工手学校卒業者に限らず、学歴がなくとも己が仕事に関する限

り、 匹敵する近代的知識を身につけた f技能者jが(数少ない学卒技講者

に対する割合として)かなりいたの?はないだろうか。当時の、特に現場の技祷水

準において、彼らの果たした役割を f技締者jのそれと区裂できるのか、むしろ、

搬入的能力に婚す部分が大きいのではないかとも患える。

(11)東京高等工業学校については、東京工業大学譲予ur東京工業大学八十年史J1965 
年、関 f東京工業大学百年史J(通史〉、 1985年;r東京高等工業学校 一覧J(従
明治42

等による。

化』を換帯。

軍明治 43年)、 1910年:職前工業会『会員名簿.!I; r卒業アルバムj

た、沢井実「重化学工業化と技術者J宮本/阿部編 f経営革新と工業

(12)飯田賢一r技術思想の先駆者たち』東経選議事、 1977年、 p.168. 
(13)天野郁夫 f前掲楼.!I pp.226・230.

(14) W東京工業大学留年史.JIpp.298.299. 

(15) r商工政策史J第18巻、 pp.28・32.
(16)三菱合資入社に黙しては、本人仔為に対し弁償費任会負う「身先引受人(保誰人)J、

および弁積驚抵はないが会社との聞を取り持つ「ヲ|合人Jが必要で、後者は社内の

者でもよく、実際それが多かったと思われる(正毅社赫刊行会編『三菱社誌.JI15 

巻・明拍 41年、東京大学出版会、 1980年、 p.1058.)0 なお、深星の身元は自省

みずからが引き受けた。

(17)慶津範敏 (1872.1953)は平戸の生まれ。生家はもと松瀦(半戸〉藩の銃声方だっ

たが、瞬治維新で瞬く鴇に没落した。震還は糞乏ぐらしiこ晃坊ちをつけて単身上京

し、溝 17議の持、街のってでか東京婿庁の土木課に騰われる。おそらくこの頃、日

本でまだ数える誌どしかい設かった工学博士の自布に出合い、書生として白石邸に

寄食しながら、出石の教える工手学校の土木学科で学んだ。以後、蘭揮は白石の腹
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心の部下として、 E重要な事業にはほ器全面的に間道し、というよりむしろ、現地に

常駐して現場を径されるようになった。こうして神戸和田建築所iこ常勤していた折、

岩織久瀬iこ気に入られて神戸三袈造船所技士とな号、創業時の職員〈当時は役員と

呼ばれた〉わずか14名のうちの一人として名を連ねたの次いで本社技士にとりたて

られ、三菱製紙、小岩井牧場、東ll.J農事など、久聖書の鵠人的投資事業;こ多く関わり、

最後は岩縛家の家庭事務摂iこ勤務した。その問、度々掠識しては、自答の関保した

事業にも加わっている。勝i畢の職壁は、出時の土木技師の「渡引の実態を恭して、

興味深い。ちなみに、詣石には、農揮の他にも何人か子鱗いの弟子がお号、大事業

の探にはこの技蔀たちを集めて、今でいうプロジェクト・チームのようなものをと組

んで仕事をしたようである。慶j撃の略歴については、遺接の証言、藤津本人が残し

た 60枚以上におよぶ辞令、神戸和田建築所内部資料(三菱史新舘所蔵)、および前

述の f工学槽士 白石渡治樽Jによるo

(18)新保博『近代E本経済史ーパックス・プジタニニカのなかの5本的市場経済』鎖文社、

1995年、 pp.99，181， 188. 

(19)ハーシュマン A.O著小島清監修麻出題部訳 r経務発議の戦略J巌松輩、 1961
年、 pp.109-130.

(20) Rosenberg， Perspectives on Technoh句抗p.144.

(21)神戸造船所五十年史編纂委員会 f新三菱神戸造船所蕊十年史J新三菱盤工業株式会

社、 1957年、即.8-9. 神戸造船所は持05年 7月の創業(設立登記〉時、従業

員52名でスタート、 2ヶ月後iこ257名となった9 職員 14名の内訳は、所長(水各

大接的、誤殺(塩閏恭介〉の穂、技部1名、技全6名、事務5名であっ

(22) W塩田恭介自叙諒J(内山正居筆記)1938年、 p.193.

(23)当時、技術系職員の役名(職階)は、まず傭使から始まり、技土橋、技士、技師へ

と弊格した。この噴の「技蘇j は特別の高話職で、たとえ試神戸造船所創業持の技

師は三木正夫ただ一人だった。三菱造船株式会社となってから、技士という名称の

変わりに技留が慣われるようになり、三菱合資時代の f設部j はなくなった。鰭使

は一議のアプレンティスであり、五社員ではない。一方事務系iこは、三菱造船とな

ってから書記、事務という役名ができた。職工は合資時代、小頭が配下の総長を支

配しており、小頭の中でも特に老熟したものは工欝と呼ばれたぜ三菱社器、J21春

(明治39-44年)、 p.1089.)。 三菱造船となってから、小頭は工長という名称に

なり、その下に総長、さらに組長代行を務める伍長会置き、この三織が役付き

となった(松村乾一編 f三菱議工業株式会社史』ミ三菱重工業株式会社、 1956午、 pp.

202・203.)。 その後、職工には技手(ぎて)、工部補、工蹄とたづ職階ができ、技

字以上は職員扱いとなった。ヱ師はいわば現場の神機的存在だが、職制上の課長以

上には昇進できなかったり時38年iこ、職3ことしづ略称は工員と改称、されたっ以上は
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社則であるが、職制や職名(職能)に関しては、場所ごとに異なっている令

(24) W技術回想、七十年~ p. 85. ちなみに、問時期、事務系職員の拐住給i士、高等藷撲

学校卒 25円、普通路業学校卒 15丹、一方、職3この平埼黄金は日給 70銭謹度であ

った u法統 46年を顧みるJ~神船時報Jl 1951年 1月 11詰(岩崎動一、市)11茂三
時))。 ところで、入社 2年後じはじめての昇給があった時、探還は麓前同期の)11

瀬腕ーと静令を見せあった。)11瀬の昇給は 3円だったが、深尾は 2円だ、った。おそ

らく兵役の関議だが、最初から差がついたことむ深尾は納得しなかった。兵役は私

事ではないし、おまけにその問、給与は半額に減棒されているというのが深尾の言

い分であった。産ちに上京して、身元号i受人の自石に静めたいと泣きっき、叱られ

て漂った(深黒淳二 f四想録一筆靖J(以下、 f草犠j と表示〉、豆、 p.58J。 諜

尾が 1丹にこだわったのは、貸しい育ちのためでもあるが、社内の序列が給与はよ

ってはっきりと務づけられていたからでもある。タイムレコーダーの個人番号まで

もが給与j願であった。

(25) r依統46生存を顧みるJ(松井小三三郎、岩i鳴動…)。

(26) r1年願兵jは、学歴の最も頚在イとした帯UE室のーっとして設題すべきである。

般の数兵では3生存の兵役期間を 1年で済ますことができ、その後、半年程度応者(見

習い)すれば持校になれる。後者の場合、志藤期間 1年の後半泣下士官扱いになる。

ただし、中学卒業以上の学歴が必要で、期間中の生活費も自弁しなければならなか

った。だが、軍隊の位指ほど明快なものはない。在郷軍人余ができた後は特iこ、将

校になるための 1年，志願兵、その資搭を得るための中学進学者望むものが多かっ

一方で、あと半年の窓誌を嫌って、 1年限り?やめる者も多かった。いずれにして

も、 1年五き灘兵制度は、ある麓疫のエリート潜の特権であった(天野郁夫 f話掲書』

pp.126・130.)。

(27) ~技待部想七十年Jl p.46.: r伝統46年を童書みるJ(関)1¥貞雄)。

(28) W技術回想、七十年Jl p. 57. もっとも、いざイギリスヘわたってみると、ウェア
社では早くも金高顕微離を使用していたので、すぐに技士の戸波新平が呼ばれたo

H波はその後、 J合金の専再家となった。なお、三木は三菱造船の技術者港外派遣第

1号として、 1896(明治29)年iこ渡英しているぜ三菱震工業掠式金社史Jl p. 180.)。

(29) r岡j二番Jlp. 54. ;深議縛ニ「思い出のくさぐさJr持船時報Jl1951年 1月 11日。
(30) W技術回想、七十年.Jl p.54. 

(31)大出黒護五郎 f我が工業界の散融JW東京経済雑誌Jl 59巻 1485号、 1909年、 pp. 
19-20. 

(32) W~長島さんの患い出JI 1980年、 p.28.(前田東京〉。

(33) Wr湾上書Jlp. 30. (前館賞市)。

告のたとえば、神戸造船所に泣 f角菱会Jという帝大卒業者の会合があって技術論議な
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ども行われていたようで、深尾はその仲間記入れないことに心中不満で島ったり後

生存名古屋航話機iこ転伍すると、 r=子鳥会Jという専門学校卒業者の会があって、帝大
若手iこ会けるものかと無勢を上げていた。深尾は蕃桂早々その会の会長にと請われた

のを断り、逆に会を解散させた。イ可iこせよ、機会均等でないことは深珪お考えに合

わなかった u離種J 1 、p.83;立、 p.7.)。
(35)たとえば、探尾は神戸悲識の 17年間に 13件の海外技指護携関係業務に携わったが、

製作権を持たものはごく一部であったぜ神捺時報J1951年 1J=l 11日(深墨淳ニ))。

(36) r三菱適船所長発明特許ニ係ノレ制規J(1907年 2J=l 13日)、 r三菱社諮J21巻(明
治39-44年)、 p.953.

(37)議謙吉-r踏ま三十年史余話(i)Jr神船時報.lI1959年 12月 1札 1921年の特許
法改王iこ基づき、議 1922年には、社内での申請や審査方法、発明者に対する報麟

や表彰得、より詳細な社内規定が定められた町三菱社誌J29巻(大正 11年)、 pp.

5955.5957.)が、実は、 1920年からお年にかけて、探尾の発現幹許に対する報奨

金その也の処遇につき、造鈴本j苫と神戸造船所の聞でまる 2年以上にわたって論議

が続けられている{神戸造船所j受から常務患締役宛「深患式投損船尾管及其填料鹿

ニ保ル件J1921年 5月 30日付、穂、この件に関して両者の間を往捜した 9過の議書

類が神戸造船所に保菅されている)。 むろん、生産現場がより良い待遇を要求する

のである。当時の神戸造船房長、山口泉古の労のおかげで、深患は三菱斑船の表彰

解 l号となり、賞金千円を得た(三菱葉工業株式会社神戸造船所編者 f和明岬のあ

ゆみJI(上)、 1972年、 pp.41.42. 探殿博二〉。

(38)三菱造船株式合社神戸議船所 F探濃式[特許] メタリックパッキング説明書』

1920年歳。

(39)深建淳二「患い出のくさぐさん

(40)福塚古一 n田三三十年史余献DJ; r踏ま三十年史余話号J~神船時報J 1959年 1怠月
1日 1960年2月 1詩 ; ~和問岬のあゆみjJ (中)、 pp帯253・270. (福塚吉一)。

なお、 KHとは、 f神戸Jr標準jの頭文学をとった、神戸造船所内での棟摺化推進

溜動を指す。

(41) r技荷回想七十年JIp.70. 
(42) r汽船大新丸探臆式注諒船思管及境科箆成績ニ係/レイ牛j 大正9年4月24S，他 {社

内資料)。

(43) r当社所宥本邦特許並ニニ賞用新築ニ保/レ件j大正 15年 6J=l 21 S付(社内資料〉。

同史料i立、この時期までお関社特許一覧表だが、深尾の発明に限り、 f夜密特許Jと

いう偲し書がついている。

(44)婚約した当時、文子は共躍県立第一高等女学校に窪学中だった"深AIま士腕と平畏

という1審議惹は気にしなかったようであるが、学膿については、「高等小学校以上の
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教育ノ'vJ、生エ不釣合と寄乙 …J(r深尾から島都菊への私flきJ(下番)、 1914年頃、

1月 7日付〉と、少々弱気であった。一方、農揮は、時来必ず大成する青年だと岳

石から薫められて、二つ返事で長女の結婚相手を決めたのだった。

(45) G. & J. Weir Limited of GI鎚 gow は、結用磯関の専門メーカーで、頭時、特iこポ
ンプで有名であった。三菱で泣 1912年に技構鐙携してウェア・ポンプの製作権を

購入している。雨時期、)11崎造船もウェア祉のライセンシーとなっているつ

(46)出強中の留人情報については、探尾から議文子への番街iこよるつ

(47) Ir技術回想七十年~ p.73. えだし、神戸遊船所の工場探明については、 1910

年f(;前半までアークランプやカーボンランプであ号、手許照明としてカンテラ、ろ

うそく、アセチレンランプなどを使用していた。その後、ガス灯時代を飛び越して

覆究者使用するようになったのである(深尾淳二「思い出のくさぐさJ)。

(48) Reader， w.J.， The阪急irGroup : A Cent.偲 aryHistory， London， 1971， p.29. 
(49) lbid.， pp.86・88. rフィラデノレブイアjはテイラー・システムの事部そのもの、

あるいは、テイラ…・システムを採用している開業をさすと考えてよいだろう。

(50) Ir技宇野田想七十年~ p. 74. ; rWeir社ト我社トノ生産能力ヲ地較シ其主要牒儲ニ

就テJ(1921年 1月末詩付) (報告書下欝きおよびメモ); Ir和田岬のあゆみ~ (上)、

p.32. (深尾薄二)。

(51) The移令irGroup， p. 84. ; Ir和田緯のあゆみJl(上Lp.33. 深悪捧ニ〉。

(52)スグーノレ・タ…ピン用の工伸機を別にすれ話、第 3類の差も大きいと患われるが、

このあたりの判断は、状視をつかんでいる深震に校せたほうがよいだろう。

(53) rWeir社ト我社トノ生謹能力ヲ誌較シ其主要原器ニ就テJo

(54)和田一夫/柴孝夫「自本的余麓システムの形成Jpp.128-131. 

(55)“The時ylru・Syst.細血 theTabor Manu命cturingαリ Philadelphia，u.s.A."およ
び鰐報告議事lこ付された事務通橿 rlrテ…ラーシステムJ取調書御送付ノ件J(神戸造

船所長宛、 1920年5丹28日付)。 なお、新鴻鉄工所では加藤盤男が中心となって、

1915年に早くもテイラ…・システムをとりいれている。

(56)三菱神戸造船所は 1918年から蒸支機関車の製造を始め、 1924年には悶鉄の蒸気機

関車態造を受注した。機関車は鉄道省の設計で、アメジカの技術導入によるもので

あった。当時、三菱造船の現場技術は長時も神戸も、もっ;まらイギリス方式の導入

にたよっていた。機関車製造のおかげで、材料や組立加工法において新たな知識を

得、議野が広がった。鉢系化した方法以外の現場技街全知ることの意味は大きかっ

たという(Ir和田紳のあゆみ~ (上)、p.28. (深尾淳二); Ir陪本議械工灘五十年.J]p.317.)，

(57)深星の識議事(遺品〉には、 1917--1920年頃に発行された工場経営や能串増進の大

部な指欝警が数冊含まれている。 1945年の名古麗空襲で深患の住屠はa境失したから、

戦前の議書はたまたま残った一部分と考えてよい。テイラーに関しては、 1912年発
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行の『科学的経営法原理~ (原典:The PrincipJes 01 Scientinc Management 横

河民輔纂訳、非売品〉、および1911年頭のShopJ.lfanagementがあり、後者;こは明

らかに職場で学習会をもって読み込んだ形跡がある" f也に、ブワスコ著井関十二郎

訳r工場能率経法』同文館、1917年(原典:Bri能。，Norris A.. Economics 01 Ef.存cIency.
NewYor弘1914.)など。

(58) Ir技術路建、七十年~ pp.57綱58.

(59) Ii'関上書.n p.76. 

(60) Ii'探思さんの思い出~ p.30. (前毘寅市)。

(61)深尾淳二 f患い出のくさぐさん

(62) Ii'設術回想、七十年.npp. 171-172. 

(63) Ii'問上事.Jl pp.82・83.

伯母西E本重工業長崎議船所庶務課 f三菱畏椅造船所史 続緩』 商毘ヌド重工業株式会

社、 1951年、 p. 19. および f三兼社誌』各巻末の「年末役職員職工鉱夫其能濃員

数立立同年中給料賃金支給高j による。

(65) r伝統46年を藤みるJIi'神船時報.lI(小諜於兎丸〉。

待合「向上J(楠瀬酉郎);深尾淳二 f患い出のくさぐさJ; Ii'技待自想七十年.lI pp.47勝

48. 

(67)福塚古一「踏ま三十年史余話舎J

(68) Ii'新三還を神戸造船所五十年史.lI pp.319・320.

(69) Ii'技術自想七十年.np.81. 

(70)深尾捧ニ f議論工場ニ実臆セシ経費鯖約ニ就テJ(報告書下議事、 1925年 8月 10自

付〉。

(71) w-l崎綾誰Ii'前掲揚~ pp.63・64. ただし、常陸丸雄造の際の「自立j レベルは、ほ

iま組立建造のみで、設計はむろんのこと、部品も;まとんどをイギリスiこ部いだ。さ

らにロイド社{イギリス)の検査員による検査の結果、外核のリベット工事誌やり

なおしとなった(畏締造船主庁職工穣編 F三菱f受精藷船所史 1一幕末ヨジ昭和3
マヂJ長崎造船所、 1928年、持.63ω64.)。

σ2)たとえば従業員総数の比較で見ると、 1925年には神戸造船所4，865名に対して長締

造船所 7，681名。が、これは不況iこより再選器所の営業規模格議が縮小された結果

である。それ以前の感覚としては、神戸は長崎の半分以下というところではなかっ

たろうかぜ三菱社誌.Jl32巻(大五四年λp.7092. ;Ii'三菱社託、』各巻による従業

員数詑較)。

(73) Ii'技術悶想、七十年~ p.87. 

(74) Ii'和田i喝のあゆみ.n(上〉、 p.244.(準家孝); Ii'深尾さんの思い出.n pp.64・65. (伊

集践文雄)。
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(75)深墨の柴崎転任当時の強烈な印象を書き留めているのは、養成工出身の中村幸ーで

ある{養成工について誌、第3章で触れる〉。中村はたまたま長患いの後で、詰所の

中で行える楽な仕事を与えられていた。転校が不満の深惑は、最初、詰所の中で一

人離れて大舎な主能事しを持ち、安楽捧子にふんぞりかえって新聞を読んで時を過ご

した。どうiこも誉められた姿ではないが、若い中村にとっては「恐ろしいような貫

禄jだったという。また、中村は、当時の詰所の設善や工場の改造改革等々を戦後

のZD(Zero Defects)連動の経験と比較して、「世界iこ先駆けた ZD運動の先駆者j

と、深尾を評している{三三菱重工業株式会社長婿造船所Ii"@]想の百年 一長船の患

い出を織る~ (下〉、三菱重工業抹式会社、 1980年、 pp.66・69.)0

σ6) r探尾から武問秀雄への私(下書)， 1927 年 3~ 25詩付。

(77)探縄淳二 f能率上ヨリ見ダノレ長埼神戸両造船頭ノ機械工場ニニ就テJ(長崎造能所長苑、

1927年2月 11日付〉。

(78) Ii"回患の苔年~ (下〉、 p.68. 中村幸一); Ii"技術間惣、七十年~ p.90. 

(79) Ii"技術聞想七十年.JJ pp.90.91. 

(80) Ii"賠想の吉年~ (中〉、 pp.185・186‘ (深尾惇ニ)。

(81) Ii"三三菱佐穂~ 35巻(昭和2-5年)、 pp.64，176，309，430.

(82)三島康雄 r三菱棄す関史一大正・昭和編J教育社護史新替、 1980年、 p.85.
(83)森)11英lEr戦間期における日本財閥j 中村隆英繍 f戦艶顛の岡本経務分析』山)I [出

版社、 1981年所収、 pp.294・295.

(84) Ii"技指回想七十年.u pp.93・95.

(85)菱光会錨『控事手配控一三菱議工名古墨去十年の懐富J第 3春、 p.196. (深尾淳

二)。 思い還りにできなかったこともある。詫業員数の多い柴崎に転低渡談、すぐ

に名誌が賞えられないため、全員が名札を付けることを按鍛したが、援用されなか

った。後年、名古屋発動機製作所長になった時、その職場でこれをと英撞した。名札

は、裏iこスプヲング利用の留め金が付いた、現在も使われているタイプのもので、

深尾の発案による。深皇自身、この名札と工場内にさiいた白線が、みずからの発明

のなかで最高に有用だ、ったと語っているが、残念、ながら特許や実用新案の申請をし

たわけでもない。

(86)武田秀雄立ついては、三島寮雄r三菱財閥J日本経済新開社、 1982年、 pp.53-55.
『三毅議工業株式余社史.JJpp. 53・60.; Ii"回想、の百年~ (下〉、 pp.178幽181.(深羅淳二)。

(8ηf誰事在世』第3巻、 p.197.(深遠搾ニ)。

(88) r武田秀雄から深患への慈信J1930年 2見 14日付。 1930年 1Jlから始まったロ

ンドン軍縮会議で、英、米、誌の槽助艦保存総トン数比率は、 10.3: 10 : 7 と定め

られた。

(89) r深尾から武岡秀雄への私器J(下番〉、 1930年3月16毘持。
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(90)以下、 r三菱重工業株式会社史JIpp. 450-451. 
。1)これらのディーゼノレ貨客訟の場合、起工から進水省ど経て竣工まで、大枠1"'-'2年を要

している。なお、この頃から小重量のデ、イーゼルを欝載した棒、斡等の建造も始まった

(W三菱長崎造船所史続編J巻末資料、 pp.44-51， 241・243.)。

。訪中川敬一郎 f胃大戦聞の悶本議選 一社外船主の羅潜と組織記j 中村隆英編 f戦間

期の臨本経清分析』所段、 pp.254幽260.

(93)神田外茂夫綴 f大阪簡船株式会社五十年史』大阪商船株式会、 1934年、 pp.426・

428. ;W商工政策史J第四春、 p.306‘ なお、橋本寿鎖 f1920年代の造船市場JW投
金経済史学J32巻7号、 19総年を参照。

(94) Ir三菱長崎造船所史続繍』巻末資料、 pp.44・55リ 242・243.;W新三菱神戸議船所玉

十年史』巻末資料、 pp.20・28.

(95) Ir大阪商船株式会社車十年史~ pp.518-519. 立松潔「海運合理イ包と造船業の発

撰 -1総合年代米ヂィ一昔、ノレ船建進ブームの意義についてJIr土地制捜史学』第 70

号、 p.35.

(96) I日!勾燃会額引IJIr神戸内燃機五十三年史~ 1969年、 p.223.(吉村新作)。

(97)以下、 MSヂイーゼノレ開発持の記録iこついては、当時、長崎議船所のヂィーゼ、ノレ楼

技師、黒崎春夫によるぜ間想の百年J(中)、 pp.281-292.)0

(98)畿内丸原稿 2，451，164丹 (大薮商船三井船結株式会社 r創業百年史~ p. 223.) 

に対して、南海丸はニ百数万円という記述があるぜ思想、の百年~ (中)、 p.290.蕪

時春夫)。 畿内丸船価については、京都産業大学の柴孝夫教授のご教示による。

(99) W回想の留年Jl(中)、 pp.197-198. (深尾津ニ)。

(1∞)中間哲部 f技街形成の間際比較のためにJ pp.16-17. 参類。中岡はここで常陸丸

の鶏濯が、日本郵船の、関連会社iこ技術機会を与えようとするラスクを背負った思

恵的行為によっている点を指摘している。

(101) W技術回想七十年~ p.98. 

(102) W題懇の百年~ (中)、 p.292.(黒埼春夫〉。

(103)深罵博二「長崎造船所職鰐に罷ずる報告替の下番J1933年頃。

(104)長時、神戸間造船所の職制の変遷については、 r三菱長崎造船所史 続篇~ Ir新三菱

神戸造船所五十年史』などで追うことができる。ただし、社史の職制表で見る鑑iこ、

部分的金変更は、状況に応じて頻繁託行われている。

(105)深尾津二 f日記J(以下、 fS記Jと表示)、 1933生存6月2詩;6月5陸。 探尾は

神戸、長崎ではもっばら民生産業に嬰むった。ここでほぼ 100%軍需の航摂機iこ移

ることになったわけだがもそれに関して荷かの感慨を強いた接子はない。倍記、

紙、また後年書カサもた草摘にも、ニの一事のみならず、みずからが軍需品を作るか、

民需品を作るかといったことに関する感想は全くない，，)軍事技術が闘の技鋳水準を
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リ…ドすることを、静に意識していた議子もない。民艶の r技術ナショナリズムj

が、政治(国訪)レベルのイヂオロギーを特に合まないという爽例が見られるので

ある。むろん、太平洋戦争期のようは関長一般の意識が変まつった時期の状況はまた

}jIJに考えねばならなし、。

第2章の注

(1) ~.往事提控J 第 l 巻、 1970 年、 p.216. (加藤弘〉。

(2) 山崎忘鰐 f戦時工業動議体制J原期締 Wr:l本の戦持続務 一計画と市場』東京大学

出版金、服部卒所i段、 p.92.

ゆ二記事J¥..は慶応2年生まれ。 1890年代初頭に動力模型飛行機の製作に成功したが、

実用化には韮らなかった。

(4) 初期航密機開発については、たとえ法以下を参照。東沖経諦新報社編事u~昭和産業

史』第1巻、1950年;日本航空学術史編集委員会鰭r日本航控学街史 (191O.1945).ll
丸替、 1990年 ;W商工敦築史』第18巻。
(邸 中島知久平、および中島飛行機の草創期については、富士重工業株式会社麗事IJW審
士重工業三十年史.ll1984年;高橋泰騒f中島飛行機の研究』日本経審評論社、 1988

年;豊田穣 f飛行機五中島知久平J講談社、 1989年等による。

(6) 三裁内主義機の変遷については、『三菱重工業株式会社史.ll; ~神戸三柴内燃機班十三年

史Jを参照。

(7) ~神戸三菱内燃機五十五年史.!I p.9. 伊東久米践は工学薄士。当時、三菱造船きっ

ての科学技術者であり、「タ…ピンの神様Jとも呼ばれていえ。三菱造船を退職後、

独立して昭和飛行機会社を興した。なお、造船不況であったこの時期iこ、三菱電機

の分離を含め、岩崎小輔太の重工業中心の経営多発化戦略の麗関が見られる。

(8) ~往事詑詮』第 1 巻、 p.15. (及能錠三); 松岡久光 fみつびし飛行機物語.llp.34. 

(9)桧関久光 r問上書JJpp.5-6. 
(10)三裁の長続的ナショナリズムの表われとして、創業者岩鱒繍太郎の、特iこ議運業に

おける外国汽船会社との蛾烈な競争が有名である。が、強烈な欝家意識、また政蜂

どの関課を保ちつつ、 f十盟年政変J(大!寝失脚)以来、殺治不関与を鉄東証としたこ

とも大きな特教である。本稿に関してさらに麓婆なのが、 1917年〈実質的には明治

末)から絡戦まで三菱財鶴を率いた第 4代当主、岩崎小磯太の経営理念である。小

瀦太は世界的規野安もった理想3主義者であると関待iこ、やはり強烈なナショナラス

トであった。小潮太の社説iこ発ずる三菱の三綱領「所期奉公 処事光明 立業貿易j
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は、最鶴、設立直後の三菱構事の社是として掲げられたものだが、創業以来の三菱

の事業理;きを表しているといわれる。その第一 f所期奉公J~止すなわち事業をも

って富家社会に尽くすことを意味する。三三菱財閥は太平洋戦争期、自本で最大、幾

重要の翠欝企業譲聞だった。太平洋戦争が始まった時点で小欄太は、英米の113友を

大顎iこせよ、時来は相携えて世界平和人類播祉に貢献しようと傘下各社会最に掲げ

て説き、長女戦後、財輯の自発的解体を求められた轄には、国民として或すべき事を

したのであって、軍部官標と結んで戦争を挑発したことはないと言いきった。小網

太の理愈はそノづくりの技術ナショナリズムよりはるかに幡が志いが、興味深いの

は、これちの考え方が、感越したJ経営者であった小調太;こおいておそちく矛濯なく

統合され、さらにその策幣企業内部の伝統合も形或していたであろうことである。

なお、ミ三袈財閥、特iこ岩時小欄太の経営理念、に闘して辻、以下を参態。岩崎家保記

刊行会編 f岩崎小繍太長J東京大学出版会、 1979年〈復灘援):三菱倉j業百年記

念事業考委員会議議顎IJ W三灘の百年.lJ1970年;三島豪維繍 r自本対鵠経営史 三菱
財閥J吉本経諦新聞社、 1981年;宮)111議選き『岩崎小瀬太 一三菱を育てた経営理

念J中公新盤、 1996

(11) W三菱重工業株式会社史.lJ p.620. 
(12)松岡久光 Fみつびし航空エンジン物緒• .lJ pp.22-29. 

(13) W向上書.lJ pp.646・647.

(14)藤田誠久 f航空機部門の経営Jpp.82・83.; W三菱社誌.lJ36巻(昭和 6-9年)、

pp.663・664. W三菱社誌.U，こよれば、軍需増大を受けて行われた 1932年の第一

次設備拡張とともに、業綾も上向きに転じたことがわかる。一方、 f三菱重工業続式

会社史.11の記述から判断すれ誌、 1934年あたりが社業の谷震になる。この遣いは『三

菱護工業株式会社史Jが単なる金銭収支よりもむしろ技術隣接を重視しているとこ

ろからくると思われる。すなわち、自社製品製溜へのこだわりである。 f盟家と共に

在るJ企業と欝家(軍)との科害関保は、企業の「適正利益j をめぐってのみなら

ず、企業の自主自律a性そのものをめぐってしばし法衝突すると考えてよいだろう。

なお、当時の機体・エンジン両部門の技術低迷に関しては、重工会長の新設が、機

徐をおいてエンジンだけでもまず長いものを作らおばと案じた器どだった。深患は

この時、エンジンの生産はついて斯波から意見を求められ、①耐久散を即時確かめ

る ②安く作るようにヂザ、インする ③設鍵に対し最も経詩的な生産数を決める

や分納主義をやめ年単柱受注とする 舎専用機披を集める 等と苓えている(r詩

記J1933年 12月1日)っ

(15)導入技術に頼った生産を排した理由は、まさ;こ資家事という f特募者欝繋Jにあっ

が、 f開発経掛における技街発展Jという捜られた見地からいえば、同時代的な意義

よりも、むしろ鞍後への基礎形成として大きな意味をもちえたのである.，
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(16) W技衛思想、七十年.lI p.102. 

(17) W同上議事.lI p.102. イ可らかの形で軍の~対にあい努めねばならないことは、この

後深思が身をもって経験することになるつ 辻事のやり方については、たとえば爵

久献験運転をした設など、すぐにオーパーホールして不其合を点検し対策を立てる

のは、たとえそれが休闘にあたっていたとしても、深尾にとって当然のことだった。

当時、まだ若い技部織であったJlJI窮栄治が、あるI3s義明深尾の手認いで、出社してみ

ると、控当者は雄一人出ていない。「この大事なときに誰も出てこん!Jと、文句を

、ながら石ころを蹴飛ばしている探躍の姿が忘れられないと山崎は言う。JlJ埼の

ような高工卒の若者は深尾にとって持がかけやすく、おかげでもっぱら手伝わされ

たという〈山埼栄治氏へのインタピュ一、 1996年4J3訪日、名古農;W深尾さんの
患い出.lI pp.114-115. (山時禁治))。

(18) r誌記J1933年6見8日;7月613 ; 8月26自。 f議時日濯機械課47名、工具25

1i解雇ス。苧当ハ無シ。残酷ニ思ブ。少クモ期限付トシテ罷ク事必要ナリ。カカル

ヤリ方ハ場椅家ノ希鑓ニハアラサ/レ可シ。j はたして、この後すぐに労欝争議がお

こっている。

(19) W深悪さんの思い出.lIp.329. (泉一鑑); W往事詩帝j第1巻、 p.323.(摂集院文雄〉。

(20) Ii往事詩賠J第1巻、 pp.262・264‘(部尾淳二九

(21) Ii'関上番.JI p.263. (深尾津二〉。

(22) Ii三泰道議工業株式会社史.JI pp.66・68. まさに同じ経理面の理闘で、上り坂の統

援本部は合静に茂対した。陸謹軍のみならず海草内部の鑑政本部、航空本部の対立

もあったのである。関韓企業の)11鰭議給所は、 1937年に歪り、軍の意向も入れて造

船と舵設機を分離した。斯波によれば、岩崎は躍の子渉を嫌い、 f軍が主主文を出さぬ

というならば、出さなくとも宜しい」とまで新蓄した(宮)11隆泰 r前掲書.lIp.1総.)。
ちなみに、今日では一般名問となっている「重工業Jとしづ言葉は、この時岩i窮が

社名として発策したものである。

(23) W技術回想七十年Jl pp.103・104.

(24) Ii後事法措Jl:第3春、 pp.14-15. (中)11岩太郎〉。

(25) W探還さんの思い出JI p.42. (牧野元)。

(26) W技術回想、七十年JI pp.106-107. 

(2η深墨は 1939年になっても、ライト社との技締提携をあきらめきれなかった。しか

し、中島一三井物灘ーライトの閲保が強力であったため立、結局断悲せざるを得な

かった(f谷泰夫から深尾への私信J1939隼 9月 11日、ニューヨーク付〉。この後

は、担米関係悪イとのため、技術導入は不可能になった。

(28) W律事詑諾』第1春、 p.256.(近藤武-)，

(29) Ii設術回想、七十年JI pp.107-108. 金 の特徴の一つ辻、職場内部のリスト
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ラクチャリングによる大胆なチーム編成である。 3震の完成につき、会社慨が

A4 裂から設計担当をしている謡充義-(}とりを表彰しようとした際、深~はこれは

反対した。 f部鎌一致シテ行動スノレ事ヲ妨害スノレ事甚ダ、シキモノナ!Jo i商光君ハ単ニ

設計シタノレニ過ギズ、之ヲ完成スノレ為ニ鍔カシグノレ者ハ地ニモアリコJ(f 13記J1935 

5丹 27器入むろん酒光の功績は大きいが、「単ニ設計シタノレj としづ言葉は、

開発がいかに部門横断的立同時進行していたか者示す。金星の設も、有能な若手技

捕者たちにより錘秀なエンジンが続々とできたが、結果的に三菱の航空発動機チー

ムは特定のスターをつくらなかった。製品開発の功績を議密に評領していくと、そ

のほぼ半分は現場個.IJの努力に婚する。これは、深胞が後年、設事内容の分析を過し

て得た事爽であった (W校事提詑J第1巻、 p.287. (深患簿二))号
(30) W技術出恕七十年.11 p.109. 各部分蔀分が模敬で構まつないという発想および判断
は、深患が f船麗の素人Jだったからこそできたのかもしれない。

(31) r探尾さんの思い出Jlp.123. (富島孝治〉。
(32) W向上書.11 pp.51る2.(佐々 木一夫〉。

(33) W往事控苦J第1巻、 p.315.(諮問寅市)。

(34)造船神戸から内燃機株式会社とともに名古震へ移り、営業・業務畑を歩いた技師の

近藤武ーは、「三菱鉱空発動機は長輔造船の技術でできたj という。「γ変名古麓創

業と問時に英人スミス{設計担当)ハイランド(工作製当)開氏が英盟の技衛を持

って来たのと問乙である。関じといっても深悪さんの場合法一人ニ役(設計と現場〉

であった。J(W往事託子ξJ第3巻、 p.58.(近勝武一))。

(35) r往事法語』第1巻、 p.256. (近藤武一) pp.323-324. (研集鶴文撞}。 当

E寺3渡部は、中島が空冷で成果をあげている以上、三毅iこは水冷の開発を徹服してや

らせたいという意向を持っていたであろう。企業の意向は軍の意向とは別のところ

にあってさき然だが、日本の技術全体を考えると、この時三毅と中島がともに空冷の

開発にしのぎを削ったおかげで、水論の技術レベノレは頭桁ちとなってしまった。

(36) W技衛回想、七十年.11 p.108. 

(37)深尾は 1956停に社内資料として「間麗鍛Jを執鰹したが、その際にA8型エンジン

開発の年次記載を間違えたようである。 f昭和十年十二月広設計に蕃手、元自一日休

んだ丈の強行軍でご三月 iこは阜や試運転を兜了した。JU回顧畿J p.56.)。 一方、

「誌記」によれば、 1934年 12月 10目、 [A8ノdesignニツキ発進ス〕とあり、 1935

年4月3罰、 [A8組立完成ス!とある(ただし、誌記の 1935年 1---3月は空白が多L、)。

r三菱社結.lI~こも、 f金星1190 型発動機完成j の記事の中で、「昭和十年第一碁ヲ完

成更ニニ性能向上ヲ期シ金星盟 O裂ヲ計画… Jとあるぜ三菱社誌.1137巻{昭和 10

昨年)、 pp.1172・1173.)0 A8a はついては、 1934年末箸手、 1935革審試咋完

成、その後審査を合め長期にわたる試運転期間があったと考えるのが妥当と思われ
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る。間差震は、深惑が最裂に執筆した f回顧録j に引きずられて、後の f往事詑詑J

や『技掛田懇七十年Jの原稿を書いたと態われることであり、さらに、そこから引

用したために間じ轍を踏んでいる書籍資料があることであるつ

(38) W往事詑託』第1春、 p.269.(深尾淳二)。

(39)海軍iこ納入された金星3型エンジンはすべて 840罵力であるが、援用時には730

カとなっているぜ三菱重工業株式会社史~ p.655.)，これは F技術思想七十年』
(p.109.)の記述と一致し、かっ、山記jにおいても 700罵カで試運転、離久運車訟

を進めつつ、伺とか800馬力への向上を留りたいといった状況がみてとれる。

(40) W技術詔想七十年~ p.l09. 

(41) W三菱重工業株式会社史JIpp.655・656.

(42) W1:主事苦託』第l巻、 p.269. (深尾博二〉。

(43) r重議級プロダクト・マネジャーJについては、藤本建弘/キム.B .クラーク箸田

村明比古訳『製品開発力静岡米歌自動車メーカ…20祉の詳細額査』ダイヤモンド

社、 1993年、 pp.325暢327.を参照。

(44) W向上書』を参照のこと。

(45) W1:主事を悲J第1場、 p.282. (深尾捧二)。

(46) r朝霞航空講避，]1上巻、 輔自新聞社、 1937年、 pp.169・170.(航空揚乗員課長/梅
軍大住千部貞敬〉。

(47) r大阪毎日新縄 号外J1939年 10JJ 20日。

(48) r向上紙Jo

(49) W控事悲恋』第 1巻、 pp.257・258.(近藤武-)0 もっとも、設醸はなくとも念に
は念を入れて、点火栓の取り替えなど阜自に計われたという u谷泰夫から諜思への
私信J1939年9JJ 11日、ニューヨーク付)。

(50) W往事法措J第 1巻、 p.285.(深尾簿二〉。

(51) 1934年2月、深尾は桜井後記、住劇山一、親部高指という 3名の有力技師とともに

は乙めて中島のエンジン工場を見学し、丁寧な説明を受吋た。 F名吉屋トハ格段ノ相

i露ニテ五、六年ノ gapヲ認、メサノレヲ得ズJr職工 13，000入、内 700機械工、 280仕

上工、機械台数700台 …j と為る u陸記J1934年2丹8日)。
(52)中)11良一/水谷総太郎 f中島飛仔機エンジン史 一若い技術者集団の活躍J離費社、

1985年、 pp.192-195.

(53) W関上番~ p.195. 

悼のOvens，W.G.，“Some Notes on Design Features of THE誕ITSUBISHIKINSEI 

ENGlNE" in SAEみurnaJ， Vo1.50， No.7.， July， 1942. pp.25:3・266.

(55)“MitsuるishiKin悌iEngine" in Automotive and Aviation /ndustries. Vo1.87， 

No.l.， July 1， 1942， pp.22・25，76-78.
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(56) Ovens. op.cit.， p.253. 

(57)技術提携をしても語力では容易に製作できない、恰好の樹でまちるつ当時、冷却排気

弁としては、満躍が水銀安封入したものさと作っていたが、これでは所期の関的を連

成できなかった。また、 1934年に製作権を購入したホ…ネット・エンジンには

ナトヲウム弁がイ吏用されていたが、プラット祉はこの停を専門メーカーであるトム

ソン社から購入していたため、額面は譲f産されても製作法を知ることはできなかっ

たぜ技鶴田想七十年J pp.105-106ふ

(58) W往尊喜子E荘J第1巻、 pp.225-226.(来王宮醤夫〉。

(59)数年後、三閣は当時の工具類の中で、最も数学的知識を要し、かっ製作閤難と考え

られていたぜニオンカッタを強自に考案した(出雲正敏氏へのインタゼュ一、 1998

年 7A 28日、長関京〉。
(60) Ir往事詑をJ第1巻、 pp.226-228. (来書留夫)

(61)出端栄治氏へのインタピュー 0996部 4月加盟、名吉屋); W深尾さんの患いよおJ
pp.48-49. (関口次郎〉。

(62)弁開発については、以下に詳しい。三菱麓工業株式会社京都精機製作所編羽IJIrエン

ジ、ンパルプ・精密、切前工具のあゆみ一三三菱重工・京機生い立ちのころ~ 1988年。

(63)禽井正寿氏へのインタピュ…(1998年 11月4詩〉。

(64)蹄村糞艇長へのインタぜュー (1996年3月21日、横浜;5月29臣、名吉屋}。 と

ころで、弁の製品開発がほぼ完成した頃、 i寵軍監督官より中島iこ製法を伝授せよと

の要識があり、祖当の来官は悩んだ。あれだけ苦労したものを、よちによって相手

は最大のライバル金社の中島である。が、たまたま徴兵されたために中島行きの話

はなくなり、 3年後、徐離して戻ると、名発の新工場内iこ見事な弁等用工場ができ

ていて、さらに井開発の功績によって社内表彰を受けた、と末吉は当時のうれしい

気持ちを回想している(Ir往事結託』第1巻、 p.228.)0 

(65) Thθ Final Report of the United Si仰tesStrategic Bombing Survey， "Air沼aft

Division ; Corpora討。nRepo抗へ No.1，U.S. Government Printing 0航.ce，1945 ......... 
1947. (Ir合衆臨戦略爆懇親査団報告審』以下、 U.S.S.Bぷと表恭)、 p.289.

(66) Ir往事法~J 第 1 巻、 pp.302・303. (住勝イ山一〉。

(67) Irエンジンパルプ・精密努割工具のあゆみJ p.21. 技指者生涯をパルプ開発に

捧げた末育は、戦後、ホンダのレース車用の小聖中空冷却排気弁を製押し、ホンダ

自動二離の活躍に一役買った。「弁形の基碑でも用意しよう jかというiまどのパルプ、

への思い入れが、この技術者にはまちった(的主事法詑J第1春、 p.229.)。

(68)この噴のエンジンの名訴については、たとえば A8は社内の製品番号 (A系列は控

冷、 B系列は木冷〉、金星3裂は護軍呼称、ハ6は陸車呼称、であるコ海議呼称は企業

f.RtJのつけた通聴を擬悪している。また、同じ A8型のなかでも改良や仕様の遣いに
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よって、金鹿 3型---6裂は分類される。金星 4型以降、さらに細分化され、金星 4

型の場合、基礎賦作品が 40型であり、 41聖---46翠までを権準に納品しているつ韓

海軍は向型のものをと使用するようになってからも、名称は別個につけていたゆまた、

1943年に軍需省が設聾されてからは、機密謀持のたiめとして濯、震名がつけちれ、陸

海軍ともに fハーむとなる令このようにエンジンの名称ーっとっても、嬢雑さを

棲めている。これまで刊行された諸史料の中で、エンジン名訴の槌乱がかなり頻繁

に起こっているのはそのためと思われる。主菱のエンジン名訴の詳細については、

たとえば、松岡久光『みつびし航空エンジン物語』付j議資料を参照されたい。

(69) r日記J1936年 5月7羽。

(70) r誌記J1936生存5月泌氏 名主墨紙在以離の深思の霞認では、出社すればiおま

毎Eのように、韓海を関わず躍との折衝iこ苦労していた様子がうかがえる。ちなみ

iこ、第三宮は棒苧を柔らかく説得する諦にたけており、あちらこちらで第興しては梧

苧の不興を買う探還を、躍に腸にかばい、また、人間関保について適切な助嘗を与

えていたようである。

(71) r課題さんの思い出J pp.322‘325. 泉一鑑); pp.331・333. 曽我部正幸〉。
なお、(動力)鱗装という設撲を続空機に持ち込んだのも深壊である。

(72) r技術回想七十年Jp.ll0. 松関久光 rみつびし統控エンジン物語'Jlpp.86・89.
中島飛行機の技師、水谷総太郎によれば、公試運転中「三菱にはシランダー … ヘ

ッドの説務寸前の大事故があったときいている。j また、「この持期の試作には荷社

とも接んな競争意識を内広務めて、棒手の動静にも神経をど使j った、とある (r中島
飛行機エンジン史.s p.191.)。

(73)出発車競iこ立)11の技術研究所で鶴軍との話し合いを終えた深是と、 1畢譲の車中で同

席した辻義主三は、いつもは精力そのものの漆患の顔に珍しく捜労器懲の色会見た。

深尾の外遊中、辻は、「天変地異でもない顛り、諜思さんは再ひ我々のところには帰

って来られないのじゃないか。j と、関僚の技師、山本語学明と揺しあったという(r辻

雄三から深悪への私鑓J1957年9月3関付〉。

(74) r日記J1937年 1月日目。 視鱗記録として、以下、特に注記のないものは深尾

の日記による令

(75)深思の吾記によれば、複察先は以下の通り(JI摸不同)。 アメリカ:Pratt & 

Whitney Aircraft Co.， Wright Aeronautical Corp.， Sperry Gyroscope Co. Inc.. 

Bureau of Standard， National Advisory Committee for Aeronautics. United 

Airline豆epairshop，The John Leslie Paper Co.， M.I.T.， TWA. Fuel Development 

Corp.， Reed -Prentice Corp.， Heald， Norton Co.， Mena配。， Kinor， Potter and 

，Johnston， Brown & Sharpe， Abrasive Machine Co.. Landis Tool Co.， Gisholt. Ex-

Cell-O Aircraf主&Tool Corp.， Gear Grinding Machine Co.. Pater齢n，Hamilton 

21:3 



Propeller Co吋 Pratt& Whi阻ey'D∞1Co.， Cheyenne， Abrasine 'D∞lCoリ召ryant

Chucking Grinding Co.， Gisholt Machine co吋 BoeingAirplane coリ(National 
Air Show). イギリス DeHaviland Aircraft co吋 GやS)ろAlf量edAecbent， Gear 
Gri豆dingCo吋 Bristol，設.ol1sRoyce， Blackburn Aircraft， Aero Engine co吋 Napier& 
Son Engineers， Shoreha艶， Clodel・註obson，Berby， Birelec， Coventry， Armstrong 

Siddele忠告ritishIndustries Fair， Fairey Air Drome). フランス Helices

豆atier，Hispano， Gnome Rοhne， Sal盤 son，Renault， Lorraine， Farman. ドイツ:

Carl Jung， Alber B怯dnerRaboma， Junkers， Goi甘en，Ar郁lSMotoren Gese11shaft， 

Brandenburg Mo加renWerke， Fritzen恥 rnerWerke， Pi紙.IerWerke， Wanderer， 

Nonas Union， Reinecker， D.V.L.， (Au加mobileExibition). イタヲア Breda，Alfa 

Romeo， Isolta， Savoia MarchettiまFiat.

(76) W往事荘拒』第 1巻、 p.281.深尾淳二〉。 だが、 ドイツでプランヂンブノレ

ク・モーター社を訪問し、先方から喜本の続空エンジンについての費需を受けた時、

それがは乙めてのニとであるのに深尾は気づく。改[I{時ニ各閣ヨリ見下ゲラレタノレカ

ヲ知ノレJ(r 13記J4A 19詩〉。

(77)郷吉は軍の増産要求に対し、 1940年に至ってもおな填重な畿勢を明治している。当

時の三菱重工の経営陣iこは、悶策に在布される軍需産業のリスク、すなわち「事変

終γ援の産業複員JI土、大きな懸念材料であった (W新国策~ 4巻 14号、 1940年 5

月、 p.161.)。 ワシントン蝦縮条約締結後の造船不況、特に、八八艦隊計額中止の

衝撃などは、忘れてはならない教訓として記壊に残るところだったろうo

(78)この時期(1937年 6月前議}、正装名吉臆航空機は機体、発動議縄部開舎かせて、

少なくとも 339台、 383万円職議め工作機棋を購入した(資源局 f輸入許可申藷諦

ニシテ未許可ノ工作機械調査一驚畿j賠殺 12年 7月 14日付、 f業濃部洋次文書』

Cb: 14: 6)。

(79)荘デトロイト。アルパート・カ…ンはアォード社のハイランドパーク工場の設計者

でもある。

(80) W探悪さんの思い出~ pp.33鷹36.(堀勝央)。 この頃、深尾や堀には対米戦争の現

爽的可能性など考えられなかったであろう。本社で阜々と察知された時局変化への

対応措置か、あるいは時間やコスト商の開灘か、そのあたりは不明である。なお、

合衆悶戦略操撃調査団によれば、 r1937年以来、一般に詩本の航空機工業はある

閣のもとに秘結にかくされたが、とちわけ三菱はそうであった。J(富永謙笹編 f現

代史資料 39 ・太平洋戦争 5~ みすず義男、 1975 年、 p.109.) 。

(81) r往毒装結語J第3巻、 p.61. (近藤武->0
(82)この時議 (1929年以捧〉の麓空機の名称について、たとえば九六式とは、組元2596

〈宣言癖 1936年)，こ制式諜毘されたものである。響式(れいしき)は紀元2600年
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i毎軍採用だが、試作中の名称を十二棋盤上戦麗機といい、これは昭和 12年に箪の需IJ

式な性能要求仕様議が出されたことを意竣するつまた、開乙紀元 2600年援用を、

!糠箪機では百式と呼んでいる。

(83) Ir殺事正苛J第1春、 p.188.(堀越二郎)。堀越はこれを r;欝に油揚げをきちわれえj

ぜ向上警~ p.187.)と表現している。発動機関保者にとってこれはショックであっ

た。中島はともかく、三菱積gではこの変更の理由をいろいろと詮索している。が、

いずれlこせよ、栄は大きさ、馬力共に金襲、瑞援の中関であり、室長をあたり馬力と

いう点では瑞星iこ勝っていた。拭作完成した零戦は金星を搭載することはできなか

ったが、マイナーな設計変更で栄を接載することはできた。

(84) Ir向上書~ p.187. 

(85) Irl売上番』 部 .192-193. (場越ニ際); pp.556・561香(曽譲嘉年)、地多数。

(86) Ir関上書~ pp.187・189. (場蟻ニ郎); 堀越二郎/異宮正武 『零戦J 朝日ソノ

ラマ、 1992生存、 p.156. 梯田邦男 f零式戦関機』文藤春秋、 1977年、 pp.263・264.

第3章の注

(1) この時期の戦時統制経済と航空機工業の接関の関係については、大都嘉一郎「第一

次世界大戦と読本資本主義一問題の所在J/原朗 f経済総動員J/村上勝諺「軍

帯産業J、以上、大石嘉一鰐繍『院本帝悶主義史 3・第二次大戦期J東京大学出版会、

1994年所収、諜朗「大平洋戦争期の生産増強策j近代日本研究会編 F年報・近代日

本研究-9戦時経務J山)f[出張社、 1987年所収、を参考。 極海軍の航空機関係生

産力拡充針画については、山崎怠部 f戦時工業動員体制j嘉朗編f日本の戦時経済 一

計画と市場J東京大学出版会、 1995年所展、に詳しい。また、財鶴との関慌で、

沢井実「戦時経済と財閥j法政大学産業構報センター/橋本寿朗/武田晴人編 f日

本経祷の発臆と企業集団』東京大学出張会、 1992年所収を参考会

(2) Ir密工政策史J第 18場、 pp.432-433. 

(3) r 日本機棋工業五十年~ p.111ふ1111. なお、序章〈注54)参照のこと。

(4)原餅 f大平洋戦争期の生産増強策Jp.232. 

〈的コーへン J.B・著大内兵衛訳『戦時戦後の呂本経誇J上巻、掛按書Jd， 1950 

年、 p.110. また、諜朗によれば、 f軍需省の設置と軍構会社法の制定は、太平洋

戦争期の増築努力が出来の行政機構によってはついに打需できない鍛界につきあた

ったことを示すものにiまかならなかった。五大重点産業からさらに進んで航空機産

業一本iこ臣標をしぼりこみ、航空機iこ関する行政を一本化するため、あえて路軍省・

215 



櫛軍省の一部をも巻き込b形で官庁機講の再編を行ったことは、この鍛界がいか広

大きかったかを物語っている。J(煤朗「太平津戦争期の生産増強政策Jp.254J 

(6) 冨内市場(需要}の酷から、麗筆書車護業よち航空機産灘が先iこ隷農したというのは

常識的な判断である。それは加えて、生盤技術的に最後まで熟練の残る製品である

航空機は、大義生産技術がなく人件饗の器い議発閣にとって、自動車よりもむしろ

チャンスの大きな部門であったと、中間哲部教捜(大阪経済大学)よりご指捕をい

ただいた。

(7)三還をの場合、 1936年にトラック量産計闘を立てていたが、盟中戦争勃発により陸軍

から戦車増越を求められ、 1938年記結局自動車への進出をあきらめてトラック患の

新工場も戦車用に較煎したという一部もある(橋本寿朗 f財閥のコンツェノレン化JW自

本経携の発援と企業集団』所枝、 pp.136.137.)0 

(粉 日本機械工業家オキ~ pp.970-971. 

(9) 村上勝憲 f宝堅持皇室業Jp.164繍

(10)それはいわば企業のプライドをかけた先端産業だからこそ認こり得た織烈さであり、

軍部はさき然その競争意織を』嬬って設鋳および生産の向上をねらっえであろう。また、

製品は軍〈国家)の需要猿点であり、統制価格(儲絡等統制令:物揺を 1939年 9

月時点の水讃に諌結)の 7%引きとなったが、念講からの要欝で 1940年 10月iこは

8%程当が都寵されていた。軍需省発足後は公定舘慈iここだわらない買い上げ髄格が

発生した(錨格については f向上論文j参頬)。 現実の鑑務設定の詳締は不明だが、

建前は原缶主義でも間じよう主製品ならば爵程度の価格設定むなるだろう。したが

って、間種製品iこ複数企業が参入している場合、巻社横並びに原彊低減を図れば、

製品恒務も下がるはず{受注鏑格は成長せとして蹟民の東舘計算を比較し、低い方に

合わせた)である。しかし、ある単独企業がその f公定髄格j よりも原信を落とせ

ば、それだけ企業利益は上がることになる。この意味で、企業の合理化努力がなさ

れるところではなされたのではないかというのが、さ義者の推測である。むろん、す

べては微妙なパランスの上に乗っている。

(11) W褒代史資料 39 ・太平洋戦争 5~ p.101. 。2)東洋経務薪報社編刊 f昭和産業史』第1巻、 1950年、 p.609.
(13)残傘ながら、{表 3.2]以外に馬力数の漉さきなデータがなかったが、戦時期の総計で

と菱が中島より 10---20%多い程度かと思われる{鶏カについては第4輩の(住75)、

(注 76)を参照のこと〉。 なお、自立の機体およびエンジンはほとんど練習機用の

小型のものである。

(14) W 時本機械工業五十年~ p.1002. 

(15) W三菱重工業株式会社史~ pp.308剛309. この時期、続空機構要予iJtlJは議、議開を示

した。 1937年7月には、当時名富雄航空機製作所長の後藤でさえ、強動機部門が製
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作所として分離強立するとは考えていなかったはずだ、という(f辻建三から深黒への

私器J1957年9丹3日付〉。

(16) W関上番Jl p.308. ; ~主菱社誌~ 37帯{昭和 10-13年上 p.1292.
(17) r草稿j 町、 p.38.

(18) r (三菱自動車は)組識さえできていれば蓑出、悶産;こ対抗し得る機会は終戦後もし

ばしばあったのにおしいことであった9 もし航空発動機が機体と同工場内で発動機

部という程度で作られていたら到底浮ぷ瀬はなかったであろうっ幸いにして私の主

張通り強立した場所となり常務取締役が費任を持ったので三菱の発動機として名を

なすことができたと思う。J (W技術回想七十年~ p.184.)o 

(19) W深還さんの思い出~ p.36. (塘廉央)。

。0) W技術回想七十年Jl pp.116-117. 深患に言わせれば、鉄道引込線を設けること
が容易でなく、工場立場として不適当であった。(当時、欧米の大工場は大体鉄道引

込識を備えていた。) なお、本工場の街積は約 15，000坪、弁工場や調質工場をと担

えて約2万罪だったと思われる。

怒りこのパラグラフについては、『向上書Jl p.117.; 西村健船氏へのインタビュー

(1997年3丹23S，撰誤)。鱒井正寿民(鳴持、鍛J会・弁工場配属)Iこよれば、筒

井技師が工場内の工作設計事務窓に天井をつけて欲しいと饗請した棟、深鬼はどう

しても了殺しなかった。筒井の意晃は、作業場から塞が入って設許劉商等を汚すと

いう十分な理由のあるものだったが、深患は常iこ工場内の配置がえをできる状態に

しておくことに盟執した。ただし、当時の鍛拾工場では、機械の蹴置がえというよ

りは、新!日の入替やJJlj工場への搬出などで工作磯械を移動させることが多かった(禽

井正寿氏へのインタピュ…、関前〉。 段お、工作機械に基礎ボノレトは慣用しなかっ

たが、水平を維持するために模をかませ、モルタルで聞めて抑えた。移動の時は簡

単にはずせる{克ま昇丘へのインタピュ…、 1998年 10月訂正明石λ

(22) ~往毒事悲恋J 第 1 巻、 p.545. (黛三喜男)。

(23) rアメリカ鵠大量生産方式j の理解もさまざ3主である(たとえば、マイヤーオット

一/ポストロパ…ト・C編小林達抱訳f大量生藍の社会史』東禅謹演新報社、 1984

年;ハクンシェルデーヴィッド 'A蕃和館一央/金井光太朗/藤累道夫訳 fア

メリカン・システムから大難生羅へ 18∞1932Jl名ぢ墨大学出版会、 1998年、を
参擦のこと〉。とりあえずここでは、互換性部品、密童書専用工作機械、コンペヤなど

を思いて、関一製品者大量に生躍するシステム、という程変に考えたい。

仰のこの時期のプラット社の生麗方式については、 Blank.H.E.， .Jr.， "Precision" in 

Automotive lndustries， Vol. 77， July， 1937. pp. 11-16. "P&W Engine 

Production" in Aero Digest， Jan.， 1939. pp.57-59.: Ward. Carlton Jr.. J.，中lant

Layout and Production Methods for Modern Aircraft Engines". in SAEみurnaJ，
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Vo1.40， No.5， May， 1937， p.180， pp.180・181. 後述のサットンによれば、 1930卒代

末期、アメリカにおける航空エンジンの生産ラインは、熱処理などの関係上?図面

で晃るようには巧妙に流れないj ものだった(三菱重工業株式会社名古墨発動機製

作所「サットン・パーク両氏続詔発動機大量生選ニ関スル講習錬J第三巻(所内資

料)、 1939年、 p.76.)。

(25)鳥憲民 f昭和二十年第一部=2 崩壊の兆LjJ.1ま息柱、 1986革、 p.92.

(26) ~住事詑荘J 第 2 巻、 pp.104-105. (山崎栄治)。

(27) ~技場事託子臼第 1 春、 p.474. (藤先輩雄〉。 だし、藤元の「音JIこ関する感想、は、

前任端である造船所の騒音が特別大きいことも童話響しているだろうっ

。めこの墳は、さき時を知る方々が番かれえ思い出謡、また、そうした方々へのインタど

ューを総合して構成した。出所の記載は特定できるもののみにとどめる。

(29)吉田義男氏へのインタぜュー 0998年7月9岳、西宮)。 現割技術のスベシャリス

トでもある吉田氏によれば、集中研磨は戦後にわたって全業側が操り返し就み、結

局徹成不完全に鞍わった擁策であった。こだわり派の工員は表拘き工島室から規定

のパイトを借り出したとしても、議分専F警のものをこっそり躍し持っていた。 NC

機械を捷用するようになるまでこうした状況が続いた。

(30)押見保夫氏へのインタピュー(1997年四月 1213，名苫屋)。

(31)片縄鎌一氏へのインタピュー (1998年8A613，京都)。

(32)三菱電機の扇風機といえば、宮本では早い時期 (1925年)にウエスティングハウス

社かち科学的管理法をとりいれ、実擁したことで知られる。そのキーパーソンは加

藤威夫であり、持見は加藤から蜜搬に学ぶ機会を得た。主お、三菱篭機の時間諜究

法導入については、並々木聡 f工場管理システムの近代化と組織能力一外資系電気

機械企業を中心にj 出井常議/大東英佑糠 f大企業時代の到来』岩諌書j夜、 1995年

所収。

(33)山締栄治氏へのインタピュ…(1997年 2丹 22臣、名古豪);加藤和敏民へのイン

タピュー (1997年 6月 12日、長岡京);松原春男E去の筆者宛索開回答響(1悌7年

9月訪日付);小島稔設へのインタどュー 0998年 1月 11日、犬山);吉里義兜

氏へのインタピュー(間前打片i奇襲一長へのインタピュ…(問能)つなお、太平洋

戦争期、学徒や設用工は、精負搾撲とは別の、より鱗易な作業を与えられることが

多かった。誇負作業と問様の作業を行う場合iこは、課準時間に関保なく賃金が支払

まつれ、選いイ乍業者には指導が行われることになっていた。

(34)押見探夫氏へのインタビュー(間前)

(35) W設事?と苦J第l巻、 pp.294・299.(佐藤組一)ヮ

(36)山崎栄治氏へのインタピュー(1996年4月訪罰 名吉麓)， ニこでいう関題化と

は、設計閣のようなものではなく、わかりやすい“絵"Iこするという意味であるフ
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(37) Ir深尾さんの患い出Jl pp.60・62.(伊集撰文雄〉。

(38)三菱重工業名ま古屋航設機製作所 様子IJIr名是正工作部の戦前戦後史 一守慶相談役・

私と航空機全産Jl1988年、 pp.釘・29.

(39)当時、アメリカで“industrialen割neering"という用語はすでにあったけれども、

航空エンジン生産関需で雑誌その億いくつかの資料を見た譲りでは見当たらなかっ

た。なお、日進完歩の航空機工業では議んに試作品が誤られるが、これを生麓品iこ

移す技捺(生産ラインにのる設計を行うという意味も含めて)を担当する部署とし

て "production en詳neer泊g" が設置されはじめたようである〈駒林栄太郎『米弘

の航空工業』大詰本飛行協会、 1944年、 p.31.)0

(40) Ir技術叩想、七十年~ p.115. ちなみに、守盤の所織する名吉麗航空機製作所(機

捧部門)では、 19誕生存に至り、第一(海難機体〉、第ニ{陸軍機体)、商工f宇部内iこ

工作技衛課をそれぞれ数立させた。

(41) 日記J1938年7月4日。 1938年 11丹の海軍拡空機生産力拡充命令によれば、

5ヵ年計留で、 1942年夏東までに平時作業年麗能力 12，000台征雄300台)、さし

あたり、 1939年度末までに月違憲能力 150合の水準を毘指すことになっていたれLI時

車部「戦時工業動員体制Jpp. 90-92. )。

(42) r日記J1938年7月713 ; 7月 15際 7月26問。

(43) Ir中島飛行機エンジン史.lIp.104. 

(44)以下、サットン離宮会に関しては、「サットン・パーク鶴氏 航空発動機大盤生羅ニニ

関スノレ講習録j 第一巻~第三巻)。

(45) rサットン・パ…ク両氏講習錬j第三巻(続空発動機月産三00台ノ工場計姻)。

(46)これが序章で述べた社会的能力としての機械工業の穣み重ねの議饗性であり、ロー

ゼ、ンパーグボ強調する世界である(Rosenberg，Perspectives on 1echnology， 

p.144.)。

(47) Ir現代史資料 39・太平洋戦争 5.l1 pp. 141-142. ここでいう下鵠とは、全作業

盤の 20%以上を特定の主契約者のために行っている業者であり、下請比率はマンパ

ヲー比率であるe なお、後鴻する「第三回行設査察j報告審によれば、主要航空機

工場における協力下請工場料黒状況は、機械加工工数iこ関し、機体関係で60---70%、

エンジン関係でお%韓度を外注している u各班報告J1943年 10月 13割付、 f美
護部洋次文議~1:68: 1)。 一方、この査鱗iこ対して名発fJlIJから提出された饗料に

よれば、 1943年時点での名発の協力工場の数は、第一次工場 130(うち、エンジン

;こ直接際療する工場数館、さらに、名発が 100%利用できる工場数 37)、第二次工

場234、計364工場であった。地域的には東海地方iこ85%、幾りは、京阪神、読ま賀、

東京、長野と広範盟にわたっているo これらの協力工場の生産能力不匙により、結

「協力工場の保有能力j を発捧できないのが問調だとしている(名吉鐘発動磯製
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作所「現況概要Jp.14. 間 f調査事項自答Jp. 18. いずれも第三回行政驚察関係

資料、 1943年s月〉。
(48)中島の場合、 1944年以棒、議力工場84社のの本社作業;こ対する割合は約 70%、気

化器、紫料ポンプ、マグネトー、軸受、パネ等はすべて協力工場に委お、加工部品

は一部協力工場合利用した。襲戦近くでは護排気弁、ピストンぜン、弁てこ、弁て

こ軸、サブコネクティングロッド等もすべて協力工場iこ移したず関本機械工業五十

年j] p. 1014ふ ただし、協力工場の中には中島東京製倖所が含まれ、比率として

も大きい(山崎志郎 f太平洋戦争後半期における航空機増産政策Jp.25.参照)0 な

お、社史に戦時期中島全体としての外註依存度 50%(機体関保 60%、発動機関録

30%)という数字があるが、内実は不明である (W富士重工業三十革史j] p.28.)。
彊家の最重要麓業育成方針を受けて、「中島飛行機も全精力を下識協力工場場の脊或

に洩ぎ込んだ。J(W岡上番j]p.28.)。

(49) W控事?と託J第1巻、 p.451.(鶏生光吉)。

格的初期の外註関搭を担当した持見保夫は各地の工場を闘って工場診断を行い、外注可

能な部品を依頼した。ほとんどがボルト、ナットなどの小物、コネクティング・ロ

ッドのようなシンプノレな加工品、一部の鋳鍛造素材であったという(押見保夫史へ

のインタピュ一、間前〉。

(51)つまり、名発という五渡航空発動機部門の一製作所に関するデータである。名

金員工業所lこおける生産は、名発の所内製仲ではないが、社内製作だという意味で、

また実質的にも f内製」である。美濃部文書に含まれる中島武隷野製作所の事例も

間様に、各外注先が中島とどのような鵠採にあったのかを特定する必要があるだろ

う(たとえば、出埼玉ち郎「太平手挙戦争後半期における航空機増産政策Jpp.24必5.)"

(52) rサットン・パーク両氏講饗録J第二巻〈鉱空発動機大量全産に関する講習録〉、 pp.

36， 44-46. ただし、不良運転は部品によって違い、ピストンピン等は平均 40%程度

の不良率をだした。また、鋳造工場における不良率は含まれず、どの程震の紫材材

料を購入しているかという間鰭もあるので、そのまま比較することはできない。

た、当時この犠の資料に関して、外注率、歩留まり、不良率{持現率/エ襲率)

一見積手りそうな数字は皆積算根強きが明示されていない。したがって、間一企業の持

系列的比較は可能だが、企業比較は囲難だと思われる。なお、中島の武麓野製作所

についても同様の鵠査がなされている〈山崎志郎 f関上論文Jp.25.参照)ョこれは

よれば外注比率は中島の方が器く、他の資料と金い違いを示す〉ここでは、中島の

数学の;まらつきが大きいことが裁になる。単位議議当たりの金額i土、三菱名発の方

が2，3割安彊になっている。

(53) U.ぷ8.B.8.， Corporation Report， No.1， p.191.;京都機器製作所 f生護増強現地

指導議事要旨J(19叫年 5)ヲ 20自)、 p.3. :西村曇船氏へのインタヒ‘一一 0997

220 



年3月 23~ 横浜):加藤和敏氏へのインタゼュ…(1997年4月 11日 長爵京): 

fエンジンパルプ・糠密切削工其のあゆみJlpp.64-67盈(近藤芳穂λ

(54)辻猛三 fドイツの航工業J大日本飛行協会、 1943年、 pp.24・25. 東乙未生「拙

逸軍需工灘の多量生産法策に就いてJ~内燃機関J 第 6 巻第 1 号、 1942 年、 p.3.

(55)当時のアメリカの雑誌に見る工穂管理も、組立工程に重点をおいているつまた、戦

後の戦略蟻轍鱒査毘報告も、総立工程が "jobsゑopmethod"か.，production-line 

method"金泳ということを問題にしており、機械加工工種のありかたには関心を示し

ていなu、{名発に関しての記述は、U.S.S.B.S.吋むorporationReport， No.1， pp.128-130. 

後述〉。おそらく生産ラインの常識に関して、日米の援があったものと患われる。

(56)在野藤光雄長〈当時組立工場勤務〉の詳細な覚書より、大まかな流れを示した。

(5η ぉ按龍男氏へのインタぜュー 0997年 12月 12a 、名古屋)。 若援氏は 1937年に

入社以来、接戦まで組立工場一筋であった。 金お、合衆菌戦略嫌撃調査を盟報告によ

れば、組立工稜は 1944年 5JHこ主として素人工の増加に侍う措譲として、いわゆ

るjoかshop方式からproductio:かline方式へと変わったと惑がれている (U.S.S.B.S.リ

Corporation Report， No.1，pp.128， 130.)が、その持点で一気に方法が切り替わった

と稽ずる犠拠はない。

(58) Ward， ~ψ'P.cít必t

(但59め)n露露土重工業三十年史.llp.4ωO. なお、自動車産業では戦後、 1950年頃からこうし
た体制がとられるようになる。

(60) ~設徳田想七十年.ll p.125. ; ~三菱麓工業株式会社史.ll p. 308. ~こよれば、工場密

積 6，500坪、工作機械 1，000台とある。鱗接の試作工場、運転場を含めての数字と

悪われる。これらの擁設は、後年、名古巌発動機研究所が独立した際、それにとも

なって開研究所に所践した。

(61) r工作機工場に於てはポ…リング・ニエニット告と月産十王台も作る事になり、当時の

日本の工作機生躍の貧鵠な時代に、メーカ…をびっくりさせたものでナ。J(~住事在

廷J第2巻、 p.105. (出埼栄治))。

(62) ~ 喜本機械工業五十年.ll p.529・531. なお、問書では、戦時期のユニット構成立

よる専用工得磯棋メーカーとして、特iこ名発と豊田工機iこ言及している。

(63)製作課組で、たとえば焼き入れ滋度を微妙に変色させて試作することなどは、猿立

工場であれば思う存分繰り返せる。工具の輯久性を飛露的民高める躍さ 30ミクロン

の特殊表臨譲住処理技術なども、この工具工場で独自に開発された(児ま昇氏への

インタピュ一、間前)

(64) ~深織さんの患い出.ll p.61. (伊集院文雄〉。

(65)松原春男氏より筆者への書簡(紫関西答) 0997年9月8日お主び9丹 18日付)っ

く66)関上 0997年9月8日付)" 
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(6η和田一夫/柴孝夫「関本的生産システムの形成Jp.t:33. 

(68)明治以降の職工の立場や意識の変遷について、植松，忠博 f士農工商一橋教思想と

畿支記』同文舘、 1997年、 pp.277-281.

(69) W桂事走詑』第1巻、 pp.165・169.(窓遅達雄)ο

(70) W同上審~ pp.377-379. (森下清)。

(71) W設事詑花JI:第 3春、 pp.321・324.(伊藤信誰); W大準随想.llpp.48・51.(伊藤光

雄) (安藤進)。

(72) W三菱重工業掠式会社史.ll p.233. 

(73) W向上番.ll p.315. なお、中島では、 1938年6月に鋳鍛邸内の製造を担当する出

無鶴鍛工場を新設、翠 1939年 11A ~ここれを中島競空金属株式会社という別余社と

して独立させている (W審士重工業三十年史.llp.32.)。
(74) r日記J1940年2丹23日 2J126日 2月27日 3月1諮 5月25詩。

(75) W技街頭懇七十年.ll pp.118-119. 
(76) 1956年穫の鋳物工場視察の記織で、「機械加工後の療却は損害が大ざい。工場で鋳

物不良が当然と決めでかかっているのが間違いである。検査蔀は不良と宣告すれば

役時はすむと思って助けようとしない。この心構えは注文者あるいは監督者の立場

であってメ…カーとしての立場ではない。J(襲約〉汀技粥回想七十年.Jlpp.148-

150. )。

(7η 山時愛雄 『前掲醤.ll pp.116-118. 

(78) r大幸鶴懇j繍集世話人綴f大幸随想、.llr大幸趨想J刊行発超人、 1997年、 p.349(吉

本修); W同上書.llp.363. (糟谷鍵治);ドロップハンマはエヲ一社(米〉製、後iこ3
トンのハンマも導入された。カウンタプロ…ハンマはベツへ社特齢、アプセッタお

よび水圧プレスはオイムコ社(独)製 <WI簿上書.llp. 374. (吉村豹治))。クランクプ

レスもオイムコ社製 (Wエンジンパルプ・精密努削工具のあゆみ.llp.64. (近藤芳穂))。

(79)壁からはずしたままの表面を黒皮としサ。使用特に接触がなく、また特にカのかか

らない部分については、震く必離がないというのが、議離を迫られている企業側の

意見であるO これに対して撃はすべて研藤することを喪求したが、状況が逼迫する

につれて、県農使用も認められていった(西村養護会設へのインタrュー、 1997年 3
月23盟、摸浜)。いずれにしても、黒皮のままで使えるものを作ること(精密鍛造〉

自体が、当特の自本の椴造設構では困難だった。鍛造については、次章第 1節参照

のことO

(80) rエンジンパルプ・精密部削工具のあゆみ.llp.21. 
(81) r技術開想七十年.ll pp.119. 探地は自らの翻想記の中で、 f名古屋金農工業所J
という礎自に、あえて“三菱の時iJ"というサブタイトルをつけた窃「当時、三菱位

の鋳物のできる工場は誌になく…j と探斑は響くが、棄毒物工場を r三菱の誇り j と
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考える人間が越に何人いたろう語、

(82) W往事控荘J第 1巻、 p.86. 前a灘市); .第 2巻、 pp.189-190.(末吉国夫)。な
お、名古農金鶏工業所の戦後については、名古盤機器製作摂編『鏑鍛造工場の臆史』

1986 年、 r大宰諮恕~ 1997年、などに詳しい。

(83)たとえば、最初の操り上げ卒紫となった 1941年度卒の東京帝盟大学工学部機械工

学科においても、航空エンジンを作りたいという学生が多かったという。人気企業

はやはり三菱と中島だった。企業評価としては三菱が高かったが、航空機関係の識

場に髭鶏される保誌がない。中島ならiま関濃いなく航空機ということで、いずれに

してもこの高金業の翻りきて数に第 1希望が集中した{加藤和敏氏へのインタぜュ

一、 1997年6月 12j:l 、長陣京〉。

(84)正菱重工業株式会社名吉濃発動機製作所 f新任者ノ菜j昭和17年 l丹、 pp.28・29.

(85) W往事在能J第 1巻よ pp.286-292.(深尾捧二〉。 深尾は戦待期の我彰を 42体 77

名と記しているが、実際はもっと多かったと忠われる。たとえば、深尾が 1屈しか

言及していない大鷹祥之(五菱製鋼から名発に転任、鍛治、調紫工場に極端)は、「探

患鴻励制Jにより 6通の粛状を手にしたと述べている (W向上番』予.318.(大鷲祥之))。

(86) W技術盟強七十年J ジ.126.
(87) r…秋山第二部長出席エテ紡績工場料舟ニニ関スノレ研究会、富士紡及呉羽紡ハ企画

競蔚工衛軍部罵ニヂハ懸案現地解決トナレル畠ナノレモ富士紡ハ三菱ニ決定、

月奇襲出自動車工場利患ニツキ研究会… J(r日記J1941年 10J3 20誌付)。

(88) W1主事荘託J第2巻、 pp.122・124.(鰻部高尚〉。

(89) r昌記J1943年 11月11日。。0)藤田誠久 f航型機部門の経営Jp.102. 
(91)村上勝彦 f軍鶏護業Jp.176. 

(92)大湾内暁男 f前掲議文j では、中鳥における義礎型および企業者の欠如(軍の介入

過多〉、設計と生産のき彦離などが指摘されており、三菱の事例はその反涯となり得る。

(93) The Pratt &持強i加のrAircraJt Si初!rY; pp.127-128. アメヲカの航空エンジン生産

は、替に軍需に鑓しては、プラット、ライト両社の寡占体制が成立していた。第 2

次大戦が始まってからアヲソン社{水冷〉が加わったが、シェアはわずかである。

資本、技術の関題から航空エンジン部門への参入嘩控が高いのは、アメリカでも間

じできちった。

(94)シモンソン 4・R.編 蔀谷清、振津純韓 共訳 rアメヲカ就空機産業発援史』盛苦手
1978年、 pp.158-159.

(95) Blank，詰.E.，Jr.，“Precision" ，p. 12. 

(96) Ibid， p.lO 

(97) Ibidリ pp.12・13.
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(98) The Pratt & Whitney Aircraft Story， p.128. 

(99)あid.，pp.129-132. 

(100) lbidリジp.132-133.

(101)時期的に考えれば、アメジカの自動車産業は T型フォードの画一生選(マイナー

な設計変更はあった)の時代を過ぎて、より捜本的なぞヂルチェンジ、の時代;こ入っ

ていた。フォード社はこの移行過程に辛酸をなめたが、そこでさまざまな生議技術

上の経験を摘んでいる(ハウンシェル f前掲書J第?宣言参照)。 とすれば、航空エ

ンジンの設計変更に応じる生蓮工椴の組みかたが、そこかちさらに高度で護雑なも

ので、あったという懇壊がつく。

(102)以下、ライト祉の生産噂強については、 Brown，P.Wリ "Wright主lrns加Line

Production" ，捻AmericanMachinist， June 25，1941. Holben， Martin M.， "Some 

AなcraftEn制限Production Methods" 出品4EみurnaJ， Vol. 52， No. 10， October， 

1944. ; 荷内衛「拡空発動機の多量生産j 小林吉次蕗趨 r多量生震研究~ (下巻)、

兵縛航空工業新開出版部、持44年所i夜、 pp.75・98. 湾内の論文は艇のアメリカ

の雑誌記事の紹介と考えられるョ

(103)増産指令に直面した離、ライト社の経営揮は、エンジンの最終組立ての費任をとる

ことを断留として宝慌し、全罰的な契約生産を排した。部品製造は、多くを協力工

場に任せたが、最も困難な工程は車社内で維持した(シモンソン鰯 rアメリカ航空
機産業発展史jpp. 142-145.)。つまり、能率増進や経営の拡大よちも、品質を護捜

したといえる。結果的には、契約生離を進めたプラット社の方が大きなシこにアをも

った。

(104) “泌総sProdu尚onMe出odsfor Building Wright Cyclones" in Aeronautical 

Engineering Review， Vo1.1， Augus主， 1942，p. 13. 

(105) "Air Power and the Mac註ine"in Fortune， Vol.XXIII， No.3， March， 1941. 

p.79. 

(106)東洋機械株式会社はこの時、三三菱社、三菱重工業、三菱電機、三菱務事が共同で紫

収し、工作機械専門の会社として育成をはかった。 1943年 5丹、三菱工作機機株式

金社となり、饗年 6月三菱重工業に合併された。製品は懐秀で、後述の戦時型築盤

の生産にも比較的好欝な或績を上げた{沢井実「戦時型工作機生産についてJp.24.λ 

探尾は事前槙寮をした際、 f敷地四万坪、機械三00台ノ内二00台米摺襲。設備ト

シデハ申分ナシ。iと感想、を述べている(r自記J1941年3月3認L

(107) r s詑J1941年3月 30目。

(108) r日記J1941年 7月 17S ; 10月 17員。

(109)加藤和敏氏へのインタピュ… (1997年月段、長岡京); 山崎栄治氏の筆者への質

隣自答 (1998年8J.l自付)令
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(110)チニ氏一ンーコンペヤ、ロ…ラ・シュ…トの使用法については、山崎栄治、加藤和敏、

松原春男諸氏のご教示による。ここでいうチェ…ン・コンペヤとは、ベルトではな

く、大援のチェ…ンに棋を連続して並べわたした、ロ…ラ・コンペヤのようなもの

である。クランクシャフトなど、長い部品の鞍送iこは、天井からチェにーンで吊り下

げて動かすチェーン eブロックが使用された。ロ…ラ・シュートは主主つきの運搬台

で、押し献がして次の加工工程立送るものである。後述の第三思行政査棋の様、藤

原銀次郎査察使がこれちの搬進機を見て、画期的なシステムだと言ったというから

ぜ大搭随想Jp.209. (山時栄治刀、当時は珍しいものであったと思われる。

(111) r発験機生産計繭議事J(遺構第三 第三工作部所要工作機械 1943年9月29日)

{行政査察関保資料); 加藤和敏氏へのインタピュー(1997年5月2013，京都〉。

(112) W往事詑詑』第 2春、 p.106.(山崎栄治); 加藤和敏氏へのインタザュー(1997

年4月 11日、葉興京)。

(113)堀藤夫 F二製の蹄開J(志家臨)、 1993年、 p.121.こ、静岡、京都高製作所の設

営が、増藤とともに線開の意味を持っていたことへの示唆がある。

(114) W往事諾を』第1巻、持.107-108.(村越好技)。

(115) W向上審JIpp.389・391. (辻猿三); 辻費三 fドイツの航空工業』。ただし、この

本は3渡部の訪空政策の遅れを批判したため、発禁処分になった。

(116)育現義男氏へのインタピュ…(関説)。

(117)後述の第三田行政査察資料に、 f生産技術研究余議j と題して、「工作技祷部研究課

ニ於テ明曾シ常ニ議事向上ノ議結ヲ提エデ之レガ具欝的推進ヲ計ルj とある(r鵠査

事項阻害J1943年 9月、 p.35.)。 組識上は工作技術部が主宰招集、実質的には探

患がイニシアティブをとっていた。 なお、インタピューに応じてくださった方々を

はじめ、 f探星さんの思い出jJ p.45. (関口次郎); W住事培法J第z巻、 pp.106-107.
(山崎栄治); W大幸髄翠JIp. 38. (村田正武)始、諜患主宰の生産設締会議の意義、

またその蕗上での海濃の滋しさや鋭さを記壊している技荷者拡多し、。戦後、この方

法をとりいれた職場もまた多かったと考えられる。もっとも戦後の課題は、 QCを

含めて最終的にはコストダウンであった。

(118)宮昌義男氏へのインタピュー(間前〉。

(119)出雲雲正敬夫へのインタピュー〈間前)。

第4章の注

(1) 佐々木聡「太平洋戦争期における「科学的管理jのー側面JW経営と矯報J(静縄県立大
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学経営情報学部)、 4巻l号、 1992年、 pp.38-39.

(2) J 111鴇航空機明石工場で航空エンジン生巌に携わっていた野村大F蜜によれば、生産蕪

命のためには、 f生産計麗を符ふ諸部門、静jへば工糠の立案、機械の計画治工其の設

計自穏の計副等を行ふ部門Jの技宇野者(生産計繭者〉が、これまで蓋接作業者の所

有していた f工作技術Jを所有しなければならない、としている。 f技術Jが f技能J

をとりこまないことには生産技術は海上し哉い。この時代、一綾的にはそのドッキ

ングがまだできていなかったことをうかがわせる(野村大変 f銃空発動機の生蟻と

生産管理』山権堂、 1943年、 pp.7・10.)"，

(邸中鳴誉富 f飛行機生産の合理花研究Jr過悼小野営維J編集委員会編『追悼小野
常雄一経営革新…筋に挑んだ借念の人.lls本能率協金コンサノレティング、 1997
所段、 pp.19-20.

(4) 日本能率協会 f事務報告認和 17年一30年J(社開法人語本能率協会所巌饗料〉に

よる。

(5) 輯村翼船氏へのインタピュー(1996年3月21日、横棋〉。

(6) 大石嘉一部 f第二次世界大戦と日本資本主義Jp.17. 

(7) r中日新聞J1943年 7月 25So ちなみに、潔箆は生産増強に成功した静誌とし

て叙勲の事実を書き留めてはいるが、選挟によれば、勲章自体はどこかにしまい込

んだままだったという。

(8) r朝日新鶴J1943年 11A4日。

(9) 当時の技術関係各表彰のうち、 30牧の表彰状龍が残されており、その年別内訳は、

1939年および1940年=各1件、 1941年口2件、 1942年=11件、 1943年=12件、

1944年出3件、となっている。表彰の対象となった主たる技術開発や発明は、大罵

カ二速度通絵機、減麟用額鉛合金、スパイラルプロ…チ、カッテイングオイル、フ

ェロカッターグラインダ一、燃料号室射装置、網状組織ケノレメット、斉畏能過給機、

経務的バイト、弁発条用各方向殺気探髄機、その他各種の検査器や計測器、等とな

っている。当時の状況をよく表すものとして、メタノ…ノレ噴射装置に対する臨軍技

捺有功最賞状文(1943年4月14Sイ寸)を紹奔しておこう。 f宕装震ハ … 法案燃

料ヲ以テシテ高級黙料ニ匹敵スノレ帝j蟻議果ヲ挙ゲ其穣発生馬力ヲニ一三割舟上セシ

メ以テ我国ニ於テ期待不可能ナノレ機高質ノ燃料ニ依ラズシテ知将ナノレ満々度エ於テ

モ高野性能大鰐力ヲ得ノレ解決ヲ輿ヘタノレモノニシテ現試作稜動機ハ今ヤ悉ク本製置ヲ

諜爵スルニ至ザ餐動機ノ性能向上ニ一新紀元ヲ壷iシダノレ装殻エシテ鞠軍ノ戦力ニ爽

離スノレ濃賞ニ鎖箸ナノレモノアリ …j ところで、これらの表彰には傭人受彰もあっ

たが、深尾は成果が上がったのは社員みなのカによるものとして、黄金(1，000丹

---1万円)の 9割の寄贈を譜い(1書IJは本人受領)、団体受糞分も含めた資金で、社

員のためのいわば教養文康を作った。技衛関係の国警はすでに収集襲覧を灘めてい
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たが、それとは別に、芸術、文学、哲学などの書籍、写真集など、特にピ‘ジュアル

な美術関連書籍が対象だっえ(W大幸蹄曹、.J]p.56. (高橋治部); r草稿j立、 p.124.)， 
(10) r草稿i耳、 p.79. なお、 E本学構援興会や科学技錆審議会での討議や報告に

ついては、戦時期における生産システムの一立識を示すものとして、近年大いにとり

あげられている。だが、机上で論議されることと現実とは必ずしも一致しなかった

でまちろう。探尾の性向からして、こうした有識者の集まりで論議に時間を費やすよ

りは、みずから工場その地の「現場Jに出向いて難頭指揮をとる方を潜ぶのが告然

だと思われる。

(11) r原罰点憲より深尾への私信J1943年 2s.l 7日付。 なお、原田はこの中で、中島

の工場分離に伴う人員配麓が「今告の惨満たる有様jを招いたとし、その費任は fネ

コのようにおとなしい人ばかりを持む臨撃の担当者Jにあったと指摘している。

(12) 1943年5月凶器付 <W美接部洋次文書.J] Ac: 9: 6)。

(13) 1943年 8月 15日付ぜ業譲部洋次文書.!I Ac: 9:心。 この上申書の中に、 f戦時

型工作機械ハ今日ノ非常ニ発達シタ工作機械カラ見ルト、余リニ需単ニシテ技術的

ニハ興味ノナキコトトナヲ、工持機械ノ設術者ニハ気ノ毒ニニ患ヒマスケレトモ暫ク

我捜シテ現イテ …Jとある。 いかにも機械麗らしい発想である。

(14) W英濃部洋次文審.!IAc:9:4o 戦時型工作機械の設計は、工作技待部の技揮(工

務課提)、佐藤仙ーが行い、生藤はこの件で技鮒院糞を受賞した (1944年 2月)。な

お、空襲iこ撰して、結巣からいうと、アメリカの戦略燥撃の第 1自棋は、工作機械

工場では急く、鉱空機工場、特に航空エンジン工場であった。

(15) r多国力三から諜尾への私信J1943年8月25日付。

(16) W菌築研究会週報.J]5巻25号、 1943年 6s.l;5巻 38号、 1943年s月 <W鞍持政治
経善寺資料』第6春、 pp.433-435.; :第7春、 pp.180・181.にそれぞれ所収入 なお、

大内は三菱電機が日本でいち早く接携先のウぉスデイングハウス社から科学管理法

を取ち入れた当時の襲作所長であった。いわば謹業能率増進や多量生産方式に関し

ての第一人者でもあり、多方面で積握的な発設を行っている。えとえば、日本経撲

連盟会時局対策調査委員会の産業能率増進委員余(会最 新波孝四郎)大内部会で

は技術向上、設錆攻皆、製品の単純化等について答申している{日本経凄連盟会調

査課繕 F多量生麓方式実現の其体策.!Il-iJ、海堂、 1943年 7月)。 他に、内燃機関編

輯部議 f航空機の多量生産方式』山海業、 l合併年、 pp.6・16.など、参照のことo

qηf航空機ノ増産確保ノ為必要ナルヱ待機械ニ関スル.TG-急措寵ノ件J1943年 8月 31

!3 <W策濃部洋次文書.J] Ca: 11: 10)。

(18)沢井実 f戦時型工作機械生躍についてJ W大阪大学経詩学J第45巻第3・4号、 1996

年、 p.26. 詞論文i立、戦時型工作機械に関わる工作機械業界の再編成過程を撤稽

に追っている2

三立7



(19)W技梼思想七十年~ pp.132・133. ; Ií正義盤工業株式会社史~ p.353. 

(20)口一ヘン f戦時戦後の悶本経務』上春、 p.293.

(21) 1943 年 5 月四日付年美議部洋次文書~ Ac: 9: 6、 pp. 8~9.) っ

(22) W鋳・鍛造工場の麓史JJpp.267・268.

(23) Ií問上書~ pp.269働277. に、発動機生産技指研究会の議事録の一部{写真コピー)

がi段録されている。

(24)西村議離走へのインタピュー(1997年 3月訪日、横揺〉っ ただし、当時工作技術

部研究課長の山本孝明氏からの伝鰐という。

(25) Ií策濃部洋次文番~I:65: lO r各曾社ニ付テノ査察経過10

(26)関上。 三菱iこ対する藤鼎のこの評髄は、本稿が告主張きする三三菱重工業の社内資料の

信頼性を、間接的iこせよ裏付ける樺粧として、多大な意味を持つつ

(27)向上;安藤良雄 f戦時E本航空工業iこ欝するニつの資料JIí経務学論集~ (東京大学入

第23巻第2号、 1955年、 pp.164，166， 168. なお、この査察の結果、軽金麓製品

加工設掃での歩留まりは、三遣を機体部門 61.6%、発動機諮問 60.8%に対し、中島小

泉(機体)55%。発主主購回収率は三遊発動機部門で 7割、中島小泉 4割。材襲率・

工廃事は三菱針5%に対し中島計 12%であったという{山崎志郎 f前掲論文Jp.30.)。

蔀重量で述べたように、材/工廃率の内実は必ずしも明らかでないが、この場合i土問

じ行政査察関連の数字であるため、中島、三避のおおまかな地較として意味がある

だろう。

(28)たとえば、 1942"'44年にかけて数多く出躍された生産能事関係の刊行物の中広も、

中島の職員が自社の生産システムに嬰して言及している資料は比較的数多い。

(29) r当時間いた話では、排気弁の単価を決めるのに、各社が見積りを軍需省に出した

ら、三菱は 60問、中鳥と日鍛が 120円で出たため、軍需省も 120丹に決めれば三

菱が儲けすぎるし、 60円iこすれば中島、持鍛の損が大となるのでやかを持ず、 90

円と決めることとなった。三菱の工場尿器は45円できちったので倍の利益を樽たので

ある。計算すれば 45円X8万泊三360万円/月の利益である。J(Iiエンジンパルプー

精密切離工其のあゆみ~ pp.81暢82 (近藤芳灘))。 なお、第3章の{詮 10)を参照

されたい。

括的「発動機増護計画審(追捕第四J(1943年 10月3町、 p.11.(行政査嬢欝係資料)。

(31) Ií業濃部洋次文帯~ 1: 68: 1、f各護報管Jによれば、

・各工場の勤労度

60 三菱発動機工場

50 三三菱機体工場、住友鋼管、日本特殊錦

30 大同築地工場、住友大阪工場、住友プロペラ工場、古河大薮工場

泊 中島発動機工場
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25 中議機体工場、 f主友名古麗工場

20 日鍛、東鍛

勤労度の低い理婦として、生産技術欠如、現場監督の不思、それはよる工員指導欠

如、治工具取付其験査具の欠如、競隷書11練轍理整額の欠如があげられており、当時の

主主躍の混乱がうかがわれる。

(32) r所長自ラ樟頭二立チ一品毎ニニ研究討灘シ設計当日検査ニ・至ノレマヂ一貫シテ戦時型

殺動機ノ其韓案ヲ樹テ部時賀行シツツアリJ(f調査事境盟答Jp. 35. (行政査察関係

資料)。

(33) r現況援要J(1943年 9月)、 pp働18-19.(行政査察関係資料)。 雲寺、名発の生産

システムについて一般雑誌記絡介されたもの辻卑見の隈ちほとんど見つかちないが、

名発副所長であった小川清ーが欝援に意見を述べたものがある。や)11 ~ま多議生産に

肝要な饗倖として、作業主整備部門の強位、得業の安定化、工伸機械の戦時記の 3点

をあげているず多量生鹿方式実現の具体策Jl1943年7月、 pp.159・162.)。

(34) W往事苦詑』第3春、 p.6.(深尾淳ニL 行政査察iこ先立つ6月7r=l、梨本官{元

鉢}が~発を袈察した際、立会の軍監督長、髄員をi暴けて、喜分たちはほとんど真

相を知らされていないが非常に簸摺がある、と深患に対して多くの下関があった。

深尾は実情をすべて率確に答えてしまったという (W向上番Jlp. 5. ; r草稿j豆、p.81.)。
(35) r箪穣JII 、 pp. 72.73.; W往事諾諾』第3巻、 p.6. (深患淳二〉。

(36) r輩、官ニ艶スル摂望事項J(1943年金月〉、 pp.1・4.(持政査察関係資料〉。

(37)西成田農「労機カ動員と労髄改革Jr日本帝諮主義史・ 3Jl所i設、 p.293. 東1!薬指
紀藤 f労務動員JW罰本の戦時経済』所段、 pp.261-266.を参照。
(38) W往事荘措J第 3巻、 pp.6-7. (深思博二)。 岩塚の日本毛識の工場である。大量

視の東洋紡、枇杷島の富士紡iこ続き、 f紛績工場の転用は三度目であったが、いずれ

も行きとどいた糟擦な工場で、機械を搬t討するのは裁の毒であった。J(f箪穣J説、

予p.72-73.)。議待は、閤民にしろ、企業にしろ、教用iこ応ずるの誌半ば当然(北方

がなしすという社会麓壌でもあったと考えられる。ただし、中国入、鞍鮮人の徴用

が行われたことは、また別の、深刻な問題である。

(39) rt主導事詑荘』第1春、 p.450.(稲生光吉)。 櫛生は1939年初顕に、神戸造船から名
発技術部長として赴任した。引用簡所について、本人は赴低当時の印象とし

ているが、他に残された記録や山輔、加藤、西村諸氏へのインタピューを総合する

と、コンペヤの導入はかなち後のことと考えられる。 1942年頃までは、パッデリー・

カーもしくは入力で搬送台車を押して、次の加工工穫に送っていたっ

(40)先の行政査察資料によれば、 1943年9足時点でのシュート/コンペヤはついて、既

記種 3台、製作中 4種 12台、設計中 4種、タト続なし、となっている(f調査事項

回答Jp.37.>O 
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(41)石坂龍男氏へのインタピュー{間前)、および詞氏による筆者への震関回答 (1998

年記月初日付)。合衆閤戦略燥撃穣査団報告書によれば、第三工場で大小のベノレト・

コンペヤを使用した流れ作業ラインができていたというが (U.S.S.B.S.， Corporation 

Report， No.1， pp.128-130.)、それを裏付ける註雷は得られなかった。ライト社の経

験に見るように、組立作業の苅全罷期化には大掛かりな準備作業が必饗であり、

時その余諮があったとは考えられないこと、また総総立ラインをベルト・コンペヤ

iこのせるのは重識的にも無理があることかち、結滞タクトfとがある穂度進麗した流

れ作業的形態というのが適切と患われる。第31誌の(注55)(注57)参照のこと。

(42)深尾蕗身も戦後なお fコンペヤを使えばマス・プロダクションだと患っていてJ工

作法自体を設器しない本末転倒の態潮をど戒めている (W技術回想、七十年.!lpp.149・
150.)。

(43)野村大変『前謁書.!lpp. 17-18. 

(44) 1943年 8月時点で、名発の工作機械保存合数は 6，613、うち、専用工作機械は 43

穂329台。さらに、製作中33種211官、注文中 14穣234台、計445台、および16

種を設計中であった(苛政査察資料 f鯛査事項回答Jpp. 28， 38-39. )。生産がピー

クを迎える 19必年当時、会ヱ待機械の 1割強が専用工作機械だったと思われるが、

具体的内容は不明、一方で、工作機械の簡易化、戦時fとが進んだ時期でもあり、

締な結論は出せない。さしあたち蓄えるおは、名発が専罵工作機械を多用する方向

で潜み、 1943年iこはその方向性が強化され、実行に移さ札ていたということである。

(45) 1940年に入社して機械工場に記属された西村鍵般は、見習い期間中立多くのアイド

ノレを発見し、努力と工夫次第で3告の増産可能という入社論文を番いて注呂された。

萌村は稜年、そのアイドノレの漂閣を、賛金帝j震の欠陥(短時間で仕事を成し終える

と作業単舗が引き下げられる恐れがあった入および生躍台数が少なく、かっ種類と

設計変更が多いために生まれるものと分析している(商村翼船長へのインタビュー、

1997年3月2313，横議;W大幸随想Jlp.59ふ 日本能率協会の工場診断などでも、

当時の生産技術レベノレでの低生産性の牒躍は、農人的な開題に滞せられるところが

大きかったという(中鳴誉富氏へのインタビュー、 1998年6月25器、東京)。

(46)松漂春男氏から筆者への書簡(質問語審)、 1997年号月 8倍付。

(4η トランスファーマシンは戦後、高変成長時代の最産工場で盛んに活躍した。三菱で

は、新三菱叢工業京都製作所が農機罵エンジンのクランクケース加工期トランスフ

ァーマシンを 1953年に完成させ、その功竣(rトランスファーマシンの研究とその

実埴J) ~こより、第 1 @1大i河内記念技術賞 0954 年度〉告と受賞している(日外アソ

シエーツ株式会社編刊『科学賞事典.!l1986年、 p.62.)。これが、実際に生産ライ

ンでブノレ稼動した器産トランスブアーマシンの第 I号である{かつら 40年のあゆ

み繍集委員会繕『カミつら 40年のあゆみ』三菱岳動車工業株式会社京都製仲所、 1988
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年、 pp.49-51. ;加藤幸口敏氏へのインタピュ…、 1997年5月20問、京都)。その 10

年離に完成した名発のトランスファ…マシンについては、詳絡な記録がおそちく残

っておらず、どの程震稼動したかいま一つ明らかではなし、。後年の患い出話によれ

ば、半年ぐらい稼動したという人、ブノレ稼動爵前で空襲iこ遵ったという入、さまざ

まである。多くの諮を総合すると、磯械は完成し患い過ちのそノ誌できたが、長く

鈍い続けると電気系統{自動制御誠置)の綾躍が組合て修理を要した、ということ

のようである。少会くとも稼動したことは事実でまち号、想命ながら援本で最初のも

のであったと考えられる。戦後、京都製作所で作られたトランスブァーマシンは独

自開発であるが、伝綾として名発の影響を受けている。なお、上記iこ関連したトラ

ンスファーマシンの歴史や概要については立下を参照されたい。松永嫌勢 fトラン

スファーマシンiこ就いてJr精響機械JlX沼1-11、1956年;山田卓郎「トランス
ファマシンのシーケンス ーコントロールの現状と将来Jr自本機械学会蕗Jl77巻
671号、 1974年;ilI悶卓郎 fトランスファマシンの歩みJ(1) . (2) r，機械の醗究J
27巻 1号/2号、 1975年{以上、加藤和教法のご教恭による)。

(48)額戦設は交換船で輝国した荘は、印崩物などは一窃持ち込bことができなかったが、

帰国寵設に海鰹航空技術癒で、アメジカの航空発動機生謹ラインについての報告を

行った。 トランスファ…マシンも含め、その内饗は非常に新議iこ満ちたものだった

という{開通つら 40年のあゆみJl pp.24・25.(加藤和敏);加藤和敏氏へのインタビ

ュー、 1997年8月 12日、長関京;問、 10)311日付、筆者への質問田容)。また、

在は職場の問僚にアメジカの航密機工業その他の現状を諾って聞かせ、職場内では

R米の生産力棒差が部撤されていたという{克ごま昇氏へのインタピュ一、間前〉。

(49)山由主主賠 fトランスフアマシンの歩み(1)J p.42. 

(50) W往事荷?と』第1巻、 pp.300-301. (佐藤他ー)。

(51) HoI総n，担訂tin悶吋“SomeAircraft Engine Production Methods'¥ p.494. 
(52) Ibid， pp. 497-498. 荷内帯「航空発動機の多量生産J p.85. 

(53)行政査察資料「諜資事項田容Jp.37. ; W日本機械工業五十年JI p.lOlO. 

(54) r草稿j 証、 p.84. ; W設事詑詮』第1巻、 p.468. (長谷)11太郎); ~深尾さんの思

い出Jlp. 20. (平松永) およびf三菱社誌J第39巻の人事記録、 pp.21号8・22000 な

お、本底航空第三部があ号、従来の本活能空部(在東京〉だと考えられる。

(55) r技術田想、七十年Jl p. 140. ; r草犠J1I 、p.106.
(56) 1944年先立、深壊は新たに選任された中央協力会議員として、「決戦の対談j と銘

うった紙上対談に議んでいる。いわく、「不首実行が三十年来の私の借条だ。ただ実

行に濫造することのみしか私は知らないα … あへて私の立場からいふなら、性能

むおいて、信頼a注において枇界ーの発動機をもっとも多畿に、もっとも迅速に作る、

といふことだ。J(f毎自新開J1944年1月1日)。
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(57) r掠田貞驚より探惑への公文J1944年2月26f3付。
(58) r航空関様機誠工場掠関ニユ対スノレ一方策J(1944年 7月斜日): r棟墨より箪需省

第一勝長原田東憲への公文J0944年 11月凶器、間26日付)っ 26日付公文の雪

頭は、 f工場線開ニ関シテハ去十二日開弊信ヲ以テ不取敢卑見御報告穿御鱗申上候処

空襲愈切迫セノレ折樹更メテ枕許皐見ヲ間関申上ゲ此際是非関下ノ縛英断ヲ切望シテ

日マザ/レ次第ニ御膳イ長持卒至急、御賢配ノ種御願申上度11:七段得賛意稜J(いずれも、三

菱重工業棒式会社社史史料 f三菱航空機略史dI pp.23768“23774.)。

(59)安藤良雄編著 F昭和政治経済史への証言Jj(中)、集諮新聞社、 1972略、 pp. 
305-307. (遠藤三郎)。 なお、遠牒の証書によれば、中島知久平は、筆書工織を

受諾するに際し、弟の中高喜代ーを初代軍需工巌長官につけるという条件を出し、

遠藤がこれを議諾したところ、早速監督官の将校がこれをどボイコットするという騒

ぎを起こした。生産のイニシアティブをどこの誰がとるか、その鍔題自体が混迷し

ていた。

(60) W技密閉強七十年dI p. 140. ; W岩d癒小蝿太依dI，こよれば、「小韓太は … 濃部によ
る経営が決して生産増強の自的を達成し簿ない所以を力説してその中止を求めた。J

{岩崎家伝記事i行会縄 r岩崎小灘太伝Jl:東京大学出，板会、 1979年、 p.242.)。もっ
とも、民鰐の大事業家としての岩崎のプライドからして、その判断基準が生産性の

みにあったとは思われない。

(61)寵接工とは、機械工、仕上工、組立工、鍛金工、関質工、運転検査工、女工をいう。

なお、間接工には、材料部品検査工、記錬工、密工、補工、女夫(めふ)が含まれ

る(f欝査事頃回答J(1943生存9jj)、p.45. 行政査察資料)。

(62)三菱重工業抹式会社京都機器襲作所 r生産増強現地指導議事饗皆dI(昭和 19年 5月
20 13)0 なお、現地指導次第は、工場見学、会議、官側協議、 19年変生灘iこ関す

る指恭、となっている。

(63) W向上書.JJp.68. 
(64)片岡慶一足へのインタピュー(同前);禽井正寿氏へのインタビュー{間前〉。筒井

氏によれば、一部工程はベルト・コンペヤをイ吏えるが、金行義のパランス告と考える

と、一定数の弁 (10-----20彊)を「籍送り jするのが最議であったという。

(65) W三菱航空機略史dI p. 23691. U.S.S.Bぷ， Corporation Report， No.1， p.301. 

より。各月生産量はばらつきがあるが、納期のずれが揮還と思われる。

(66) W技術回想七十部dI p. 132 . 著名なアニメ…ション仲家の宮鴫駿は、生家の関

東地区の航空機部品工場で、ポケットマネーをはずむと験査が簡単に通ったという

エピソードを記している(f器本経務新聞J1997年6月313)) 土壇場の状況で、

現場ではいろいろ北ことがあったろう〉深見は名発iこおいて、正攻法で換まま法の改

定を泊った。部分的な蕪度{吏用などは、名発では合理的な選択だったの
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(6ηWi主事語法J第 1巻、 pp.40-43.(高芝武敏)ラ 高主主は早くから、接却される材護

品の再手'Jj告を考え研究を議ねて、この時までに 6.000時需はおよぶ耐久運較試験を

行なっていた。

(68) r深遣さんの思い出~ pp. 108-109. (松居碧千代)。

(6め f現代史資料 39・太平洋戦争 5~ pp.189-190. 。0)r犬山通信j第66号 0992年6月2513) ;小島稔氏へのインタピュー{間前)っ
(71) Ii現代史資料 39・太平洋戦争 5~ pp.190・191. なお、特穿長銀は材料が希少な上

lこ歩留まりが悪かった。大雑把にいえ託、軽合金のさ伝寵まり (本体乾繰盤量)60% 

鵠後に対し、鍋合金 40""'50%、特殊鏑 30%前後であった弓三菱航空機略史J

pp.23753・23755.)0

(72)児支界氏へのインタピュー{間前)。なお、間廷によれば、工具#料の規格変更(た

とえばコバルトをモリブデンで代吊〉が資材メーカーから報告されず、多大なロス

をした経験があるという。組成のわずかな遣いで熱処理の方法なども変えていかね

ばならないのである。

。3) コーへン f謡掲議事~ pp.326・328.

(74) Ii現代史資料 39・太平洋戦争 5~ pp.282・291.

(75)統計表に表れた三義のエンジン生産のピークは、 1944年6月の2，310台で、突出し

たf重である。しかし、前月の実績が異常は低いので、納期がずれ込んだ可能控が大

きく、全体の流れからは、 5月 6J3を事均して考えた方が無難だと患われる。月産

謁カについては、 u.ぷぶB.8...， Corporation説eport，No.l， p.67-68.の機韓民生還複
数、 f三菱航空機略史よ松岡久光 fみつびし航空エンジン物語.. ~ (付罵饗料〉をつき

あわせて譲算した目安である。三三濃の場合、馬力については諮章[鞭 3・21の数字

があるが、これ以諒の時期、また太平洋戦争期の丹謹能力に闘しての数字がない。

要は、生産機種の馬力に生産数を掛け合わせて合計をだせばよいのだが、現実に試

作品あり、問機種でも小さな改良や仕様の遣いがあり、出力にも離昇、公称あり、

公称出力でも 1述、 2速と分かれているもの、いないもの、さまざまで、結罵、{表

3・21の数字と合致する計算結果は得られなかった。利用可能なデータの中で最も謹

えめな数字を使っても、各年でみると数%から時に 10%緯度、[表 3-21の勝力数よ

りも大きな数字となる。それ以前lこ、生産台数からして各資料で数字がすべてそろ

うわけではない。三菱だけでこのような状視であるため、各社の生産罵カ比較には

よほどの注意を要する。

(76) W三菱航空機略史~ pp.23644， 23680. 23699“23772.より算出。勝力については、

やはり最も控えめf，t数字であると考えてよいゅ各種記錬のなかで大きめの数字を拾

っていくと、戦時期三菱の総生産購力は6.0併)万馬力に近いものになる〉

(77) The Pratt & W包itneyAircraftStory.p. 141. ただし、日本の戦時期は 1937........1945
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年、プラット祉の数字はおそらく 1939---1945年と考えられるつ

(78)コーへン f前掲番JIp. 304. 

(79) W往事詩語J第1春、 p.544.(黛三喜男):W技衛思想、七十年JIp. 138考

(80) r当時名吉識の務空は極めて貧議で、 j鶏i設の数議所;こ対空高射砲陣地があったが、

活動したとは濯、えなかった。&撃する戦斗機も極めて少数で、四月七日以降は

絶無となった。 … 開田司令官に談じた結果、ようやく対空機関銃数門を事務所

屋上に設捜したが、艦上機による低密攻蟻以外には無力で無防備問機であった。あ

る日師団参謀から山砲を載せる木製のターンテ…ブルを作るよう依頼され、その醤

的を聞くと、山砲は仰角が大きいから、これで敏織委?撃っとのことであった。完成

後知多半島野間の瀧洋における試射を見たところ、計器のない出砲で航空機を撃つ

のだから見るiこたえ設いし、その上東j式の高射鳴も弾丸の挿入不能で笑えない悲劇

であった。J(W技揚盟想七十年j]pp. 135-136 .)。

(81) W往事幸子eJ第 2春、 pp.267・268.(鈴木輔太郎)。 鈴木は長崎造船所の造機設計

から 1944年初頭に名発に転勤、第一工作部長としてこのエンジンの生産に取り組

んだ。ちなみに、このおンジンは、組立工場に部品が集結したところで空襲に遭い、

部品は四散損爆してわずかに数基分が残った。線開工場で再び生産に取り組んで、

ともかくも 1945年4月iこは 100基を完或させたぜ関上番品。

(82) W向上書j]p.235. (宥奨簿〉。 寮舎議をしていた有賀は、その轄の保管を命ぜられ
た。 f変なことをいうなと患ったが、その理由が 1週間後に分かつた … 爆撃の後

で亡くなった者を、檎にいれて、寮舎係で保有した新しいフトンの上掛けをきせる

投開をした … 寝具の地が余り派手で、赤や黄色いのが、今でも自にのこってい

る。J; W向上書.JIpp.221・222.(佐藤三郎)。

(83) W五菱航空機略史JIpp.23759勝23761.; W大幸髄懇j] p.813. (高議芳夫〉。

(84)それぞれの設計主拒者は、A20:佐々木一夫、A22:譜光義一、秋水:持悶勇吉、

ネ330:西沢弘。諮売をど捺き、各人が W~主事詑詑』第 2、 3 場に、それぞれの開発苦

心議安警せている。

(85) W控事法詑』第2巻、 p.272.(鈴木禰太郎)。
(86) W往事託託』第3巻、 p.384.(鹿鱗会録)。

(8ηr技術回想、七十年JIpp.134-135. 

(88) W正義航空機略史j] pp. 23759-23761. f行方不明者j として、亡くなったと患

われるが遺体が見つからえまし 、また、徴黒工員などで、それきり工場に戻って

こない場合等が考えられるが、実静はわからないっ

(89) U.S.S.B.S.， Corporation Repor毛， No.1， p.137.;平塚柾繍綱審 r米軍が記録した

日本空襲』草患社、 1995年、 p.64.

(90) W米摘が記離した日本空襲.JIp. 120. 
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(91) If'昭和ニ十年J第一部=2、pp.106・109.;青木孝翼手f松代大本繋一翠史の証言』新

自本出張社、 1992年、 pp.41-44. 奇書によれば、 6月に地下工場鶏が出たが、 7

月、東条内閣の最後の部議で「地下描設j を嬢設するということのみが決定され、

さらに臨濃から各方描軍の収容主主設を建設するよう饗摘があったという 3

(92) コーへン f前掲議~ p. 119. 

(93) If'I湖上書Jl pp.23803・23823. より。

(94)三菱の航空機/銃空発動機関採の工場陳開については、1f'1主事廷詑J全3巻の中iこ多

くの西灘離が寄せられている。また、 E記による実銭として、堀嫌夫 f二製の瞭開J

がある。

(95)蝶蝶央『同上議事.!Ipp.120附121.

終章の注

(1) If'うずまさの想い出.!Ip.14. (西村糞訟); r三菱重工名E古屋十五年金 1997年度京都

大会Jpp. 12・17.

(2) 1945 年 9~ 2話以前に、主要な企業(資本金 1鐘円以上の大会社、総糖大臣が過捜

経務カの集中と認めた大会社、生建設費オ・運輸.l酎雷欝係の強占的会社等〉の公職(社

長、副社長、会長、副会長、専務取締役、殺務取締役、常任監驚役)にあった人物

のすべてが対象と金り、役職からの辞任と今後 10年間の就任禁止措景を受けた。こ

れにより、大企業の経常揮は全面的に巌新された(宮島英昭「財関解体JIf'日本経務

の発展と企業集団』所収、 p.211.)。

(3)当時の軍骨格関連各社の動向は、経営学上の興味深いテ…マとなりうるだろう。良書

転換にに関しては、以下に持組が示されている。小谷捨之「戦後日本における軍民

転換一民間軍欝工場の民幣イとについてJIf'龍谷大学経済学論集J第36帯l号、 1吉例

年 8月;一一一一 f戦後日本における翠畏転換…i詩冨営軍需工場の設立・拡充から解

体・民需転躍までJIf'龍谷大学大学院研究組粟J第 10号、時96年。

(4) If'うずまさの想い出.!Ip.5. (関村信明); If'向上書Jlp.12. (張敬三);西村奨絵氏へ

のインタビュ…(1998年6月27S 、模浜)。

(5) If'エンジ、ンパルプ・稽密現制工具のあゆみJlp.122. (吉田義男):吉田幾男氏へのイ

ンタピユ~(鰐爵〉。

(6)日本続空工業会『航空機の開発生産が一般工業にどんな効果を与えたか.Jl1966年三

(7)ダイヤヂィーゼ、/レについては、 f大幸随想、.Jl~こ多くの患い出が若手せられているつまた、

深迫持二 r/j、捜高速ディ…ゼノレエンジンに寄せてJ1961年{社内資料)
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(8)戦後、三菱重工社長を務めた牧田興一郎(戦時期、名古撒航空機製作所問機体部門

に所属)は、終戦後の碍越の結綿について、次のように諮っている。 f鍵灘は飛行機

屋だから機械塵が少ない。溶接やプレスが主だからお。持をやるといっても機械墨

がし、設くては駄目なんだな。 … とにかく航空機感だけじゃ駄自なんだ。J(W往事
去を』第2巻、 pp.17・18.)0

(9)杉原は終戦車議、戦争に深く関わってしまった最先端技術を悔いて三菱を静職し、

郷最大分の工業試験所へ退いていた。実のところ、深混は杉原のようなとりわけ鑓

秀な最先端の技術者(工学博士でもあった)が自用品(欝生鞠器〉の開発に瀬認で

きるかと懸念:したのである。が、杉原は全く却の分野へ見事に技諦力を開花させた

のだった(fこの人この道・経営者諮鰐Jf茜5本新聞J1968年7月 18自付、参照)。

(10) 13本的{裂)TQCの特賞については諸説あるが、さしあたり以下の条件を紹介して

おく。全社的。総合的品鷺管理であることはむろんであるが、①顧客の要求を満た

す品質を供えた提供体を、明確な蹴容指向と品賞保証の意識のもとに提棋する。争

社長の強力なリーダーシップのもとで、〈号を実現するため、経費者から作業員立

るまでの全従業員が一致協力して活動する。金その活動が合瑠的・効果的に行われ

るよう、統計的手法を含む科学的手法を開発・活用する。ゆその活動が有効的・継

続的iこ行われるよう、人間性・脅主性を尊重した管理の諸システムを設定し、確県

に運営する{木暮正夫「日本の品賞管曜の Origin-TQCへの始動と誕生JW品質管

理Jl41巻7号、 1990年、 p.59.)。

(11)名古屋金属工難所の現場技師であった小島は戦後、まずはアメジコちから導入された

SQCを学び、後に TQC'こたどり饗く c 患家の一大事である太平洋戦争期iこ入社し

て現場に番号撲された若者が、工場経営の方法記ど考える余裕のないのが当然で、小

島自身は戦後、ゼ、ロからのスタートでQCさと学んでいる。だが、後から考えれば、TQC

の地盤はアメリカよりもむしろ名発にあったというのである(f犬山通告i第67

1992年 7月 1日;小島稔氏へのインタピュ一、間前)。

(12)児玉昇氏へのインタピュー{間前)。

(13)加藤和敏氏へのインタピュー 0997年 5湾総目、京都) お冶つら 40年のあゆ

み~ pp.24・25. (加藤和敏)。

(14)戦後処理に訪れた米軍監替宮(戦時中、プラット社の監督官をしていた)からの伝

開で、馬力あたり 6ドルだったという (W往事託託JI第1巻、 p.261.(近藤武一日。

(15)f日記J1940年 1月 19目。

(16) W三菱航空機略史~ pp. 23659・23666.よち簿記。ただし、関じ型式でも改良や設計

/材料変更は行われている。

(17) r在事走を』第1巻、 p.463.(長谷川太郎); W向上書~ pp. 497・498.(光山男五郎)ぅ
(18) W技荷回想、七十年~ p.123. 
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(19)深患は重要な苧紙iこは返{震の下書を添付して残している。

(20) r私は自碍、日陶、東閥、日特同本碍子、日本鶴器、東洋胸器、 5本特殊胸業一

引用者投〉等に関係すると早速瀬間の鶏エ加藤容二氏を訪ねて、我国王宮来の製造法

を一通り学び、その原始的作業がやはり今詩の基礎をなしていることを知ったQ 日

階、東陶の作業は欽耕式であって進歩はしているが、始めからある程度進歩した途

中及むと後を全くまねているので、それ以訴の発達の饗史を知らないから一寸行き諮

ると動舎がとれない傾向があることは見逃せない。J(Wi支鶴間組七十年~ pp. 162・

163.)。

(21) If'大幸諸悪JIp. 15. (持関奥古)。

〈認め三菱財瞬のトップ・マネジメントについては、以下を参熊。 麻島昭-r三菱財閥の

経営者!替の変震 …コンツェノレン形成後の性格JIf'専修経営研党年報，)112築、専韓大

学経営研究所、 1987年。

(23) If'往事芝詑J第1巻、 p.405.(石島簿)。 諜尾自身i立、構厚から「院本ーの横着者j

と言われたと記しているぽ往事置詑J第3巻、 pp.198-199.)0 

(24)家族の依聞によれば、幣原はこの時、深尾を教界に誘う可能性を探る枇づもりであ

ったが、およそ政治には縁のない f技指者Jであることを見通して笑って去ったの

だという{生駒昭子氏へのインタピュ一、 1996年4月6I=l，神戸)。

(25) If'大事随相~ p.28. (有賀博〉。

(26)向上。

(2η山崎栄治氏へのインタどュー 0996年4月29日、名吉議)。

(28) If'深尾さんの患い出jJp. 18. (平松永)。

(29) n主事詑詑J第1巻、 p.498.(元副議郎)。
(30) r落合議軍大佐より深箆への私情J1943年9月 16器付。

怒り『往事詑諾i第3棒、 p.198.(深見淳二〉。

(32)築後章(注56)参照。

(33) If'深還さんの思い出Jpp.58・59.
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{陽罷書室年犠 (航空エンジン中心)] 

年次 ニ菱・航空芝発動機部門 (深尾〉 三三菱{造船/機f:fi;)・中島(エンジン} 閣内/堅i繋増勢

1911 神戸母船所 造船:ウェアH:の楠機裂f1'燦 関税自主権般立

1912 
1913 米:T地フォ…ド大量生産開始

1914 第l次世界大戦絡まる

1915 
1916 絞続小繍太ニ菱合資社発に就任

1917 造船神戸造船所造機部内感機工場 ニ菱合資よりi喧船部独立 ロシア革命

イスパノと契約[ルノー70) 中高飛行機研究所設立 塑研設立

1918 二議造船持戸造船所内燃磯部 英関密接 中島飛行機製作所設立 第1次世界大戦終結
〈ウコ♀アき土} 海2渡航空研、東大競空研殻fl.

1919 吋築造船神戸内総機創作所
1920 二袈内燃機製造{名書展工場} 主機工場長 議員会不況始まる {議!県連盟発足
iイスノミノ200]

1921 ニ菱内燃機(名古霊祭作務} ニ菱[-t・式獄戦](スミス}
[イスパノ300] 理H立機設な

=-22 古楽:職員発明規則a判定 ワシントン樽攻液籍条約
:冨=23 関東大震災、海家技術研般ft
1924 議船:スルザー・ディ…ゼル
1925 工作賎長 中三三菱島 金属飛行機〈パウサン) 日本ブオ}ド設立

エンジンン生産開会合
1926 [イスパノ450) 長鋳議船所 造船:二二菱スノレザー・ディーゼル
1927 機嫌工場長 海軍航空本部数鐙
1928 4 還を航空機{名古属製作所〉
1929 造船:浅間丸 世界恐慌
1930 tt島{美子}、造船:織内丸 ロンドン機軍軍縮条約
1931 iイス".¥ノ650) 仕 tt島飛行機株式会社 潟知事変

1重要産業綾瀬j法
1932 造船:奴Sディーゼル 上海事件、?祭賞ま航控廠設霊

航空技術自立計閤{海軍}

名発古動屋蝿航部空長欄11造三三中船還菱島をI[[栄南九九樺I六六丸眠陪職攻j1 
国ワシ鰹ントi車ン条関約賎徹i基繁

111199g9333334581 三1I金金星星鼠81工40叫曲業、I 時古里航空機製作所〉
P&W7.おーネット製作権

{瑞護900] 2・26事件
ロンドン

1937 {瑞接待801 神風号歓護軍飛行記鯨 日中戦 寺統おjニ法
(市需工業動員法適用法、{滋}

冨=R名i火古思盤15発0動0]機製伊所分'5l ~発涜長 中島政l滋野製作所

国航第同空2家民lX:輯揖世能勘製JH界頃噛令大龍、事軸価業・泊鞠絡法動ま値る計制両令
1939 サットン・パーク講習会に参加 ユッボン号世界一}潟、三菱[零戦]

中島航空金腕
1940 名古鐘金線工業所新設、燃料噴射ボンフ ~金所長伐長} ニ菱〔停勾式閥攻) 続演新体詩予i
{金議13∞H金星1500][AI8: 1900] 

1941 [火麗1850] 取締役 中島{誉}、多摩製作所 米国対日機械/石油全面禁輸
(A20:2200) 外部徴用エo誇始〈造船、航空機} 太平仲戦争始まる

1942 [AI8:2500J :武蔵 ミッドウェι}海戦

1943 名排気古屋発動機研究所、第3回行政資事録 常務取締役 五遣を[百式百H良]、水鳥航空機製作所ガダノレカナル撤現
タービン過結器 中島武麓製作所 5大重点産業、液絡会社法

1944 名言盤発機動器機//京都機器製作間 ニ菱〔強風} 軍需省設麗
静時 京都発動機製作所 三菱熊本航空機製作所 指定金融機際制度
航機工場への空襲始まる

1945 工場蝶問、工場名変更 ニまを[秋水] 軍需工級制

[A21: 3100)[!Jケγト] 航空設機工場~変烹… 一 ポツダム宣言

注:[エンジン名)， [機体名]

238 



口拳考文献

。三菱関係資料 (含課題および簡保帯留人資料)

・岩鵠家缶詑予i持会鰯 『岩婿輔太部伝~ (覆刻議〉東京大学出接会、 1979年

(初版 1957年、以下関)

・岩輔家依記事i行金編 f瀧鱒久輔信~ (模割譲〉、東京大学出議会、 1979

・岩椅家誌記刊行会編 r岩崎粥之助缶JI (復刻版)、東京大学出競合、 1979年
・岩略家伝記蒋仔会繍 r岩崎小繍太信JI (護邦題)、東京大学出援会、 1979年
・小)Ilr膏ニ r航空発動機J上・中・下、 河出番房、 1944年
・かつら 40年のあゆみ編議委員会編『かつら40年のあゆみi

三菱自動車工業株式会社京都製作所、 1988年

・旧内燃会繊刊!榊戸三菱内換機五十三年史JI 1969年

・京都璃機製作所/京都製作所 50年史鋸纂養員会藤

rうずまさの強い出一京機・京製50)建年を記念して』
ニ毅重工業株式会社京都精機製#所/三菱自動車工業株式会社京都製作所、 1994年

・神戸造器所引奇史編纂委員余 『新王護持戸制詰所五す却史』新三菱護工業株式会社、

1957年

-小島悲 f犬山通借J1992年.-...1993年

f大嶺随想、j 繍集世話人編 f大挙結懇~JI r大幸鰭想j刊行発起人、 1997

・辻毅三 fドイツの航空工業J大日本飛行協会、 1943

. w神船時報.n (持戸造船所所内報}

-長崎造総所職工麟編 f三菱長崎浩船所史・ 1一幕米ヨヲ詔和3年マヂ』

長鱒造船所、 1928

・長崎造斡所職工課編 F長時造船所芳務史』 長時進掛所、 1930年

・名古屋航密機製作掛25年史輔集委員会編 r三菱盤工名古盤艶空機製作所
二十五年史J 三菱重工株式会社名吉麗航空機製持病、 1983

f名古屋十五年会J (間期会欝鑑記録)、 1996年/1997年

・曹関本重工業長崎造船所庶務機『三菱長埼造船所史 続続』

間日本議工業株式会社、 1951年

・蹄村翼船「三菱航空発動機J1992年 8月/12月 {未定繍)

・酉村燐船 fロケット戦闘機 f秋水』秘録 一戦後切年にして知る秋水に繊わる秘話j

1995年
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創文柱、 1995年

-神罵新七郎 r造船物語Jl高山審院、設42年
・JSA50周年記念出版分科金 f産業発展と工業標準化.JI (日本規格協会50周年記念資料)

財団法人日本規梼協会、 1995年

‘鈴木淳 r明治の機披工業 ーその生成と展開Jミネノレヴァ審簿、 1996年
• lf議船Jダイヤモンド薬業新響、 1953年
• ir.棒系・関本現代史J第4春、詩本評論社、珍79
. Ir太平洋戦争白議事J匪本額書センター、 1992年

-高矯泰降 f中島建行機の研究JIa本経rii評論柱、 1988年
・竹内常善/阿部武司/訳井英編r近代笹本立おける企業家の緒系譜J大阪大学出版余、

1996年

・竹間敬譲/高橋秀行/中間哲郎繍帯 f新技鋳の導入一近代磯城工業の発捜』開文舘、

-竹田米吉 f職人』中公文車、 1991

・詔杉競/蘇俊治 f生産管理研究』有信堂、 1956年

・問中航 f蒸気船'Jl毎日新開社、 1977年

1993年

f追悼小野常雄j羅集委員会繍 f追悼小野常雄五割本能準協会コンサノレディング、
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19前年

・過酷産業省、編 『商工設策史』 第18巻・機械工業{上} 路工政策史子守行会、 1976

・通商産業省重工業局編 W6本の機械工灘 ーその成長と構造J

機械工業援興協会、 1960年

・テーラ- F.W著横河民轄訳刊 r科学的経営法原理.ll1912年
・テーラ- F'W帯都築栄訳 f工場管理論』理懇社、 1958年

・寺j畢正雄 fテイラー フォード ドラッカ….Jl (改訂版)、森山議事底、 1982年

・東京工業大学鱗羽JW.東京工業大学八十年史.Jl1965年

・東京工業大学編干jj W東京工業大学百年史~~ (通史)、 1985

• W東京高等工業学校一覧.Jl (従暁治42年宝明治43年)、 1910

・道家達将 f科学ど技術の歩み』岩波プ、ツクレット、 1995

・東大社研編 f戦時間本経済J東京大学出版会、 1979

・東沖経済新報社編刊 『昭和農業史J第I巻~第3春、 1950

・特許庁『特許制度七十年史J発暁協議、 1955年

・富田仁繍 f事典近代日本の先駆者』紀伊盟墨書服、 1995年

・嘗永謙裏手編 r現代史饗料 39・太平洋戦争 5.Jlみすず審第、 1975年
・豊田穣 F飛行機主 中島実口久平J講談社、 1989年
-鳥悲畏『昭和二十年第一部=2 崩壊の兆しJ草患社、 1986年

・鳥居民『昭和二十年第一部=4 鈴木内鏑の成立J箪恩社、 1990

・鳥居畏『昭和二十年第一部=5 女学生の勤労動員と学議瞭開J態J患柱、 1994生存

・鳥居民『昭和二十年第一部=6 首都防空畿と新兵器の開発J親患社、 1996年

・開港社大学人文科学研究所 編 f封関の比較史的研究』ミネノレヴァ著書襲、 1985年

・内燃機関縮輯部鋪『産業能率増進に関する謹興題J山溝堂、 1943年

・内燃機欝編輯部編 f統控機の多量生意方式』 山海堂、 1944年

• fi中新/伊藤敏行編r日本近代教育小史J福村出販、 1984年
-中関哲部『技術を考える 13童話J吉本評議社、 1979年

・中間哲郎 f工場の哲学』平凡社、 1971年

・中罷哲郎/石井正/内田議美『近代宮本の技術と技鋳政策J国際連合大学、 1986年

・中間哲郎縛 f技術形成の雲際比較一工業化の社会的能力J筑悪事薦、 1990年

・中)11良一/水谷総太郎『中島飛行機エンジン史 一若い技荷者集留の活躍J

酎撞社、 1985年

-中村賂英 『昭和史 1・1926-1945.J] 東洋経済新報社、 1993年

・中村隆英 f戦前期日本経密議長の分析J岩波書庖、 1971年

・中村隆英 r日本経済・その成長と講造Jj第3版東京大学出版会、 1993年
・中村隆英績 Wr計踊化j と f民主化J.ll (誌本経済史・ 7)、岩読書府、 1989年
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-中村権英輔『戦間期の宮本経済分析J出)11出脹社、 1981年

・中村隆英/尾高嬢之助編『ニ重講遊.!I (日本経諦史ー粉、岩渡襲撃j芝、 1990年

・中村龍英/原朗編 f現代史資料・43 -謂家総動員・はみずず書房、 1970

.並木高央/斎灘毅憲/中嶋誉議/絵本幹雄 fモノづくりを一流iこした男たち

一田本的経営管理の歩みをたどるJ自刊工業新開社、 1993年

・高機洋八郎 f工学博士白石護治簿』工学博士岳若直治僻縞纂会、 1943年

-西)11後搾 f日本経静の或長先Jl東洋経済新報社、 1985年

・酉川依作/阿部武司繍r産業化の時代・上.!I (日本経済史・4)、岩波書居、 1990年
・晋)I[竣作/山本有造編『産業化の時代・下』 日本経事史・5)、農読書居、 1990

・日外アソシエーツ株式会社輔刊『科学賞事典• .!I1986年

• w自本機械工業去十年』日本機械学会、 1949

・日本経務連盟会調査課錨 r多量生躍方式実現の具体策』出海堂、 1943年
・5本続空学術史編集委員会編 WI3本航怨学箭史 (1910.194劫J丸善、 1990

・悶本産業機械工業会産業機接工業発展遜程編集委主員会繍 f運業機械工業発援過程』

日本産業機楼工業合、服部年

・日本生産性本部綱引IJWアメリカにおけるインダストジアノレ・エンジニアリング.!I1957年
・5本生産性本部編刊 rインダストリアル・エンジニアリング.!I (上)、 1957年
・院本造船学会編 f昭和造船史JI原義灘、 1988

・日本能率協会 f経瞥と共に J斑A/日本能率協会コンサルテイング技術40年J

日本能率協会、 1982年

-野村大度 f航空発動機の生棄と生産管理J出議輩、 1943

・ハーシュマン A.O箸小島清監イ彦麻田四郎訳 F経諦発展の戦略』巌松堂、 1961年

.ハウンシェルヂ…ヴィッド・A著和田一夫/金井光太朗/嬢原道夫訳

fアメリカン・システムから大盤生産へ 1800-1932.!1名古屋大学出版会、 1998年

・萩原皆太郎繍箸『日本工業技衛史』薪泉社、 1994

・議日韓男 r航空機工紫の能率増進.!I11I梅堂、 1943年
・橋本寿槙繰 W20世紀資本主義 1.技街革新と生産システム』東京大学出張会、

1995年

・林俸史/輩出文男議選 f技術革新と現代世界経t削ミネノレヴァ書房、 1993年

-斡武『技術と社会一日本の経験.Jl国際連合大学、 1986

・林武/製探文彦鱒著作十学技祷の生議学一間際化持代の生産技術の震関と労働J

アグネ承風社、 1993

・原朗 f岩波講座・喜本腰史・ 20一戦時統制経済の開始』岩波書庖、 1976年

・原朗 f総説:賠償・終戦処理』東洋経祷新報社、 1984年

・顔朗編 r近代詩本の経済と政治.!I111) 11出版社、 1987
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-諜朗編 f日本の戦時経善寺 一計醤と市場』東京大学出綾会、 1995年

・平躍軽緒編著 f米軍が記録した日本空襲J箪患社、 1995年

・ファーガソン E.S著藤原真樹/砂悶久吉訳 f技術屋{エンジニア)の心娘』

平凡社、暗部年

-富士議工業株式会社繕羽U!r富士議工業三十母史.!l1984年

-藤本隆宏/キム・8・クラーク著 関村明比吉訳 f製品開発力

日未歌自動車メーカー20祉の詳細読査』ダイヤモンド社、 1993年

・藤原銀二郎{述)/下回将葉{著) Ii':露原銀ニ郎回顧人十~.!l講談社、 1949年

・フリ…マンクPストアァ一帯大野喜久之輔監訳/新揺光議訳

f技術政策と経務ノ号フォーマンス』発洋議灘、 1号89年

・法政大学産業情報センター/播本寿誤/武時靖人縞F日本経務の発震と企業集団J
東京大学出版会、 1992年

-星野芳郎r技術革新』岩波新謀、 1958年
・獲野芳郎r星野芳宗主著作魂第5巻 p技術史田』動草書薦、 1978年
・綿谷千博/高藤真綿!r!7シントン体制と日米関保J東京大学出版会、 1978年

・堀越二郎/奥富正武 f零戦J轄日ソノラマ、 1992年

・本台進『大企業と中小企業の問時成長 一企業間分業の分者』間文舘、 1992年

・マイヤ…オットー/ポストロパ…ト.c編小林議出訳 r大量生産の社会史J
東洋経務新報社、 1984年

・前JII正男 f中島飛行機物語ーある航空技欝の記観光入社、 1996年

香前)1[1五男『流れ作業.!IilJ揮堂、 1944

・前関孝則 rジニαツトエンジンiこ取り選かれた男』講談社、 1989年
・前期牢員IJ!rマン・マシンの昭和伝説 一統空機から自動車へ(上)Jl購読校、 19路年

・村公宏編 F技荷革新Jl (現代経済・ 7)、筑選挙書房、 1971年

・松岡久光Fみつびし航空エンジン物語 一名機 f金差jを産んだ技荷者群像J
アテネ護喜男、服部年

-松岡久光 rみつびし飛行機物語Jアテネ番勝、 1995年
・三島慶雄 f三菱信鶴史明治編J教膏社、 1979年

e三島康雄 f三菱財閥史大正・昭和繍』教育社、 1980年

・3三島藤雄編!rS本財鵠経常史 三三菱露関JI日本経諦結縄社、 1981年

・三島康雄/長沢康昭/娘孝夫/膿E誠久/佐露英逮 F第二次大戦とと菱財関』

日本経許新開社、 1987年

・南再選『動力革命とを芝婿進歩 一戦前期製造業の分析ー』東洋経諦新報社、 1976年

-南亮溝 r日本の緩諦発展J東洋経済新報社、 1981年
・高亮進/滑川零藤編『笹本の工業化と設術発展Jl東洋経緯新報社、 1987年

249 



-宮川隆泰 r岩鯖小禰太 一三菱を育てた経営理念』中公新書、 1996年
・宮矯正富『工作機被の歴史・第1嬬ー始源から 18世紀』ミットヨ博物館、 1992年

・宮崎正吉 f工作機械を愈jった人々Jj:ミットヨ博物館、 1997年

・宮本文部/阿部武奇錨r経営革新と工業イ叫 〈日本経営史・ 2)、岩殺害警底、 1995年
・三輪修三 fものがたり 磯械工学史.JI (テクノライフ選書〉オ}ム社、 19潟年

・衆議正幸 r技荷の理論一現代工業経営問題への技締論的接近J間文鎗、 1989年
・瀦刈重隆 f流れ作業組織の理論Jアカギ審襲、 1947年

-森泉 fアメリカ職人の仕事史ーマス・プロダクションへの軌跡』中公新書、 1996年

.森川覚三 f生産能率の常識Jダイヤモンド柱、 1947年

・森)11英正 r日本経営史2日本経務新嵩社、 1981年
・文部省 r学制百年史Jj1972年
・文部省『学制官二十年史~ 1992年

・安岡重顎 r財調形成史の研究Jミネノレヴァ喜男、 1970年
・安関重明 r財閥の経営史 一人物識と戦略J 自本経済新聞社、 1978年
-安岡震暁編F岡本の財鵠JI (日本経営史講座3)、日本経議新聞社、 1976年

・安調麓明/長沢康昭/挽野俊光/三島藤雄/宮本又郎 『日本の金築家 (1)

明治編:近代記・工業化の翼手J帯斐閣新議事、 1978年

・槙田邦男 r零式戦鵠機』文藤春毛主、 1977年
-矢野樺太記念会 r数字で見る日本の 100年:日本間勢関会・長期統計制

題勢性、 1981年

-矢部洋三/渡辺広明 r技術の経詩史』静講社、 1984
・ID糖鐙誰r技街刻東洋経済薪報社、 1961
・山時広暁/櫓J11武郎鋸 Wr[3本的J経奮の連続と断絶JI (笹本経常史・拐、

岩按議事応、 1995年

・山崎隆三 f近代日本経諦史の基本問題』ミネノレヴァ書灘、 1989年

.ID下幸夫 r権運と造船業JI (日本識運経営史・6)、日本経済新霞社、 1984
・山室静譲 W16識の兵器工場 一長野県野沢高女勤労動員の手記』太平出張社、 1975

'ID本諜 r日本における職場の技街・労働史 1854"'-'1990年』東大詰援会、 1994年
・由井常彦/大東英祐輔 f大企業時代の到来JI (日本経営史・ 3)、岩波議事活、 1995年

・横森周信『海軍韓上攻撃機 一一式陸攻・九六式襲攻のすべてJ

{第二次世界大戦ブ、ックス 77)、サンケイ出接、 1979年

.ロノレト L.T.C箸磯田措訳 f工作機械の歴史

…職人の技からオートメ…ションヘ』平凡社、 1989

・和辻春樹毒事野開慣踊W船.JI (新版)、 N行出張、 1996
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@雑踏緯文、定期刊行楊等

・棺)11若手喜 f技衝の組織原貝IJ 如何に組織するカリ f技街評論JI21巻6号、 1944

・蘇島昭一 f戦時体制期の中島飛行機J Ii":経営史学J20巻3号、 1985年

-蘇島陪ー「戦時体制期の三菱露関J Ii'!事穆経常学論議J39号、 1985年

-麻島詔 r第2次大戦末期の中島飛行機J Ir専磐大学経営研究所報J65号、

専修大学経営研究所、 1985年

・蘇島昭一「三菱露関の経営者層の変質 ーコンツェlレン形成後の性格j

『専惨経営研究年樹立集、専修大学経営研究所、 1987年

・天野雅撤 f近代日本の工業地帯における職工と技術者J Ir留民経務雑誌:J166巻、

1号、 1992年

・安藤長雄「戦時男本航空工業に関するこつの資料J Ir:経境学論創 23巻2号、

東京大学、 1955年

・井上得一部川本近代湖住所確立期における三菱長崎逝船所J Ir経営史学J3場 1号

1968年

・今捧衛合 f長崎造船頭創立の技術的雰景J Ii"社会経済史学:J32巻2号、 1966年

-今樟鍵治 f成立期の工科系議高等教官機関一学科系統摺J Ir社会経務史学J40巻5号

1974年

・岩内亮-r近代日本はおける技衛者の静成J Ir経営史学J7巻3号、 1971年

-内毘星美 F企業内技術者組織の形成期 一一九00"-'一九一0年技補者数の

統計的研究からJ Ir東京経大学会誌J109・110合併号、 1978年

・内田議議「技鋳者の増加・分場と日本の工業イ乙J Ir経務研究J39巻4号、 1988年

・内部基藁 f初期高工卒技鱗者の活動分野・集計結果j Ir東京経大学会誌.JJ 108号、

1978 

・内田星美「大正中期民間企業の技術者分者一麓化学工業記の端絡における役害~J

f経営史学J23巻1号、 1988年
・売却皐美 f明治後期民陪企業の技指者分布J Ir経営史学J14場2号、 1977年

・樺漢昇「日;本における工業化と教育との関係J Ir社会経捺史学J40巻5号、 1974年

・岡時哲二「第二次世界大戦期の日本における戦持計画経掛の構造と潜行j

作土余科学研究.Jl 40券4号、 1988年

e 小川|修次「自然のままにJ (r中日新開j コラム r紙つぶてJ rわたしの歩んだ道j

より)、 1995年

・尾高濯之崩 「内部請負と内部労働市場一労働過程変革の歴史理論J Ir経療研究J

39巻 1号、 1錦8年

・尾高埠之助 f第二次世界大戦前後のi百三菱盤工労働統計についてJ Ir一橋論叢JI

74巻6号、 1975年
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-木下額 「フレデラック・テイラーと工学教育の発接 ー職場闘争から科学的管理へ、

1881--1910年J W大阪市立大学級務学雑誌.~ 94・S・4号、 1993年

・小諸学三「日本の品質管理のO回gin…品質管理年表(19∞--1990)J W品質管理JI
41巻 12号、 1990年

・木藤正夫「日本の品賞管理のO政経n-TQCへの始動と誕生JW品賞管理』
41券7号、 1田O年

・小谷治之「戦後日本iこおける植民転換一民間讃需工場の民需化についてj

『韓宅事大学経詩学論剣 36巻 1母、 1996年

・小秘法之 f戦後日本における軍民転換 -1自国営讃需工場の設立・拡充から

解体・民需転患までJ W龍谷大学大学院研究絞饗Jl10 i号、服部年

・後藤正夫 f世界の品繋管理 (3)J W品質智理Jl1巻5号、 1950年

・生久間一郎 f機械工場エ於ケノレ流動作業実施ノ経験J W産業能率J13巻4号、 1940年

・佐々木議 f太平洋戦争期における『科学的管理』のー儲部j

f静i縄県立大学・経費靖報学部学報j4巻 1号、 1992年

・佐々木総 f第二次世界大戦期の日本における生産システムの合理化の試み

一中島飛行機武蔵野製作所の事例を恥む';:J W経営史学Jl27巻3号、 19館長手
・沢井実 r1930年代のB本工作機械工業J W土地制度史学JI97 i号、 1982年

-沢井実 f戦時裂工作機械生産についてJ W大阪大学経演学Jl45巻3・4号、 1996年

・訳井英 f戦持経済統制の展開と日本工待機械工業J W社会科学研究Jl36巻 1号、

1984年

-柴語学央 rJII構造船所における航空機部門独立爵籍と平生鋲三蕗j

『甲櫛経営研究.lI33春 1・2合併号、 1993年

・柴孝夫 rJ 11鋳議船所における明治三十年代の拡大運動JW甲高論集Jl6号、 1978年
-柴孝夫「戦間期三菱議船の漁船市場への進出 一彦島造船所の経営者めぐってJ

f京都産業大学議集.lI13巻 1号、京都産業大学、 1983年

・柴寧夫「戦時期の航空機製造企業の経裳動向

'"'"')11埼航空機工業と戦時の経営--(1) J W:経務経営論集Jl27巻3号、路92年

・菅山英次 r1920年代護軍気経営の下級職員層 -13立製作所の事例分析j

f社会経済史学Jl 53巻5号、間前年

・鈴木邦夫 「財闘から企業集団・企業系列へJ W土地制度史学Jl 135号、 1992年

・立松潔「機運合理{乙と造船業の発展-1920年代来ヂィ…ゼノレ船建造ブームの意識に

ついてJ W土地制度史学Jl70号、 1976伴

・立松諜「昭和恐需と離舶改静助成擁設J上・下 f山形大学紀要~ 1む巻2号/

11巻 1号、 1980年

・玉置正英「戦時下の磯城工業政策J W鰻済学紀饗Jl (喪細亜大学経務学会)11
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1980年

-千本暁子 f三井の使用人擦用方法の史的考察JW社会科学:.!I42号、 1989年
「東京工業大学昇格史J Ir議前工業会誌.!I41号、 1940年

f轡燐・多量生護研究J Ir内撚機欝.!I6巻 1号、 1942年

・土井守人 f組立作業にきをける前進作業実癒に就てJ 1rI:.J本能率.!I1943 

・中間哲部 九、わゆる「後発投の利益j と中進国の技締約違いっきi晶糠(上)J 

r大掠市立大学経務学雑誌.!I87・2号、 1鰯8年
・中i罵智郎「戦中・戦後の科学的管理運動一日本能率協会と日科技連の活動にそってj

{上・中・下) Ir大飯市立大学経務学雑鰭.1182・1・82.3・83・1号、 1981'"'-'位

・中)I r良一 f銑空機から自験車へ一一内藤機寵設術者の臨懇J W自本機械学会制

85(上)、 759号、 1982

・長決議経紹 「第一次大戦期における三菱合資の海外交JJ5 ーロンドン支惑を中心にJ

『経営史学:.!I23券 1号、 1988年

e西成田豊 「第一次大戦期における三兼財閥の造重量業 …三菱溜詰所の分析 (2.)J 

(1)'"'-'(3) J Ir:経済経営論議.!I (龍谷大学)19巻4母/お巻 1・3号、 198む年

・商成田農 f日露戦争後における財閥造費七、企業の経営講造と労使関係 一三築造船所の

分析(1.)J 仰'"'-'(4) Ir経務経営論集.!I (龍谷大学)18巻 1'"'-'4号、持78'"'-'1979年

・醤堀栄三郎「工場診軒法J Ir品糞管現s6巻 1号、 1955年

・西堀栄三鰐 f品質管理技揮者のコツJ Ir品質管理.lI5巻4号、 1954年

・日本盤工業調査部繍「我が菌機械工業の現状とその発震策J Ir日本重工業i

1巻9号、恐38年

・野中いずみ「日本の品紫管理の住場n-SQCの導入 (2)J Ir品質智理J

41巻3号、 1990年

・橋本婦朗「一九三0年代の造船工灘J (1)--(3) Ir噂気通信大学学報.lI29巻 1-2号、

30巻1号、 1978--79年

・橋本寿朗 r1920年代の造船市場J Ir社金経済史学.lI32場7号、 1966年

・疋田購符 f戦前期日本航空機工業資本の蓄寝過額J Ir一橋論叢.lI77巻s号、 1977年
f米劉航空機工業の現祝J Ir日本重工業.JI1巻§号、 1938年

・能信裕子「後指欝と生産技術形成 -s本の経験からJ Ir間際協力議集~ (神戸大学〉

8巻2号、 1寺98年(予定)

-蔀田裕子 f戦詩期航Z投機工業における生産設街形成

一三菱重工業の航空エンジン生産と深尾禅ニJ Ir経営史学:J133巻2号、 1998年

・松永鱒助 「トランスファ…マシンに就いてJ Ir精密機株H X氾1-11、1956年

・松本三和夫 f重量業社会における技術移転の構造 -20枇紀初頭自本の造船業における

舶用蒸気ターゼンの移転を事併として-J W社会経済史学:~ 56巻6号、 1991年
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-港徹雄 「両大戦聞における悶本揮下精生産システムの鱒成過程j

r青山富際政経論集Jl7号、 1987全容
・宮島英昭「戦時緩諦統制の接関と麓難民織の変容J W社会科学研究J

39巻s号/40巻2号、 1988年
・村下洋介 rW工場通魁から見た工場能力の変記 …郎4年から 1919-20年までj

r社会経詩史学J54巻5号、 1989年
・森暁 f岐路iこたつ薮成科学技務部体 (2)J W技術評論Jl20巻10号、 1943年
-森)11英王 f明治類工科大学卒会社技師のリストJ Ir:経営柑 11巻3号

-山姥忍長s r太平;羊戦争後半期の航空機関連工灘増雄政策J

補島大学r商学論集Jl59巻2号、 1990年
ー山構送部 「太平洋戦争後半期iこおける航摺機増灘政策J W土地制度史学Jl 130号、

1991年

-山崎志部 「太平洋戦争後半期における動員体制の再繍

一航空機増産体制をめぐってJ楠島大学r潮学論集JI59巻4号、 1991年
・山下帯夫「戦間期日本の海運と造船業 一第一次大職後およひ唱和拐期の不況と

その克服の過程J Ir高学論纂:jl (中央大学構学研究会)24巻 5・8号、 1983年

・山田卓郎「トランスフアマシンのシーケンス ーコントロールの現状と将来j

f詩本機械学余結wl77巻671号、 1974年

・山関車郎「トランスフアマシンの参みJ (1) . 詰) If':機撲の研究Jl27巻

1号/2号、 1975年

・由井常彦 f毘本における重委識の変遷j明治大学 f経営論集Jl24券 3・4号、 1977年

・諜沼英造/五議新市本の品賞管理の伐i割n-SQCの導入 (1)J W品質管理.JI

41春2号、 1990年

e 鞄部一夫市本における「流れ作業方式Jの展開 ートヨタ生産方式の瑚解のためにJ

東京大学経済学部・ディスカッション・ぺ…パ…:95・ふ払 1995

「朝日新開j

f中日新聞J

「問日本新聞J

r日本経済新開J

f毎日新聞J
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